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は じ め に 

「『令和の日本型学校教育』を担う新たな教師の学びの姿の実現に向けて 

審議まとめ（令和３年中央教育審議会）」では、「令和の日本型学校教育」

を担う教師の姿について、「主体的な教師の学び」「個別最適な教師の学

び」「協働的な教師の学び」といった「新たな教師の学びの姿」が示されま

した。 

また、教育公務員特例法及び教育職員免許法の一部を改正する法律によ

り、教員の研修履歴の記録の作成と当該履歴を活用した資質向上に関する指

導助言等の仕組みが令和５年度から施行され、各校で研修履歴を活用した対

話に基づく受講奨励が行われています。 

さらに、今日、子どもたちの学び（授業観・学習観）とともに、教師自身

の学び（研修観）も転換し、新しい授業観と相似形である教師自身の主体

的・対話的で深い学びを実現することが求められています。（「令和の日本

型学校教育」を担う教師の養成・採用・研修等の在り方について（令和４年

中央教育審議会答申） 

鳥取県では急激に変化する時代における不易と流行を踏まえ、「公立学校

教員として求める教師像」を改定し、「鳥取県公立学校の校長・教職員とし

ての資質の向上に関する指標」をあわせて改定しました（令和６年４月１

日）。 

これらを踏まえ、教師が自らの学びの成果を振り返ったり、次なる目標を

設定したりするとともに、研修履歴を活用した受講奨励により、探究心を持

ちつつ主体的・自律的に学びをマネジメントし、「新たな教師の学びの姿」

の実現につなげていただくことを期待します。その際に、本冊子がその道し

るべとして活用されることを願っています。 
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【鳥取県公立学校の校長・教員・教職員 

としての資質の向上に関する指標】 
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Ⅰ 鳥取県公立学校の校長、教員及び教職員としての資質の向上に関する指標

について 

（１）あらまし

鳥取県教育委員会では、教育公務員特例法第２２条の３に基づき、任命権者として、校長及び教

員の職責、経験及び適性に応じて向上を図るべき校長及び教員としての資質に関する指標を策定し

ています。

また、学校に勤務する教育公務員特例法の適用外の職員についても、職責、経験及び適性に応じ

た資質の向上の参考とするための指標を策定しています。（以降、鳥取県公立学校の校長、教員及び

教職員としての資質の向上に関する指標について、一括して「指標」という。） 

（２）指標の活用

教育公務員特例法において、研修実施者が研修計画を作成する際や指導助言を行う際には指標を

踏まえることとされており、指標をもとに各種研修の内容等が検討されます。

また、指標は職責、経験及び適性に応じて身に付けていくべき資質を規定しているものであり、

評価・育成制度における自己目標の設定の際に参考とすることも想定されます。 

（３）指標のつくり

指標は、職種ごとに策定しており、縦軸（観点）、横軸（職・ステージ）別に身に付けていくべき

資質を表しています。

また、指標中で赤字になっている部分は、それぞれの職としての専門性を示しています。 
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令和６年４月１日　鳥取県教育委員会

校　　長

よりよい社会の実現に向け、学校の役割を認識するとともに、社会人として広い視野と深い洞察力、豊か
な人間性を有し、自他の価値を尊重している。

学校教育を取り巻く環境の変化や生じる課題を多角的に捉え、その解決に向けた柔軟な発想力と対応能
力を有している。

児童生徒に対する理解を深め、自発的・主体的な成長や発達を支援することができるとともに、教育に対
する使命感や責任感を持って意欲的に行動する実践力を有している。

教育全般に関する知見や経験を有し、児童生徒の主体的な学びを支援することができるとともに、学校運
営に関して教職員に対して的確な指導を行うなど、人材を育成する力や組織を動かす力を有している。

組織のリーダーとして、学校内の多様な人材、家庭や地域等と連携・協働を図る力を有している。

教育公務員としての倫理観及び法令遵守の精神を有している。

将来の国や県を担う児童生徒の心身ともに健全な育成に向けて、教育的識見に基づく明確な教育理念を
有している。

国や県の教育改革の動向や今日的な教育課題を認識し、自校における適切な教育目標を設定するととも
に、その目標達成に向けた総合的な経営ビジョンや経営戦略を構築している。

今日的な教育課題や学校における児童生徒の教育データや実態、保護者や地域等の学校を取り巻く環
境についての情報を広く収集した上で的確に整理、分析し、関係者と共有を図りつつ、学校としての目指
す方向性や学校教育活動の柱を明確に定めている。

様々な経験や専門性を持った教職員のそれぞれの強みや適性等を生かした学校経営への参画を促す工
夫や雰囲気の醸成を行うとともに、学校と保護者や地域等との熟議や話し合いを通して目標やビジョンを
共有し、相互に連携・協働しながら児童生徒の育成及び学校の特色化・魅力化に取り組んでいる。

学校課題を的確に把握し、その解決に向けた取組の方向性を主体的に判断するとともに、教職員の理解
と納得を得る的確なコミュニケーション力によって学校全体の組織的な行動につなげるリーダーシップを有
している。

危機管理体制（危機管理マニュアル）を把握し、教育活動や学校施設等、学校全体を広く見渡す視点に
立って危機の未然防止策を講じている。また、危機発生時には児童生徒の安全確保に向けて迅速かつ的
確な対応を行うとともに、対応後には必要に応じて保護者や地域等への説明を適切に行っている。

学習指導要領の内容を十分に理解し、今後の社会で求められる人材育成の視点に立って、「主体的・対
話的で深い学び」の実現に向けた授業の在り方を積極的に研究・実践するなど、授業改革の取組を推進
している。

児童生徒の実態や学校の特色、地域の実情などの現状を把握し、児童生徒が「何をしたいのか」、「何を
できるようになりたいのか」という将来の生き方のビジョンを描くことができるための「キャリア教育の全体
計画・年間指導計画」を適切に策定し、キャリア教育を計画的に推進している。

特別な配慮や支援を必要とする児童生徒の特性等を理解し、学校全体として組織的に児童生徒一人一人
の教育的ニーズに応じた学習上・生活上の支援を工夫するとともに、「個別の教育支援計画」、「個別の指
導計画」に基づき、保護者及び関係機関等と密接な連携を図る体制を構築している。

学校ＣＩＯとして、学校におけるＩＣＴの活用の意義を理解し、授業や校務等でのＩＣＴの効果的な活用や情
報・教育データの適切な活用の推進に向けた体制を構築している。

学校全体の児童生徒指導上の個別課題について共通理解を図るとともに、スクールカウンセラーやスクー
ルソーシャルワーカー等の関係者及び児童相談所等の関係機関との連携を密にし、課題解決に向けて組
織的に対応する体制を構築している。

自らが自身の人間性を高めることに努めている。また、教職員それぞれの個性や能力、適性等を理解し、
教職員が思いや悩み事を管理職に相談しやすい雰囲気を作るなど風通しの良い職場づくりに努めること
で、教職員との適切な信頼関係を構築している。

教職員の日常の勤務状況等を的確に把握し、適切に業務分担を行ったり、適宜相談に応じたりするなど
の配慮をとおして、教職員の健康管理（メンタルケア）に努めている。また、教職員が意欲的かつ自主的に
職務に専念できるような職場環境づくりに努めている。

教職員が主体的に設定した目標の達成に向けて、法令を順守しながら意欲的に取り組むことができるよう
に指導助言を行っている。また、職務遂行状況（能力や実績）を教職員の育成段階に応じて公正かつ適正
に評価することをとおして、教職員の人材育成及び資質能力の向上を図っている。

児童生徒や保護者への対応、地域等との連携などの様々な学校課題に対して、教職員が課題やトラブル
を一人で抱え込むことがないよう、「チーム学校」（効果的・効率的な組織）の意識醸成に努めることで、教
職員の連携・協働体制を構築している。

※ 必要に応じて、「児童生徒」は「幼児児童生徒」と読み替える。

鳥取県公立学校の校長としての資質の向上に関する指標

素

養

豊かな人間性、寛容性、人権意識

発想力、創造力、対応能力

児童生徒理解、教育的愛情、判断力、実践力

教育に関する知見、指導力及び校長としての
専門性

社会性、協調性、コミュニケーション力

使命感、責任感、倫理観

学
校
経
営

確固たる教育理念

学校経営ビジョンの構築

学校の内外環境に関するアセスメント（情報の
収集・整理・分析と共有）

教育力を高めるファシリテーション（学校内外
の関係者との相互作用の創出）

判断力と決断力・リーダーシップ

学
校
管
理
運
営

学校危機管理

授業改革の推進

キャリア教育（生き方・進路指導）

特別な配慮や支援を必要とする児童生徒への
対応

ＩＣＴや情報・教育データの利活用

児童生徒の個別課題への対応
・教育相談、カウンセリング体制の構築
・いじめ、不登校への対応

教
職
員
管
理

教職員との信頼関係

教職員の健康管理及びメンタルヘルスケア
（勤務状況の把握）

教職員の資質向上
（適正な評価と人材育成）

教職員の連携・協働体制の構築

観点

キーワード

職
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充実期前期
(11～15年目)

充実期後期
(16年目以降)

学校教育を取り巻く環境の変化を前向きに受け止め、学び続けることができる。

・危機管理

・学校教育の社会
的・制度的・法律的・
経営的理解に関する
基礎理論・知識を習
得している。

・危機管理体制（危機管理マニュア
ル）を把握し、児童生徒が安心して
学校生活を送ることができるための
適切な対応や危機の未然防止に努
めている。

・危機管理体制（危機管理マニュア
ル）を把握し、学年や学校全体を広
く見渡す視点に立った上で、過去の
事例に学びながら、迅速な対応及
び危機の未然防止に努めている。

・危機管理体制（危機管理マニュ
アル等）を把握し、必要に応じて
危機管理体制の点検や改善をし
ている。

・学校全体の視点に立って、危
機の未然防止策や危機発生時
の具体的な対応策について、校
長に進言したり、教職員に指示
したりするなどの対応を行って
いる。

・学校、家庭、地域との
連携・協働

・地域社会に貢献す
ることについて、自
分なりの考えを持
ち、実行しようとして
いる。

・家庭・地域と連携・協働し、児童生
徒を共に育んでいこうとする関係を
築いている。

・家庭・地域・関係機関等と連携・協
働し、組織的な対応をしながら児童
生徒の指導を推進している。

・家庭・地域・関係機関等との連
携・協働を通じて、必要な情報を
収集・発信しながら、学校課題の
解決に向けた校内体制を構築し
ている。

・家庭・地域・関係機関等との連
携・協働を通じて、保護者や地
域等の協力を得ながら学校課
題の解決に向けた取組を推進
する役目として率先して行動し
ている。

・集団で業務を遂行
する際、自らの役割
に応じて適切に行動
し、力を発揮してい
る。

・管理職や同僚の指導・助言を受け
ながら、組織の中における自らの役
割や責任を自覚するとともに、その
一員としての業務を遂行している。

・同僚と協働しながら適切に業務を
遂行するとともに、関係機関・異校
種との連携を適切に行っている。
・学年や教科等の組織から学校全
体を広く見渡す視点に立って、自校
の特色について把握し、その特色
を生かした実践を行っている。

・学校課題の解決に向けて、関
係機関・異校種との連携を計画
的かつ積極的に行い、組織力を
向上させている。
・組織全体について、自己の経
験を生かしながら内外の環境要
因を広く見渡し、その特色を生か
した「チーム学校」（効果的・効率
的な組織）としての教育活動を展
開している。

・様々な学校課題の解決に向け
て、教職員間や関係機関等と
の連携・協働体制の構築に向
けて、校長を補佐しながら「チー
ム学校」（効果的・効率的な組
織）作りに努めている。
・教職員の意見を積極的に吸い
上げるなど、風通しのよい職場
作りに努めている。

・年間指導計画
・単元構想
・学習指導案

・教育課程の編成に
関する基礎理論・知
識を習得している。

・「学習指導要領」の趣旨・内容を
理解し、担当教科・領域の年間指
導計画を作成するとともに、児童生
徒の実態を把握し、その実態に応
じた単元構想や教材づくりに取り組
んでいる。

・「学習指導要領」の趣旨・内容を
理解し、学年や教科の系統性を踏
まえた年間指導計画の工夫・改善
を行うとともに、児童生徒の実態や
学校、地域の特色を生かした単元
構想や教材開発に取り組み、専門
性の向上を図っている。

・「学習指導要領」の趣旨・内容
を生かし、教科横断的な視点を
持って校内の教育課程づくりに
携わるとともに、現状分析をもと
に学校や地域の特色を生かした
単元構想や教材開発を行い、校
内研究会等で改善案を提案して
いる。

・校長の示す学校教育目標や
学校として目指す方向性、及び
教育活動の在り方を踏まえ、学
校の特色化・魅力化づくりに積
極的に関与している。

・学習集団
・指導評価
・指導法工夫
・授業改善
・主体的、対話的で深い
学び

・学習指導法に関す
る基礎理論・知識を
習得している。

・課題の発見・解決に向けた主体
的・対話的で深い学びを実現させる
ための授業を実践している。

・課題の発見・解決に向けた主体
的・対話的で深い学びを実現させる
ための授業を実践することで、これ
からの時代に求められる資質・能
力の育成を図っている。

・児童生徒との関わり
・集団づくり

・学習集団形成に関
する基礎理論・知識
を習得している。

・学級経営の具体的な方策を立案
し、実行している。

・学級経営において、児童生徒の
個別理解を図るとともに、学級集団
の状況を把握している。

・学級経営目標に対する現状を
的確に分析し、改善に向けた具
体的な方策を提案している。

・個への対応
・コミュニケーション能力

・生徒指導、教育相
談に関する基礎理
論・知識を習得して
いる。

・教育相談や生徒指導を適切に行
う上で必要な理論や技法について
理解するとともに、児童生徒の特性
や人間関係、家庭環境等を把握
し、それらを考慮した指導・支援を
行っている。
・いじめ・不登校等の課題に対し
て、関係教職員への報告・連絡・相
談を密にして、解決に向けて対応し
ている。

・学年全体の児童生徒一人一人の
特性や人間関係、家庭環境などを
多面的に捉え、個に応じた適切な
指導・支援を行っている。
・同僚の生徒指導上の悩みを理解
し、課題の解決に向けて指導・助言
を行っている。
・いじめ・不登校等の課題につい
て、スクールカウンセラー、スクール
ソーシャルワーカーと連携し、課題
の解決に向けて組織的に対応して
いる。

・学校全体の児童生徒の実態を
的確に把握し、個に応じた適切
な指導・支援を組織的に継続して
行っている。
・学校全体の生徒指導上の課題
について教職員間で共通理解を
図るとともに、課題の解決に向け
て、児童相談所等の関係機関と
連携しながら組織的に対応して
いる。

・生き方指導

・キャリア教育（生き
方・進路指導）の重
要性を認識してい
る。

・キャリア教育（生き方・進路指導）
に必要な知識を活用し、児童生徒
に将来の夢や希望を持たせる指導
を行うとともに、地域や故郷への愛
着を育む指導を行っている。
・児童生徒の実態や学校（学科）の
特色、地域の実情など様々な視点
から現状を把握するとともに、児童
生徒に、卒業時点で「何ができるよ
うにさせたいか」を具体的に定めて
いる。

・児童生徒の夢や希望及び実態を
的確に把握し、キャリア教育（生き
方・進路指導）の視点に立って、個
に応じた適切な指導を行っている。

・キャリア教育の全体計画や年
間指導計画の内容を理解し、そ
の意味を児童生徒に理解させる
とともに、系統だった指導を学年
団等の組織をまとめながら適切
に実践している。

・学校教育目標や学校の目指
す方向性を理解し、育成したい
児童生徒像を明確に把握しな
がら、その生き方指導の基本と
なる全体計画や年間指導計画
の構築に取り組んでいる。

学
習
指
導

生
徒
指
導

・特別支援教育の視点

・特別な配慮や支援
を必要とする児童生
徒の特性等を理解
し、支援に必要な基
礎的な知識を習得し
ている。

・児童生徒の実態把握に基づいた
「個別の教育支援計画」、「個別の
指導計画」を作成し、一人一人の教
育的ニーズに応じた学習上・生活
上の支援の工夫を行っている。

・保護者や関係機関と連携しなが
ら、「個別の教育支援計画」、「個別
の指導計画」の作成・活用や、学習
上・生活上の支援の工夫を行って
いる。

学
習
指
導

生
徒
指
導

・ＩＣＴの授業・校務等へ
の活用
・情報・教育データの活
用

・ＩＣＴ活用の意義を
理解し、ＩＣＴの活用
に関する基礎的な知
識・技能を習得して
授業や校務等に活
用しようとしている。

・ＩＣＴ活用の意義を理解し、ＩＣＴを
授業や校務等に積極的に活用して
いる。

・ＩＣＴ活用の意義を理解し、ＩＣＴを
授業や校務等に効果的に活用して
いる。
・「個別最適な学び」と「協働的な学
び」の実現に向け、児童生徒の学
習の改善を図るため、教育データを
活用している。

※ 必要に応じて、「児童生徒」は「幼児児童生徒」と読み替える。

鳥取県公立学校の教員としての資質の向上に関する指標【教諭等】
令和６年４月１日　鳥取県教育委員会

教諭等・主幹教諭・教頭・副校長

家庭・地域とつながる力

組織として連携・協働す
る力（同僚、関係機関、
異校種）

・目標
・業務改善
・ＩＣＴ等による業務の効
率化
・事務
・外部
・チームマネジメント
・協働的教職員集団づ
くり

教職に必要な素養に主として関するもの

素

養

豊かな人間性、創造力、寛容性、人権意識 よりよい社会の実現に向け、自他の価値を尊重し、自らの人間性や創造性を高めることができる。

前向きな姿勢、向上心、適応力

教育的愛情、児童生徒理解、判断力 児童生徒に対する理解を深め、自発的・主体的な成長や発達を支援することができる。

専門的知識・技能、指導力、構想力 教科等の専門的知識・技能を有し、児童生徒の主体的な学びを支援することができる。

社会性、協調性、コミュニケーション力 学校組織の一員として、学校内の多様な人材、家庭や地域等と連携・協働を図ることができる。

使命感、責任感、倫理観 教育公務員としての倫理観及び法令遵守の精神に基づき、責任ある言動をとることができる。

・働き方改革の目的を理解し、ＩＣＴの効果的な活用等による業務の効率化を進めている。

・各期（ステージ）において、学校教育目標の達成に向けて管理職及び同僚と協働しながら取り組むとともに、取組の継承や後継者育成を
意識しながら業務を遂行している。

特別な配慮や支援を必要とする子供への対応に主として関するもの　※「学習指導」「生徒指導」を個別最適に行うものとして位置づけ

学習指導に主として関するもの
学
習
指
導

（
授
業
力

）

各学校の特色を生かした
カリキュラム・マネジメント
の実施

主体的・対話的で深い学
びの実現に向けた授業
改善

・課題の発見・解決に向けた主体的・対話的で深い学びを実現さ
せるための授業を実践するとともに、教科横断的な視点を持って
校内における授業改革の推進を行っている。

生徒指導に主として関するもの

児
童
生
徒
理
解
・
指
導

児童生徒の理解と学級
経営

・個々の児童生徒の実態を的
確に把握し、担任や学年団の
相談役になるとともに、関係機
関等との連携を積極的に図るこ
とで、組織的な対応ができる体
制づくりに努めている。

教育相談、生徒指導及び
いじめ・不登校対策

キャリア教育（生き方・進
路指導）

学
校
運
営
・
教
職
員
連
携

学校安全への対応

特別な配慮や支援を必
要とする児童生徒への対
応

・保護者や関係機関と連携しながら、「個別の教育支援計画」、
「個別の指導計画」の作成・活用や、組織的な校内支援体制を構
築した上での学習上・生活上の支援の工夫を行っている。

ＩＣＴや情報・教育データの利活用に主として関するもの　※「学習指導」「生徒指導」「特別な配慮や支援を必要とする子供への対応」をより効果的に行うための手段として位置づけ

ＩＣＴや情報・教育データ
の利活用

・ＩＣＴ活用の意義を理解し、ＩＣＴを授業や校務等に効果的に活用
している。
・「個別最適な学び」と「協働的な学び」の実現に向け、児童生徒
の学習の改善を図るため、教育データを効果的に活用している。
・他の教職員にＩＣＴや教育データの効果的な活用方法を助言して
いる。

向上期（第2ステージ）

(6～10年目)

第１ステージの経験をもとに、学習

指導や学級経営の専門的知識・技能

を習得するとともに、得意分野の開

発と実践的指導力の向上及び視野

の拡大を図る。

ステージ

指針における５つの柱

観点

キーワード

キャリア

スタート期

（教員養成

完成時・

採用時）

教員としての必要な基礎的素養・

指導技術を広く習得し、実践的指導

力を身に付けるとともに、学校組織

の一員としての自覚を高める。

育成期（第1ステージ）

(1～5年目)

第２ステージの経験をもとに、職務に関する専門性をよりいっそう高

め、広い視点から学校運営に積極的に参画するとともに、指導的立

場としての力量及び管理的立場としての力量(マネジメント能力)を高

める。

充実期（第3ステージ）

(11年目以降)

職
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充実期前期
(11～15年目)

充実期後期
(16年目以降)

学校教育を取り巻く環境の変化を前向きに受け止め、学び続けることができる。

・年間指導計画
・単元構想
・学習指導案

・教育課程の編成
に関する基礎理
論・知識を習得し
ている。

・「学習指導要領」の趣旨・内容
を理解し、保健に関連する教科・
領域の年間指導計画を把握した
上で、児童生徒の実態に応じた
単元構想や教材づくりに取り組
んでいる。

・「学習指導要領」の趣旨・内容
を理解し、学年や教科の系統性
を踏まえた年間指導計画の工
夫・改善に参画するとともに、児
童生徒の実態や学校、地域の特
色を生かした単元構想や教材開
発に取り組み、専門性の向上を
図っている。

・「学習指導要領」の趣旨・
内容を生かし、教科横断的
な視点を持って校内の教育
課程づくりに携わるととも
に、現状分析をもとに学校
や地域の特色を生かした単
元構想や教材開発を行い、
校内研究会等で改善案を提
案している。

・校長の示す学校教育
目標や学校として目指
す方向性、及び教育活
動の在り方を踏まえ、
学校の特色化・魅力化
づくりに積極的に関与
している。

・心身の健康管理
・学校環境の管理

・健康診断、健康
観察、救急処置、
環境衛生検査等、
保健管理の基礎
事項について理解
している。

・教職員、学校医、学校歯科医と
連携して、健康診断や健康観察
を適切に実施するとともに、事後
措置についても速やかに行って
いる。
・学校における救急処置の範囲
を理解し、校内の救急体制を確
立した上で、養護教諭としての専
門的な判断をしている。
・学校薬剤師と連携して、環境衛
生検査を的確に実施している。

・保健管理全般について、校内
職員や外部機関等と連携し、観
察、検査等を改善を図りつつ適
切に実施している。
・救急体制について全教職員の
共通理解を図り、校内研修の充
実に取り組むとともに、関係する
医療機関等と連携している。

・児童生徒の実態や状況を
多面的に捉え、保健情報を
総合的に評価し、個別の健
康課題を的確にアセスメント
しつつ、児童生徒一人ひとり
の指導・支援を行っている。
・学校全体の健康課題を的
確に把握するとともに、地域
にも目を向け、その解決に
向けて組織的に対応してい
る。

・教職員間の連携調整
を図りながら、児童生
徒の課題について適切
にアセスメントするとと
もに、地域や関係機関
との信頼関係を構築
し、支援体制を確立し
ている。

・健康相談、教育相談、生徒指
導を適切に行う上で必要な理論
や技法について理解するととも
に、児童生徒の特性や人間関
係、家庭環境等を把握し、それら
を考慮した指導・支援を行ってい
る。

・児童生徒一人ひとりの特性や
人間関係、家庭環境などを多面
的に捉え、個に応じた適切な指
導・支援を行っている。
・同僚の生徒指導上の悩みを理
解し、課題の解決に向けて指導・
助言を行っている。

・特別支援教育の視点

・特別な配慮を必
要とする児童生徒
への指導に関する
基礎理論・知識を
習得している。

・児童生徒の実態把握に基づい
た「個別の教育支援計画」、「個
別の指導計画」を理解し、一人ひ
とりの教育的ニーズに応じた適
切な指導・支援を行っている。

・関係機関と連携しながら、「個
別の教育支援計画」に基づき「個
別の指導計画」の作成に参画し
活用を行っている。

・組織的な校内支援体制を
構築し、関係機関等と連携
を図りながら合理的配慮を
行っている。

・児童生徒との関わり
・健康課題の解決

・保健室経営に関
する基礎理論・知
識を習得してい
る。

・保健室経営の具体的な方策を
立案し、実行している。
・児童生徒の健康実態を把握す
るために必要な情報を収集し、
健康課題を分析している。

・保健室経営において、児童生
徒の個別及び集団の健康課題
の解決を図っている。

・学校教育目標を具現化す
るための保健室経営を展開
している。

・救急体制
・危機管理

・学校教育の社会
的・制度的・法律
的・経営的理解に
関する基礎理論・
知識を習得してい
る。

・校内の救急体制を把握し、適切
に救急対応をしている。
・危機管理体制（危機管理マニュ
アル）を把握し、児童生徒が安心
して学校生活を送ることができる
ための適切な対応や危機の未然
防止に努めている。

・危機管理体制（危機管理マニュ
アル）を把握し、学年や学校全体
を広く見渡す視点に立った上で、
過去の事例に学びながら、適切
に研修等を行い校内の救急体制
の周知を図るとともに、迅速な対
応及び危機の未然防止に努めて
いる。

・校内の救急体制、危機管
理体制（危機管理マニュア
ル等）を把握し、必要に応じ
て危機管理体制の点検や
改善をしている。

・学校全体の視点に
立って、危機の未然防
止策や危機発生時の
具体的な対応策につい
て、校長に進言したり、
教職員に指示したりす
るなどの対応を行って
いる。

・学校、家庭、地域との
連携

・地域社会に貢献
することについて、
自分なりの考えを
持ち、実行しようと
している。

・家庭・地域と連携し、児童生徒
を共に育んでいこうとする関係を
築いている。

・家庭・地域・関係機関等と連携
し、組織的な対応をしながら児童
生徒の指導を推進している。

・家庭・地域・関係機関等と
の連絡・調整に努め、必要
な情報を収集・発信しなが
ら、学校課題の解決に向け
た校内体制を構築してい
る。

・家庭、地域等との連
携、調整役として、保護
者や地域等の協力を得
ながら学校課題の解決
に向けた取組を推進す
る役目として率先して
行動している。

・目標
・業務改善
・事務
・外部
・チームマネジメント
・協働的教職員集団づく
り

・集団で業務を遂
行する際、自らの
役割に応じて適切
に行動し、力を発
揮している。

・管理職や同僚の指導・助言を
受けながら、組織の中における
自らの役割や責任を自覚すると
ともに、その一員としての業務を
遂行している。
・保健組織活動の企画・運営に
参画し、自校の健康課題と結び
つけて考えている。

・同僚と協働しながら適切に業務
を遂行するとともに、関係機関・
異校種との連携を適切に行って
いる。
・学校全体を広く見渡す視点に
立って、自校の特色について把
握し、その特色を生かした実践を
行っている。
・自校の健康課題を把握し、その
解決に向けて保健組織活動の実
践を行っている。

・学校課題の解決に向け
て、保健組織活動を計画的
かつ積極的に行い、組織力
を向上させている。
・組織全体について、自己
の経験を生かしながら内外
の環境要因を広く見渡し、そ
の特色を生かした「チーム
学校」（効果的・効率的な組
織）としての教育活動を展開
している。

・様々な学校課題の解
決に向けて、保健組織
活動をはじめとする教
職員間や関係機関等と
の連携・協働体制の構
築に向けて、校長を補
佐しながら「チーム学
校」（効果的・効率的な
組織）作りに努めてい
る。
・教職員の意見を積極
的に吸い上げるなど、
風通しのよい職場作り
に努めるとともに、働き
方改革の推進に取り組
んでいる。

※ 必要に応じて、「児童生徒」は「幼児児童生徒」と読み替える。

鳥取県公立学校の教員としての資質の向上に関する指標【養護教諭】
令和６年４月１日　鳥取県教育委員会

養護教諭

保
健
教
育

各学校の特色を生かした
カリキュラム・マネジメン
トの実施

素

養

豊かな人間性、創造力、寛容性、人権意識 よりよい社会の実現に向け、自他の価値を尊重し、自らの人間性や創造性を高めることができる。

前向きな姿勢、向上心、適応力

教育的愛情、児童生徒理解、判断力 児童生徒に対する理解を深め、自発的・主体的な成長や発達を支援することができる。

専門的知識・技能、指導力、構想力 保健教育、保健管理に関する専門的知識・技能を有し、児童生徒の主体的な学びを支援することができる。

・個々の児童生徒の実
態を的確に把握し、担
任や学年団の相談役
になるとともに、関係機
関等との連携を積極的
に図ることで、組織的な
対応ができる体制づく
りに努めている。
・学校教育目標を具現
化するために、教育活
動全体に参画し、学校
保健活動を総合的に推
進するための保健室経
営を展開している。

・児童生徒の健康課題やいじめ・不登校等の課題について、関係
教職員への報告・連絡・相談を密にするとともに、スクールカウンセ
ラー、スクールソーシャルワーカー、児童相談所等と連携しながら
課題の解決に向けて組織的に取り組んでいる。

社会性、協調性、コミュニケーション力 学校組織の一員として、学校内の多様な人材、家庭や地域等と連携・協働を図ることができる。

使命感、責任感、倫理観 教育公務員としての倫理観及び法令遵守の精神に基づき、責任ある言動をとることができる。

・各期（ステージ）において、学校教育目標の達成に向けて管理職及び同僚と協働しながら取り組むとともに、取組の継承
や後継者育成を近隣他校、中学校区、全県的と視野を広げながら業務を遂行している。

特別な配慮を必要とする
児童生徒への指導

健康課題の把握と保健
室経営

学
校
運
営
・
教
職
員
連
携

学校安全への対応

家庭・地域とつながる力

組織として連携・協働す
る力（同僚、関係機関、
異校種）・保健組織活動
（児童生徒保健委員会、
学校保健委員会、外部
連携等）

保
健
管
理
及
び
児
童
生
徒
理
解
・
指
導

保健管理

健康相談、教育相談、生
徒指導及びいじめ・不登
校、虐待防止対策

・個への対応
・コミュニケーション能力

・健康相談、生徒
指導、教育相談に
関する基礎理論・
知識を習得してい
る。

・児童生徒の実態を的確に
把握し、個に応じた適切な
指導・支援を組織的に継続
して行っている。
・学校全体の生徒指導上の
課題について教職員間で共
通理解を図るとともに、児童
生徒一人ひとりの課題の解
決に向けて、スクールカウン
セラー、スクールソーシャル
ワーカー、児童相談所等の
関係機関と連携しながら組
織的に対応している。

向上期（第2ステージ）

(6～10年目)

第１ステージの経験をもとに、保

健教育や保健管理の専門的知

識・技能を習得するとともに、学校

保健活動の推進力と実践的指導

力の向上及び視野の拡大を図る。

ステージ

観点

キーワード

キャリア

スタート期

（教員養成

完成時・

採用時）

教員としての必要な基礎的素

養・指導技術を広く習得し、実践

的指導力を身に付けるとともに、

学校組織の一員としての自覚を

育成期（第1ステージ）

(1～5年目)

第２ステージの経験をもとに、職務に関する専門性

をよりいっそう高め、広い視点から学校運営に積極的

に参画するとともに、指導的立場としての力量及び管

理的立場としての力量(マネジメント能力)を高める。

充実期（第3ステージ）

(11年目以降)

職
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栄養教諭

学校栄養職員 学校栄養主任

充実期前期
(11～15年目)

充実期後期
(16年目以降)

学校教育を取り巻く環境の変化を前向きに受け止め、学び続けることができる。

【栄養教諭】
・食に関する指導に係る
全体計画
・年間指導計画
・単元構想
・学習指導案

・教育課程の編成
に関する基礎理
論・知識を習得して
いる。
・食育の推進に係
る基礎理論・知識
を習得している。

・「学習指導要領」の趣旨・内容を
踏まえた食育の視点を理解し、地
域の食育推進計画及び食育に関
連する教科・領域の年間指導計
画を把握したうえで食に関する指
導に係る全体計画を作成するとと
もに、児童生徒の実態に応じた給
食の時間及び教科等における食
に関する指導に取り組んでいる。

・「学習指導要領」の趣旨・内容及
び地域の食育推進計画を理解し、
教職員との連携を図りながら学年
や教科の系統性を踏まえた食に
関する指導に係る全体計画及び
年間指導計画の工夫・改善を行う
とともに、児童生徒の実態や学
校、地域の特色を生かした給食の
時間及び教科等における食に関
する指導に取り組み、専門性の向
上を図っている。

・「学習指導要領」の趣旨・内
容を生かし、地域の食育推進
計画及び教科を横断する視
点を持って校内の教育課程
づくりに携わるとともに、現状
分析をもとに学校や地域の
特色を生かした給食の時間
及び教科等における食に関
する指導を行い、校内研究会
等で改善案を提案している。
・学校における食育の企画・
運営に積極的に携わり、食に
関する指導に係る全体計画
に沿った食育推進体制の充
実を図っている。

・校長の示す学校教育目標
や学校として目指す方向性、
及び教育活動の在り方を踏
まえ、学校の特色化・魅力化
づくりに積極的に関与してい
る。
・地域の食育推進計画の改
善や策定に参画するととも
に、地域の特色や課題を考
慮した学校における食育の
中心的役割を果たしている。

【学校栄養職員】
・食に関する指導に係る
全体計画
・年間指導計画
・単元構想
・学習指導案

・食育の推進に係
る基礎理論・知識
を習得している。

・「学習指導要領」の趣旨・内容を
踏まえた食育の視点を理解し、地
域の食育推進計画及び食に関連
する指導に係る全体計画を把握
し、児童生徒の実態に応じた給食
の時間及び教科等における食に
関する指導に努めている。

・「学習指導要領」の趣旨・内容を
理解し、地域の食育推進計画及
び食に関連する指導に係る全体
計画を把握し、教職員との連携を
図りながら、児童生徒の実態や学
校、地域の特色を生かした給食の
時間及び教科等における食に関
する指導に努め、専門性の向上を
図っている。

・学校における食育の企画・
運営に積極的に携わり、食に
関する指導の全体計画に
沿った食育の推進体制の充
実を図るよう努めている。

・地域の食育推進計画の改
善や策定に参画するととも
に、地域の特色や課題を考
慮して学校における食育の
充実に努めている。

・栄養管理

・学校給食の役割
を理解し、学校給
食実施基準に沿っ
た栄養管理を行う
ことができる。
・地域の特産品を
活用する意義や目
的を理解している。

・学校給食の施設設備や調理工
程等を踏まえ、学校給食実施基
準に基づき食品構成を考慮した
献立を作成しようとしている。
・地域の生産者や関係機関と連
携し、学校給食に地場産物や郷
土食を積極的に取り入れている。

・児童生徒の成長や地域の特性
を踏まえた栄養管理を行うととも
に、適切な評価や改善に努めて
いる。
・地場産物や郷土食を取り入れた
学校給食を食に関する指導に活
用し、食育の推進を図っている。

・児童生徒の実態に沿った栄
養管理のあり方について関
係者と共有し、課題の解決の
ための指導助言を行うことが
できる。
・地域と連携し地場産物の活
用充実を図るとともに、学校
給食を活用した食に関する指
導を計画的に行っている。

・地域の給食管理及び学校
給食運営について、積極的
に関与している。
・学校教育活動全体を通じた
地場産物の活用促進を行う
とともに、食生活の改善や食
文化継承に関する啓発を
行っている。

・衛生管理

・衛生管理の重要
性を理解している。

・学校給食衛生管理基準を理解
し、適切な衛生管理のために日常
点検及び指導助言を行うことがで
きる。

・担当する学校給食施設の設備
や人員の状況を踏まえ、適切に学
校給食衛生管理基準を運用する
ことができる。

・調理従事者や調理場などの
衛生管理について日常的に
評価や改善に努めるととも
に、学級における衛生管理な
どを含め適切な指導助言を
行っている。

安全安心な学校給食提供の
ため、衛生管理の徹底につ
いて指導的役割を果たしてい
る。

・個への対応
・コミュニケーション能力

・生徒指導、教育
相談に関する基礎
理論・知識を習得
している。

・児童生徒の実態を的確に把
握し、個に応じた適切な指
導・支援を組織的に継続して
行っている。
・児童生徒の食に関する課題
について教職員間で共通理
解を図るとともに、課題の解
決に向けて、関係教職員及
び関係機関と連携しながら組
織的に対応している。

・特別支援教育の視点

・特別な配慮を必
要とする児童生徒
への指導に関する
基礎理論・知識を
習得している。

・児童生徒の実態把握に基づい
た「個別の教育支援計画」、「個別
の指導計画」を把握し、一人ひと
りの教育的ニーズに応じた適切な
指導・支援を行っている。

・関係機関と連携しながら、「個別
の教育支援計画」に基づき「個別
の指導計画」の作成に参画し活用
を行っている。

・組織的な校内支援体制を構
築し、関係機関等と連携を図
りながら合理的配慮を行って
いる。

・危機管理

・給食管理におけ
る危機管理、及び
学校教育の社会
的・制度的・法律
的・経営的理解に
関する基礎理論・
知識を習得してい
る。

・学校給食における食物アレル
ギー対応、異物混入対応、食中毒
対応等、安全安心な給食の提供
のための危機管理のあり方につ
いて理解している。
・調理場における問題点を把握
し、課題の解決に向けた報告や協
議を行っている。

・学校給食における食物アレル
ギー対応、異物混入対応、食中毒
対応等の各マニュアルを整備し、
積極的に提案や改善を行ってい
る。
・学校給食の安全について高い意
識をもち、積極的に資質の向上を
図っている。

・学校給食における食物アレ
ルギー対応、異物混入対応、
食中毒対応等の危機管理を
組織的に推進している。
・災害等、不測の事態におけ
る安全安心な学校給食の提
供のあり方について理解して
いる。

・学校給食における食物アレ
ルギー対応、異物混入対応、
食中毒対応等の危機管理に
ついて、関係機関、学校、家
庭、地域などと協力体制を構
築している。

・学校、家庭、地域との連
携

・地域社会に貢献
することについて、
自分なりの考えを
持ち、実行しようと
している。

・家庭・地域と連携し、児童生徒を
共に育んでいこうとする関係を築
いている。
・関係機関等と連携し、業務の充
実を図っている。

・家庭・地域・関係機関等と連携
し、組織的な対応をしながら児童
生徒の指導を推進している。

・家庭・地域・関係機関等との
連絡・調整に努め、必要な情
報を収集・発信しながら、学
校課題の解決に向けた校内
体制を構築している。

・家庭、地域等との連携、調
整役として、保護者や地域等
の協力を得ながら学校課題
の解決に向けた取組を推進
する役目として率先して行動
している。

・目標
・業務改善
・事務
・外部
・チームマネジメント
・協働的教職員集団づく
り

・集団で業務を遂
行する際、自らの
役割に応じて適切
に行動し、力を発
揮している。

・管理職や同僚の指導・助言を受
けながら、組織の中における自ら
の役割や責任を自覚するととも
に、その一員としての業務を遂行
している。

・同僚と協働しながら適切に業務
を遂行するとともに、関係機関・異
校種との連携を適切に行ってい
る。
・学校全体を広く見渡す視点に
立って、自校の特色について把握
し、その特色を生かして業務の充
実を行っている。

・学校課題の解決に向けて、
関係機関・異校種との連携を
計画的かつ積極的に行い、
組織力を向上させている。
・組織全体について、自己の
経験を生かしながら内外の
環境要因を広く見渡し、その
特色を生かした「チーム学
校」（効果的・効率的な組織）
としての教育活動を展開して
いる。

・様々な学校課題の解決に
向けて、教職員間や関係機
関等との連携・協働体制の構
築に向けて、校長を補佐しな
がら「チーム学校」（効果的・
効率的な組織）作りに努めて
いる。
・教職員の意見を積極的に吸
い上げるなど、風通しのよい
職場作りに努めるとともに、
働き方改革の推進に取り組
んでいる。

※ 必要に応じて、「児童生徒」は「幼児児童生徒」と読み替える。

・各期（ステージ）において、学校教育目標の達成に向けて管理職及び同僚と協働しながら取り組むとともに、取組の継承や後継
者育成を意識しながら業務を遂行している。

学
校
運
営
・
教
職
員
連
携

学校安全への対応

家庭・地域とつながる力

組織として連携・協働する
力（同僚、関係機関、異校
種）

給
食
管
理
及
び
児
童
生
徒
理
解
・
指
導

給食管理

食に関する相談、生徒指
導及びいじめ・不登校対
策

・食に関する相談や生徒指導を適切に行う上で必要な理論や技法に
ついて理解するとともに、必要に応じて食物アレルギー等の児童生
徒の特性や家庭環境等を把握し、個に応じた必要な指導・支援を
行っている。
・児童生徒の食に関する課題について、関係教職員への報告・連絡・
相談を密に連携しながら、課題の解決に向けて組織的に取り組んで
いる。

・個々の児童生徒の実態を
的確に把握し、担任や学年
団の相談役になるとともに、
関係機関等との連携を積極
的に図ることで、組織的な対
応ができる体制づくりに努め
ている。

特別な配慮を必要とする
児童生徒への指導

社会性、協調性、コミュニケーション力 学校組織の一員として、学校内の多様な人材、家庭や地域等と連携・協働を図ることができる。

使命感、責任感、倫理観 教育公務員としての倫理観及び法令遵守の精神に基づき、責任ある言動をとることができる。

食
に
関
す
る
指
導

各学校の特色を生かした
カリキュラム・マネジメント
の実施

素

養

豊かな人間性、創造力、寛容性、人権意識 よりよい社会の実現に向け、自他の価値を尊重し、自らの人間性や創造性を高めることができる。

前向きな姿勢、向上心、適応力

教育的愛情、児童生徒理解、判断力 児童生徒に対する理解を深め、自発的・主体的な成長や発達を支援することができる。

専門的知識・技能、指導力、構想力 食に関する専門的知識・技能を有し、児童生徒の主体的な学びを支援することができる。

鳥取県公立学校の教職員としての資質の向上に関する指標【栄養教諭、学校栄養主任、学校栄養職員】

令和６年４月１日　鳥取県教育委員会

向上期（第2ステージ）

(6～10年目)

第１ステージの経験をもとに、食

に関する専門的知識・技能を習得

するとともに、食育の推進力と実

践的指導力の向上及び視野の拡

大を図る。

ステージ

観点

キーワード

キャリア

スタート期

（教員養成

完成時・

採用時）

食に関する指導を行うために 必

要な基礎的素養・指導技術を広く

習得し、実践的指導力及び給食

管理に関する専門的知識・技能を

身に付けるとともに、学校組織の

一員としての自覚を高める。

育成期（第1ステージ）

(1～5年目)

第２ステージの経験をもとに、職務に関する専門性をより

いっそう高め、広い視点から学校運営に積極的に参画すると

ともに、指導的立場としての力量及び管理的立場としての力

量(マネジメント能力)を高める。

充実期（第3ステージ）

(11年目以降)

職
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実習教諭

充実期前期
(11～15年目)

充実期後期
(16年目以降)

学校教育を取り巻く環境の変化を前向きに受け止め、学び続けることができる。

・年間指導計画
・単元構想
・学習指導案

・年間指導計画に基づいて実
験・実習の指導により生徒の技
能を高めるとともに、児童生徒の
実態を把握し、その実態に応じ
た指導に取り組んでいる。
・実験・実習に関する施設、設
備、器具等を適切に管理してい
る。
・児童生徒一人ひとりの特性や
健康状況等を把握し、実験・実
習における安全管理を行ってい
る。

・「学習指導要領」の趣旨・内容
を理解し、担当教科・領域の実
習指導、特別支援学校における
各教科等における指導に関する
年間指導計画の工夫・改善を提
案するとともに、児童生徒の実
態や学校、地域の特色を生かし
た指導方法の改善に取り組み、
専門性の向上を図っている。
・実験・実習に関する施設、設
備、器具等の管理の在り方の改
善を図っている。
・児童生徒一人ひとりの特性や
健康状況等に応じた実験・実習
における安全管理の在り方につ
いて、改善を図っている。

・「学習指導要領」の趣旨・
内容を理解し、担当教科・
領域の実習指導、特別支援
学校における各教科等にお
ける指導に関する年間指導
計画の工夫・改善を行うとと
もに、学校や地域の特色を
生かした実験・実習の開発
を行い、校内研究会等で改
善案を提案している。
・実験・実習に関する施設、
設備、器具等の管理体制及
び実験・実習における安全
管理に係る改善案を提案し
ている。

・校長の示す学校教育
目標や学校として目指
す方向性、及び教育活
動の在り方を踏まえ、
学校の特色化・魅力化
づくりに積極的に関与
している。
・実験・実習に関する
施設、設備、器具等の
管理及び実験・実習に
おける安全管理を組織
的に行う体制づくりに
努めている。

・学習集団
・指導評価
・指導法工夫
・授業改善
・主体的、対話的で深い
学び
・情報教育機器(ICT)の
活用

・指導において、教諭と連携して
課題の発見・解決に向けた主体
的・対話的で深い学びの実現に
努めている。
・指導において、情報機器 等を
積極的に活用するなどの実践を
している。

・情報機器等を活用した教材を
開発する等の、工夫ある授業を
実践することで、専門性の向上
を図っている。

・教諭と連携して、課題の発
見・解決に向けた主体的・
対話的で深い学びを実現さ
せるための授業を実践して
いる。
・情報機器等を活用した教
材を開発するなどの、工夫
ある授業を実践することで、
児童生徒の学びの質の向
上を図っている。

・教諭と連携して、課題
の発見・解決に向けた
主体的・対話的で深い
学びを実現させるため
の授業を実践するとと
もに、教科横断的な視
点を持って校内におけ
る授業改革の推進を
行っている。
・情報機器等を活用し
た教材を開発するなど
の、工夫ある授業を実
践するとともに、他の
教職員に情報機器等
の効果的な活用方法
を提案している。

・個への対応
・コミュニケーション能力
・特別支援教育の視点

・児童生徒一人ひ
とりの実態把握に
基づく、個に応じ
た教育の重要性を
認識している。

・児童生徒の特性や人間関係、
家庭環境等を把握し、それらを
考慮した指導を行っている。
・いじめ・不登校等の課題に対し
て、関係教職員への報告・連絡・
相談を密にして対応している。
・児童生徒の「個別の教育支援
計画」、「個別の指導計画」に基
づき、一人ひとりの教育的ニー
ズに応じた適切な指導を行って
いる。

・児童生徒一人ひとりの特性や
人間関係、家庭環境などを多面
的に捉え、個に応じた適切な指
導を行っている。
・生徒指導上の課題を把握し、
解決に向けて組織的に対応して
いる。
・いじめ・不登校等の課題につい
て、解決に向けて組織的に対応
している。
・関係機関と連携しながら、「個
別の教育支援計画」に基づき実
験・実習の側面から「個別の指
導計画」の作成に向けた提案と
活用を行っている。

・学校全体の児童生徒の実
態を的確に把握し、個に応
じた適切な指導を組織的に
継続して行っている。
・学校全体の生徒指導上の
課題について教職員間で共
通理解を図るとともに、課題
の解決に向けて、組織的に
対応している。
・組織的な校内支援体制に
基づき、合理的配慮を行っ
ている。

・個々の児童生徒の実
態を的確に把握し、担
任や学年団に対応案
を提案することで、組
織的な対応ができる体
制づくりに努めている。

・生き方指導

・キャリア教育（生
き方・進路指導）
の重要性を認識し
ている。

・児童生徒の実態や学校（学科）
の特色、地域の実情など様々な
視点から現状を把握するととも
に、児童生徒に、卒業時点で「何
ができるようにさせたいか」を具
体的に定めている。

・キャリア教育（生き方・進路指
導）に必要な知識を習得し、児童
生徒に将来の夢や希望を持た
せる指導を行うとともに、地域や
故郷への愛着を育む指導を行っ
ている。

・児童生徒の夢や希望及び
実態を的確に把握し、キャ
リア教育（生き方・進路指
導）の視点に立って、個に
応じた適切な指導を行って
いる。

・危機管理

・専門分野の実
験・実習に関し
て、想定しうる危
険性とその対応策
を把握している。

・危機管理体制（危機管理マニュ
アル）を把握し、児童生徒が安
心して学校生活を送ることがで
きるための適切な対応や危機の
未然防止に努めている。

・危機管理体制（危機管理マニュ
アル）を把握し、学年や学校全
体を広く見渡す視点に立った上
で、過去の事例に学びながら、
迅速な対応及び危機の未然防
止に努めている。

・危機管理体制（危機管理
マニュアル等）を把握し、必
要に応じて危機管理体制の
点検や改善をしている。

・学校全体の視点に
立って、危機の未然防
止策や危機発生時の
具体的な対応策につ
いて、校長に進言した
り、教職員に提案した
りするなどの対応を
行っている。

・学校、家庭、地域との
連携

・地域社会に貢献
することについ
て、自分なりの考
えを持ち、実行し
ようとしている。

・家庭・地域と連携し、児童生徒
を共に育んでいこうとする関係を
築いている。

・家庭・地域・関係機関等と連携
し、組織的な対応をしながら児
童生徒の指導を推進している。

・家庭・地域・関係機関等と
の連絡・調整に努め、必要
な情報を収集・発信しなが
ら、学校課題の解決に向け
た校内体制を構築してい
る。

・家庭、地域等との連
携、調整役として、保
護者や地域等の協力
を得ながら学校課題の
解決に向けた取組を推
進する役目として率先
して行動している。

・目標
・業務改善
・事務
・外部
・チームマネジメント
・協働的教職員集団づく
り

・集団で業務を遂
行する際、自らの
役割に応じて適切
に行動し、力を発
揮している。

・管理職や同僚の指導・助言を
受けながら、組織の中における
自らの役割や責任を自覚すると
ともに、その一員としての業務を
遂行している。

・同僚と協働しながら適切に業
務を遂行するとともに、関係機
関・異校種との連携を適切に
行っている。
・学年や教科等の組織から学校
全体を広く見渡す視点に立っ
て、自校の特色について把握
し、その特色を生かした実践を
行っている。

・学校課題の解決に向け
て、関係機関・異校種との
連携を計画的かつ積極的
に行い、組織力を向上させ
ている。
・組織全体について、自己
の経験を生かしながら内外
の環境要因を広く見渡し、
その特色を生かした「チー
ム学校」（効果的・効率的な
組織）としての教育活動を
展開している。

・様々な学校課題の解
決に向けて、教職員間
や関係機関等との連
携・協働体制の構築に
向けて、校長を補佐し
ながら「チーム学校」
（効果的・効率的な組
織）作りに努めている。
・教職員の意見を積極
的に吸い上げるなど、
風通しのよい職場作り
に努めるとともに、働き
方改革の推進に取り組
んでいる。

専門的知識・技能、指導力、構想力 実験・実習に関する専門的知識・技能を有し、児童生徒の主体的な学びを支援することができる。

鳥取県公立学校の教職員としての資質の向上に関する指標【実習教諭、実習助手】
令和６年４月１日　鳥取県教育委員会

実習助手

社会性、協調性、コミュニケーション力 学校組織の一員として、学校内の多様な人材、家庭や地域等と連携・協働を図ることができる。

使命感、責任感、倫理観 教育公務員としての倫理観及び法令遵守の精神に基づき、責任ある言動をとることができる。

実
験
・
実
習

各学校の特色を生かし
たカリキュラム・マネジメ
ントの実施

・実習指導に関す
る技能と知識を習
得している。
・実習に関する施
設、設備、器具等
の安全及び管理
に関する技能と知
識を習得してい
る。
・情報教育機器の
活用に関する知識
を習得している。

主体的・対話的で深い学
びの実現に向けた授業
改善

素

養

豊かな人間性、創造力、寛容性、人権意識 よりよい社会の実現に向け、自他の価値を尊重し、自らの人間性や創造性を高めることができる。

前向きな姿勢、向上心、適応力

教育的愛情、児童生徒理解、判断力 児童生徒に対する理解を深め、自発的・主体的な成長や発達を支援することができる。

組織として連携・協働す
る力（同僚、関係機関、
異校種）

・各期（ステージ）において、学校教育目標の達成に向けて管理職及び同僚と協働しながら取り組むとともに、取組の継
承や後継者育成を意識しながら業務を遂行している。

児
童
生
徒
理
解
・
指
導

教育相談、生徒指導、い
じめ・不登校対策及び特
別な配慮を必要とする児
童生徒への指導

キャリア教育（生き方・進
路指導）

学
校
運
営
・
教
職
員
連
携

学校安全への対応

家庭・地域とつながる力

向上期（第2ステージ）

(6～10年目)

第１ステージの経験をもとに、

実習指導の専門的知識・技能を

習得するとともに、得意分野の開

発と実践的指導力の向上及び視

野の拡大を図る。

ステージ

観点

キーワード

キャリア

スタート期

（採用時）
実習助手としての必要な基礎

的素養・指導技術を広く習得し、

実践的指導力を身に付けるとと

もに、学校組織の一員としての

自覚を高める。

育成期（第1ステージ）

(1～5年目)

第２ステージの経験をもとに、職務に関する専門性

をよりいっそう高め、広い視点から学校運営に積極的

に参画するとともに、指導的立場としての力量及び管

理的立場としての力量(マネジメント能力)を高める。

充実期（第3ステージ）

(11年目以降)

職

8



充実期前期 充実期後期

学校教育を取り巻く環境の変化を前向きに受け止め、学び続けることができる。

・指導計画

・「学習指導要領」の趣旨を踏ま
え、舎生一人ひとりの健康・障が
いの程度等を把握し、教職員や
保護者と連携して児童生徒一人
ひとりに応じた適切な支援をして
いる。

・「学習指導要領」の趣旨を踏ま
え、舎生の実態や学校、地域の
特色を生かした支援方法の改善
に取り組み、教職員や保護者と
連携して児童生徒一人ひとりに
応じて支援の充実を図っている。

・「学習指導要領」の趣旨を
生かし、現状分析をもとに教
職員や保護者と連携して学
校や地域の特色を生かした
支援方法の開発を行い、改
善案を提案している。

・寄宿舎運営計画をもとに、適切
に業務を遂行している。

・寄宿舎運営において、舎生の個
別理解を図るとともに、集団の状
況を把握している。

・運営目標に対する寄宿舎
の現状を的確に分析し、改
善に向けた具体的な方策を
提案している。

・個への対応
・コミュニケーション能力
・生き方指導

・教育相談や生徒指導を適切に
行う上で必要な理論や技法につ
いて理解するとともに、舎生の特
性や人間関係、家庭環境等を把
握し、それらを考慮した指導・支
援を行っている。
・いじめ・不登校等の課題に対し
て、関係教職員への報告・連絡・
相談を密にして、解決に向けて対
応している。
・舎生の実態や学校（学科）の特
色、地域の実情など様々な視点
から現状を把握するとともに、舎
生の自立に向けた適切な生活指
導を行っている。

・舎生一人ひとりの特性や人間
関係、家庭環境などを多面的に
捉え、個に応じた適切な指導・支
援を行っている。
・同僚の生徒指導上の悩みを理
解し、課題の解決に向けて指導・
助言を行っている。
・いじめ・不登校等の課題につい
て、スクールカウンセラー、スクー
ルソーシャルワーカーと連携し、
課題の解決に向けて組織的に対
応している。
・舎生の夢や希望及び実態を的
確に把握し、キャリア教育（生き
方・進路指導）の視点に立って、
個に応じた適切な指導を行って
いる。

・舎生の実態を的確に把握
し、個に応じた適切な指導・
支援を組織的に継続して
行っている。
・舎生の生徒指導上の課題
について教職員間で共通理
解を図るとともに、課題の解
決に向けて、関係機関と連
携しながら組織的に対応し
ている。
・キャリア教育の全体計画や
年間指導計画の内容を理解
し、系統だった指導を組織を
まとめながら適切に実践して
いる。

・特別支援教育の視点

・舎生の実態把握に基づいた「個
別の教育支援計画」、「個別の指
導計画」に基づき、一人ひとりの
教育的ニーズに応じた適切な指
導・支援を行っている。

・関係機関と連携しながら、「個別
の教育支援計画」、「個別の指導
計画」に基づき、一人ひとりの教
育的ニーズに応じた適切な指導・
支援を行っている。

・組織的な校内支援体制を
構築し、関係機関等と連携
を図りながら合理的配慮を
行っている。
・自立活動の内容に基づい
た専門的な生活指導を行っ
ている。
・教員と連携し、「個別の指
導計画」の作成に携わり、そ
れを活用して指導を行って
いる。

・危機管理

・寄宿舎において、
想定しうる危険性
とその対応策を十
分把握している。

・危機管理体制（危機管理マニュ
アル）を把握し、舎生が安心して
学校生活を送ることができるため
の適切な対応や危機の未然防止
に努めている。

・危機管理体制（危機管理マニュ
アル）を把握し、寄宿舎を広く見
渡す視点に立った上で、過去の
事例に学びながら、迅速な対応
及び危機の未然防止に努めてい
る。

・危機管理体制（危機管理マ
ニュアル等）を把握し、必要
に応じて危機管理体制の点
検や改善をしている。

・学校全体の視点に
立って、危機の未然防
止策や危機発生時の
具体的な対応策につい
て、校長に進言したり、
関係教職員に指示した
りするなどの対応を
行っている。

・学校、家庭、地域との
連携

・地域社会に貢献
することについて、
自分なりの考えを
持ち、実行しようと
している。

・家庭・地域と連携し、舎生を共
に育んでいこうとする関係を築い
ている。

・家庭・地域・関係機関等と連携
し、組織的な対応をしながら舎生
の指導を推進している。

・家庭・地域・関係機関等と
の連絡・調整に努め、必要
な情報を収集・発信しなが
ら、学校課題の解決に向け
た校内体制を構築している。

・家庭、地域等との連
携、調整役として、保護
者や地域等の協力を得
ながら学校の課題の解
決に向けた取組を推進
する役目として率先して
行動している。

・目標
・業務改善
・事務
・外部
・チームマネジメント
・協働的教職員集団づく
り

・集団で業務を遂
行する際、自らの
役割に応じて適切
に行動し、力を発
揮している。

・管理職や同僚の指導・助言を受
けながら、組織の中における自ら
の役割や責任を自覚するととも
に、その一員としての業務を遂行
している。

・同僚と協働しながら適切に業務
を遂行するとともに、関係教職員
との連携を適切に行っている。
・寄宿舎全体を広く見渡す視点に
立って、自校の特色について把
握し、その特色を生かした実践を
行っている。

・寄宿舎の課題の解決に向
けて、関係教職員との連携
を計画的かつ積極的に行
い、組織力を向上させてい
る。
・組織全体について、自己の
経験を生かしながら内外の
環境要因を広く見渡し、その
特色を生かした「チーム学
校」（効果的・効率的な組織）
としての教育活動を展開して
いる。

・様々な学校課題の解
決に向けて、教職員間
や関係機関等との連
携・協働体制の構築に
向けて、校長を補佐し
ながら「チーム学校」
（効果的・効率的な組
織）作りに努めている。
・教職員の意見を積極
的に吸い上げるなど、
風通しのよい職場作り
に努めるとともに、働き
方改革の推進に取り組
んでいる。

教育的愛情、児童生徒理解、判断力 児童生徒に対する理解を深め、自発的・主体的な成長や発達を支援することができる。

専門的知識・技能、指導力、構想力 舎生の指導に関する専門的知識・技能を有し、児童生徒の主体的な学びを支援することができる。

鳥取県公立学校の教職員としての資質の向上に関する指標【寄宿舎教諭・寄宿舎指導員】

令和６年４月１日　鳥取県教育委員会

寄宿舎指導員 寄宿舎教諭

　寄宿舎指導員としての必要な基
礎的素養・指導技術を広く習得し、
実践的指導力を身に付けるととも
に、学校組織の一員としての自覚を
高める。

　第１ステージの経験をもとに、舎
生の指導についての専門的知識・
技能を習得するとともに、得意分野
の開発と実践的指導力の向上及び
視野の拡大を図る。

　第２ステージの経験をもとに、職務に関する専門性を発
揮して舎生の指導に当たるとともに、広い視点から寄宿
舎運営に積極的に参画する。

社会性、協調性、コミュニケーション力 学校組織の一員として、学校内の多様な人材、家庭や地域等と連携・協働を図ることができる。

使命感、責任感、倫理観 教育公務員としての倫理観及び法令遵守の精神に基づき、責任ある言動をとることができる。

日
常
生
活
上
の
世
話

各学校の特色を生かした
カリキュラム・マネジメント
の実施

・障がいや支援方
法に関する技能と
知識を習得してい
る。

・校長の示す学校教育
目標や学校として目指
す方向性、及び教育活
動の在り方を踏まえ、
寄宿舎の特色化・魅力
化づくりに積極的に関
与している。

素

養

豊かな人間性、創造力、寛容性、人権意識 よりよい社会の実現に向け、自他の価値を尊重し、自らの人間性や創造性を高めることができる。

前向きな姿勢、向上心、適応力

舎生の理解と寄宿舎運
営

・舎生との関わり
・集団づくり

・寄宿舎運営の具体的な方策を、寮務主任等と連携・協力して立案し、実行している。

舎
生
の
理
解
と
生
活
・
生
徒
指
導

教育相談、キャリア教
育、生徒指導及びいじ
め・不登校対策

・児童生徒一人ひ
とりの実態把握に
基づく、個に応じた
教育の重要性を認
識している。

・個々の舎生の実態を
的確に把握し、関係教
職員との連携を積極的
に図り、課題に対して対
応案を提案することで、
組織的な対応ができる
体制づくりに努めてい
る。

特別な配慮を必要とする
児童生徒への指導

・各期（ステージ）において、学校教育目標の達成に向けて管理職及び同僚と協働しながら取り組むとともに、取組の継承
や後継者育成を意識しながら業務を遂行している。

学
校
運
営
・
教
職
員
連
携

学校安全への対応

家庭・地域とつながる力

組織として連携・協働す
る力（同僚、関係機関、異
校種）

ステージ

観点

キーワード

キャリア

スタート期

（採用時）

職

向上期（第2ステージ）

(6～10年目)

育成期（第1ステージ）

(1～5年目)

充実期（第3ステージ）

(11年目以降)
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事務副主幹

（基礎づくり期）
１・２年目

（基礎能力定着期）
３～５年目

（能力活用期）
６年目～

係長級 課長級

基礎づくり期の業務処
理担当者として、指示・
命令により、求められ
た業務を期限までに処
理できる。

基礎能力定着期の業務
処理担当者として、業務
の課題を把握し改善の
視点も入れながら業務
を処理できる。

能力活用期の業務処
理担当者として、職務
能力を発揮し関係機関
との調整など係長の代
行もできる。

係の業務の実施責任者として、困難性のある業
務は自ら処理するとともに、係全体の業務を管
理し、部下指導など人材育成ができる。

組織の総括責任者として、円滑な組織
運営、業務管理を行うとともに、ワークラ
イフバランスを支援しながら、部下職員
を適切に指導、育成することができる。

・自分の考えを資料に
まとめることができてい
る。

・地域や保護者への説明資料、報道提供資料、
議会等への報告資料などの重要資料を主となっ
て作成している。

・適切な状況把握のもと、様々な事態を
想定しながら、重要度・緊急度も踏ま
え、校長と相談しながら臨機応変かつ
迅速に対応できている。

・自己の知識・技能の
専門性を高めている。

・業務の根拠となる法
令、条例、要綱等を理
解している。

・業務の根拠となる法令、条例、要綱等を理解
し、必要に応じ、学校を代表して問い合わせ等に
対応できている。

・懸案事項などの重要課題、不測の事
態には自らの判断を示しつつ、必要に
応じて校長と相談しながら組織として対
応している。

・業務に関連する幅広い知識・技能を習得し、課
題解決、実務の処理などで活用している。

・幅広い視野、豊富な経験、所管業務に
関する高度な知見を備え、県政の重要
課題の解決や組織目標の設定、重要施
策の企画・立案などに活用できている。

・上司、部下や他の教職員に全面的に
頼らずに時宜に即した正しい判断がで
きている。

・重要課題の解決、重要な企画の方針
などの校長等への説明、協議を的確に
行っている。

・上司や管理職の指示
などを正しく理解するこ
とができている。

・課題や地域・保護者等のニーズを踏まえて上
司や他の教職員と連携して具体的な施策の企
画・立案ができている。

・県の基本方針、県の取り巻く状況等を
理解し、学校や所管業務、組織上の課
題を認識できている。

・学校や地域の状況も意識・把握して、学校の課
題も認識し、論理的に学校全体の視点から、物
事を分析、検討できている。

・大局的、中長期的な県政全般の広い
視点で、論理的に物事を分析、検討で
きている。

・新規施策や制度見直
しを提案している。

・上司、部下や他の教職員とも連携して広く情報
を収集し、コスト、効果等の考慮すべき事項を踏
まえ、担当の課題の解決策を企画できている。

・県政全般の広い視点に立って、重要な
施策の企画や方針を校長に提案してい
る。

・学校目標、担当の所管業務を取り巻く状況、上
司や管理職の指示等を理解し、担当の所管業務
の取り組む課題を認識できている。

・学校目標の達成に向け、懸案事項な
どの重要課題の解決状況や事業の進
捗状況を確認し、適切に職員を指揮し、
業務を管理している。

・業務の実施状況を振
り返り、点検することが
できている。

・担当業務の目標達成に向けPDCAサイクルを
実践し、見直しや改善に取り組んでいる。

・学校目標の達成に向けて、PDCAサイ
クルを実践し、業務の進行管理を行うと
ともに、業務の見直しなどに取り組んで
いる。

・大局的な観点から、コスト意識を持っ
て施策・事業、業務過程、組織体制の見
直しや所属全体の業務の効率化などに
取り組んでいる。

・上司や管理職等と相
談しながら目標の設定
や業務計画の策定が
できている。

・学校目標を踏まえた担当の業務目標を設定で
きている。

・県政の基本方針、県を取り巻く状況な
ど、幅広い視点や中長期的な視点に
立って、組織目標を校長に提言すること
ができている。

・議会、予算等の日程も意識して担当業務の計
画を策定し、進捗管理ができている。

・緊急度、重要度を踏まえて担当の業務の優先
付けを行い、部下等に指示できている。

・相手の意見を理解
し、自らの意見や考え
を説明できている。

・自らや関係職員間で課題等を抱え込まずに必
要に応じて他の教職員に助言や協力を依頼でき
ている。

・外部や他の教職員の
意見を聴き、自らの業
務・意見も説明・調整
し、説得している。

・外部や他の教職員の意見を聴き、担当業務、
組織方針等を説明・調整し、説得している。

・関係者の主張・意見を丁寧に聴き、論
理的で明解な説明を行い、学校事務の
総括責任者として重要事項に関して関
係者からの納得・協力を導きだしてい
る。

・懸案事項等の重要課題の解決、学校
目標の達成、新たな施策実現のため
に、関係者の合意に向けた外部及び教
育委員会事務局との高度、困難又は複
雑な調整・折衝を行っている。

・外部に向けて情報・事業を発信してい
る。

・後輩職員へ助言しなが
ら効果的に仕事を進め
ている。

・後輩職員を指導・助
言しながら仕事を進
め、組織に貢献してい
る。
・必要に応じて上司や
管理職のサポートや代
行ができている。

・部下の健康面、勤務状況、悩みなどに
関心を持ち、人事上の配慮が行えてい
る。

・上司や管理職と相談しながら部下（後輩職員）
に対し、人材育成、能力開発の視点から適切な
指導、助言を行っている。

・様々な機会を通じて能力開発、キャリ
アビジョンの形成等を助言している。
・仕事を任せるなど、職員に成長する機
会を与えている。
・「ほめる」、「指導」、「アドバイス」を併
せて実施し、職員の能力・意欲を高めて
いる。
・校長等と育成方針を共有し、研修受講
を促すなど人材育成を推進している。

・職員の能力・適性・経験・勤務状況・健
康面などを踏まえて適切な業務配分を
行い、人材の有効活用を図って組織力
を最大限発揮している。

・職場の安全衛生に配慮し、必要な点
検・教育を行っている。

・職場環境を改善し、組織を活性化でき
ている。

対
話
・
調
整
・
協
調

創
意
工
夫

・関係者の主張・意見を丁寧に聴き、学校の方針や考えをわかりやすく説明し、
上司や管理職の代行者として重要事項に関して関係者からの納得・協力を導き
だしている。

・地域や保護者等からの要望、相談等に対して的確に対応できている。 ・懸案事項等の重要課題の解決、学校目標の達成、施策実現のために、関係者
の合意に向けた外部及び教育委員会事務局との調整・折衝を行っている。

■組織への貢献

・学校の一員として自ら進んで他の教職員と連携・協力ができている。

人
材
育
成
・
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

■仕事を通じて職員を指導し､
育てる能力（人材育成能力）

・人事評価の目的やルールを理解し、適正に人事評価を実施し、部下の能力、適性を的確に把握している。

学
校
運
営

・上司や管理職と相談しながら部下に対し、人材育成、能力開発の視点から適切
な指導、助言を行っている。

・部下の適性、経験、勤務状況、健康面などに配慮し柔軟な分担の調整を行い、
業務量の平準化・適正化が行えている。

・職場の安全衛生について配慮・点検し、具体的な対策を行っている。

・教職員間の調整・とりまとめを主体的に行うことができている。

■円滑なコミュニケーションや
協働・連携の基礎となる対話
力､調整力
■組織のチームワークにつな
がる協調性・貢献力

・課題、対応案など、ポイントを押さえて説明できている。

・一人で業務を抱え込まずに必要に応じて他の教職員に助言や協力を
依頼できている。

学
校
運
営

・論理的に物事を分析・検討できている。 ・学校や地域の状況も意識・把握して、県政全体の視点から、論理的に物事を分
析、検討できている。

・広く情報を収集し、コスト、効果等の考慮すべき事項を踏まえ、所管業務の課題
の解決策を企画できている。

・学校目標の達成に向け、懸案事項などの重要課題の解決状況や事業の進捗状
況を確認し、適切に職員に指導助言している。

学
校
運
営

・部下をはじめ他の教職員からの相談等に適切に対応できている。
・必要に応じて上司や管理職のサポートや代行ができている。

業
務

（
組
織

）
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

■業務目標の達成に向け、業
務を的確にマネジメントする力

・計画的に業務を処理し、進捗状況を管理できている。 ・学校目標、所管業務を取り巻く状況、上司や管理職の指示等を理解し、所管業
務の取り組む課題を認識できている。

創
意
工
夫

・業務の実施状況を振り返り、点検し、改善・見
直しに取り組んでいる。

・所管業務の目標達成に向けPDCAサイクルを実践し、見直しや改善に取り組ん
でいる。

【組織マネジメント】
■組織目標の達成に向け、組
織を的確にマネジメントする力

・業務の目標を設定できている。 ・学校目標を踏まえて所管業務の目標を設定できている。
・学校事務について、処理方針を明確に指示・命令できている。

学
校
運
営

・課題等を踏まえた年間・複数年の計画を策定
できている。

・議会、予算等の日程も意識して所管業務の計画を策定し、進捗管理ができてい
る。

・担当業務の優先順位が付けられている。 ・緊急度、重要度を踏まえて所管業務の優先付けを行い、部下等に指示できてい
る。

遂
行

・ミス、漏れ等が少なく、正確で迅速な業務遂行ができている。

・地域や保護者への説明資料、報道提供資料、議会等への報告資料など緊急又
は重要な資料を作成できている。

・自己の知識・技能の専門性を高め、高度化、複雑化に対応できている。

・業務の根拠となる法令、条例、要綱等を理解
し、問い合わせ等に対応できている。

・業務の根拠となる法令、条例、要綱等を理解し、学校を代表して問い合わせ等
に対応できている。

・業務に必要な知識・技能を習得し、実務処理に活用できている。 ・幅広い知識・技能を習得し、課題解決、実務の処理などで活用している。

・資料を読む者の視点に立って、自分の考え、検討結果等をわかりやすく資料にまとめることができている。

企
画
立
案
・
業
務
の
遂
行

【業務の遂行】
■業務の高度化､複雑化に対
応できる高い専門能力（専門
性）
■成果を生み出すために､自ら
の能力を高め､最大限に発揮し
ようとする意欲や行動力

・公文書の起案・施行・引継ぎ、ノーツなど基幹システムの使用、上司等
への起案の説明など、基礎的な業務処理ができている。

・部下や他の教職員の業務の進捗状況に応じた必要な支援、指示ができている。

【企画立案】
■環境変化の中で､地域や組
織の課題に気づき､論理的に考
察､判断し､その解決策を見つ
ける力
■県民視点に立って課題の把
握や解決方策を検討、具体化
し、実行する力

・組織目標、自らの職務の意義・背景、上司や管
理職の指示などを正しく理解することができてい
る。

・上司や管理職への適時・適切な報告・連絡・相談を行いながら業務を処理できている。

・課題や地域・保護者等のニーズを踏まえて効果的な施策の企画・立案ができて
いる。

素
養

地域・組織の課題やその解決策について　自ら進んで考え､行動する職員

地域を支える 「人財」 として　成長し続ける職員

県民の幸福（充実した生活､安心）の実現に向けた高い使命感や誇りを持つ職員

公務員としての役割を果たす高いコンプライアンス意識を持つ職員

取
組
姿
勢

協働と連携により、学校教育目標の
実現に貢献する事務職員

公平・公正な職務遂行に　使命感・誇り（志）・意欲を持って取り組む職員

円滑なコミュニケーションにより　組織の内外で連携を図る職員

鳥取県公立学校の教職員としての資質の向上に関する指標
【事務主幹・事務副主幹・事務主事】【事務長・事務次長・主事】

事務主事 事務主幹

令和３年４月１日　　鳥取県教育委員会　
評
価
育
成
制
度
に
お
け
る
評
価
の
観
点

主事 事務次長 事務長
県
職
→
↓
キ

ア
ス

課長補佐級

管理職の代行者として、管理職と協力して円滑な組織運営・業務管理を行うとと
もに、部下育成を推進することができる。

観点 ステージ

職
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司書主任

（基礎づくり期）
１・２年目

（基礎能力定着期）
３～５年目

（能力活用期）
６年目～

係長級

基礎づくり期の学校司書として、
求められた業務を期限までに処
理できる。

基礎能力定着期の学校司書とし
て、業務の課題を把握し改善の
視点も入れながら業務を処理で
きる。

能力活用期の学校司書として、
職務能力を発揮し関係機関との
調整などもできる。

学校司書のモデルになる存在として、困難性のある業務は自
ら処理するとともに、学校現場における先駆的な取組や他校
の司書の支援を行うことができる。

・自己の知識・技能の専門性を高
めている。

・日頃から主体的に学校図書館の管理・運営に関する情報
や、生徒や教員の情報ニーズへの対応に資する情報の収集
に努めている。
・業務に関連する幅広い知識・技能を習得し、課題解決、実務
の処理などで活用している。

・図書館資料の管理、施設・設備の整備及び学校図書館の運
営を適切に行い、学校における学校図書館の意義を果たすこ
とのできる学校図書館を整備できている。

・図書館利用方法の案内やレファレンスサービス、読書推進
活動を通して、生徒の支援、学校における読書活動の推進を
行っている。

・司書教諭や教員等との連携・協働等により、生徒の発達の
段階や学習指導要領に基づく学習内容に応じ、教員が学校図
書館を活用して行う授業等において、生徒へ指導的に関わり
ながら支援を行っている。

・図書館資料等を活用した生徒や教員の情報ニーズへの対応
を主体的に行っている。
・探究的な学習等におけるレファレンスサービスやＩＣＴの活用
等により、生徒の情報活用能力の育成への支援を主体的に
行っている。

・管理職の指示などを正しく理解
することができている。
・司書教諭等の教職員や関係機
関と連携して具体的な施策の企
画・立案に向けた工夫をしようとし
ている。

・学校の教育活動や生徒等のニーズを踏まえて司書教諭等の
教職員や関係機関と連携して具体的な施策の企画・立案がで
きている。

・学校の教育活動や生徒等の状況も意識・把握して、学校図
書館の課題も認識し、論理的に学校全体の視点から、物事を
分析、検討できている。

・学校図書館における各種施策
や運用方法を正しく理解してい
る。

・司書教諭等の教職員や他校の司書、関係機関とも連携して
広く情報を収集し、コスト、効果等の考慮すべき事項を踏ま
え、学校図書館の課題の解決策を企画できている。

・学校目標、学校図書館の業務を取り巻く状況、管理職の指
示等を理解し、学校図書館の業務の取り組む課題を認識でき
ている。

・業務の実施状況を振り返り、点
検することができている。

・学校図書館の業務の目標達成に向けPDCAサイクルを実践
し、見直しや改善に取り組んでいる。

・管理職や司書教諭等と相談しな
がら目標の設定や業務計画の策
定ができている。

・学校目標を踏まえた学校図書館の業務目標を設定できてい
る。

・学校の教育活動の展開や予算等を意識して学校図書館の
業務の計画を策定し、進捗管理ができている。

・緊急度、重要度を踏まえて学校図書館の業務の優先順位が
付けられている。

・相手の意見を理解し、自らの意
見や考えを説明できている。

・自らや関係職員間で課題等を抱え込まずに必要に応じて管
理職や他の教職員、他校の司書、関係機関に助言や協力を
依頼できている。

・関係機関や管理職、他の教職
員の意見を聴き、自らの業務・意
見を調整・説明している。

・関係機関や管理職、他の教職員の意見を聴き、学校図書館
の業務、運営方針等を説明・調整し、納得・協力を導き出して
いる。

・学校司書のモデルとなる存在として、人材育成、能力開発の
意識を持ち、県立図書館と連携しながら他校の司書からの相
談への対応や支援を行っている。

学
校
運
営
へ
の
参
画

評
価
の
観
点

評
価
育
成
制
度
に
お
け
る

取
組
姿
勢

鳥取県公立学校の教職員としての資質の向上に関する指標
【司書主任・司書】

司書

素
養

協働と連携により、学校教育目
標の実現に貢献する事務職員

公平・公正な職務遂行に　使命感・誇り（志）・意欲を持って取り組む職員

円滑なコミュニケーションにより　組織の内外で連携を図る職員

地域・組織の課題やその解決策について　自ら進んで考え､行動する職員

地域を支える 「人財」 として　成長し続ける職員

県民の幸福（充実した生活､安心）の実現に向けた高い使命感や誇りを持つ職員

公務員としての役割を果たす高いコンプライアンス意識を持つ職員

・業務の実施状況を振り返り、点検し、改善・見直しに取り組んでい
る。

【組織マネジメント】
■組織目標の達成に向け、組
織を的確にマネジメントする力

・管理職や司書教諭等と連携して業務の目標を設定できている。

・管理職や司書教諭等への適時・適切な報告・連絡・相談を行いながら業務を処理できている。

・図書館資料の管理、施設・設備の整備及び学校図書館の運営を適切に行い、利用者が使いやすい
学校図書館を日常的に整備できている。

・図書館利用方法の案内やレファレンスサービス、読書推進活動を通して、生徒の支援を行っている。

【業務の遂行】
■学校図書館の適切な運営・
管理

【企画立案】
■学校の教育活動や生徒等の
状況を把握し､論理的に考察､
判断し､その解決策を見つける
力
■県民視点に立って課題の把
握や解決方策を検討、具体化
し、実行する力

・組織目標、自らの職務の意義・背景、管理職の指示などを正しく理
解することができている。
・司書教諭等の教職員や関係機関と連携して具体的な施策の企画・
立案に向けた工夫ができている。

・図書館資料等を活用した生徒や教員の情報ニーズへの対応を行っている。
・探究的な学習等におけるレファレンスサービスやＩＣＴの活用等により、生徒の情報活用能力の育成へ
の支援を行っている。

・司書教諭や教員等との連携・協働等により、教員が学校図書館を活用して行う授業等において、生徒
へ指導的に関わりながら支援を行っている。

・学校図書館における新規施策や運用方法見直しを提案している。

業
務

（
組
織

）
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

■業務目標の達成に向け、業
務を的確にマネジメントする力

・計画的に業務を処理し、進捗状況を管理できている。 創
意
工
夫

企
画
立
案
・
業
務
の
遂
行

業
務
遂
行

学
校
運
営
へ
の
参
画

・課題等を踏まえた年間・複数年の計画を策定できている。

・管理職や司書教諭等と相談しながら学校図書館の業務の優先順位が付けられている。

【業務の遂行】
■業務の高度化､複雑化に対
応できる高い専門能力（専門
性）
■成果を生み出すために､自ら
の能力を高め､最大限に発揮し
ようとする意欲や行動力

【業務の遂行】
■生徒に対する教育への支援

・ミス、漏れ等が少なく、正確で迅速な業務遂行ができている。

・自己の知識・技能の専門性を高め、高度化、複雑化に対応できている。

・日頃から主体的に学校図書館の管理・運営に関する情報や、生徒や教員の情報ニーズへの対応に
資する情報の収集に努めている。
・業務に必要な知識・技能を習得し、実務処理に活用できている。

令和５年４月１日　　鳥取県教育委員会

へ
の
参
画

学
校
運
営

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

人
材
育
成
・

■仕事を通じて職員を支援し、
育てる能力（人材育成能力）

対
話
・
調
整
・
協
調

■円滑なコミュニケーションや
協働・連携の基礎となる対話
力､調整力
■組織のチームワークにつな
がる協調性・貢献力

・課題、対応案など、ポイントを押さえて説明できている。

創
意
工
夫

・一人で業務を抱え込まずに必要に応じて管理職や他の教職員、他校の司書、関係機関に助言や協
力を依頼できている。

・生徒や管理職、他の教職員等からの要望、相談等に対して的確に対応できている。

■組織への貢献
・学校の一員として自ら進んで他の教職員と連携・協力ができている。

・必要に応じて管理職のサポートができている。

・生徒や管理職、他の教職員等からの要望、相談等に対応できている。

学
校
運
営
へ
の
参
画

・論理的に物事を分析・検討できている。

観点 ステージ

職
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【研修履歴を活用した対話に基づく受講奨励】 
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研修履歴を活用した対話に基づく受講奨励の実施について 

鳥取県教育センター 

Ⅰ 新たな教師の学びの姿の実現に向けて 

新たな教師の学びの姿として求められているのは、一人一人の教師が、自らの専門職性を高め

ていく営みであると自覚しながら、誇りをもって主体的に研修に打ち込むことである。その鍵であ

る、教師の個別最適な学び、協働的な学びの充実を通じた「主体的・対話的で深い学び」の実現

は、児童生徒等の学びのロールモデルとなることにもつながる。 

研修履歴を活用した対話に基づく受講奨励の意義は、教師が必要な学びを主体的に行っていく

ことにある。このため、指標や研修計画とも相俟って、適切な現状把握と主体的・自律的な目標設

定の下で、新たな学びに向かうための「手段」として研修履歴が活用されることが重要である。 

多様な専門性を有する質の高い教職員集団の構築に向け、多様な内容・スタイルの学びが重要

視されていく中で、この研修履歴を活用した対話に基づく受講奨励の仕組みを、教師が自らの強み

や得意分野の再認識と自信につなげ、学び続け、成長する教師の「次なる学びのエンジン」として

いくことを期待する。 

Ⅱ 研修履歴を活用した対話に基づく受講奨励に関する基本的な考え方 

 研修履歴の記録は、指標や研修計画を踏まえて行う教育公務員特例法第22条の６の規定による

対話に基づく受講奨励において活用されることが基本である。その中で各教師が学びの成果を振り

返ったり、自らの成長実感を得たりすることが一層可能になると考えられる。また、これまで受け

てきた研修履歴を可視化することにより、無意識のうちに蓄積されてきた自らの学びを客観視した

上で、さらに伸ばしていきたい分野・領域や新たに能力開発をしたい分野・領域を見出すことがで

き、主体的・自律的な目標設定やこれに基づくキャリア形成につながることを期待している。 

 対話に基づく受講奨励は、教師と学校管理職とが対話を繰り返す中で、教師が自らの研修ニー

ズと、自分の強みや弱み、今後伸ばすべき力や学校で果たすべき役割などを踏まえながら、必要な

学びを主体的に行っていくことが基本である。新たな教師の学びの姿が、変化の激しい時代にあっ

て、教師が探究心をもちつつ、自律的に学ぶこと、主体的に学びをマネジメントしていくことが前

提であることを踏まえ、対話に基づく受講奨励は、教師の意欲・主体性と調和したものとなるよ

う、当該教師の意向を十分にくみ取って行うことを望むものである。 

Ⅲ 研修履歴を活用した対話に基づく受講奨励の内容・方法等 

１ 対象となる教師の範囲 

 教育公務員特例法第22条の５の規定による研修履歴の記録及び同法第22条の６の規定による対

話に基づく受講奨励の対象となる「公立の小学校等の校長及び教員」の範囲は以下のとおりであ

る。 

① 「公立の小学校等」とは、公立の小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学

校、特別支援学校、幼稚園及び幼保連携型認定こども園である。

② 「校長及び教員」とは、校長（園長を含む）、副校長（副園長を含む）、教頭、主幹教諭

（幼保連携型認定こども園の主幹養護教諭及び主幹栄養教諭を含む）、指導教諭、教諭、助

教諭、養護教諭、養護助教諭、栄養教諭、主幹保育教諭、指導保育教諭、保育教諭、助保育

教諭及び講師（教育公務員特例法施行令（昭和24年政令第６号）第２条に規定する臨時的に

任用された者等を除く）である。
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③ 臨時的任用教員等は、法律に基づく研修履歴の記録及び対話に基づく受講奨励の対象ではな

いが、口頭での確認等により対話に基づく受講奨励を行うこともできる。

２ 研修履歴の記録の目的 

  研修履歴の記録は、教師が自らの学びを振り返るとともに、学校管理職等が研修の奨励を含む適

切な指導助言を行うことにより、効果的かつ主体的な資質向上・能力開発に資することを目的とし

ている。 

３ 研修履歴の記録の範囲 

   教特法第22条の５第１項に基づいて、研修等に関する記録を作成するにあたり、本県における

研修履歴の記録の範囲は、次のとおりとする。 

○ 必須記録研修等

○ 任意記録研修等

④ 職務研修として市町村教育委員会等が実施する研修等

⑤ 学校現場で日常的な学びとして行われる一定の校内研修・研究等

⑥ 教師が自主的に参加する研修等（教育関係諸団体の研修も含む）

４ 研修履歴の記録の方法 

  令和５年度の受講履歴は、教職員評価・育成制度で使用している自己申告書に、これまでと同

様に記録し、対話に基づく受講奨励に活用する。 

年度当初に作成する自己申告書の「今後受講を希望する主な研修」欄に、必須記録研修等を含

め、３つ程度記録する。年度中は、新たに受講した研修を追記する。欄に記録したが受講しなかっ

た研修は、「時期・期間（期日）」を「未受講」に修正する。 

記録する項目は、①研修名、②主催者、③時期・期間（期日）の３点とする。 

○ 自己申告書の記入例

前年度の主な研修記録 今後受講を希望する主な研修 

・初任者研修、教育センター、通年

・道徳教育推進研修、教職員支援機構、10月19

日～21日

・児童理解、島根県教育センター、6月30日

・小学校理科、教育センター、10月24日

・地域問題解決型学習、島根大学、未受講

① 研修実施者が実施する研修

・県教育委員会（教育センター、小中学校課、高等学校課、特別支援教育課等）が主催する

研修（島根県教育センター及びしまだい学校教員研修を含む）

・鳥取市教育委員会が実施する研修（鳥取市立の小・中・義務教育学校に勤務する県費負担

教職員）

② 大学院修学休業により履修した大学院の課程等

・県教育委員会が派遣する大学院等（教職員支援機構、国立特別教育総合研究所等への派遣

を含む）

③ 県教育委員会が開設した免許法認定講習及び認定通信教育による単位の修得
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５ 対話に基づく受講奨励の方法・時期 

対話に基づく受講奨励は、指標や研修体系を踏まえつつ、目標面談や最終面談等を活用して校

長が行う。そのほか、様々な機会をとらえて、対話に基づく受講奨励を行うことが望ましい。 

校長への対話に基づく受講奨励については、教育長が行う。 

○ 対話に基づく受講奨励を行う際の観点

① 教職員の意欲や主体性の尊重

② 学校組織の一員としての総合的な機能の発揮

③ 教職員個人の人材育成

※参照資料「研修履歴を活用した対話に基づく受講奨励に関するガイドライン」

（令和４年８月文部科学省） 

月 対 象 者 奨 励 者 

４月 

６月 

○これまでと同様に、自己申告書を作成す

る。

・「前年度の主な研修記録」

・「今後受講を希望する主な研修」

○自らの資質能力の向上につながる研修計

画に関する目標設定を行う。

・自らの専門職性を高めるための主体的な

学びのマネジメント

・学校を支える力を獲得・強化する観点か

らの自らの職能開発

 

○研修受講の奨励（情報提供や指導助

言）を行う。

・ 指標・研修体系や教職員個人の職責・

経験・適性に照らした人材育成

・ 学校が目指す教育を進めるために必要

な専門性・能力の確保等

○受講した研修について、自己申告書の「今

後受講を希望する主な研修」欄に追記す

る。

○希望する研修として記録したが、受講し

なかった研修は、「時期・期間（期日）」

を「未受講」に修正する。

○研修に係る出張後の復命時等、様々な機

会をとらえて、対話に基づく受講奨励を

行うことが望ましい。

１月 

３月 

○研修履歴を活用しつつ、ＯＪＴや校内研

修、校外研修等による学びの成果や今後

の課題等を振り返る。

 

 

 

○年間の繁忙状況等を考慮した上での教

職員個人の職能開発の参加状況、ＯＪ

Ｔや校内研修等の実施状況を踏まえ、

研修履歴を振り返りながら、今後の資

質向上のための指導助言を行う。

目標面談（４月～６月） 

最終面談（１月～３月） 

・成長段階に応じて指標に定められた資質能力が、どれくらい身に

付けられているかを確認・共有する。

・次年度以降の職能開発の目標を話し合う。
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【令和６年度 教職員研修実施要項】 
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新
任
教
頭
研
修

新
任
副
校
長
研
修

新
任
校
長
研
修

専
門
研
修

幼児教育、教科指導等、情報教育、特別支援教育、教育相談・生徒指導・学級経営等、人権教育、各種教育等　※事務局各課主催研修含む

島根県教育センター、島根大学、他の行政機関、企業等との連携講座

・学校訪問型研修（指導主事派遣研修） ・指導改善研修

・ポータルサイトによるオンデマンド動画配信

そ
の
他

職
務
研
修

学　校　経　営　研　修

ミ
ド
ル
リ
ー

ダ
ー

ス
テ

ッ
プ
ア

ッ
プ
研
修

学
校
リ
ー

ダ
ー

研
修

主 任 ・ 主 事 等 研 修

職　務　に　応　じ　た　研　修

管理職研修

事務主幹　・　事務長研修

新
任
主
幹
教
諭
研
修

中
堅
教
諭
等
資
質
向
上
研
修

（
 

年
目
研
修

）

　
年
目
研
修

初
任
者
研
修

新
規
採
用
教
員
研
修

２
年
目
研
修

３
年
目
研
修

・指導力向上ゼミナール ・プロジェクト型学習推進教員養成 ・次世代を担う教員養成プロジェクト　等

学校ＣＩＯ研修
新
任
事
務
長
研
修

基
本
研
修

若手育成研修
６
年
目
研
修

重
点
内
容

・学習指導の基礎
・生徒指導の基礎
・自己成長のマネジメント及
び組織貢献の基礎

・学習指導の専門的知識や技
能の習得
・生徒指導・学級経営の充実
・自己成長のマネジメント及び
組織貢献の充実

・学習指導・生徒指導の専門
性や指導力の拡充
・組織貢献力の向上
・学校運営の中核としての企
画・運営やチームマネジメン
トの展開

・学習指導・生徒指導の専門性や指導力の向上
・メンターとしての実践力の向上と組織力の充実
・学校組織マネジメント能力の習得とリーダーシップ
の発揮

充実期（第３ステージ）

１～５年目 ６～１０年目 １１～１５年目 １６年目以降

　 教員としての必要な基礎
的素養・指導技術を広く習
得し、実践的指導力を身に
付けるとともに、学校組織の
一員としての自覚を高める。

　 第１ステージの経験をもと
に,学習指導や学級経営の専
門的知識・技能を習得すると
ともに、得意分野の開発と実
践的指導力の向上及び視野
の拡大を図る。

   第２ステージの経験をもとに、職務に関する専門性をよりいっそう高め、広い視
点から学校運営に積極的に参画するとともに、指導的立場としての力量及び管理
的立場としての力量（マネジメント能力）を高める。

Ⅰ　令和６年度教職員研修の概要

　鳥取県教育センター

１　教職員研修の基本方針

　県教育委員会が設置した教職員育成協議会（研修計画等分科会）で研修内容等について協議し、「鳥取県公
立学校の 校長・教員・教職員としての資質の向上に関する指標」を踏まえた研修を実施する。
（１）教職員のキャリアステージに沿って研修を体系化し、教職経験に応じて職務の遂行に必要な資質・

指導力の向上を図る研修を実施する。
（２）本県教育の現状と課題を踏まえ、今日的な教育課題の解決に向けた研修を実施する。
（３）教職員のニーズに応じた研修内容・方法等の工夫改善を図り、多様で効果的な研修を実施する。

２　教職員研修体系の概要

ス
テ
ー

ジ

育成期（第１ステージ） 向上期（第２ステージ）

マネジメント能力

専門的指導力

１６
11

「教師の学びと児童生徒の学びは相似形」であることを意識し、受講者の
主体的・対話的で深い学びの実現に向けた「研修観」の転換を図ります。

ミドルリーダーの実践力の充実ミドルリーダーの基礎力の充実次期ミドルリーダーの育成若手教員の育成
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３ 教職員研修区分

（１）研修区分

教育センターが実施する研修を次のように区分し、教職経験・研修課題に応じた研修を実施する。 

基本研修 初任者研修、新規採用教員研修、教職経験者研修 

職務研修 学校経営研修、主任・主事等研修、職務に応じた研修 

専門研修 
（希望制） 

幼児教育、教科指導等、各種教育課題等 
島根県教育センターとの連携講座、しまだい学校教員研修 

その他 

指導力向上ゼミナール（中学校英語）、プロジェクト型学習推進教員養成研

修、次世代を担う教員養成プロジェクト、とっとり未来教師セミナー、学校

訪問型研修（指導主事派遣研修）、指導改善研修、ポータルサイトでのオン

デマンド動画配信 

（２）基本研修

①初任者研修・新規採用教員研修
○教職一般について円滑な職務遂行に必要な基礎的な知識・技能の習得を図る研修を実施する。
【対象】令和６年度新規採用の幼稚園教諭及び幼保連携型認定こども園保育教諭、小学校・

中学校・義務教育学校・高等学校・特別支援学校の教諭、養護教諭 
幼稚園・幼保連携型認定

こども園 
教諭・保育教諭 

小・中・義・高・特 
教諭 養護教諭 

主  体 日 数 日 数 合 計 日 数 合 計 
教育センター ８日 １０日 

１４日 
１０日 

１２日 
地教委・県立学校 ４日 ２日 

※詳細は新規採用幼稚園・幼保連携型認定こども園教員研修、初任者研修、新規採用養護教諭研

修の各実施要項及び実施手引を参照のこと。

②教職経験者研修

○教職経験に応じて、教科等の指導力の向上、教育課題に対応できる指導力の向上等を図る研修を

実施する。

○学校組織マネジメントの手法をキャリアステージに応じて取り入れた研修を実施し、各研修にお

ける内容の重点化を図り実施する。

ア ２年目研修

【対象】小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、特別支援学校教諭及び養護教諭で、その在職

期間が１年に達した者のうち、２年目研修の未修了者 

小・中・義・高・特 教諭 養護教諭 
主  体 日 数 日 数 

教育センター ３日 ３日 
（「先輩に学ぶ」研修１日を含む） 

※詳細は、２年目研修実施要項及び実施手引を参照のこと。

イ ３年目研修

【対象】小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、特別支援学校教諭及び養護教諭で、その在職

期間が２年に達した者のうち、３年目研修の未修了者 

小・中・義・高・特 教諭 養護教諭 
主  体 日 数 日 数 

教育センター ３日 ３日 

※詳細は、３年目研修実施要項及び実施手引を参照のこと。 
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ウ ６年目研修

【対象】 小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、特別支援学校教諭で、その在職期間が５年

に達した者のうち、６年目研修の未修了者 

小・中・義・高・特 教諭 
主  体 日 数 

教育センター ４日 
（選択研修１日を含む） 

※令和６年度は、養護教諭は実施しない

※詳細は、６年目研修実施要項及び実施手引を参照のこと。

エ 中堅教諭等資質向上研修

【対象】 幼稚園教諭及び幼保連携型認定こども園保育教諭のうち、その在職期間が９年～１０年

に達した者 

小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、特別支援学校教諭及び養護教諭で、在職期間

が１０年に達した者のうち、中堅教諭等資質向上研修の未修了者 

幼稚園教諭・ 
幼保連携型認定こども園

保育教諭 

小・中・義・高・特 
教諭 養護教諭 

主  体 日 数 日 数 日数 

教育センター ６日 
（選択研修１日を含む） 

９日 

（選択研修３日を含む） 
８日 

（選択研修１日を含む） 

※詳細は、中堅教諭等資質向上研修実施要項及び実施手引を参照のこと。

オ １６年目研修

【対象】 小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、特別支援学校の教諭で、中堅教諭等資質向

上研修（１０年経験者研修）を修了し、在職期間が１５年に達した者のうち、１６年目

研修の未修了者 

小・中・義・高・特 教諭 
主  体 日 数 

教育センター ３日 

※詳細は、１６年目研修実施要項及び実施手引を参照のこと。 
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（３）職務研修

学校経営研修、主任・主事等研修及び職務に応じた研修を実施する。日数等については教職員研

修実施計画を参照する。 

①学校経営研修

特色ある学校づくりの推進に向けて、管理職の学校組織マネジメント能力を育成し、学校経営に
関する資質の向上を図る研修を実施する。

研 修 名 対 象 者 

学校ＣＩＯ研修（小・中・義） 市町村（学校組合）立学校長 

学校ＣＩＯ研修（高） 県立高等学校長 

学校ＣＩＯ研修（特） 県立特別支援学校長 

新任校長研修（全） 新任校長 

管理職研修（全） 希望する校長、副校長、教頭 

新任副校長研修（全） 新任副校長 

新任教頭研修（全） 新任教頭 

新任事務長研修（高・特） 県立学校の新任事務長 

事務主幹・事務長研修（全） 希望する事務主幹・事務長 

２年次校長評価者研修（全） ２年次校長 

副校長評価者研修（全） 副校長 

２年次教頭評価者研修（全） ２年次教頭 

共同学校事務室長評価者研修（小・

中・義） 
共同学校事務室長・希望する事務主幹 

新任主幹教諭研修（全） 
新任主幹教諭 
新任以外の希望する主幹教諭 

学校リーダー研修（全） 別途通知 

ミドルリーダーステップアップ研修

（小・中・義）
別途通知 
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②主任・主事等研修及び職務に応じた研修

職務遂行に関する専門的な知識・技能等の向上を図る研修を実施する。 

ア 主任・主事等研修

研 修 名 対 象 者 

新任生徒指導担当者研修（小・中・義・

特） 
市町村（学校組合）立学校・特別支援学校の新任生徒指導

担当者 

新任保健体育主事研修（全） 新任保健体育主事・新任以外の希望する保健体育主事 

新任道徳教育推進教師研修（小・中・

義・特） 
市町村（学校組合）立学校・県立特別支援学校の新任道徳 

教育推進教師・新任以外の希望する道徳教育推進教師 
新任特別支援教育主任研修（小・中・

義・高） 
市町村（学校組合）立学校・高等学校の新任特別支援教育 

主任・新任以外の希望する特別支援教育主任 

イ 職務に応じた研修

研 修 名 対 象 者 

情報化推進リーダー研修（小・中・義） 
市町村（学校組合）立学校の情報化担当に指名された教諭

等 

情報化推進リーダー研修（高） 

県立高等学校の情報担当に指名された教諭等・情報化推進

リーダーが同一校で昨年度も受講した場合、次期情報化推

進リーダーの代理出席も可能とする・複数の情報担当教諭

の受講も可能とする

情報化推進リーダー研修（特） 

県立特別支援学校の情報担当に指名された教諭等・情報化

推進リーダーが同一校で昨年度も受講した場合、次期情報

化推進リーダーの代理出席も可能とする・複数の情報担当

教諭の受講も可能とする 

養護教諭研修（全） 養護教諭・養護助教諭 

特別支援学級新担任研修～基礎編～

（小・中・義） 

市町村（学校組合）立学校の初めて特別支援学級を担当す

る者（希望する講師を含む）・新担任以外の希望する特別

支援学級担任（講師を含む） 

特別支援学級新担任研修～実践編～

（小・中・義） 

市町村（学校組合）立学校の初めて特別支援学級を担当す

る者及びこれまで担当したことのない障がい種を担当す

る者（希望する講師を含む）・新担任以外の希望する特別

支援学級担任（講師を含む） 

栄養教諭・学校栄養職員研修（小・中・

義・特） 
市町村（学校組合）立学校・特別支援学校の栄養教諭・学

校栄養職員（臨時的任用職員を含む） 

実習教諭・実習職員研修（高・特） 希望する実習教諭・実習職員 

寄宿舎教諭・寄宿舎指導員研修（特） 希望する寄宿舎教諭・寄宿舎指導教員 

教育相談・不登校担当教員研修（小・

中・義） 
市町村（学校組合）立学校の教育相談・不登校担当者 

教育相談担当教員研修（高） 高等学校の教育相談担当者 

司書教諭研修（小・義・特） 
小学校・義務教育学校・特別支援学校の司書教諭・希望す

る学校司書 

司書教諭研修（中・義・高） 
中学校・義務教育学校・高等学校の司書教諭・希望する学

校司書 

講師研修（小・中・義） 全校種を通じて常勤の経験が２年未満の講師（教諭経験が

ある場合は除く。対象となる常勤の経験には県外での講師

は含めない。）・希望する非常勤講師 講師研修（高）・（特） 
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○学校事務職員研修

研 修 名 対 象 者 

学校事務職員１年目研

修（全） 

令和６年度新規採用の事務主事・主事 
下記の希望する者の受講も可能とする。 
・令和３・４・５年度採用の事務主事・主事

・他部局等から異動してきた事務主事、主事、事務副主幹

・臨時的任用職員(研修番号２のみ)

学校事務職員 

フォローアップ研修

（全）

令和５年度採用の事務主事・主事 
下記の希望する者の受講も可能とする。 
・令和２・３年度採用の事務主事・主事

・他部局等から異動してきた事務主事、主事、事務副主幹

学校事務職員５年目研

修（全） 

令和２年度採用（採用５年目）の事務主事・主事 
他部局から異動してきた採用５年目事務主事・主事 

学校事務職員１０年目

研修（全） 

平成２７年度採用（採用１０年目）の事務主事・主事 
他部局から異動してきた採用１０年目の事務主事・主事 

事務副主幹・ 

事務次長研修（全） 
事務副主幹・事務次長 

事務主幹研修（小・中・

義） 
市町村（学校組合）立学校の事務主幹 

学校事務職員研修（小・

中・義） 

市町村（学校組合）立学校の事務職員（臨時的任用職員を含む） 

・希望する県立学校の事務職員

※希望する事務主幹・事務長の学校経営研修「管理職研修」への受講を可とする。（詳細につい

ては、６０ページを参照のこと） 
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（４）専門研修（希望制）

教科等の専門的知識・技能の向上を図る研修を実施する。

＜対象者＞

校長、副校長、教頭、主幹教諭、教諭、養護教諭、栄養教諭、実習教諭、幼稚園教諭、 

保育教諭、保育士、実習職員、学校司書、学校事務職員、学校技能職員、学校栄養職員、

寄宿舎指導員、船員、講師等、学校（園）に勤務する全ての教職員が受講することができ

る。 
※「非常勤講師以外の会計年度任用職員」（小学校外国語活動支援員、学校生活適応支援
員、スクールカウンセラー等）を除く。

【研修区分及び講座数】 ※異校種の研修内容でも受講可、すべて午後のみの半日開催とする。 

研 修 区 分   講 座 数 

幼児教育に関する研修 １講座

教科指導等に関する研修 ２７講座 

各
種
教
育
課
題
等

情報教育に関する研修 ８講座  

特別支援教育に関する研修 ６講座

教育相談・生徒指導・学級経営等に関

する研修 
７講座  

人権教育に関する研修 ３講座 

各種教育等に関する研修 ８講座  

その他 １講座 

計 ６１講座 

○島根県教育センターとの連携講座

島根県教育センターの特色ある研修講座を受講することにより、研修の機会を拡大し、教職員の

ニーズに応える。

○しまだい学校教員研修（島根大学との連携講座）

島根大学による各分野の専門的な講座を受講することにより、研修の機会を拡大し、教職員の多

様な学びのニーズに応える。

（５）その他の研修

①プロジェクト型学習推進教員育成研修

一人一台端末の学習で有効な活用について理解し、実践力を高めるとともに、PBL（プロジェク
ト型学習）についての理解を深め、今後一層求められる PBL による探究的な学習の授業設計がで

きる次世代リーダーを育成する。

②次世代を担う教員養成プロジェクト

次期学習指導要領改訂に向けて、今後主流になっていくであろう、STEAM 教育等の各教科等横

断的な学習による探究的な学びについて、「鳥取県版 PBL」の質の高い実践を積み重ねるとともに、
学校全体でのカリキュラム作成に関わったり、県内で講演ができたりするレベルの教員を育成す

る。

③指導力向上ゼミナール（中学校英語）

市町村（学校組合）教育委員会の推薦を受けた中学校英語教諭を対象に、喫緊の教育課題につい

て、専門的知識を基盤とした実践的指導力の向上を図り、学校や地域の中核となって課題を解決す

る人材を育成する。

④とっとり未来教師セミナー

鳥取県で教員になりたいという志をもった学生等を対象として、教員に求められる資質や基礎的

な指導力を養い、将来の鳥取県教育を担う人材を育成する。

⑤学校訪問型研修（指導主事派遣研修）

鳥取県内の学校等が行う自主的・主体的な研修活動に対して、県教育センター、いじめ・不登校

総合対策センター、小中学校課、人権教育課、及び社会教育課の指導主事等を派遣し、研修活動を
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支援する。 

⑥指導改善研修

「指導改善研修を要する教員に関する人事管理指針－改訂版－」により、指導改善研修を要する

教員と認定された教員に対して、関係諸機関との連携のもと職場復帰を第一の目的とした研修を実

施し、資質・指導力の向上や意識改革を図る。

⑦ポータルサイトでの動画配信

新たに作成中の統合型教育ポータルサイトにおいて、研修動画コンテンツを充実させ、教員の多

様な研修受講ニーズに対応する。
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研修名 研修名

幼稚園 新規採用教員研修　 幼児教育　園経営研修

小学校・義務教育学校 初任者研修　 小学校国語

中学校・義務教育学校 初任者研修　 中学校国語①②

高等学校 初任者研修　 小学校社会★

特別支援学校 初任者研修　 中学校社会★

養護教諭 新規採用教員研修 高等学校地歴・公民★

小学校・義務教育学校 ２年目研修　 小学校算数

中学校・義務教育学校 ２年目研修　 中学校数学①②

高等学校 ２年目研修　 小学校理科

特別支援学校 ２年目研修　 中学校理科★

養護教諭 ２年目研修　 高等学校理科★

小学校・義務教育学校 ３年目研修　 中学校技術★

中学校・義務教育学校 ３年目研修　 小学校音楽

高等学校 ３年目研修　 中・高等学校美術

特別支援学校 ３年目研修　 小・中・高等学校体育

養護教諭 ３年目研修 中・高等学校家庭★

小学校・義務教育学校 ６年目研修　 高等学校情報Ⅰ★

中学校・義務教育学校 ６年目研修　 小学校外国語活動・外国語★

高等学校 ６年目研修　 中学校英語①②

特別支援学校 ６年目研修　 高等学校英語★

幼稚園 中堅教諭等資質向上研修 小・中学校道徳①★

小学校・義務教育学校 中堅教諭等資質向上研修 小・中学校道徳②★

中学校・義務教育学校 中堅教諭等資質向上研修 高等学校総合的な探究の時間★

高等学校 中堅教諭等資質向上研修 小・中学校特別活動★

特別支援学校 中堅教諭等資質向上研修　 高等学校商業★

養護教諭 中堅教諭等資質向上研修　 全教科／マネジメント（とっとり学力・学習状況調査データ活用）

小学校・義務教育学校 １６年目研修 全教科／対話による深い学び

中学校・義務教育学校 １６年目研修 全教科／教科等横断的な学習

高等学校 １６年目研修 ＩＣＴ活用教育①（classroomを活用した授業づくりA・B）

特別支援学校 １６年目研修 ＩＣＴ活用教育②（単元設計編）

学校ＣＩＯ研修（小・中・義）★ ＩＣＴ活用教育③（校務活用編）

学校ＣＩＯ研修（高）★ Google Workspace アプリ講座（基礎）

学校ＣＩＯ研修（特）★ Education Plus/Fig Jam活用

新任校長研修（全）　　 プログラミング教育

管理職研修（全） ABCDEFGHI★　　 よりよいICTの使い手

新任副校長研修(全)★ 生成AI

新任教頭研修（全）　　 特別支援教育①（自立活動）★

新任事務長研修(高・特)　 特別支援教育②（発達障がい）★

事務主幹・事務長研修(全) ABCDEFGHI★ 特別支援教育③（学習障がい）★

２年次校長評価者研修(全)★ 特別支援教育④（読み書きに関する指導・支援）★

副校長評価者研修(全)★ 特別支援学校教育★

２年次教頭評価者研修(全)★ 特別支援教育（ＩＣＴ活用）

共同学校事務室長評価者研修(小・中・義)★ 教育相談①★

新任主幹教諭研修(全)★ 教育相談②★

学校リーダー研修（全）　　 生徒指導★

ミドルリーダーステップアップ研修（小・中・義） 学級経営・ホームルーム経営

新任生徒指導担当者研修（小・中・義・特）★ 人間関係づくり

新任保健体育主事研修（全）★ 学校の支援体制①（保護者との関係づくり）

新任道徳教育推進教師研修（小・中・義・特） 学校の支援体制②（学級づくり）

新任特別支援教育主任研修（小・中・義・高）★ 人権教育①

情報化推進リーダー研修（小・中・義）★ 人権教育②★

情報化推進リーダー研修（高）★ 人権教育③★

情報化推進リーダー研修（特）★ ふるさとキャリア教育

養護教諭研修（全）★ 図書館教育★

特別支援学級新担任研修（小・中・義） 安全・健康・食育

栄養教諭・学校栄養職員研修（小・中・義・特） 博物館連携講座

実習教諭・実習職員研修(高・特)★ 国際教育

寄宿舎教諭・寄宿舎指導員研修（特）★ 消費者教育

教育相談・不登校担当教員研修（小・中・義） 環境教育①②

教育相談担当教員研修（高）★ あいサポート

司書教諭研修（小・義・特）★ マネジメント力向上（基礎編）★

司書教諭研修（中・義・高）★

学校事務職員１年目研修（全）　　

学校事務職員フォローアップ研修（全）　

学校事務職員５年目研修（全）★

学校事務職員１０年目研修（全）★

事務副主幹・事務次長研修（全）★

事務主幹研修(小・中・義)★  
（小学校事務職員研修（小・中・義）★  
（小講師研修（小・中・義） 　
（小講師研修（高）

講師研修（特）
（小 
（小

人
権
教
育

４　令和６年度教職員研修講座一覧

研修区分 研修区分

基
本
研
修

各
種
教
育
等

幼児教育

情
報
教
育

学
校
経
営
研
修

特
別
支
援
教
育

専
門
研
修

職
務
に
応
じ
た
研
修

教
科
指
導
等

その他

職
務
研
修

次世代を担う教員養成プロジェクト

プロジェクト型学習推進教員養成研修

指導力向上ゼミナール（中学校英語）

教
育
相
談
・

生
徒
指
導
・

学
級
経
営
等主

任
・

主
事
等

研
修

※専門研修の以下の講座は原則隔年開催する。

（高等学校地歴・公民／高等学校国語）（高等学校理科／高等学校数学）

（小学校音楽／中・高等学校音楽） （中・高等学校美術／小学校図画工作）

（小学校体育／中・高等学校保健体育）（中・高等学校家庭．／小学校家庭）

（中学校技術／小学校生活） （高等学校英語／小・中学校書写、高等学校書道）

（高等学校総合的な探究の時間／小・中学校総合的な学習の時間）
（高等学校専門教科 商業／農業／工業／）
※研修形態について

★印・・・非集合・オンライン型を基本とする→所属校で研修を受講する
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Ⅱ 受講手続等

１ 研修講座登録に係る期日等 
（１）報告（入力）期日 

基本研修、職務研修
 専門研修 

しまだい学校教員研修 
島根県教育センターとの 

連携講座 

内 容 期 日 内 容 期 日 内 容 期 日 

入力開始 
４月１日（月） 

午後１時 
一次入力

開始 

４月１日（月） 
午後１時 

入力開始 
４月１日（月） 

午後１時 

※画面入力等

（各園、学校等）

※画面入力等

（各園、学校等）

※画面入力等

（各園、学校等）

入力締切 
４月９日（火） 

午後５時 

入力締切 
４月１２日（金） 

午後５時 

一次入力 

締切 

５月１０日（金） 
午後５時 

二次入力 

開始 

５月１７日（金） 
午前９時 

二次入力 

締切 

各研修講座開催 
期日の２週間前 

（２）５月１０日までの研修講座登録の方法（教育センター研修講座登録システム（現シス
テム）による） 

（３）５月１７日以降の研修講座登録の方法（Google フォームによる） 
令和７年度４月からの国の研修受講履歴記録システム（新システム）導入に伴い、現システムは運

用停止します。移行措置として、５月１７日から令和６年度末までは、下記サイトから Googleフォー

ムにより登録してください。 

① 教育センターホームページにある「研修講座登録システム」から入力画面を開く。
② 各幼稚園・保育所（園）・学校のＩＤとパスワードを入力する。
③ 基本研修、職務研修の対象者の登録を行う。

④ 専門研修の申込を行う。

https://www.pref.tottori.lg.jp/298804.htm 

（教育センターホームページ→研修講座登録システム） 

以下のサイトも御利用ください。 

とっとり教育ポータルサイト https://tottori-portal.torikyo.ed.jp 
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２ 研修講座受講手続等の留意点
（１）市町村（学校組合）立小学校・中学校（義務教育学校を含む）、県立高等学校・特別

支援学校 

①基本研修 

○６年目研修及び中堅教諭等資質向上研修の選択研修において、専門研修を選択受講する場合は、
もれなく専門研修の入力をしてください。

②職務研修 

○実施要項２０～２２ページ「３ 教職員研修区分（３）職務研修」の対象者を十分に確認し、も
れなく登録してください。

③専門研修、島根県教育センターとの連携講座、しまだい学校教員研修 

○同一校で複数の受講希望者がある場合は、必ず全ての受講希望者を登録してください。
○受講希望者が１０人未満の講座は開講しないこともあります。
○定員のある講座は、先着順となります。実施要項の備考欄で確認してください。
○専門研修（島根県教育センターとの連携講座、しまだい学校教員研修は除く）については、研修
開催期日の２週間前まで二次入力が可能です。ただし、一次入力の時点で既に定員を満たす場合
には、入力不可となります。

（２）幼稚園・保育所（園）・幼保連携型認定こども園、鳥取大学附属学校、私立学校等

①基本研修 

○新規採用幼稚園・幼保連携型認定こども園教員研修については、公立の幼稚園・認定こども園に
対象者がある場合のみ、研修を実施します。この場合は、私立の幼稚園・認定こども園の希望者
も対象となります。

○鳥取大学附属学校教員は、公立学校の教員と同様に受講できます。
○私立学校（中学校・高等学校）は対象外です。
○研修対象者及び受講希望者を研修講座登録システムにより入力してください。

②職務研修 

○鳥取大学附属学校教員は、希望による受講とします。
○私立学校は対象外です。
○受講申込は、研修講座登録システムにより入力してください。

③専門研修、島根県教育センターとの連携講座、しまだい学校教員研修 

○受講申込は、研修講座登録システムにより入力してください。
○園、所、学校は、受講者一覧を印刷し、保管してください。
○受講希望者が１０人未満の講座は開講しないこともあります。
○定員のある講座は、先着順となります。実施要項の備考欄で確認してください。
○専門研修（島根県教育センターとの連携講座、島根大学との連携講座しまだい学校教員研修は除
く）については、研修開催期日の２週間前まで二次入力が可能です。ただし、一次入力の時点で
既に定員を満たす場合には、入力不可となります。

研修対象者及び受講希望者の登録（入力）は、教育センター研修講座登録システ
ムにより各学校が行ってください。 

研修対象者及び受講希望者の報告（入力）は、下記のとおり各園及び学校が行っ

てください。 

27



３ 研修講座受講確定

○研修講座登録システムへの入力（申込）をもって受講を確定します。受講できない場合のみ、教

育センターから連絡します。

４ 研修講座開催要項

５ 受講者の欠席等の扱い

（１）基本研修、職務研修 

①研修対象者・受講者の欠席、遅刻、早退、又は研修対象者・受講者の変更、受講日の変更がある場合、
校長及び園（所）長は事前に教育センターに電話連絡してください。（電話番号：０８５７－２８
－２５８５・２５８６） 

（２）専門研修 

〇講座開催日の２週間前までは研修講座登録システムで取消ができます。この場合、欠席の電話連絡の
必要はありません。 

〇講座開催日まで２週間を切ってから研修受講者の欠席、遅刻、早退、変更等がある場合は、上記５（１）
と同様の手続を行ってください。 

（３）島根県教育センターとの連携講座、しまだい学校教員研修 

〇校長及び園（所）長は、受講者の欠席、遅刻、早退がある場合は、鳥取県教育センターに電話連絡し
てください。 

〇緊急の場合は、島根県教育センターとの連携講座は島根県教育センター（電話 0852-22-5865）、し
まだい学校教員研修は島根大学山陰教員センター管理室（電話 0852-29-1207）に直接連絡した後、
鳥取県教育センターに電話連絡をしてください。 

（４）その他 
〇受講に際し配慮が必要な場合には、研修講座登録システムの「職員名簿 登録・変更」の入力の際、
備考欄にどのような配慮が必要か記入した上で、事前に教育センターに連絡してください。 
（記入例：手話通訳者を必要とする 等） 

Ⅲ 受講者の旅費
受講者の旅費は、教育センターが負担します。（島根県教育センターとの連携講座、しまだい学校
教員研修を含む） 

ただし、以下の受講者は除きます。 
・幼稚園、保育所（園）、認定こども園、鳥取大学附属学校、私立学校、教育センターが認定した
専修学校及び市町村費による教職員

①市町村（学校組合）立学校は、新旅費システムにより、翌月１０日までに請求してください。 

②県立学校は、令達する予算から執行してください。 

○原則として、開催要項は対象者・受講者勤務校へは送付しませんので、教育セン
ターのホームページからダウンロードしてください。

○各研修開催要項は、研修実施日３週間前に教育センターのホームページに掲載し
ます。

○島根県教育センターとの連携講座の開催要項は、研修実施１ヶ月前に島根県教育
センターのホームページに掲載されます。

○しまだい学校教員研修の開催要項は、研修実施１ヶ月前に鳥取県教育センターの
ホームページに掲載されます。
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Ⅳ　令和６年度　教職員研修実施計画

（１）幼稚園・幼保連携型認定こども園

素養
学習
指導

生徒
指導

特別な
配慮

ＩＣＴ

1 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

3 ○ ○ ○

4 〇 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○ ○

8 ○ ○ ○ ○

[講義・演習]
・特別支援教育の実際

[講義・協議]
・特別支援学校のセンター的機能
・発達障がいの特性理解と支援

[講義・演習]
・環境の構成と教師の援助

[講義・演習]
・自己目標の振り返り

特別支援教育
環境（１）
自己成長のマネジメント
（２）

【中堅教諭等資質向上研
修と一部合同開催】

11/8(金)

倉吉未来中
心

伯耆しあわ
せの郷

・初任者タイムとして１０～１５分程度で仲間づくり等の活動を適宜実施する。
・期日未定の回については、別途連絡する。

①新規採用幼稚園・幼保連携型認定こども園教員研修

4/18(木)

人間関係
人権教育
社会人としての接遇の仕
方
自己成長のマネジメント
（１）

【全校種一部合同開催】

5/17(金)

[講義・演習]
・幼児期の言葉の発達と援助

～絵本を活用して～
[講義・演習]

・体をしっかり使って遊びきるために

[研究保育]
[協議]

・子どもの学びを伝えるために
[講義・演習]

・幼児理解に基づいた評価

研究保育
幼児理解と評価

【中堅教諭等資質向上研
修と合同開催】

9月

10/10(木)

[講義・演習]
・レクリエーション活動の実際

[講義]
・自然体験と子どもの育ち

[講義・演習]
・自然とふれあう活動の実際

自己成長のマネジメント
（３）
これからのビジョンづく
り

【全校種一部合同開催】

1/23(木)

備考

7/23(火)

6/7(金)

期日

[講義]
・幼稚園教育要領、幼保連携型認定こども園教

育・保育要領の理解
[講義・演習]

・園の教育課程と指導計画・学校評価
[講義・演習]

・指導計画と保育～保育指導案の作成～

幼稚園教育の理解
教育課程と指導計画
（学校評価）

研修項目

[オリエンテーション]
[講義・演習]

・園における学級経営
[講義・演習]

・鳥取県がめざす人権教育
[開講式]
[講義・演習]

・社会人としての心構えとマナー
[講義・演習]

・１年間の目標設定

主な研修内容

[授業参観]
[講義・演習]

・幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続のあ
り方

上灘コミュ
ニティセン
ター

幼児教育担当指導主事

指標との関連

小学校教育の理解と連携
・接続

【中堅教諭等資質向上研
修と合同開催】

県内特別支援学校教諭
幼児教育担当指導主事
教育センター指導主事

環境（２）
表現

鳥取短期大学
　元教授　齊木　恭子　氏
鳥取短期大学
　教授　近藤　剛　氏

言葉
健康

教育センター指導主事
幼児教育担当指導主事
人権教育課指導主事
ユミ・プロデュース

代表　池上　由美　氏

[実践発表・協議]
・１年間の振り返りと今後の取組

[講義・演習]
・今後の幼児教育に向けて

[講話]
・これからの教師に望むこと

[閉講式]

教育センター指導主事
幼児教育担当指導主事
県内教育関係者

大山青年の家社会教育主事

幼児教育担当指導主事
國學院大学
　准教授　吉永　安里　氏

幼児教育担当指導主事
名古屋学芸大学
　教授　津金　美智子　氏

会場講師

倉吉体育文
化会館

大山青年の
家

教育セン
ター

倉吉未来中
心

鳥取短期大
学

１ 基本研修
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素養
学習
指導

生徒
指導

特別な
配慮

ＩＣＴ

1 ○

2 ○ ○ ○ ○

3 ○ ○ ○

4 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○ ○

6

　②中堅教諭等資質向上研修（幼稚園・幼保連携型認定こども園）

4/22(月)

研修項目期日

選択研修

○教育センターが実施する専門研修又は幼児教育
　センター主催の研修会、子育て王国課主催の保
　育士等キャリアアップ研修から１つ選択して受
　講する。

[授業参観]
[講義・演習]
　・幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続のあ
　　り方

保護者とのかかわり・子
育て支援
課題研究（３）
園経営基礎（２）
自己成長のマネジメント
（３）

【全校種一部合同開催】

園経営基礎（１）
学校評価
課題研究（１）
自己成長のマネジメント
（１）

【全校種一部合同開催】

９月

11/8(金)

[研究保育]
[協議]
　・子どもの学びを伝えるために
[講義・演習]
　・幼児理解に基づいた評価

研究保育
幼児理解と評価

【新規採用幼稚園等教員
研修と合同開催】

1/27(月)

指標との関連

[講義]
　・子どもと保護者がともに育つ支援のあり方
[研究発表・協議]
　・課題研究の成果と今後の取組
[講義・協議]
　・今後の幼児教育に求められること
[講義・演習]
　・これからのミドルリーダーに求められるアセ
　　スメント・ファシリテーション能力
[演習・協議]
　・今後の目標設定
[閉講式]

洗足こども短期大学
　教授　井上　眞理子　氏
教育センター指導主事

鳥取大学
　教授　寺川　志奈子　氏
教育センター指導主事
幼児教育担当指導主事
教育ファシリテーション研究
所
　主任研究員
　　三田地　真実　氏

教育セン
ター

倉吉未来中
心

伯耆しあわ
せの郷

倉吉体育文
化会館

県立特別支援学校教諭
幼児教育担当指導主事
教育センター指導主事

主な研修内容

[講義・演習]
　・特別支援教育の実際
[講義・協議]
　・特別支援学校のセンター的機能
　・発達障がいの特性理解と支援
[講義・演習]
　・環境の構成と教師の援助
[講義・演習]
　・ＰＤＣＡサイクルを活用した課題研究への取
　　組とミドルリーダーとしての役割

幼児教育担当指導主事
國學院大学
　准教授　吉永　安里　氏

会場講師

幼児教育担当指導主事
名古屋学芸大学
　教授　津金　美智子　氏

[開講式]
[講義・協議]
　・園のミドルリーダーの役割Ⅰ
[講義・協議]
　・園のミドルリーダーの役割Ⅱ
[講義・演習]
　・中堅教諭等資質向上研修について
　・１年間の目標設定

7/23(火)

幼保小連携・接続

【新規採用幼稚園等教員
研修と合同開催】

特別支援教育
環境
課題研究（２）
自己成長のマネジメント
（２）

【新規採用幼稚園等教員
研修と一部合同開催】

備考

倉吉体育文
化会館

・期日未定の回については、別途連絡する。
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（２）小学校

素養
学習
指導

生徒
指導

特別な
配慮

ＩＣＴ

○

[実務研修]
　・先輩教員に学ぶ～学級経営の基礎・基本Ⅰ～

所属校先輩教員

[開講式]
[講義・演習]
　・社会人としての心構えとマナー
[オリエンテーション]

【Ｂ日程】
生徒指導
危機管理
特別支援教育（１）

【2-(2)Ａ日程】（午後）
学級経営（１）
自己成長のマネジメント
（１）

8/1(木)

倉吉未来中
心

教育センター指導主事

[講義・演習]
　・ねらいを明確にした学習指導Ⅰ～エキスパー
　　ト教員の授業からの学びをとおして～
[講義・演習]
　・ねらいを明確にした学習指導Ⅱ
　　～児童の姿を予想して～
[講義・演習]
　・自己目標の振り返り

教育センター指導主事○ ○5

5/9(木)

○ ○

【Ａ日程】
学習指導（２）（授業づ
くり編Ⅰ・Ⅱ）
自己成長のマネジメント
（２）

中部総合事
務所

中部総合事
務所

中部総合事
務所

[講義・演習]
  ・いじめ・不登校の未然防止と早期対応
　・危機管理と組織的対応
[講義・演習]
　・発達障がいの特性理解と支援

[講義・演習]
　・学習指導の基礎・基本Ⅰ
　　～１時間の授業づくり～
[講義・演習]
　・学習指導の基礎・基本Ⅱ
　　～学習規律と基本的指導技術～

3

【Ｂ日程】
学習指導（１）（基礎編
Ⅰ・Ⅱ）

6/27(木)

倉吉未来中
心

上灘コミュ
ニティセン
ター

8/22(木)

○

○

5/16(木)

○

4/19(金)～
5/9(木)

(４時間程度)

4

6/6(木)

7/4(木)

6/13(木)

所属校教育センター指導主事

4/8(月)～
5/23(木)

(４０分程度)

[実務研修]
　・先輩教員に学ぶ～学級経営の基礎・基本Ⅰ～

1

【Ａ日程】
生徒指導
危機管理
特別支援教育（１）

【Ａ日程】
学習指導（１）（基礎編
Ⅰ・Ⅱ）

4/18(木)

指標との関連

○

【1-(1)】
教員としての服務

○

研修項目

【1-(1)】
人権教育

【2-(2)Ｂ日程】（午後）
学級経営（１）
自己成長のマネジメント
（１）

【1-(1)】
鳥取県の教育
メンタルヘルス

○

[講義・協議]
　・学級経営の基礎・基本Ⅰ
[講義・演習]
　・１年間の目標設定

○

【2-(1)Ｂ日程】
学級経営（１）

○

4/8(月)～
4/18(木)

(２０分程度)

【2-(1)Ａ日程】
学級経営（１）

○

期日

　①初任者研修（小学校・義務教育学校）

主な研修内容

2

[講義]
　・教員としての服務
　・教職員評価・育成制度の理解

[講義・協議]
　・学級経営の基礎・基本Ⅰ
[講義・演習]
　・１年間の目標設定

[講義]
　・鳥取県の教育
[講義]
　・教員のメンタルヘルス

4/19(金)～
5/16(木)

(４時間程度)
所属校

【1-(2)】
社会人としての接遇の仕
方

【全校種一部合同開催】

教育センター指導主事

[講義]
　・鳥取県がめざす人権教育と人権学習

倉吉体育文
化会館

会場講師

所属校

ユミ・プロデュース
　代表　池上　由美　氏
教育センター指導主事

教育センター指導主事
教育総務課健康管理主事

教育人材開発課管理主事

所属校先輩教員 所属校

○ ○

○

○

○○

人権教育課指導主事

○ 動画配信

5/30(木)～
6/28(金)

(１時間程度)

【Ｂ日程】
学習指導（２）（授業づ
くり編Ⅰ・Ⅱ）
自己成長のマネジメント
（２）

教育センター指導主事
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素養
学習
指導

生徒
指導

特別な
配慮

ＩＣＴ

9 ○ ○ ○ ○ ○

10 ○ ○ ○ ○ ○

○

1/23(木)

11/21(木)

10/17(木)

教育センター指導主事

【Ｂ日程】
特別活動
ふるさとキャリア教育
道徳教育

○

教育センター指導主事

自己成長のマネジメント
（３）
これからのビジョンづく
り

【全校種一部合同開催】

○

11/7(木)

○○11/14(木)

備考

7月～12月

8

[講話]
・自然体験と集団活動の意義

[体験活動]
・自然体験と集団活動

[協議]
・体験活動からの学び

中部総合事
務所

中部総合事
務所

倉吉未来中
心

倉吉未来中
心

船上山少年自然の家所長及び
社会教育主事
教育センター指導主事

教育センター指導主事
県内教育関係者

中部総合事
務所

【Ａ日程】
ＩＣＴ活用教育
学級経営（２）
特別支援教育（２）

○ ○

研修項目

【Ｂ日程】
ＩＣＴ活用教育
学級経営（２）
特別支援教育（２）

[講義・演習]
・これからの社会とＩＣＴ活用の必要性

[協議]
・学級経営の基礎・基本Ⅱ

[講義・演習
・児童の特性に応じた指導の工夫

・研修番号１【1-(1)】は動画を視聴する。詳細については開催要項を参照する。
・研修番号１【1-(2)】は午後のみの半日開催とする。
・研修番号２【2-(1)】は所属校の先輩教員のシャドーイングを４時間程度行う。詳細については開催要項を参照する。
・研修番号２【2-(2)】は午後のみの半日開催とし、所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。
・初任者タイムとして１０～１５分程度で仲間づくり等の活動を適宜実施する。
・「ココ♪カラ部」として研修後に短時間の相談会を適宜実施する。
・期日未定の回については、別途連絡する。

船上山少年
自然の家

10/3(木)

教育センター指導主事 所属校

○

[実践発表]
・１年間の取組と振り返り

[演習]
・今後の目標設定

[講話]
・これからの教師に望むこと

[閉講式]

【Ａ２・Ｂ２日程】
体験活動
人間関係づくり

【小・中・義・高合同開
催】

○

9/26(木)

○7

指標との関連

○

○

6

9/12(木)

期日 会場講師主な研修内容

授業実践又は
メンターチーム研修

[授業実践又はメンターチーム研修]
・初任者による授業実践又はメンターチーム研

修（各校が設定した研修内容）
[協議]

・今後に向けて

[講義・演習]
・自主的・実践的な態度を育てる特別活動
・鳥取県のめざすふるさとキャリア教育

[講義・演習]
・道徳教育の進め方
・「特別の教科　道徳」の授業づくり

【Ａ１日程】
体験活動
人間関係づくり

【小・中・義・高合同開
催】

【Ｂ１日程】
体験活動
人間関係づくり

【小・中・義・特合同開
催】

○

【Ａ日程】
特別活動
ふるさとキャリア教育
道徳教育
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素養
学習
指導

生徒
指導

特別な
配慮

ＩＣＴ

2 ○ ○ ○ ○ ○

3 ○ ○ ○ ○ ○

素養
学習
指導

生徒
指導

特別な
配慮

ＩＣＴ

2 ○ ○ ○ ○ ○

3 ○ ○ ○ ○ ○

会場

小学校エキスパート教員
教育センター指導主事

倉吉未来中
心

・研修番号１はＡＢ日程とし、初任者研修時におけるＡＢ日程に準ずる。
・研修番号１、研修番号３は午後のみの半日開催とする。

会場
指標との関連

[講義]
　・先輩に学ぶ～認め合い高め合う人間関係を基
　　盤とした授業づくり～
[講義・演習]
　・認め合い高め合う学習集団づくり
　　～今後の授業実践に向けて～
[協議]
　・自己成長のマネジメント

○

人間関係づくり（２）
学習指導（２）
自己成長のマネジメント
（２）

小学校エキスパート教員
教育センター指導主事

人間関係づくり（３）
学習指導（３）
自己成長のマネジメント
（３）

【全校種一部合同開催】

教育センター指導主事
県内教育関係者

7/30(火)

8/6(火)

1/17(金)

5/30(木)

期日

5/14(火)

○ ○

5/21(火)

　②２年目研修（小学校・義務教育学校）

○ ○1

5/10(金)

1

指標との関連

○

備考

○

研修項目

1/21(火)

【Ｂ日程】
自己成長のマネジメント
（１）
人間関係づくり（１）
学習指導（１）

【小・中・義・特一部合
同開催】

○

期日

教育センター指導主事

教育センター指導主事
県内教育関係者

備考
・研修番号１はＡＢ日程とし、初任者研修時におけるＡＢ日程に準ずる。
・研修番号１、研修番号３は午後のみの半日開催とする。

倉吉体育文
化会館

講師研修項目

倉吉未来中
心

倉吉体育文
化会館

【Ｂ日程】
自己成長のマネジメント
（１）
人間関係づくり（１）
学習指導（１）

【小・中・義・特一部合
同開催】

　③３年目研修（小学校・義務教育学校）

人間関係づくり（３）
学習指導（３）
自己成長のマネジメント
（３）

【全校種一部合同開催】

[開講式]
[オリエンテーション]
　・研修のねらいと１年間の目標設定
[講義・協議]
　・豊かな人間関係を築く指導の工夫

中部総合事
務所

【Ａ日程】
自己成長のマネジメント
（１）
人間関係づくり（１）
学習指導（１）

【小・中・義・高・養一
部合同開催】

[実践発表]
　・１年間の成果と今後の取組
[協議]
　・今後の目標設定
[講話]
　・これからの教師に期待すること
 [閉講式]

倉吉体育文
化会館

伯耆しあわ
せの郷

主な研修内容

教育センター指導主事

[講義]
　・先輩に学ぶ～認め合い高め合う人間関係を基
　　盤とした授業づくり～
[講義・協議]
　・認め合い高め合う学習集団づくり
　　～今後の授業実践に向けて～
[協議・演習]
　・自己成長のマネジメント

[開講式]
[オリエンテーション]
　・研修のねらいと１年間の目標設定
[講義・演習]
　・豊かな人間関係を築く指導の工夫

[実践発表]
　・１年間の成果と今後の取組
[協議・演習]
　・今後の目標設定
[講話]
　・これからの教師に期待すること
[閉講式]

講師

上灘コミュ
ニティセン
ター

主な研修内容

○ ○

【Ａ日程】
自己成長のマネジメント
（１）
人間関係づくり（１）
学習指導（１）

【小・中・義・高・養一
部合同開催】

人間関係づくり（２）
学習指導（２）
自己成長のマネジメント
（２）
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素養
学習
指導

生徒
指導

特別な
配慮

ＩＣＴ

1 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

3 ○ ○ ○ ○

4

○選択研修は、教育センターが実施する専門研
　修、島根県教育センターとの連携講座、しま
　だい学校教員研修との連携講座から１つ選択
　し受講する。

○エキスパート教員の授業は、教育センターホ
　ームページ「エキスパート教員授業案内」又
　は「授業支援サイト」（教職員用）等を参照
　する。

倉吉体育文
化会館

1/28(火)

期日

教育センター指導主事
大妻女子大学
　教授　樺山　敏郎　氏

[協議]
　・学習指導における専門性の向上に向けて
[協議]
　・学校組織への貢献に向けて
[講話]
　・視野の拡大と自己成長
[演習・協議]
　・今後の目標設定
[閉講式]

5/28(火)

備考

研修項目

学習指導（２）
課題研究（２）
自己成長のマネジメント
（２）

【中堅教諭等資質向上研
修と一部合同開催】

7/29(月)

倉吉体育文
化会館

教育センター指導主事
県内企業経営者

茨城大学
　准教授　小林　祐紀　氏
教育センター指導主事

指標との関連

選択研修
又はエキスパート教員の
授業参観

　④６年目研修（小学校・義務教育学校）

課題研究（３）
自己成長のマネジメント
（３）
これからのビジョンづく
り

【全校種一部合同開催】

[講義・協議]
　・個別最適な学び、協働的な学びの充実をとお
　　した主体的・対話的で深い学びの実現に向け
　　た授業改善
[講義・演習]
　・校内組織の活性化に向けた取組
[講義・演習]
　・研修成果の還元をとおした校内組織への貢献
    ～学びを実践につなげるために～

倉吉体育文
化会館

会場

[開講式]
[講義]
　・学び続ける教師として
[オリエンテーション]
[講義・演習]
　・課題研究の取組と校内還元の進め方
[講義・演習]
　・資質・能力を育成する国語科の学習

講師

自己成長のマネジメント
（１）
課題研究（１）
学習指導（１）

【小・義・特一部合同開
催】

主な研修内容
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素養
学習
指導

生徒
指導

特別な
配慮

ＩＣＴ

1 ○ ○ ○ ○

○

○

3 ○ ○ ○ ○

4 ○ ○ ○ ○

5 ○

6 ○

7

8

9 選択研修

○教育センターが実施する専門研修、島根県教育
　センターとの連携講座、しまだい学校教員研修
　から、以下のように３つ選択し受講する。
（１）「情報教育」から１つ
（２）ふるさとキャリア教育、「教科指導等」
　　　「特別支援教育」「教育相談・生徒指導・
　　　学級経営等」から２つ

※島根県教育センターとの連携講座及びしまだい
　学校教員研修については、上記（１）（２）に
　準ずる研修を選択可能とする。

所属校

備考
・研修番号２【2-(1)】は動画を視聴する。詳細については開催要項を参照する。
・研修番号２【2-(2)】は午後のみの半日開催とする。
・研修番号５は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。

浜田・木村法律事務所
　弁護士　浜田　真樹　氏

選択研修

課題研究（３）
学校経営基礎（４）
自己成長のマネジメント
（３）

【全校種一部合同開催】

[研究発表・協議]
　・課題研究の成果と今後の取組
[講義・演習]
　・これからのミドルリーダーに求められるアセ
　　スメント・ファシリテーション能力
[演習・協議]
　・今後の目標設定
[閉講式]

動画配信

教育センター指導主事
教育ファシリテーション研究
所
　主任研究員
　　三田地　真実　氏

茨城大学
　准教授　小林　祐紀　氏
教育センター指導主事

倉吉体育文
化会館

広島大学
　教授　曽余田　浩史　氏
いじめ・不登校総合対策セン
ター指導主事
教育センター指導主事

[講義・演習]
　・主体的・対話的で深い学びを実現するカリ
　　キュラム・マネジメント
[講義・演習]
　・関わり合い認め合う学級経営

指標との関連

倉吉体育文
化会館

講師主な研修内容

2

　⑤中堅教諭等資質向上研修（小学校・義務教育学校）

研修項目

倉吉体育文
化会館

人権教育課 指導主事
株式会社ＳＴＣ
　代表取締役
　　槌間　勢津　氏

学校経営基礎（１）
教育課題（１）
（いじめ・不登校対応）
課題研究（１）
自己成長のマネジメント
（１）

【全校種一部合同開催】

[講義]
　・鳥取県の小中学校教育における課題と取組
[講義]
　・地域とともにある学校づくりをめざして
[講義]
　・教員のメンタルヘルス

会場

[開講式]
[講義・演習]
　・学校組織の活性化とミドルリーダーとしての
　　役割Ⅰ
[講義・演習]
　・学校組織の活性化とミドルリーダーとしての
　　役割Ⅱ
[講義・演習］
　・いじめ・不登校の未然防止と支援のあり方
[講義・演習]
　・中堅教諭等資質向上研修について
　・１年間の目標設定

選択研修

4/22(月)

5/13(月)～
6/14(金)

(２時間程度)

5/13(月)

【2-(2)】
人権教育
コーチング

【全校種合同開催】

【2-(1)】
学校経営基礎（２）
地域連携
メンタルヘルス

伯耆しあわ
せの郷

早稲田大学
　教授　田中　博之　氏
愛媛大学
　教授　白松　賢　氏

期日

小中学校課指導主事
社会教育課社会教育主事
教育総務課健康管理主事

9/20(金)

[講義・演習]
　・人権教育の現状と課題
[講義・演習]
　・同僚性を高め合うコーチング

[講義・演習]
　・学校教育と法
[講義・演習]
　・学校の危機管理

[講義・演習]
　・個別最適な学び、協働的な学びの充実をとお
　　した主体的・対話的で深い学びの実現に向け
　　た授業改善
[講義・演習]
　・校内組織の活性化に向けた取組
[講義・協議]
　・ＰＤＣＡサイクルを活用した課題研究への取
　　組とメンターとしての役割
  ・自己成長のマネジメント

6/14(金)

1/27(月)

学習指導（２）
課題研究（２）
自己成長のマネジメント
（２）

【６年目研修と一部合同
開催】

学習指導（１）

学校経営基礎（３）
（教育法規／危機管理）

【全校種合同開催】

7/29(月)

倉吉体育文
化会館
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素養
学習
指導

生徒
指導

特別な
配慮

ＩＣＴ

1 ○ ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○ ○

3 ○ ○ ○ ○ ○

研修項目

[講義・演習]
　・学校教育目標の実現に向けた組織的展開と人
　　材育成Ⅰ
[講義・演習]
　・学校教育目標の実現に向けた組織的展開と人
　　材育成Ⅱ
[講義・演習]
　・ＰＤＣＡサイクルを活用した学校組織マネジ
　　メント

　⑥１６年目研修（小学校・義務教育学校）

学校経営基礎（１）
課題研究（１）
自己成長のマネジメント
（１）

【全校種合同開催】

会場

課題研究（３）
自己成長のマネジメント
（３）
学校経営基礎（３）

【全校種合同開催】

5/31(金)

主な研修内容
指標との関連

倉吉体育文
化会館

[開講式]
[オリエンテーション]
[講義・演習]
　・人と組織を成長させるために
[講義]
　・「次世代の学校づくり」につながる組織マネ
　　ジメントⅠ
[講義・演習]
　・「次世代の学校づくり」につながる組織マネ
　　ジメントⅡ
[実践発表]
　・課題研究をとおした学校組織マネジメント
[講義・演習]
　・課題研究に向けて～ミドルリーダーとしての
　　総合的な実践力を高めるために～

期日

教育センター指導主事
県内教育関係者

鳴門教育大学
　教授　久我　直人　氏
教育センター指導主事

倉吉体育文
化会館

教育センター教育企画研修課
長
鳴門教育大学
　教授　久我　直人　氏
１６年目研修過年度対象者
教育センター指導主事

講師

倉吉体育文
化会館

[協議]
　・ミドルリーダーとしての総合的な実践力を高
　　めるために
[講義・演習]
　・今後の目標設定
[講話]
　・これからの学校教育に求められるもの
[閉講式]

備考 ・研修番号３は午後のみの半日開催とする。

9/30(月)

学校経営基礎（２）
課題研究（２）
自己成長のマネジメント
（２）

【全校種合同開催】

1/30(木)
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（３）中学校

素養
学習
指導

生徒
指導

特別な
配慮

ＩＣＴ

○

5 ○ ○ ○

[講義・協議]
　・学習指導の基礎・基本Ⅱ
　　～１時間の授業づくり～
[講義・演習]
　・「特別の教科　道徳」の授業づくり

8/1(木)

【Ｂ日程】
学習指導（２）（授業づ
くり編Ⅰ）
道徳教育

○

研修項目

[講義・協議]
　・学級経営と生徒指導の基礎・基本
[講義・演習]
　・いじめ・不登校の未然防止と早期対応
　・危機管理と組織的対応
[講義・演習]
　・１年間の目標設定

[講義・協議]
　・学級経営と生徒指導の基礎・基本
[講義・演習]
　・いじめ・不登校の未然防止と早期対応
　・危機管理と組織的対応
[講義・演習]
　・１年間の目標設定

教育センター指導主事

【2-(2)Ａ日程】（午後）
学級経営（１）
生徒指導（１）
危機管理
自己成長のマネジメント
（１）

[講義]
　・教員としての服務
　・教職員評価・育成制度の理解

【1-(1)】
鳥取県の教育
メンタルヘルス

倉吉体育文
化会館

期日 主な研修内容

【1-(2)】
社会人としての接遇の仕
方

【全校種一部合同開催】

講師

4

倉吉未来中
心

倉吉未来中
心

【Ａ日程】
学習指導（２）（授業づ
くり編Ⅰ）
道徳教育

7/4(木)

○

教育センター指導主事

3

6/13(木)

○

○○

○

6/20(木)

6/27(木)
倉吉未来中
心

所属校先輩教員

所属校

中部会場

教育センター指導主事

所属校

所属校

教育センター指導主事

教育センター指導主事

所属校

教育センター指導主事
教育総務課健康管理主事

倉吉体育文
化会館

4/18(木)

[開講式]
[講義・演習]
　・社会人としての心構えとマナー
[オリエンテーション]

指標との関連

5/30(木)～
6/28(金)

(１時間程度)

会場

　①初任者研修（中学校・義務教育学校）

2

4/8(月)～
4/18(木)

(２０分程度)

所属校先輩教員

○

教育人材開発課管理主事

【2-(2)Ｂ日程】（午後）
学級経営（１）
生徒指導（１）
危機管理
自己成長のマネジメント
（１）

[実務研修]
　・先輩教員に学ぶ
　　～学級経営と生徒指導の基礎・基本～

4/19(木)～
5/9(木)

(４時間程度)

ユミ・プロデュース
　代表　池上　由美　氏
教育センター指導主事

5/16(木)

○

4/19(木)～
5/16(木)

(４時間程度)

5/9(木)

○

【Ａ日程】
特別支援教育
学習指導（１）（基礎
編）

【2-(1)Ｂ日程】
学級経営（１）
生徒指導（１）

【2-(1)Ａ日程】
学級経営（１）
生徒指導（１）

○○

○ ○

1

4/8(月)～
5/23(木)

(４０分程度)

【1-(1)】
教員としての服務

人権教育課指導主事

動画配信

[講義・演習]
　・発達障がいの特性理解と支援
[講義・演習]
　・学習指導の基礎・基本Ⅰ
　　～学習規律と基本的指導技術～

[講義]
　・鳥取県がめざす人権教育と人権学習

[講義・演習]
  ・これからの社会とＩＣＴ活用の必要性
[講義・演習]
　・ねらいを明確にした授業づくり

[実務研修]
　・先輩教員に学ぶ
　　～学級経営と生徒指導の基礎・基本～

○

[講義]
　・鳥取県の教育
[講義]
　・教員のメンタルヘルス

【1-(1)】
人権教育

○ ○

ＩＣＴ活用教育
学習指導（３）（授業づ
くり編Ⅱ）

【Ｂ日程】
特別支援教育
学習指導（１）（基礎
編）
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素養
学習
指導

生徒
指導

特別な
配慮

ＩＣＴ

9 ○ ○ ○ ○ ○

10 ○ ○ ○ ○ ○

【Ｂ日程】
校種間連携
ふるさとキャリア教育

○

【Ｂ日程】
学級経営（２）
生徒指導（２）
学習指導（４）（授業づ
くり編Ⅲ）
自己成長のマネジメント
（２）

9/19(木)

指標との関連

○○

研修項目期日

倉吉未来中
心

船上山少年
自然の家

[講話]
　・初任者に期待すること
[授業体験]
[講義]
　・高等学校との連携のあり方
[講義・演習]
　・ふるさとキャリア教育の進め方

倉吉未来中
心

県内高等学
校

県立高等学校長及び教諭
教育センター指導主事

所属校

[授業実践又はメンターチーム研修]
　・初任者による授業実践又はメンターチーム
　　研修（各校が設定した研修内容）
[協議]
　・今後に向けて

[講話]
　・自然体験と集団活動の意義
[体験活動]
　・自然体験と集団活動
[協議]
　・体験活動からの学び

[実践発表]
　・１年間の取組と振り返り
[演習]
　・今後の目標設定
[講話]
  ・これからの教師に望むこと
[閉講式]

10月

11/14(木)

教育センター指導主事
県内教育関係者

○

11/7(木)

○

〇

授業実践又は
メンターチーム研修

7月～12月

自己成長のマネジメント
（３）
これからのビジョンづく
り

【全校種一部合同開催】

・研修番号１【1-(1)】は動画を視聴する。詳細については開催要項を参照する。
・研修番号１【1-(2)】は午後のみの半日開催とする。
・研修番号２【2-(1)】は所属校の先輩教員のシャドーイングを４時間程度行う。詳細については開催要項を参照する。
・研修番号２【2-(2)】は午後のみの半日開催とし、所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。
・初任者タイムとして１０～１５分程度で仲間づくり等の活動を適宜実施する。
・「ココ♪カラ部」として研修後に短時間の相談会を適宜実施する。
・期日・会場未定の回については、別途連絡する。

教育センター指導主事

船上山少年自然の家所長及び
社会教育主事
教育センター指導主事

【Ａ２・Ｂ２日程】
体験活動
人間関係づくり

【小・中・義・高合同開
催】

備考

講師

教育センター指導主事

会場

倉吉未来中
心

県内高等学
校

8

1/23(木)

○

6 ○

9/12(木)

[講義・協議]
　・学級経営の実際と工夫
　・生徒理解とアセスメント
[演習・協議]
　・学びの質を高める授業づくり～予想される生
　　徒の姿とつまずきへの手立て～
[講義・演習]
　・自己目標の振り返り

主な研修内容

○

【Ａ１日程】
体験活動
人間関係づくり

【小・中・義・高合同開
催】

○〇

【Ａ日程】
校種間連携
ふるさとキャリア教育

【Ａ日程】
学級経営（２）
生徒指導（２）
学習指導（４）（授業づ
くり編Ⅲ）
自己成長のマネジメント
（２）

○

11/21(木)

○7

10月

【Ｂ１日程】
体験活動
人間関係づくり

【小・中・義・特合同開
催】
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素養
学習
指導

生徒
指導

特別な
配慮

ＩＣＴ

○ ○ 〇 〇 ○

○ ○ 〇 〇 ○

2 ○ ○ 〇 〇 ○

3 ○ ○ 〇 〇 ○

素養
学習
指導

生徒
指導

特別な
配慮

ＩＣＴ

2 ○ ○ ○ ○ ○

3 ○ ○ ○ ○ ○

・研修番号１はＡＢ日程とし、初任者研修時におけるＡＢ日程に準ずる。
・研修番号１、研修番号３は午後のみの半日開催とする。

伯耆しあわ
せの郷

会場

5/10(金)

[実践発表]
　・１年間の成果と今後の取組
[協議]
　・今後の目標設定
[講話]
　・これからの教師に期待すること
[閉講式]

教育センター指導主事

[開講式]
[オリエンテーション]
　・研修のねらいと１年間の目標設定
[講義・協議]
　・豊かな人間関係を築く指導の工夫

主な研修内容期日

【Ｂ日程】
自己成長のマネジメント
（１）
人間関係づくり（１）
学習指導（１）

【小・中・義・特一部合
同開催】

【Ａ日程】
自己成長のマネジメント
（１）
人間関係づくり（１）
学習指導（１）

【小・中・義・高・養一
部合同開催】

○

[講義]
　・先輩に学ぶ～認め合い高め合う人間関係を基
　　盤とした授業づくり～
[講義・演習]
　・認め合い高め合う学習集団づくり～今後の授
　　業実践に向けて～
[協議]
　・自己成長のマネジメント

指標との関連

[開講式]
[オリエンテーション]
　・研修のねらいと１年間の目標設定
[講義・協議]
  ・豊かな人間関係を築く指導の工夫

主な研修内容

7/30(火)

人間関係づくり（２）
学習指導（２）
自己成長のマネジメント
（２）

教育センター指導主事
県内教育関係者

○

研修項目

人間関係づくり（３）
学習指導（３）
自己成長のマネジメント
（３）

【全校種一部合同開催】

倉吉未来中
心

教育センター指導主事

教育センター指導主事
県内教育関係者

[実践発表]
　・１年間の成果と今後の取組
[協議]
　・今後の目標設定
[講話]
　・これからの教師に期待すること
[閉講式]

1/21(火)

倉吉体育文
化会館

倉吉体育文
化会館

講師

[講義]
　・先輩に学ぶ～認め合い高め合う人間関係を基
　　盤とした授業づくり～
[講義・演習]
　・認め合い高め合う学習集団づくり
　　～今後の授業実践に向けて～
[協議]
　・自己成長のマネジメント

備考

人間関係づくり（２）
学習指導（２）
自己成長のマネジメント
（２）

中学校エキスパート教員
教育センター指導主事

　③３年目研修（中学校・義務教育学校）

【Ｂ日程】
自己成長のマネジメント
（１）
人間関係づくり（１）
学習指導（１）

【小・中・義・特一部合
同開催】

　②２年目研修（中学校・義務教育学校）

中学校エキスパート教員
教育センター指導主事

会場

講師

倉吉未来中
心

倉吉体育文
化会館

研修項目

備考

指標との関連
期日

8/5(月)

5/14(火)

・研修番号１はＡＢ日程とし、初任者研修時におけるＡＢ日程に準ずる。
・研修番号１、研修番号３は午後のみの半日開催とする。

○

中部総合事
務所

倉吉体育文
化会館

1

5/21(火)

1/17(金)

5/30(木)

【Ａ日程】
自己成長のマネジメント
（１）
人間関係づくり（１）
学習指導（１）

【小・中・義・高・養一
部合同開催】

人間関係づくり（３）
学習指導（３）
自己成長のマネジメント
（３）

【全校種一部合同開催】

○ ○

1
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素養
学習
指導

生徒
指導

特別な
配慮

ＩＣＴ

1 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

3 ○ ○ ○ ○

4

鳥取大学
　講師　市川　和也　氏
教育センター指導主事

倉吉体育文
化会館

1/28(火)

6/24(月)

[開講式]
[講義]

・学び続ける教師として
[オリエンテーション]
[講義・演習]

・課題研究の取組と校内還元の進め方
[講義・演習]

・個別最適な学び、協働的な学びの充実をとお
した主体的・対話的で深い学びの実現に向け
た授業改善

講師

④６年目研修（中学校・義務教育学校）

○選択研修は、教育センターが実施する専門研
修、島根県教育センターとの連携講座、しま
だい学校教員研修との連携講座から１つ選択
し受講する。

○エキスパート教員の授業は、教育センターホ
ームページ「エキスパート教員授業案内」又
は「授業支援サイト」（教職員用）等を参照
する。

課題研究（３）
自己成長のマネジメント
（３）
これからのビジョンづく
り

【全校種一部合同開催】

教育センター指導主事
県内企業経営者

自己成長のマネジメント
（１）
課題研究（１）
学習指導（１）

【中・義・高合同開催】
【中堅教諭等資質向上研
修と一部合同開催】

県内学校教育関係者
教育センター指導主事
京都大学
　准教授　石井　英真　氏

倉吉未来中
心

[協議]
・学習指導における専門性の向上に向けて

[協議]
・学校組織への貢献に向けて

[講話]
・視野の拡大と自己成長

[演習・協議]
・今後の目標設定

[閉講式]

[講義・協議]
・パフォーマンス評価をとおした指導と評価の

一体化
[講義・演習]

・校内組織の活性化に向けた取組
[講義・演習]

・研修成果の還元をとおした校内組織への貢献
～学びを実践につなげるために～

研修項目 主な研修内容

8/20(火)

選択研修
又はエキスパート教員の
授業参観

学習指導（２）
課題研究（２）
自己成長のマネジメン
（２）

【中・義・高合同開催】
【中堅教諭等資質向上研
修と一部合同開催】

所属校

会場期日
指標との関連

備考 ・研修番号１は、所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。
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素養
学習
指導

生徒
指導

特別な
配慮

ＩＣＴ

1 ○ ○ ○ ○

○

○

3 ○ ○ ○ ○

4 ○ ○ ○ ○

5 ○

6 ○

7

8

9 選択研修

○教育センターが実施する専門研修、島根県教育
　センターとの連携講座、しまだい学校教員研修
　から、以下のように３つ選択し受講する。
（１）「情報教育」から１つ
（２）ふるさとキャリア教育、「教科指導等」
　　　「特別支援教育」「教育相談・生徒指導・
　　　学級経営等」から２つ

※島根県教育センターとの連携講座及びしまだい
　学校教員研修については、上記（１）（２）に
　準ずる研修を選択可能とする。

[講義・演習]
　・かかわり合い認め合う集団づくりに向けた
　　指導力の向上
[講義・演習]
　・個別最適な学び、協働的な学びの充実をと
　　おした主体的・対話的で深い学びの実現に
　　向けた授業改善

　⑤中堅教諭等資質向上研修（中学校・義務教育学校）

倉吉体育文
化会館

倉吉体育文
化会館

倉吉体育文
化会館

[講義・演習]
　・人権教育の現状と課題
[講義・演習]
　・同僚性を高め合うコーチング

学校経営基礎（３）
（教育法規／危機管理）

【全校種合同開催】

講師 会場

5/13(月)

研修項目

9/20(金)

[講義]
　・鳥取県の小中学校教育における課題と取組
[講義]
　・地域とともにある学校づくりをめざして
[講義]
　・教員のメンタルヘルス

小中学校課指導主事
社会教育課社会教育主事
教育総務課健康管理主事

[開講式]
[講義・演習]
　・学校組織の活性化とミドルリーダーとして
　　の役割Ⅰ
[講義・演習]
　・学校組織の活性化とミドルリーダーとして
　　の役割Ⅱ
[講義・演習]
　・いじめ・不登校の未然防止と支援のあり方
[講義・演習]
　・中堅教諭等資質向上研修について
　・１年間の目標設定

広島大学
　教授　曽余田　浩史　氏
いじめ・不登校総合対策セン
ター指導主事
教育センター指導主事

所属校

動画配信

所属校

倉吉未来中
心

鳥取大学
　講師　市川　和也　氏
教育センター指導主事

・研修番号２【2-(1)】は動画を視聴する。詳細については開催要項を参照する。
・研修番号２【2-(2)】は午後のみの半日開催とする。
・研修番号３の講義の一部は事前に動画を視聴する。詳細については開催要項を参照する。
・研修番号３、研修番号５は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。

選択研修

教育センター指導主事
教育ファシリテーション研究
所
　主任研究員
　　三田地　真実　氏

学習指導（２）
課題研究（２）
自己成長のマネジメント
（２）

【中・義・高合同開催】
【６年目研修と一部合同
開催】

学級経営
学習指導（１）

【中・義・高合同開催】
【６年目研修と一部合同
開催】

6/24(月)

[講義・演習]
　・パフォーマンス評価をとおした指導と評価
　　の一体化
[講義・演習]
　・校内組織の活性化に向けた取組
[講義・協議]
　・ＰＤＣＡサイクルを活用した課題研究への
　　取組とメンターとしての役割
　・自己成長のマネジメント

[講義・演習]
　・学校教育と法
[講義・演習]
　・学校の危機管理

課題研究（３）
学校経営基礎（４）
自己成長のマネジメント
（３）

【全校種一部合同開催】

選択研修

[研究発表・協議]
　・課題研究の成果と今後の取組
[講義・演習]
　・これからのミドルリーダーに求められるア
　　セスメント・ファシリテーション能力
[演習・協議]
　・今後の目標設定
[閉講式]

備考

かかわりプログラムSlimple
　代表　曽山　和彦　氏
京都大学大学院
　准教授　石井　英真　氏

浜田・木村法律事務所
　弁護士　浜田　真樹　氏

8/20(火)

1/27(月)

人権教育課指導主事
株式会社ＳＴＣ
　代表取締役
　　槌間　勢津　氏

【2-(2)】
人権教育
コーチング

【全校種合同開催】

4/22(月)

5/13(月)～
6/14(金)

(２時間程度)

2

【2-(1)】
学校経営基礎（２）
地域連携
メンタルヘルス

期日

学校経営基礎（１）
教育課題（１）
（いじめ・不登校対応）
課題研究（１）
自己成長のマネジメント
（１）

【全校種一部合同開催】

指標との関連
主な研修内容
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素養
学習
指導

生徒
指導

特別な
配慮

ＩＣＴ

1 ○ ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○ ○

3 ○ ○ ○ ○ ○
倉吉体育文
化会館

鳴門教育大学
　教授　久我　直人　氏
教育センター指導主事

倉吉体育文
化会館

会場

倉吉体育文
化会館

・研修番号３は午後のみの半日開催とする。

学校経営基礎（２）
課題研究（２）
自己成長のマネジメント
（２）

【全校種合同開催】

教育センター教育企画研修課
長
鳴門教育大学
　教授　久我　直人　氏
１６年目研修過年度対象者
教育センター指導主事

[開講式]
[オリエンテーション]
[講義・演習]
　・人と組織を成長させるために
[講義]
　・「次世代の学校づくり」につながる組織マネ
　　ジメントⅠ
[講義・演習]
　・「次世代の学校づくり」につながる組織マネ
　　ジメントⅡ
[実践発表]
　・課題研究をとおした学校組織マネジメント
[講義・演習]
　・課題研究に向けて～ミドルリーダーとしての
　　総合的な実践力を高めるために～

[協議]
　・ミドルリーダーとしての総合的な実践力を高
　　めるために
[講義・演習]
　・今後の目標設定
[講話]
　・これからの学校教育に求められるもの
[閉講式]

課題研究（３）
自己成長のマネジメント
（３）
学校経営基礎（３）

【全校種合同開催】

期日

[講義・演習]
　・学校教育目標の実現に向けた組織的展開と人
　　材育成Ⅰ
[講義・演習]
　・学校教育目標の実現に向けた組織的展開と人
　　材育成Ⅱ
[講義・演習]
　・ＰＤＣＡサイクルを活用した学校組織マネジ
　　メント

教育センター指導主事
県内教育関係者

講師
指標との関連

主な研修内容

5/31(金)

学校経営基礎（１）
課題研究（１）
自己成長のマネジメント
（１）

【全校種合同開催】

研修項目

　⑥１６年目研修（中学校・義務教育学校）

備考

1/30(木)

9/30(月)
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（４）高等学校

素養
学習
指導

生徒
指導

特別な
配慮

ＩＣＴ

○

3 ○ ○ ○ ○

4 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○ ○

6 ○ ○ ○ ○

7 ○ ○ ○ ○

8 ○ ○ ○ ○

教育人材開発課管理主事

倉吉未来中
心

[講義]
　・教育相談の進め方
[講義・演習]
　・ホームルーム経営の工夫
[講義・演習]
　・学びの質を高める授業づくり

生徒指導（３）
学習指導（６）

特別活動
学習指導（４）
ＩＣＴ活用教育
自己成長のマネジメント
（２）

【2-(1)】
学習指導（１）
ホームルーム経営（１）

[講義・演習]
　・特別活動の指導と工夫
[講義・演習]
　・授業のねらいを達成する指導の工夫
　　～つまずきの把握と手立て～
[講義・演習]
　・これからの社会と教育におけるＩＣＴ活用の
　　必要性
　・ＩＣＴを活用した授業づくり
[講義・演習]
　・自己目標の振り返り

[講義・演習]
　・生徒指導のあり方
[講義・協議]
　・いじめ・不登校の未然防止と早期対応
[講義・演習]
　・危機管理と組織的対応
[講義・演習]
　・１時間の授業づくり

[講義・協議]
　・学習指導の基礎・基本
[協議]
　・ホームルーム経営のあり方
[講義・演習]
　・１年間の目標設定

会場講師

[講話]
　・これからの教師に期待すること
[授業参観]
[協議]
　・中学校教育に学ぶ
[講義・演習]
　・ふるさとキャリア教育のあり方

生徒指導（１）
危機管理
学習指導（２）

生徒指導（２）
ホームルーム経営（２）
学習指導（５）

教育センター等指導主事

特別支援教育
学習指導（３）

校種間連携
ふるさとキャリア教育

倉吉未来中
心

9/26(木)

[講話]
　・定時制通信制教育に学ぶ
[授業参観]
[講義・協議]
　・生徒理解と個別支援の工夫
[講義・演習]
　・学ぶ意欲を高める授業づくり
　　～授業のユニバーサルデザイン化～

教育センター指導主事

県内高等学
校

倉吉未来中
心

県内高等学校長及び教諭
教育センター指導主事

伯耆しあわ
せの郷

教育センター指導主事

倉吉体育文
化会館

教育センター指導主事

【2-(2)】（午後）
学習指導（１）
ホームルーム経営（１）
自己成長のマネジメント
（１）

○

所属校

所属校
[実務研修]
　・先輩教員に学ぶ～学習指導、ホームルーム経
　　営の基礎・基本～

ユミ・プロデュース
　代表　池上　由美　氏
教育センター指導主事

所属校先輩教員

[開講式]
[講義・演習]
　・社会人としての心構えとマナー
[オリエンテーション]

【1-(2)】
社会人としての接遇の仕
方

【全校種一部合同開催】

[講義]
　・教員としての服務
　・教職員評価・育成制度の理解

【1-(1)】
教員としての服務

【1-(1)】
人権教育

[講義]
　・鳥取県がめざす人権教育と人権学習

【1-(1)】
鳥取県の教育
メンタルヘルス

[講義]
　・鳥取県の教育
[講義]
　・教員のメンタルヘルス

県内中学校長及び教諭
教育センター指導主事

○

教育センター指導主事

4/18(木)

7/4(木)

8/22(木)

10月
又は
11月

研修項目 主な研修内容

6/6(木)

5/23(木)

　①初任者研修（高等学校）

2

1

4/19(金)～
5/23(木)

(４時間程度)

○

5/30(木)～
6/28(金)

(１時間程度)

○○

○

[講義・演習]
　・鳥取県の特別支援教育の現状
　・発達障がいの特性理解と支援
[講義・演習]
　・ねらいを明確にした授業づくり

10月
又は
11月

4/8(月)～
4/18(木)

(２０分程度)

教育センター指導主事
教育総務課健康管理主事

人権教育課指導主事

○○ ○
4/8(月)～
5/23(木)

(４０分程度)

県内中学校

動画配信○

指標との関連
期日
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素養
学習
指導

生徒
指導

特別な
配慮

ＩＣＴ

10 ○ ○ ○ ○ ○

主な研修内容研修項目

自己成長のマネジメント
（３）
これからのビジョンづく
り

【全校種一部合同開催】

[講話]
　・自然体験と集団活動の意義
[体験活動]
　・自然体験と集団活動
[協議]
　・体験活動からの学び

指標との関連

○

1/23(木)

備考

[実践発表]
　・１年間の取組と振り返り
[演習]
  ・今後の目標設定
[講話]
　・これからの教師に望むこと
[閉講式]

教育センター指導主事
県内教育関係者

体験活動
人間関係づくり

【小・中・義・高合同開
催】

11/7(木)

○○

会場講師

倉吉未来中
心

船上山少年自然の家所長及び
社会教育主事
教育センター指導主事

11/21(木)

期日

9 ○
船上山少年
自然の家

・研修番号１【1-(1)】は動画を視聴する。詳細については開催要項を参照する。
・研修番号１【1-(2)】は午後のみの半日開催とする。
・研修番号２【2-(1)】は所属校の先輩教員のシャドーイングを４時間程度行う。詳細については開催要項を参照する。
・研修番号２【2-(2)】は午後のみの半日開催とし、所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。
・初任者タイムとして１０～１５分程度で仲間づくり等の活動を適宜実施する。
・「ココ♪カラ部」として研修後に短時間の相談会を適宜実施する。
・期日・会場未定の回については、別途連絡する。
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素養
学習
指導

生徒
指導

特別な
配慮

ＩＣＴ

1 ○ ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○ ○

3 ○ ○ ○ ○ ○

素養
学習
指導

生徒
指導

特別な
配慮

ＩＣＴ

1 ○ ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○ ○

3 ○ ○ ○ ○ ○

倉吉未来中
心

講師

[開講式]
[オリエンテーション]
　・研修のねらいと１年間の目標設定
[講義・協議]
　・豊かな人間関係を築く指導の工夫

期日

高等学校エキスパート教員
教育センター指導主事

倉吉体育文
化会館

講師

教育センター指導主事

教育センター指導主事
県内教育関係者

8/6(火)

自己成長のマネジメント
（１）
人間関係づくり（１）
学習指導（１）

【小・中・義・高・養一
部合同開催】

人間関係づくり（３）
学習指導（３）
自己成長のマネジメント
（３）

【全校種一部合同開催】

備考

備考

5/21(火)

　②２年目研修（高等学校）

8/2(金)

研修項目

[開講式]
[オリエンテーション]
　・研修のねらいと１年間の目標設定
[講義・演習]
　・豊かな人間関係を築く指導の工夫

・研修番号１、研修番号３は午後のみの半日開催とする。

[講義]
　・先輩に学ぶ～認め合い高め合う人間関係を基
　　盤とした授業づくり～
[講義・協議]
　・認め合い高め合う人間関係を基盤とした授業
　　づくり～自身の困りの解消に向けて～
[協議・演習]
　・自己成長のマネジメント

高等学校エキスパート教員
教育センター指導主事

主な研修内容

人間関係づくり（２）
学習指導（２）
自己成長のマネジメント
（２）

教育センター指導主事

会場
指標との関連

自己成長のマネジメント
（１）
人間関係づくり（１）
学習指導（１）

【小・中・義・高・養一
部合同開催】

人間関係づくり（３）
学習指導（３）
自己成長のマネジメント
（３）

【全校種一部合同開催】

指標との関連

倉吉体育文
化会館

人間関係づくり（２）
学習指導（２）
自己成長のマネジメント
（２）

・研修番号１、研修番号３は午後のみの半日開催とする。

主な研修内容

[講義]
　・先輩に学ぶ～認め合い高め合う人間関係を基
　　盤とした授業づくり～
[講義・演習]
　・生徒の実態把握と課題解決に向けた授業づく
　　り～認め合い高め合う人間関係を基盤とした
　　授業に向けて～
[協議]
　・自己成長のマネジメント

[実践発表]
　・１年間の成果と今後の取組
[協議]
　・今後の目標設定
[講話]
　・これからの教師に期待すること
[閉講式]

倉吉未来中
心

教育センター指導主事
県内教育関係者

伯耆しあわ
せの郷

　③３年目研修（高等学校）

研修項目 会場

1/21(火)

[実践発表]
　・１年間の成果と今後の取組
[協議・演習]
　・今後の目標設定
[講話]
　・これからの教師に期待すること
[閉講式]

5/10(金)

期日

1/17(金)

倉吉未来中
心
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素養
学習
指導

生徒
指導

特別な
配慮

ＩＣＴ

1 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

3 ○ ○ ○ ○

4

自己成長のマネジメント
（１）
課題研究（１）
学習指導（１）

【中・義・高合同開催】
【中堅教諭等資質向上研
修と一部合同開催】

鳥取大学
　講師　市川　和也　氏
教育センター指導主事

県内学校教育関係者
教育センター指導主事
京都大学
　准教授　石井　英真　氏

会場

[講義・協議]
・パフォーマンス評価をとおした指導と評価の

一体化
[講義・演習]

・校内組織の活性化に向けた取組
[講義・演習]

・研修成果の還元をとおした校内組織への貢献
～学びを実践につなげるために～

[協議]
・学習指導における専門性の向上に向けて

[協議]
・学校組織への貢献に向けて

[講話]
・視野の拡大と自己成長

[演習・協議]
・今後の目標設定

[閉講式]

備考

期日

学習指導（２）
課題研究（２）
自己成長のマネジメント
（２）

【中・義・高合同開催】
【中堅教諭等資質向上研
修と一部合同開催】

指標との関連

選択研修
又はエキスパート教員の
授業参観

課題研究（３）
自己成長のマネジメント
（３）
これからのビジョンづく
り

【全校種一部合同開催】

6/24(月)

8/20(火)

教育センター指導主事
県内企業経営者

[開講式]
[講義]

・学び続ける教師として
[オリエンテーション]
[講義・演習]

・課題研究の取組と校内還元の進め方
[講義・演習]

・個別最適な学び、協働的な学びの充実をとお
した主体的・対話的で深い学びの実現に向け
た授業改善

研修項目

・研修番号１は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。

④６年目研修（高等学校）

主な研修内容 講師

所属校

倉吉未来中
心

○選択研修は、教育センターが実施する専門研
修、島根県教育センターとの連携講座、しま
だい学校教員研修から１つ選択し受講する。

○エキスパート教員の授業は、教育センターホ
ームページ「エキスパート教員授業案内」又
は「授業支援サイト」（教職員用）等を参照
する。

倉吉体育文
化会館

1/28(火)
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素養
学習
指導

生徒
指導

特別な
配慮

ＩＣＴ

1 ○ ○ ○ ○

○

○

3 ○ ○ ○ ○

4 ○ ○ ○ ○

5 ○

6 ○

7

8

9

かかわりプログラムSlimple
　代表　曽山　和彦　氏
京都大学大学院
　准教授　石井　英真　氏

[講義]
　・鳥取県の高等学校教育における課題と取組
[講義]
　・地域とともにある学校づくりをめざして
[講義]
　・教員のメンタルヘルス

高等学校課指導主事
社会教育課社会教育主事
教育総務課健康管理主事

【2-(2)】
[講義・演習]
　・人権教育の現状と課題
[講義・演習]
　・同僚性を高め合うコーチング

6/24(月)

5/13(月)

研修項目期日

【2-(1)】
学校経営基礎（２）
地域連携
メンタルヘルス

指標との関連

学校経営基礎（１）
教育課題（１）
（いじめ・不登校対応）
課題研究（１）
自己成長のマネジメント
（１）

【全校種合同開催】

○教育センターが実施する専門研修、島根県教育
　センターとの連携講座、しまだい学校教員研修
　から、以下のように３つ選択し受講する。
（１）「情報教育」から１つ
（２）ふるさとキャリア教育、「教科指導等」
　　　「特別支援教育」「教育相談・生徒指導・
　　　学級経営等」から２つ

※島根県教育センターとの連携講座及びしまだい
　学校教員研修については、上記（１）（２）に
　準ずる研修を選択可能とする。

[講義・演習]
　・学校教育と法
[講義・演習]
　・学校の危機管理

【2-(2)】
人権教育
コーチング

【全校種合同開催】

広島大学
　教授　曽余田　浩史　氏
教育センター指導主事

主な研修内容

[講義・演習]
　・かかわり合い認め合う集団づくりに向けた指
　　導力の向上
[講義・演習]
　・個別最適な学び、協働的な学びの充実をとお
　　した主体的・対話的で深い学びの実現に向け
　　た授業改善

[研究発表・協議]
　・課題研究の成果と今後の取組
[講義・演習]
　・これからのミドルリーダーに求められるアセ
　　スメント・ファシリテーション能力
[演習・協議]
　・今後の目標設定
[閉講式]

課題研究（３）
学校経営基礎（４）
自己成長のマネジメント
（３）

【全校種合同開催】

倉吉未来中
心

教育センター指導主事
教育ファシリテーション研究
所
　主任研究員
　　三田地　真実　氏

倉吉体育文
化会館

選択研修

選択研修

選択研修

備考

9/20(金)

学校経営基礎（３）
（教育法規／危機管理）

【全校種合同開催】

4/22(月)

動画配信

学級経営
学習指導（１）

【中・義・高合同開催】
【６年目研修と一部合同
開催】

講師

株式会社ＳＴＣ
　代表取締役
　　槌間　勢津　氏

・研修番号２【2-(1)】は動画を視聴する。詳細については開催要項を参照する。
・研修番号２【2-(2)】は午後のみの半日開催とする。
・研修番号３の講義の一部は事前に動画を視聴する。詳細については開催要項を参照する。
・研修番号３、研修番号５は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。

倉吉体育文
化会館

学習指導（２）
課題研究（２）
自己成長のマネジメント
（２）

【中・義・高合同開催】
【６年目研修と一部合同
開催】

[講義・演習]
　・パフォーマンス評価をとおした指導と評価の
　　一体化
[講義・演習]
　・校内組織の活性化に向けた取組
[講義・協議]
　・ＰＤＣＡサイクルを活用した課題研究への取
　　組とメンターとしての役割
　・自己成長のマネジメント

　⑤中堅教諭等資質向上研修（高等学校）

会場

倉吉体育文
化会館

所属校

鳥取大学
　講師　市川　和也　氏
教育センター指導主事

浜田・木村法律事務所
　弁護士　浜田　真樹　氏
教育センター指導主事

[開講式]
[講義・演習]
　・学校組織の活性化とミドルリーダーとしての
　　役割Ⅰ
[講義・演習]
　・学校組織の活性化とミドルリーダーとしての
　　役割Ⅱ
[講義・演習]
　・いじめ・不登校の未然防止と支援のあり方
[講義・演習]
　・中堅教諭等資質向上研修について
　・１年間の目標設定

1/27(月)

2

5/13(月)～
6/14(金)

(２時間程度)

8/20(火)

所属校
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素養
学習
指導

生徒
指導

特別な
配慮

ＩＣＴ

1 ○ ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○ ○

3 ○ ○ ○ ○ ○

[協議]
　・ミドルリーダーとしての総合的な実践力を高
　　めるために
[講義・演習]
　・今後の目標設定
[講話]
　・これからの学校教育に求められるもの
[閉講式]

教育センター指導主事
県内教育関係者

倉吉体育文
化会館

課題研究（３）
自己成長のマネジメント
（３）
学校経営基礎（３）

【全校種合同開催】

研修項目 主な研修内容

教育センター教育企画研修課
長
鳴門教育大学
　教授　久我　直人　氏
１６年目研修過年度対象者
教育センター指導主事

・研修番号３は午後のみの半日開催とする。

[講義・演習]
　・学校教育目標の実現に向けた組織的展開と人
　　材育成Ⅰ
[講義・演習]
　・学校教育目標の実現に向けた組織的展開と人
　　材育成Ⅱ
[講義・演習]
　・ＰＤＣＡサイクルを活用した学校組織マネジ
　　メント

　⑤１６年目研修（高等学校）

1/30(木)

[開講式]
[オリエンテーション]
[講義・演習]
　・人と組織を成長させるために
[講義]
　・「次世代の学校づくり」につながる組織マネ
　　ジメントⅠ
[講義・演習]
　・「次世代の学校づくり」につながる組織マネ
　　ジメントⅡ
[実践発表]
　・課題研究をとおした学校組織マネジメント
[講義・演習]
　・課題研究に向けて～ミドルリーダーとしての
　　総合的な実践力を高めるために～

5/31(金)

学校経営基礎（１）
課題研究（１）
自己成長のマネジメント
（１）

【全校種合同開催】

学校経営基礎（２）
課題研究（２）
自己成長のマネジメント
（２）

【全校種合同開催】

期日

倉吉体育文
化会館

講師 会場
指標との関連

9/30(月)
鳴門教育大学
　教授　久我　直人　氏
教育センター指導主事

倉吉体育文
化会館

備考
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（５）特別支援学校

素養
学習
指導

生徒
指導

特別な
配慮

ＩＣＴ

○

3 ○ ○ ○ ○

4 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○ ○

6 ○ ○ ○ ○

7 ○ ○ ○ ○

8 ○ ○ 〇 ○

研修項目

[講義]
・教員としての服務
・教職員評価・育成制度の理解

○

[講義]
・鳥取県の教育

[講義]
・教員のメンタルヘルス

【1-(1)】
教員としての服務

講師

所属校先輩教員

皆生養護学校教諭
教育センター指導主事

10/24(木)

教育センター指導主事
特別支援学校エキスパート教
員
教育センター指導主事

[実務研修]
・先輩教員に学ぶ

～学級経営の基礎・基本～

[講話]
・自然体験と集団活動の意義

[体験活動]
・自然体験と集団活動

[協議]
・体験活動からの学び

船上山少年
自然の家

所属校

[講義・演習]
・視覚障がい教育の指導と支援

[授業参観]
[講義・演習]

・聴覚障がい教育の指導と支援
[授業参観]
[講義・演習]

・コミュニケーション支援とその配慮事項
[協議]

・明日からの実践に向けて

琴の浦高等
特別支援学
校

教育センター指導主事

盲学校
聾学校

教育センター指導主事
特別支援学校エキスパート教
員

会場

教育人材開発課管理主事

倉吉未来中
心

動画配信

【2-(1)】
学級経営

学習指導（１）
児童生徒理解（２）
ＩＣＴ活用教育
自己成長のマネジメント
（２）

ユミ・プロデュース
代表　池上　由美　氏

教育センター指導主事

倉吉体育文
化会館

【1-(2)】
社会人としての接遇の仕
方

【全校種一部合同開催】

所属校

1

4/18(木)

船上山自然の家所長及び社会
教育主事
教育センター指導主事

11/14(木)

9/12(木)

6/6(木)

○

4/8(月)～
4/18(木)

(２０分程度)

期日

〇

[講義]
・肢体不自由教育・病弱教育の指導と支援

[授業参観]
[講義・演習]

・個に応じた指導及び支援の工夫
・関係機関との連携

[協議]
・明日からの実践に向けて

倉吉未来中
心

①初任者研修（特別支援学校）

皆生養護学
校

体験活動
人間関係づくり

【小・中・義・特合同開
催】

[講義・演習]
・いじめ・不登校の未然防止と早期対応
・危機管理と組織的対応

[講義・演習]
・自立活動の意義と指導の基本

[講義・演習]
・自立活動の流れ図について

[協議]
・明日からの実践に向けて

[開講式]
[講義・演習]

・社会人としての心構えとマナー
[オリエンテーション]

指標との関連

○

4/19(金)～
5/23(木)

(４時間程度)

7/4(木)

10/3(木)

○ ○

5/23(木)

【2-(2)】（午後）
学級経営
児童生徒理解（１）
自己成長のマネジメント
（１）

[講義・協議]
・学級経営の基礎・基本

[講義]
・発達障がい教育の指導と支援

～特別支援学校のセンター的機能～
[講義・演習]

・１年間の目標設定

主な研修内容

教育センター指導主事
教育総務課健康管理主事

【1-(1)】
鳥取県の教育
メンタルヘルス

2

5/30(木)～
6/28(金)

(１時間程度)

危機管理
学習指導（２）
児童生徒理解（３）

視覚障がい教育
学習指導（３）
児童生徒理解（４）
聴覚障がい教育
手話言語条例

肢体不自由教育・病弱教
育
医療、福祉との連携
学習指導（４）
児童生徒理解（５）

盲学校及び聾学校教諭
教育センター指導主事

琴の浦高等特別支援学校長及
び教諭
教育センター指導主事

高等特別支援学校の教育
ふるさとキャリア教育
学習指導（５）
児童生徒理解（６）

[講義・演習]
・ねらいを明確にした授業

～魅力ある授業づくり～
[講義・演習]

・１時間の授業づくり
～学習指導案の作成について～

[講義・演習]
・これからの社会とＩＣＴ活用の必要性

[講義・演習]
・自己目標の振り返り

[講話]
・特別支援学校の教育

[講義・協議]
・キャリア発達を促す指導・支援

[講義]
・就労に向けた指導・支援のあり方

[授業参観]
[講義]

・鳥取県におけるふるさとキャリア教育
[協議]

・明日からの実践に向けて

[講義]
・鳥取県がめざす人権教育と人権学習

【1-(1)】
人権教育

4/8(月)～
5/23(木)

(４０分程度)
○○

人権教育課指導主事

○
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素養
学習
指導

生徒
指導

特別な
配慮

ＩＣＴ

9 ○ 〇 ○ ○

10 ○ ○ ○ ○ ○

県立白兎養
護学校

倉吉未来中
心

教育センター指導主事
県内教育関係者

県内特別支援学校教諭
教育センター指導主事

研修項目
指標との関連

会場

[実践発表]
　・１年間の取組と振り返り
[演習］
　・今後の目標設定
[講話]
　・これからの教師に望むこと
[閉講式]

備考

1/23(木)

・研修番号１【1-(1)】は動画を視聴する。詳細については開催要項を参照する。
・研修番号１【1-(2)】は午後のみの半日開催とする。
・研修番号２【2-(1)】は所属校の先輩教員のシャドーイングを４時間程度行う。詳細については開催要項を参照する。
・研修番号２【2-(2)】は午後のみの半日開催とし、所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。
・初任者タイムとして１０～１５分程度で仲間づくり等の活動を適宜実施する。
・「ココ♪カラ部」として研修後に短時間の相談会を適宜実施する。

11/28(木)

期日

[講義]
　・知的障がい教育の指導と支援
[授業参観]
[講義・演習]
　・各教科等を合わせて指導を行う場合の効果的
　　な指導のあり方
[協議]
　・明日からの実践に向けて
[講義・演習]
　・特別支援学校の教員として

自己成長のマネジメント
（３）
これからのビジョンづく
り

【全校種一部合同開催】

知的障がい教育
学習指導（６）
児童生徒理解（７）

主な研修内容 講師
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素養
学習
指導

生徒
指導

特別な
配慮

ＩＣＴ

1 ○ ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○ ○

3 ○ ○ ○ ○ ○

素養
学習
指導

生徒
指導

特別な
配慮

ＩＣＴ

1 ○ ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○ ○

3 ○ ○ ○ ○ ○

[開講式]
[オリエンテーション]

・研修のねらいと１年間の目標設定
[講義・協議]

・豊かな人間関係を築く指導の工夫

伯耆しあわ
せの郷

②２年目研修（特別支援学校）

自己成長のマネジメント
（１）
人間関係づくり（１）
学習指導（１）

【小・中・義・特一部合
同開催】

倉吉未来中
心

指標との関連

5/30(木)

8/2(金)

自己成長のマネジメント
（１）
人間関係づくり（１）
学習指導（１）

【小・中・義・特一部合
同開催】

・研修番号１、研修番号３は午後のみの半日開催とする。

特別支援学校エキスパート教
員
教育センター指導主事

③３年目研修（特別支援学校）

備考

人間関係づくり（３）
学習指導（３）
自己成長のマネジメント
（３）

【全校種一部合同開催】

1/21(火)

[講義]
・先輩に学ぶ～他者とのかかわりを意識した授

業づくり～
[講義・協議]

・児童生徒の実態把握と他者とのかかわりを意
識した授業づくり～自身の困りの解消に向け
て～

[協議・演習]
・自己成長のマネジメント

7/30(火)

・研修番号１、研修番号３は午後のみの半日開催とする。

人間関係づくり（３）
学習指導（３）
自己成長のマネジメント
（３）

【全校種一部合同開催】

特別支援学校エキスパート教
員
教育センター指導主事

人間関係づくり（２）
学習指導（２）
自己成長のマネジメント
（２）

備考

1/17(金)
倉吉体育文
化会館

[講義・演習]
・先輩に学ぶ～他者とのかかわりを意識した授

業づくり～
[講義・演習]

・児童生徒の実態把握と他者とのかかわりを意
識した授業づくり～自身の困りの解消に向け
て～

［協議］
・自己成長のマネジメント

倉吉未来中
心

人間関係づくり（２）
学習指導（２）
自己成長のマネジメント
（２）

[実践発表]
・１年間の成果と今後の取組

[協議・演習]
・今後の目標設定

[講話]
・これからの教師に期待すること

[閉講式]

研修項目

5/14(火)

[開講式]
[オリエンテーション]

・研修のねらいと１年間の目標設定
[講義・演習]

・豊かな人間関係を築く指導の工夫

主な研修内容
指標との関連

期日

[実践発表]
・１年間の成果と今後の取組

[協議]
・今後の目標設定

[講話]
・これからの教師に期待すること

[閉講式]

期日

教育センター指導主事

会場講師

教育センター指導主事
県内教育関係者

倉吉体育文
化会館

倉吉未来中
心

教育センター指導主事
県内教育関係者

教育センター指導主事

会場講師主な研修内容研修項目
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素養
学習
指導

生徒
指導

特別な
配慮

ＩＣＴ

1 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

3 ○ ○ ○ ○

4

[開講式]
[講義]

・学び続ける教師として
[オリエンテーション]
[講義・演習]

・課題研究の取組と校内還元の進め方
[講義・演習]

・主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授
業づくりⅠ
～各教科の視点を意識した授業改善～

会場

筑波大学
　元教授　下山　直人　氏
教育センター指導主事

倉吉体育文
化会館

課題研究（３）
自己成長のマネジメント
（３）
これからのビジョンづく
り

【全校種一部合同開催】

1/28(火)
倉吉体育文
化会館

○選択研修は、教育センターが実施する専門研
修、島根県教育センターとの連携講座、島根
大学との連携講座から１つ選択し受講する。

○エキスパート教員の授業は、教育センターホ
ームページ「エキスパート教員授業案内」又
は「授業支援サイト」（教職員用）等を参照
する。

湯梨浜町中
央公民館

教育センター指導主事
県内企業経営者

備考

講師

自己成長のマネジメント
（１）
課題研究（１）
学習指導（１）

【小・義・特一部合同開
催】

5/28(火)

[協議]
・学習指導における専門性の向上に向けて

[協議]
・学校組織への貢献に向けて

[講話]
・視野の拡大と自己成長

[演習・協議]
・今後の目標設定

[閉講式]

指標との関連

[講義・協議]
・主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授

業づくりⅡ～「指導と評価の一体化」の視点
を意識した授業改善～

[講義・協議]
・主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授

業づくりⅢ～「指導と評価の一体化」の視点
を意識した授業改善～

[講義・演習]
・研修成果の還元をとおした校内組織への貢献

～学びを実践につなげるために～

④６年目研修（特別支援学校）

主な研修内容期日

選択研修
又はエキスパート教員の
授業参観

8/5(月)

研修項目

学習指導（２）
課題研究（２）
自己成長のマネジメント
（２）

【中堅教諭等資質向上研
修と一部合同開催】

県内学校教育関係者
教育センター指導主事
筑波大学
　元教授　下山　直人　氏
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素養
学習
指導

生徒
指導

特別な
配慮

ＩＣＴ

1 ○ ○ ○ ○

○ ○

○

3 ○ ○ ○ ○ ○

4 ○ ○ ○ ○

5 ○

6 ○

7

8

9

4/22(月)

会場

[講義・演習］
　・主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授
　　業づくりⅠ～カリキュラム・マネジメントの
　　視点による授業改善～
[講義・協議]
　・保護者との効果的な連携をめざして

教育センター指導主事
教育ファシリテーション研究
所
　主任研究員
　　三田地　真実　氏

筑波大学
　元教授　下山　直人　氏
教育センター指導主事

[研究発表・協議]
　・課題研究の成果と今後の取組
［講義・演習］
　・これからのミドルリーダーに求められるアセ
　　スメント・ファシリテーション能力
[演習・協議]
　・今後の目標設定
[閉講式]

[講義・協議]
　・主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授
　　業づくりⅡ～カリキュラム・マネジメントの
　　視点による授業改善～
[講義・協議]
　・主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授
　　業づくりⅢ～カリキュラム・マネジメントの
　　視点による授業改善～
[講義・演習]
　・ＰＤＣＡサイクルを活用した課題研究への取
　　組とメンターとしての役割
　・自己成長のマネジメント

湯梨浜町中
央公民館

倉吉体育文
化会館

[講義・演習]
　・学校教育と法
[講義・演習]
　・学校の危機管理

所属校

倉吉体育文
化会館

選択研修 ○教育センターが実施する専門研修、島根県教育
　センターとの連携講座、しまだい学校教員研修
　から以下のように３つ選択し、受講する。
（１）「情報教育」から１つ
（２）「特別支援教育」から１つ
（３）ふるさとキャリア教育、「教科指導等」
　　　「教育相談・生徒指導・学級経営等」から
　　　１つ

※島根県教育センターとの連携講座及びしまだい
　学校教員研修については上記（１）（２）
 （３）に準ずる研修を選択可能とする。

倉吉体育文
化会館

講師

備考
・研修番号２【2-(1)】は動画を視聴する。詳細については開催要項を参照する。
・研修番号２【2-(2)】は午後のみの半日開催とする。
・研修番号５は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。

学習指導（２）
課題研究（２）
自己成長のマネジメント
（２）

【６年目研修と一部合同
開催】

【2-(2)】
人権教育
コーチング

【全校種合同開催】

学校経営基礎（３）
（教育法規／危機管理）

【全校種合同開催】

課題研究（３）
学校経営基礎（４）
自己成長のマネジメント
（３）

【全校種一部合同開催】

5/13(月)～
6/14(金)

(２時間程度)

6/17(月)

5/13(月)

8/5(月)

9/20(金)

［講義・演習］
　・人権教育の現状と課題
[講義・演習]
　・同僚性を高め合うコーチング

期日

学校経営基礎（１）
教育課題（１）
（いじめ・不登校対応）
課題研究（１）
自己成長のマネジメント
（１）

【全校種一部合同開催】

【2-(1)】
学校経営基礎（２）
地域連携
メンタルヘルス

学習指導（１）
教育課題（２）
（保護者支援）

[開講式]
[講義・演習]
　・学校組織の活性化とミドルリーダーとしての
　　役割Ⅰ
[講義・演習]
　・学校組織の活性化とミドルリーダーとしての
　　役割Ⅱ
[講義・演習]
　・いじめ・不登校の未然防止と支援のあり方
[講義・演習]
　・中堅教諭等資質向上研修について
　・１年間の目標設定

2

広島大学
　教授　曽余田　浩史　氏
いじめ・不登校総合対策セン
ター指導主事
教育センター指導主事

県立武道館

[講義]
　・鳥取県の特別支援教育における課題と取組
[講義]
　・地域とともにある学校づくりをめざして
[講義]
　・教員のメンタルヘルス

主な研修内容

浜田・木村法律事務所
　弁護士　浜田　真樹　氏

筑波大学
　元教授　下山　直人　氏
ペアレントメンター鳥取
　ペアレントメンター
教育センター指導主事

特別支援教育課指導主事
社会教育課社会教育主事
教育総務課健康管理主事

人権教育課指導主事
株式会社ＳＴＣ
　代表取締役
　　槌間　勢津　氏

動画配信

　⑤中堅教諭等資質向上研修（特別支援学校）
指標との関連

研修項目

1/27(月)

選択研修

選択研修
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素養
学習
指導

生徒
指導

特別な
配慮

ＩＣＴ

1 ○ ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○ ○

3 ○ ○ ○ ○ ○

9/30(月)

学校経営基礎（２）
課題研究（２）
自己成長のマネジメント
（２）

【全校種合同開催】

会場

教育センター教育企画研修課
長
鳴門教育大学
　教授　久我　直人　氏
１６年目研修過年度対象者
教育センター指導主事

倉吉体育文
化会館

倉吉体育文
化会館

研修項目

[講義・演習]
　・学校教育目標の実現に向けた組織的展開と人
　　材育成Ⅰ
[講義・演習]
　・学校教育目標の実現に向けた組織的展開と人
　　材育成Ⅱ
[講義・演習]
　・ＰＤＣＡサイクルを活用した学校組織マネジ
　　メント

主な研修内容

[開講式]
[オリエンテーション]
[講義・演習]
　・人と組織を成長させるために
[講義]
　・「次世代の学校づくり」につながる組織マネ
　　ジメントⅠ
[講義・演習]
　・「次世代の学校づくり」につながる組織マネ
　　ジメントⅡ
[実践発表]
　・課題研究をとおした学校組織マネジメント
[講義・演習]
　・課題研究に向けて～ミドルリーダーとしての
　　総合的な実践力を高めるために～

　⑥１６年目研修（特別支援学校）

鳴門教育大学
　教授　久我　直人　氏
教育センター指導主事

5/31(金)

学校経営基礎（１）
課題研究（１）
自己成長のマネジメント
（１）

【全校種合同開催】

指標との関連

課題研究（３）
自己成長のマネジメント
（３）
学校経営基礎（３）

【全校種合同開催】

1/30(木)

倉吉体育文
化会館

・研修番号３は午後のみの半日開催とする。

[協議]
　・ミドルリーダーとしての総合的な実践力を高
　　めるために
[講義・演習]
　・今後の目標設定
[講話]
　・これからの学校教育に求められるもの
[閉講式]

教育センター指導主事
県内教育関係者

講師

備考

期日
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（６）養護教諭

素養
保健
教育

保健
管理

学校
運営

○

2 ○ ○ ○ ○

3 ○ ○ ○

4 ○ ○

5 ○ ○

6 ○ ○ ○

7 ○ ○

8 ○ ○

9 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○ ○

主な研修内容

鳥取県の健康教育の現状と課題
養護教諭の職務と役割
保健室経営（１）
自己成長のマネジメント（１）

東部福祉保健事務所職員
国士舘大学
　教授　鈴木　裕子　氏

保健教育（３）
保健室経営（２）

保健教育（１）
保健管理（１）

教育課題
（いじめ・不登校対応）
保健教育（２）
保健管理（３）

[講義・協議]
　・鳥取県の健康教育の現状と課題
　・養護教諭の職務と役割
[講義・協議]
　・学校保健計画・保健室経営計画の作成とその
　　必要性
[講義・演習]
　・１年間の目標設定

保健室経営（５）
自己成長のマネジメント（３）
これからのビジョンづくり

【全校種一部合同開催】

所属校

倉吉体育文
化会館

【1-(1)】
人権教育

[講義]
　・教員としての服務
　・教職員評価・育成制度の理解

　①新規採用養護教諭研修

倉吉未来中
心

○

6/20(木)

[開講式]
[講義・演習]
　・社会人としての心構えとマナー
[オリエンテーション]

6/4(火)

[講義・協議]
  ・保健教育の基礎と養護教諭の役割
[講義・演習]
　・学校における食物アレルギーの適切な対応に
　　向けて
[講義・演習]
　・救急処置のあり方と実際

[講義]
　・特別支援学校の教育
[講義]
　・特別支援学校における児童生徒理解
[講義・協議]
　・特別支援学校における養護教諭の役割
　・安全な学校づくりの取組について
　・医療的ケアの取組

○

5/23(木)

4/8(月)～
5/23(木)

(４０分程度)

[実践発表]
　・私の保健教育～前期の実践から～
[講義・演習]
　・主体的・対話的で深い学びにつながる保健教育
　　の授業づくり
[協議]
　・今後の保健室経営に向けて

児童相談所職員
体育保健課指導主事
教育センター指導主事

[実践発表]
　・１年間の取組と振り返り
[演習]
　・今後の目標設定
[講話]
  ・これからの教師に望むこと
[閉講式]

期日

【1-(2)】
社会人としての接遇の仕方

【全校種一部合同開催】

保健管理（２）

特別支援学校の教育

中部総合事
務所

倉吉未来中
心

倉吉未来中
心

体育保健課指導主事
教育センター指導主事
県内学校関係者

熊本市教育委員会
　教育委員　澤　栄美　氏
教育センター指導主事

講師

ユミ・プロデュース
　代表　池上　由美　氏
教育センター指導主事

体育保健課指導主事
教育センター指導主事

動画配信

人権教育課指導主事

教育人材開発課管理主事

[講義・演習]
  ・いじめ・不登校の未然防止と早期発見
[講義・演習]
　・性に関する指導と養護教諭の役割
[講義・演習]
　・歯と口の健康指導
[講義・協議]
　・学校薬剤師との連携

会場

教育センター指導主事
県内学校養護教諭
県内歯科医師
県内学校薬剤師

1

○

5/30(木)～
6/28(金)

(１時間程度)

研修項目
指標との関連

鳥取養護学校
校長、教諭及び養護教諭

[講義]
　・鳥取県がめざす人権教育と人権学習

体育保健課指導主事
鳥取大学医学部附属病院小児
科
　講師　村上　潤　氏
日本赤十字社指導員

教育センター指導主事
教育総務課健康管理主事

【1-(1)】
教員としての服務

【1-(1)】
鳥取県の教育
メンタルヘルス

4/18(木)

4/8(月)～
4/18(木)

(２０分程度)

[講義・演習]
　・感染症予防・疾病予防について
  ・生涯を通じた健康づくり
[講義・演習]
　・学校保健における保健管理

鳥取養護学
校

倉吉未来中
心

8/1(木)

9/5(木)

9/24(火)

[講義・協議]
　・児童虐待の現状と養護教諭の役割
[講義・協議]
　・保健室経営計画の中間評価と改善
[協議]
  ・自己目標の振り返り

倉吉未来中
心

倉吉未来中
心

7/5(金)

8/22(木)

備考

・研修番号１【1-(1)】は動画を視聴する。詳細については開催要項を参照する。
・研修番号１【1-(2)】、研修番号２は午後のみの半日開催とする。
・研修番号２は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。
・初任者タイムとして１０～１５分程度で仲間づくり等の活動を適宜実施する。
・「ココ♪カラ部」として研修後に短時間の相談会を適宜実施する。

1/23(木)

健康相談（２）
保健室経営（４）
自己成長のマネジメント（２）

[講義]
　・鳥取県の教育
[講義]
　・教員のメンタルヘルス

教育総務課健康管理主事
県内学校養護教諭
県内医師（学校医）

[講義・演習]
　・児童生徒のメンタルヘルス
[講義・協議]
　・組織的な学校保健の推進
[講義・協議]
　・学校保健の推進と学校医との連携

健康相談（１）
保健組織活動
保健室経営（３）
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素養
保健
教育

保健
管理

学校
運営

1 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

3 ○ ○ ○

素養
保健
教育

保健
管理

学校
運営

1 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

3 ○ ○ ○

健康相談（２）
課題研究（２）
自己成長のマネジメント（２）

【中堅教諭等資質向上研修(養護
教諭）との合同開催】

講師

体育保健課指導主事
教育センター指導主事

[講義・協議]
　・事例から考える健康相談の実際
　　～養護教諭に求められる気づきの感性～
[講義・演習]
　・健康相談の進め方と連携のあり方
[協議]
　・課題研究の中間報告と後期に向けて

県内学校

会場

倉吉未来中
心

[実務研修]
　・保健室経営の実際
　・保健管理・保健教育・健康相談への取組
　・校内委員会等における活動の推進

[研究発表]
  ・課題研究の成果と今後の取組
[協議・演習]
  ・３年目に向けた目標設定
[講話]
　・これからの教師に期待すること
[閉講式]

保健管理
課題研究（１）
自己成長のマネジメント（１）

【小・中・義・高・養一部合同
開催】

会場

倉吉体育文
化会館

主な研修内容

体育保健課指導主事
教育センター指導主事
県内教育関係者

[研究発表]
　・課題研究の成果と今後の取組
[協議]
  ・今後の目標設定
[講話]
　・これからの教師に期待すること
[閉講式]

倉吉未来中
心

　②２年目研修（養護教諭）

8/29(木)
倉吉未来中
心

[開講式]
[オリエンテーション]
　・研修のねらい
[講義・協議]
  ・健康相談の実際と充実に向けて
[演習・協議]
　・１年間の目標設定と課題研究の進め方

期日
指標との関連

主な研修内容

講師

備考

静岡大学
　教授　鎌塚　優子　氏
教育センター指導主事

体育保健課指導主事
教育センター指導主事

課題研究（３）
自己成長のマネジメント（３）

【全校種一部合同開催】

・研修番号１、研修番号３は午後のみの半日開催とする。

1/17(金)

倉吉体育文
化会館

備考

1/21(火)

課題研究（３）
自己成長のマネジメント（２）

【全校種一部合同開催】

6月～12月

5/10(金)

期日

健康相談（１）
課題研究（１）
自己成長のマネジメント（１）

【小・中・義・高・養一部合同
開催】

5/21(火)

[開講式]
[オリエンテーション]
　・研修のねらい
[講義・協議]
　・保健管理の実際と充実に向けて
[演習・協議]
　・１年間の目標設定と課題研究の進め方

　③３年目研修（養護教諭）
指標との関連

研修項目

県内学校養護教諭

研修項目

・研修番号１、研修番号３は午後のみの半日開催とする。

体育保健課指導主事
教育センター指導主事
県内教育関係者

課題研究（２）
「先輩に学ぶ」
（６～１２月に実施）
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素養
保健
教育

保健
管理

学校
運営

1 ○

2 〇

3 〇 〇

4 〇 〇

5 〇 〇 〇 〇

6 〇 〇

7 〇 〇 〇 〇

8

所属校

4/22(月)

[開講式]
[講義・協議]
　・組織的な学校保健活動の推進
[講義・演習]
　・いじめ・不登校の未然防止と支援のあり方
[講義・演習]
　・中堅教諭等資質向上研修について
　・１年間の目標設定

京都女子大学
　教授　大川　尚子　氏
いじめ・不登校総合対策セン
ター指導主事
教育センター指導主事

7/5(金)

期日 主な研修内容

倉吉体育文
化会館

会場講師

所属校

[講義]
　・保健室経営計画の運用・改善
[講義・協議]
　・養護教諭の専門性を生かした健康教育の推進
[講義・演習]
　・組織と連携した保健教育の実際

体育保健課指導主事
京都女子大学
　教授　大川　尚子　氏

　④中堅教諭等資質向上研修（養護教諭）

9/10(火)

[講義・演習]
　・基本的な生活習慣の形成をめざして
    ～”活動と睡眠”について考える～
[講義・演習]
　・将来にわたって地域減災の担い手となる子ど
　　もたちを育てるために
[講義・協議]
　・ＰＤＣＡサイクルを活用した課題研究への取
　　組

鳥取看護大学
　教授　田中　響　氏
教育センター指導主事

倉吉未来中
心

10/22(火)

選択研修

6/24(月)
[講義・演習]
　・危機管理における養護教諭の役割
　・判例をとおして考える危機管理の実際

国士舘大学
　特任教授　入澤　充　氏

所属校

8/29(木)

[講義・協議]
　・事例から考える健康相談の実際
　　～養護教諭に求められる気づきの感性～
[講義・演習]
　・健康相談の進め方と連携のあり方
[協議]
　・校内における健康相談の充実に向けて
　　（後輩へのアドバイス）

静岡大学
　教授　鎌塚　優子　氏
教育センター指導主事

倉吉未来中
心

[講義]
　・子どものメンタルヘルスの理解
[講義・協議]
　・発達障がいの子どもの理解と支援

鳥取大学
　教授　竹田　伸也　氏
兵庫県立大学
　教授　古川　恵美　氏

備考
・研修番号２、研修番号７は午後のみの半日開催とする。
・研修番号２、研修番号３、研修番号６は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。

指標との関連
研修項目

保健室経営
保健組織活動
課題研究（１）
自己成長のマネジメント（１）

【全校種一部合同開催】

学校経営基礎（１）
保健管理

○教育センターが実施する専門研修、あるいは島
　根県教育センターとの連携講座、しまだい学校
　教員研修から１つ選択し受講する。

1/27(月)

課題研究（３）
学校経営基礎（３）
自己成長のマネジメント（３）

【全校種一部合同開催】

[研究発表・協議]
　・課題研究の成果と今後の取組
　・学校保健に求められる養護教諭の役割
[閉講式]

体育保健課指導主事
教育センター指導主事

倉吉体育文
化会館

保健教育（１）

健康相談
教育課題

【３年目研修(養護教諭）との合
同開催】

保健教育（２）
学校経営基礎（２）
課題研究（２）
自己成長のマネジメント（２）

メンタルヘルス
特別支援教育
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（１）　学校経営研修

指標との関連

研　　修　　内　　容 講　　師　　等

[講義]
　・特別支援教育におけるＩＣＴ活用と校内体制の充実
[協議]
　・効果的なＩＣＴ活用を推進するため校内体制づくり

合同会社　未来教育デザイン
　代表社員　平井　聡一郎　氏

備考
・午後のみの半日開催とする。
・対象者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。
・情報化推進リーダー研修（特）との合同開催とする。

ＩＣＴ素養

熊本大学大学院教育学研究科
　特任教授　前田　康裕　氏
教育センター指導主事

学校ＣＩＯ研修（高） 対象 県立高等学校長

所属校

期日

・午後のみの半日開催とする。
・対象者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。
・情報化推進リーダー研修（高）との合同開催とする。

研修名 学校ＣＩＯ研修（小・中・義） 対象 市町村（学校組合）立学校長

期日

○ 学校管理運営 ○指標との関連

5/21(火)

研修名

会場 所属校

講　　師　　等

奈良教育大学教職大学院
　准教授　小﨑　誠二　氏

備考

教職員管理

研修名

〇

備考

期日 5/14(火) 会場

学校経営

[講義]
　・ＩＣＴによる授業改善と校内研修の改革
[協議]
　・授業、校務におけるＩＣＴの活用を推進するための組織的な学校運営

研　　修　　内　　容

○

・午後のみの半日開催とする。
・対象者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。
・市町村（学校組合）教育委員会の担当者の聴講も可能とする。

指標との関連

研　　修　　内　　容 講　　師　　等

素養

素養

対象

会場

県立特別支援学校長学校ＣＩＯ研修（特）

学校経営 〇 学校管理運営 〇

5/31(金) 所属校

教職員管理 〇

[講義]
　・高等学校における学校教育のデジタル化と校内体制の考え方
[協議]
　・１人１台端末環境における学びを変革するための組織的な学校運営

学習指導 〇 生徒指導 特別な配慮

２ 職務研修
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[協議]
　・学校経営の改善計画～実務研修を活かして～
[講義]
　・これからの学校経営に求められること
[閉講式]

研　　修　　内　　容 講　　師　　等

○ ○

○

学校管理運営

県内学校関係者
山口県美祢市立大嶺小学校
　校長　相田　康弘　氏
愛媛大学
　教授　露口　健司　氏

[講義・演習]
　・学校管理運営のあり方

研　　修　　内　　容

研修番号７ 期日

[講義・協議］
　・学校危機管理と校長の役割～法的責任の理論と訴訟事例を踏まえて～

期日 10/24(木) 会場

会場

講　　師　　等

○ 学校管理運営 ○

○

講　　師　　等

研　　修　　内　　容

学校管理運営

6/11(火) 会場

学校管理運営

学校管理運営

学校経営

[実践発表]
　・地域とともにある学校として
[講義・演習]
　・「地域と学校の連携・協働」のこれから
　　～求められる学校管理職の役割とは？～
[講義・演習］
　・学校の組織力を高める校長のリーダーシップ

指標との関連

所属校研修番号４ 期日 6/24(月) 会場

○

○指標との関連 ○

[講義・演習]
　・校長に求められるアセスメント能力とファシリテーション能力
[講義・演習]
  ・学校経営と学校組織マネジメント

湘南学園
　学園長　住田　昌治　氏
国士舘大学
　教授　北神　正行　氏

期日 県立武道館

○

学校経営

素養

研修番号３

研修番号５

学校経営

学校経営

期日 5月～10月 会場

研　　修　　内　　容

素養

研修番号２

指標との関連

指標との関連

研　　修　　内　　容

研修番号６

○

研　　修　　内　　容

学校経営 ○

長野総合法律事務所
　弁護士　峯本　耕治　氏

期日 9/30(月)

教職員管理

講　　師　　等

[開講式]
[講話]
　・新任校長に期待すること
[オリエンテーション]
　・新任校長研修について
[講義・演習]
　・第２次評価者としての役割と実務

県教育長
教育センター指導主事
兵庫教育大学
　特任教授　浅野　良一　氏

研修番号１ 期日

○○ ○教職員管理

5/9(木) 会場 教育センター

研修名 新任校長研修（全） 対象 新任校長

希望する学校

講　　師　　等

講　　師　　等

[実務研修]
　・先輩校長に学ぶ

県内学校長

教職員管理 ○

指標との関連 素養 教職員管理

○ 教職員管理指標との関連 素養 ○

素養

上灘コミュニティセンター

指標との関連 素養 学校経営 教職員管理学校管理運営 ○

所属校

11/28(木) 会場 倉吉体育文化会館

○ 学校管理運営

教育人材開発課人事担当
教育局学事担当

○○ 教職員管理

研　　修　　内　　容

教育センター指導主事
県内教育関係者

備考

講　　師　　等

・研修番号４は管理職研修(全)(Ｃ日程)との合同開催とする。
・研修番号３・５は管理職研修（全）事務主幹・事務長研修（全）（Ｂ日程）（Ｇ日程）との一部合同開催とす
る。
・研修番号４・６は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。
・研修番号４・６・７は午後のみの半日開催とする。

学校経営素養 ○
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素養 学校経営 〇 〇学校管理運営

文部科学省初等中等教育局特別支援教育課
　特別支援教育調査官　加藤　典子　氏

指標との関連 素養 学校経営 〇

所属校

〇 教職員管理

8/30(金)

〇

素養

〇

[講義]
・いじめの未然防止と「効果のある学校づくり」

鳴門教育大学
　教授　久我　直人　氏

指標との関連

会場

〇

学校管理運営

素養 学校管理運営学校経営 教職員管理

会場

10/29(火)

〇

[講義]
・次世代の学校を創る～授業観の転換～

国士舘大学
　教授　喜名　朝博　氏

指標との関連

I日程

〇

[講義・演習]
・管理職としてのリーダーシップと人材育成

教職員管理

指標との関連

指標との関連

〇

Ｆ日程

学校経営

[講義・協議]
・管理職のリーダーシップと人材育成

Ｅ日程 7/22(月) 会場 所属校

長野総合法律事務所
　弁護士　峯本　耕治　氏

〇

〇 教職員管理

所属校

[講義・協議]
・管理職のリーダーシップと人材育成

Ｇ日程

〇

学校経営

学校経営指標との関連

会場 所属校

〇

会場 所属校

会場

[講義・協議］
・学校危機管理と校長の役割～法的責任の理論と訴訟事例を踏まえて～

〇

教職員管理

[講義・演習]
・校長に求められるアセスメント能力とファシリテーション能力

学校管理運営

所属校

〇

素養 〇

6/28(金)

学校管理運営

〇

教職員管理

湘南学園
　学園長　住田　昌治　氏

〇指標との関連 素養

Ｂ日程 6/11(火)

学校管理運営 〇 教職員管理学校経営 〇

キリンホールディングス株式会社
取締役常務執行役員人事総務戦略担当
坪井　純子　氏

会場

講　　師　　等

株式会社ナガオ考務店
　代表　長尾　彰　氏

〇

教職員管理

Ｄ日程

素養

所属校

9/30(月)

〇学校管理運営

教育センター又は所属校

Google for Education
市場開発部／顧客戦略部
　部長　上原　玲　氏

学校管理運営

Ｈ日程 10/22(火) 会場

学校経営

所属校

指標との関連

[講義・演習]
・インクルーシブ教育システム構築に向けた校内体制づくり

県内学校関係者
山口県美祢市立大嶺小学校
　校長　相田　康弘　氏

[実践発表]
・地域とともにある学校として

[講義・演習]
・「地域と学校の連携・協働」のこれから

～求められる学校管理職の役割とは？～

備考

研修名 管理職研修（全） 対象 希望する校長、副校長、教頭

Ａ日程 会場5/7(火)

学校管理運営 〇 教職員管理 〇

Ｃ日程 6/24(月)

素養 学校経営

研　　修　　内　　容

指標との関連 素養

・午後のみの半日開催とする。
・Ａ日程は２年次校長評価者研修（全）との合同開催とする。
・Ｂ・Ｃ・Ｇ日程は新任校長研修（研修番号３・４・５）との合同開催とする。
・全日程とも事務主幹・事務長研修（全）と合同開催とする。
・Ｈ日程は集合型研修又は非集合型研修を任意で選択する。非集合型研修を受講する場合は、所属校でＷｅｂ会議
システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。
・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆ・Ｇ・Ｉ日程は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要
項を参照する。

60



指標との関連

新任副校長

[講話]
・副校長に期待すること

[協議]
・学校経営上の課題と今後の方策

県内学校長等

備考
・午後のみの半日開催とする。
・対象者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。
・対象者の人数によっては開催しない場合がある。

6/13(木) 会場 所属校

新任副校長研修（全）

期日

対象研修名

研　　修　　内　　容 講　　師　　等

素養 ○ 学校経営 ○ 学校管理運営 教職員管理○ ○
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教職員管理

兵庫教育大学
　特任教授　浅野　良一　氏

期日 10/21(月)

研　　修　　内　　容

〇

講　　師　　等

兵庫県立山の学校
　校長　田中　裕一　氏
県内学校長
教育人材開発課人事担当
教育局学事担当

教職員管理

教職員管理

〇

学校経営指標との関連

[講義・演習]
・特別支援教育の視点を踏まえた学校運営のあり方

[講義・演習]
・学校管理運営のあり方

研　　修　　内　　容

素養

学校経営

研修番号６

○○

11/29(金)

研　　修　　内　　容

学校管理運営

講　　師　　等

期日 会場

○

倉吉体育文化会館研修番号７

○

所属校

[講義・演習]
・職務遂行状況の把握と評価～事例に学ぶ評価のポイント～

研修番号５ 期日 9/10(火)

○

○

指標との関連 素養 〇

研修番号４ 期日

指標との関連

学校管理運営

学校管理運営

研　　修　　内　　容

講　　師　　等

[講義・演習]
・学校運営と学校組織マネジメント

九州大学
　教授　元兼　正治　氏

会場

○

○ 学校管理運営

研　　修　　内　　容 講　　師　　等

[講義・演習]
・学校の危機管理と教頭の役割

○

前橋工科大学
　教授　小林　清　氏

教職員管理

[開講式]
[講話]

・学校運営に求められること～教頭の役割～
[講義]

・いじめ・不登校の未然防止のために
[オリエンテーション]

・新任教頭研修について
[講義・演習]

・教職員評価・育成制度の趣旨と実際

県教育次長
いじめ・不登校総合対策センター長
教育センター指導主事
兵庫教育大学
　特任教授　浅野　良一　氏

指標との関連 素養

・研修番号１（１）・６は新任事務長研修(高・特)(研修番号１・２)との一部合同開催とする。
・第１回（２）は動画を視聴する。詳細については開催要項を参照する。
・研修番号３・５・７は午後のみの半日開催する。
・研修番号６は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。

学校管理運営 ○○ 学校経営 ○

指標との関連

教職員管理

5/16(木) 会場

○ 学校管理運営

講　　師　　等

教育センター指導主事
県内学校関係者

備考

新任教頭研修名 新任教頭研修（全） 対象

○指標との関連 素養 ○ 学校経営 ○ 学校管理運営 ○

研修番号１（１） 期日

5月～10月 会場 希望する学校

教育センター

研修番号２ 期日

研　　修　　内　　容

教職員管理

素養 学校経営 ○ 教職員管理○

県内学校教頭

○

研　　修　　内　　容 講　　師　　等

研修番号３ 期日 6/14(金) 会場 倉吉未来中心

[実務研修]
・先輩教頭に学ぶ

7/8(月) 会場 鳥取県立武道館

会場 倉吉未来中心

○学校経営指標との関連 素養

講　　師　　等

素養 学校経営

[協議]
・学校運営の改善計画～実務研修を活かして～

[講義]
・これからの学校教育に求められるもの

[閉講式]

[講義]
・教職員のメンタルヘルス

教育総務課福利担当

研修番号１（２） 期日 5/17(金)～6/14(金) 会場 所属校

研　　修　　内　　容 講　　師　　等
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 対話・調整・協調

[講義・演習]
・教職員評価・育成制度の趣旨と実際

講　　師　　等

企画立案・
業務の遂行 ○

 対話・調整・協調

指標との関連

教育人材開発課人事担当

素養 ○

・研修番号１は午後のみの半日開催とし、新任教頭研修(全)(研修番号１)との一部合同開催とする。
・研修番号２は午後のみの半日開催とし、新任教頭研修(全)(研修番号６)との一部合同開催とする。
・研修番号２は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。

備考

研修名 新任事務長研修（高・特） 対象 県立学校の新任事務長

研修番号１ 期日 5/16(木) 会場 教育センター

業務（組織）
マネジメント ○

講　　師　　等

○
人材育成・

人材マネジメント ○

研　　修　　内　　容

素養 ○

○
人材育成・

人材マネジメント○

研修番号２ 期日 10/21(月) 会場

○指標との関連
業務（組織）
マネジメント

兵庫教育大学
　特任教授　浅野　良一　氏

企画立案・
業務の遂行

研　　修　　内　　容

所属校

[講義・演習]
・学校管理運営のあり方

○
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〇  対話・調整・協調
人材育成・

人材マネジメント

研　　修　　内　　容 講　　師　　等

指標との関連 素養

[講義]
　・次世代の学校を創る～授業観の転換～

〇

 対話・調整・協調

〇

国士舘大学
　教授　喜名　朝博　氏

人材育成・
人材マネジメント

指標との関連 素養

企画立案・
業務の遂行

10/29(火)

企画立案・
業務の遂行

文部科学省初等中等教育局特別支援教育課
　特別支援教育調査官　加藤　典子　氏

[講義・演習]
　・インクルーシブ教育システム構築に向けた校内体制づくり

講　　師　　等

指標との関連 素養

Ｉ日程 所属校

業務（組織）
マネジメント

 対話・調整・協調
人材育成・

人材マネジメント

業務（組織）
マネジメント

業務（組織）
マネジメント

会場

会場

所属校

人材育成・
人材マネジメント〇

[講義・演習]
　・管理職としてのリーダーシップと人材育成

研　　修　　内　　容

〇

企画立案・
業務の遂行

研　　修　　内　　容

Ｆ日程 8/30(金)

鳴門教育大学
　教授　久我　直人　氏

指標との関連 素養

会場 所属校

○  対話・調整・協調

会場

研　　修　　内　　容

企画立案・
業務の遂行

業務（組織）
マネジメント

会場 所属校

講　　師　　等

講　　師　　等

〇

対象 希望する事務主幹・事務長

素養

Ｇ日程 9/30(月)

Google for Education
市場開発部／顧客戦略部
　部長　上原　玲　氏

Ｈ日程

人材育成・
人材マネジメント

事務主幹・事務長研修（全）

会場 所属校

素養

研修名

7/22(月)

〇

〇

10/22(火)

企画立案・
業務の遂行

研　　修　　内　　容

〇

[実践発表]
　・地域とともにある学校として
[講義・演習]
　・「地域と学校の連携・協働」のこれから
　　～求められる学校管理職の役割とは？～

業務（組織）
マネジメント

 対話・調整・協調素養

[講義]
　・いじめの未然防止と「効果のある学校づくり」

 対話・調整・協調

〇

Ｅ日程

講　　師　　等

Ｄ日程 6/28(金) 会場 所属校

研　　修　　内　　容

 対話・調整・協調

Ａ日程

〇指標との関連
業務（組織）
マネジメント

研　　修　　内　　容 講　　師　　等

[講義・協議]
　・管理職のリーダーシップと人材育成

株式会社ナガオ考務店
　代表　長尾　彰　氏

5/7(火)

企画立案・
業務の遂行 〇

人材育成・
人材マネジメント

業務（組織）
マネジメント

人材育成・
人材マネジメント

業務（組織）
マネジメント

 対話・調整・協調

[講義・協議］
　・学校危機管理と校長の役割～法的責任の理論と訴訟事例を踏まえて～

指標との関連 素養

Ｂ日程

指標との関連

研　　修　　内　　容 講　　師　　等

人材育成・
人材マネジメント

企画立案・
業務の遂行 〇

[講義・演習]
　・校長に求められるアセスメント能力とファシリテーション能力

6/11(火)

企画立案・
業務の遂行指標との関連 〇

Ｃ日程 6/24(月)

会場

 対話・調整・協調

所属校

講　　師　　等

人材育成・
人材マネジメント

企画立案・
業務の遂行

研　　修　　内　　容 講　　師　　等

[講義・協議]
　・管理職のリーダーシップと人材育成

キリンホールディングス株式会社
　取締役常務執行役員人事総務戦略担当
　坪井　純子　氏

湘南学園
　学園長　住田　昌治　氏

業務（組織）
マネジメント

県内学校関係者
山口県美祢市立大嶺小学校
　校長　相田　康弘　氏

長野総合法律事務所
　弁護士　峯本　耕治　氏

備考

・非集合型の研修とし、午後のみの半日開催とする。
・Ａ日程は２年次校長評価者研修（全）と合同開催とする。
・Ｂ・Ｃ・Ｇ日程は管理職研修（全）、新任校長研修（全）（研修番号３・４・５）との合同開催とする。
・全日程とも管理職研修（全）との合同開催とする。

所属校

指標との関連

素養

会場 所属校
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[講義・協議]
  ・第１次評価者としての副校長・教頭・共同学校事務室長に期待すること

教育人材開発課教員採用・人事企画担当

指標との関連

会場 所属校

学校経営 ○ 学校管理運営

素養

備考

研修名

備考
・午後のみの半日開催とする。
・対象者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については、開催要項を参照する。
・副校長評価者研修、共同学校事務室評価者研修との合同開催とする。

教職員管理 ○

学校経営

○

研修名 ２年次教頭評価者研修（全） 対象 ２年次教頭

株式会社ナガオ考務店
　代表　長尾　彰　氏
教育人材開発課教員採用・人事企画担当

○

２年次校長

研　　修　　内　　容 講　　師　　等

対象

・午後のみの半日開催とする。
・対象者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については、開催要項を参照する。
・管理職研修(全)(Ａ日程)との一部合同開催とする。

教職員管理

期日

副校長

講　　師　　等

学校管理運営○

○

素養

・午後のみの半日開催とする。
・対象者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については、開催要項を参照する。
・２年次教頭評価者研修、共同学校事務室評価者研修との一部合同開催とする。

5/7(火) 会場

備考

[講義・協議]
　・管理職のリーダーシップと人材育成
[講義・協議]
　・教職員評価・育成制度の充実

 対話・調整・協調

期日 4/23(火)

所属校

研　　修　　内　　容

学校管理運営

２年次校長評価者研修（全）

指標との関連

○教職員管理

研修名 副校長評価者研修（全） 対象

期日 4/23(火)

素養 学校経営

会場 所属校

研　　修　　内　　容 講　　師　　等

指標との関連

[講義・協議]
　・第１次評価者としての副校長・教頭・共同学校事務室長に期待すること
[講義・協議]
　・人事評価の充実～総括評価者として～

研　　修　　内　　容

所属校

教育人材開発課教員採用・人事企画担当

備考

研修名

業務（組織）
マネジメント

対象 共同学校事務室長・希望する事務主幹

・午後のみの半日開催とする。
・対象者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については、開催要項を参照する。
・副校長評価者研修との一部合同開催、２年次教頭評価者研修との合同開催とする。

○
人材育成・

人材マネジメント

期日

企画立案・
業務の遂行素養

会場

[講義・協議]
  ・第１次評価者としての副校長・教頭・共同学校事務室長に期待すること

教育人材開発課教員採用・人事企画担当

講　　師　　等

4/23(火)

共同学校事務室長評価者研修（小・中・義）

指標との関連
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講　　師　　等

備考
・対象者は別途通知する。
・教育センターの講座登録をする必要はない。
・研修番号２は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。

ＩＣＴ

ＩＣＴ

倉吉未来中心他

[講話]
　・鳥取県の未来を拓く教育
[講話]
　・学校、家庭、地域の協働による、地域とともにある学校づくり
[演習]
　・学校管理運営に関する諸法規とその解釈

（別途通知）

特別な配慮

素養

研　　修　　内　　容

[講話]
　・主幹教諭としての取組
[演習]
　・学校課題の解決に向けた主幹教諭の役割

ＩＣＴ

期日

指標との関連 素養

[講義・演習]
　・学校組織マネジメントと組織活性化に向けたリーダーシップ
[演習]
　・学校教育活動と学校リーダーの役割
[演習]
　・人材育成と組織活性化について考える
　　～鳥取県公立学校の教員としての資質の向上に関する指標の活用をとおして～

期日

ＩＣＴ

備考
・対象者は別途通知する。
・教育センターの講座登録をする必要はない。
・研修番号２は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。

学習指導

研　　修　　内　　容

講　　師　　等

○

教育センター教育企画研修課長
南部町教育委員会
　教育長　福田　範史　氏
教育人材開発課人事担当
教育局学事担当

講　　師　　等

学校リーダー研修（全） 対象

研修番号２

○

指標との関連 素養

学習指導

研　　修　　内　　容

特別な配慮

（別途通知）対象

特別な配慮

所属校

愛媛大学
　教授　露口　健司　氏
教育センター指導主事

11/18(月) 会場

指標との関連 学習指導 特別な配慮

講　　師　　等

[講話]
　・鳥取県の教育課題と中堅教員に望むこと
[講義]
  ・今を未来につなげる学校経営
[講義及び演習]
　・学校の管理運営について

研修番号２

教育人材開発課長
県内学校長
教育人材開発課人事担当
教育局学事担当

ＩＣＴ

期日 会場

指標との関連

期日

新任主幹教諭研修（全） 対象
新任主幹教諭・新任以外の希望する主幹教
諭

研修番号１ 9/13(金) 会場

備考
・午後のみの半日開催とする。
・対象者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。

生徒指導

県内学校長等
教育センター指導主事

学習指導

研修番号１

5/28(火) 会場 所属校

研修名

学習指導

研　　修　　内　　容

研修名

期日 10/1(火) 倉吉未来中心

研修名

素養 ○

講　　師　　等

11/26(火)

○ 生徒指導

会場

研　　修　　内　　容

岐阜大学
　教授　棚野　勝文　氏
株式会社　角屋食品
　代表取締役　角谷　直樹　氏

[講義・演習]
　・学校組織の活性化とミドルリーダーの役割
[講義・演習]
　・信頼される学校づくり
[講話]
　・企業経営に学ぶ

指標との関連

素養

○ 生徒指導

ミドルリーダーステップアップ研修（小・中・義）

所属校

生徒指導 特別な配慮

生徒指導
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（２） 主任・主事等研修

・午後のみの半日開催とする。
・対象者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。

備考

素養

備考

○

研修名 新任特別支援教育主任研修（小・中・義・高）

研修名

特別な配慮 ＩＣＴ

期日 会場

○

体育保健課指導主事等
宇都宮大学
　准教授　久保　元芳　氏

指標との関連 素養 ○

[講義]（動画配信）
・鳥取県の健康教育の現状と保健体育主事の役割

[講義・演習]
・学校保健活動における組織マネジメント
・組織的な学校保健活動の推進に向けた具体的取組

生徒指導学習指導

講　　師　　等

ＩＣＴ

所属校

いじめ・不登校総合対策センター指導主事
県教育委員会指導主事

学習指導

備考

研修名

・午後のみの半日開催とする。
・対象者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。

研　　修　　内　　容

市町村（学校組合）立学校・特別支援学校
の新任生徒指導担当者

特別な配慮

[講義]
・生徒指導担当者の役割と実務

[協議]
・組織的な生徒指導体制づくりをめざして

対象
新任保健体育主事・新任以外の希望する保
健体育主事

新任保健体育主事研修（全）

○

新任生徒指導担当者研修（小・中・義・特） 対象

対象
市町村（学校組合）立学校・高等学校の新
任特別支援教育主任・新任以外の希望する
特別支援教育主任

研　　修　　内　　容

6/25(火) 会場 所属校

○

期日

備考

・午後のみの半日開催とする。
・研修の一部は事前に動画を視聴する。対象者は６月３日（月）～６月１７日（月）の期間に講義動画を視聴す
る。詳細については開催要項を参照する。
・【小学校・中学校道徳②】との一部合同開催とする。

新任道徳教育推進教師研修（小・中・義・特）

講　　師　　等

対象
市町村（学校組合）立学校・県立特別支援
学校の新任道徳教育推進教師・新任以外の
希望する道徳教育推進教師

期日 上灘コミュニティセンター

研修名

生徒指導

・午後のみの半日開催とする。
・研修の一部は事前に動画を視聴する。対象者は６月１０日（月）～６月２４日（月）の期間に講義動画を視聴す
る。詳細については開催要項を参照する。
・対象者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。

講　　師　　等

期日 5/17(金) 会場 所属校

指標との関連

県教育委員会指導主事
文部科学省初等中等教育局教育課程課教育
課程課
　教科調査官　堀田　竜次　氏

ＩＣＴ

○特別な配慮

研　　修　　内　　容

特別な配慮

[講義]（動画配信）
・道徳教育推進教師の役割と実際

[講義]
・学校における道徳教育と道徳科の授業づくり

[演習]
・道徳教育の要となる道徳科の授業力向上に向けて

[講義]
・特別支援教育主任の役割

[講義・演習]
・特別支援教育の推進に向けた具体的な取組

特別支援教育課指導主事
県内教育関係者
県教育委員会指導主事

研　　修　　内　　容

ＩＣＴ

講　　師　　等

生徒指導指標との関連 学習指導素養 ○

指標との関連

6/4(火)

生徒指導素養

学習指導

6/18(火) 会場
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（３）　職務に応じた研修

対象

特別な配慮

研修名

素養 〇

所属校

ＩＣＴ学習指導 〇

会場期日 5/31(金)

指標との関連

備考

・午後のみの半日開催とする。
・対象者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。
・情報化推進リーダーが同一校で昨年度も受講した場合、次期情報化推進リーダーの代理出席も可能とする。
・市町村（学校組合）教育委員会の担当者の聴講も可能とする。

生徒指導

市町村（学校組合）立学校の情報化担当に
指名された教諭等

〇ＩＣＴ

講　　師　　等

[講義]
　・高等学校における学校教育のデジタル化と校内体制の考え方
[協議]
　・１人１台端末環境における学びを変革するための組織的な学校運営

備考

情報化推進リーダー研修（小・中・義）

・午後のみの半日開催とする。
・対象者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。
・学校ＣＩＯ研修（高）との一部合同開催とする。

研　　修　　内　　容

生徒指導

ＩＣＴ

沖縄県教育庁県立学校教育課教育ＤＸ推進
室
　主任指導主事　大城　智紀　氏
教育センター指導主事

素養

素養 学習指導 〇

所属校

県立高等学校の情報担当に指名された教諭
等・情報化推進リーダーが同一校で昨年度
も受講した場合、次期情報化推進リーダー
の代理出席も可能とする・複数の情報担当
教諭の受講も可能とする

会場

特別な配慮

対象

[講義]
　・自立した学習者の育成に向けたチームで取組むＩＣＴ活用
[協議]
　・学習や校務でＩＣＴ活用を充実させていくための校内体制でづくり

研修名

〇

学習指導 〇

生徒指導

所属校期日 5/16(木) 会場

講　　師　　等

講　　師　　等

情報化推進リーダー研修（高）

期日 5/14(火)

特別な配慮

県立特別支援学校の情報担当に指名された
教諭等・情報化推進リーダーが同一校で昨
年度も受講した場合、次期情報化推進リー
ダーの代理出席も可能とする・複数の情報
担当教諭の受講も可能とする

[講義]
　・特別支援教育におけるＩＣＴ活用と校内体制の充実
[協議]
　・効果的なＩＣＴ活用を推進するため校内体制づくり

対象

合同会社　未来教育デザイン
　代表社員　平井　聡一郎　氏

備考

情報化推進リーダー研修（特）研修名

研　　修　　内　　容

指標との関連

指標との関連

研　　修　　内　　容

奈良教育大学教職大学院
　准教授　小﨑　誠二　氏

・午後のみの半日開催とする。
・対象者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。
・学校ＣＩＯ研修（特）との一部合同開催とする。
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○
学校運営・
教職員連携

特別な配慮

指標との関連 ○
保健管理及び

児童生徒理解・指導

○ 生徒指導

養護教諭・養護助教諭

[協議]
　・自立活動の指導の充実
[講義・演習]
  ・障がい理解と中心的な課題を明確にした指導のあり方

養護教諭研修（全） 対象

体育保健課指導主事
社会福祉法人子どもの虐待防止センター
　小児科専門医　山口　有紗　氏

素養 保健教育

[講義]（動画配信）
　・鳥取県の学校保健の現状と課題
[講義・演習]
　・子どものメンタル面でのサポートと心のケア

研修名

・午後のみの半日開催とする。
・対象者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。

学習指導

中部総合事務所

市町村（学校組合）立学校の初めて特別支
援学級を担当する者及びこれまで担当した
ことのない障がい種を担当する者（希望す
る講師を含む）・新担任以外の希望する特
別支援学級担任（講師を含む）

講　　師　　等研修内容

研修名

市町村（学校組合）立学校の初めて特別支
援学級を担当する者（希望する講師を含
む）・新担任以外の希望する特別支援学級
担任（講師を含む）

研修内容　

7/2(火)期日

講　　師　　等

会場 所属校

備考

○

素養 学習指導

特別な配慮 ＩＣＴ○

7/5(金)

特別支援学級新担任研修～基礎編～（小・中・義）

特別支援教育課指導主事
教育センター指導主事

研修内容　

備考

指標との関連

特別支援教育課指導主事
県教育委員会指導主事

5/7(火) 会場 所属校

○ ＩＣＴ指標との関連

[講義]
　・特別支援学級担任の役割
[講義・協議]
　・特別支援学級の授業づくり
[講義・協議]
　・自立活動の意義と指導の基本

講　　師　　等

研修名

備考

対象

期日

特別支援学級新担任研修～実践編～（小・中・義） 対象

○

・午後のみの半日開催とする。

会場

生徒指導

期日

素養

・午後のみの半日開催とする。
・研修の一部は動画を視聴する。対象者は６月１８日(火)～７月２日(火)の期間に講義動画を視聴する。詳細につ
　いては開催要項を参照する。
・対象者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。
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○

素養 (〇) 実験・実習

〇 日常生活上の世話 ○
舎生の理解と

生活・生徒指導

食に関する指導

会場

対象
市町村（学校組合）立学校・特別支援学校
の栄養教諭・学校栄養職員（臨時的任用職
員を含む）

栄養教諭・学校栄養職員研修（小・中・義・特）研修名

備考

[講義・演習]
　・給食指導並びに教科等を通した食育の在り方
　　学校における食育の推進について
　　給食時間における食に関する指導
　　教科等における食に関する指導

素養 ○

対象 希望する実習教諭・実習職員

学校運営・
教職員連携

倉吉体育文化会館

大妻女子大学
　教授　石井　雅幸　氏

期日

○
給食管理及び

児童生徒理解・指導

・午後のみの半日開催とする。

8/20(火)

指標との関連

講　　師　　等

期日 選択した専門研修の実施要項を参照 会場 選択した専門研修の実施要項を参照

研　　修　　内　　容

研修名 実習教諭・実習職員研修(高・特)

指標との関連 (〇)
学校運営・
教職員連携

希望する寄宿舎教諭・寄宿舎指導教員

研修内容　 講　　師　　等

(〇) 児童生徒理解・指導 (〇)

選択した専門研修の実施要項を参照

備考

・午後のみの半日開催とする。
・対象者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。
・専門研修（特別支援教育・教育相談・生徒指導・学級経営等・のいずれか又はマネジメント力向上（基礎編））
を受講することで読み替えることができる。

研修内容　 講　　師　　等

素養指標との関連 ○
学校運営・
教職員連携

[講義・演習]
　・寄宿舎生活におけるＱＯＬ向上をめざして

岡山大学
　特任教授　岸　哲志　氏

期日 8/1(木) 会場 所属校

備考 ・専門研修を受講することで読み替える。

研修名 寄宿舎教諭・寄宿舎指導員研修（特） 対象
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研　　修　　内　　容

○

○

ＩＣＴ

期日

素養

○

小学校・義務教育学校・特別支援学校の司
書教諭・希望する学校司書

素養

所属校

ＩＣＴ

所属校

講　　師　　等

○

高等学校の教育相談担当者

特別な配慮 ○ ＩＣＴ○

[講義]
　・鳥取県の不登校の現状と課題
[講義・演習]
　・「チーム学校」としての教育相談体制の充実をめざして

いじめ・不登校総合対策センター指導主事
県教育委員会指導主事

指標との関連 素養 学習指導 生徒指導

期日 7/2(火)

研修名

・午後のみの半日開催とする。

講　　師　　等

期日

倉吉体育文化会館

6/4(火)

指標との関連

学習指導 ○

6/17(月)

学習指導

いじめ・不登校総合対策センター課長補佐
等
いじめ・不登校総合対策センター指導主事

[講義]
　・県立高等学校生徒の現状～教育相談の視点から～
[講義・演習]

・教育相談担当の役割と教育相談体制づくり～効果的な支援会議のあり方を中心に
～

司書教諭研修（小・義・特）

○

対象

特別な配慮

司書教諭研修（中・義・高） 対象

所属校

講　　師　　等

研修名

会場

生徒指導

研　　修　　内　　容

生徒指導

研修名

市町村（学校組合）立学校の教育相談・不
登校担当者

対象

会場

備考

期日 会場

対象

7/1(月)

研修名 教育相談・不登校担当教員研修（小・中・義）

指標との関連

指標との関連 素養

会場

特別な配慮

県立図書館
学校図書館支援員兼小中学校課指導主事
放送大学
　客員准教授　塩谷　京子　氏

ＩＣＴ ○学習指導 ○ 生徒指導 特別な配慮

備考

研　　修　　内　　容 講　　師　　等

[説明]
　・学校図書館の活用と司書教諭の果たす役割
[講義・演習]
　・情報活用能力を育む学校図書館～多様な情報を使う授業に～

県立図書館学校図書館支援員
兼高等学校課指導主事
公益社団法人　全国学校図書館協議会
　学校図書館スーパーバイザー
　村山　正子　氏

・午後のみの半日開催とする。
・対象者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。

研　　修　　内　　容

教育相談担当教員研修（高）

備考

中学校・義務教育学校・高等学校の司書教
諭・希望する学校司書

[説明]
　・学校図書館の活用と司書教諭の果たす役割
[講義・演習]
  ・学校図書館を活用した授業づくり～情報活用能力育成のために～

・午後のみの半日開催とする。
・対象者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。

備考
・午後のみの半日開催とする。
・対象者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。
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研　　修　　内　　容

素養

会場

企画立案・
業務の遂行 ○

業務（組織）
マネジメント

 対話・調整・協調

6/18(火)

業務（組織）
マネジメント

学校事務職員フォローアップ研修（全）

指標との関連

研修名

期日

○

講　　師　　等

 対話・調整・協調

・午後のみの半日開催とする。
・研修番号１は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。
・研修番号２は学校事務職員フォローアップ研修(全)(研修番号２)との合同開催とする。

指標との関連

○

[講義・演習]
　・自己目標の達成のために
[講義・演習]
　・学校組織の中で果たすべき役割

業務（組織）
マネジメント ○

○

人材育成・
人材マネジメント素養

○

令和５年度採用の事務主事・主事
下記の希望する者の受講も可能とする。
・令和２・３年度採用の事務主事・主事
・他部局等から異動してきた事務主事、主
事、事務副主幹

企画立案・
業務の遂行

人材育成・
人材マネジメント

○

6/18(火)期日

[講義・演習]
　・給与・諸手当認定、旅費実務

教育センター指導主事
県内教育関係者

7/25(木) 会場 倉吉体育文化会館

企画立案・
業務の遂行

人材育成・
人材マネジメント

学校事務職員５年目研修（全） 対象

○
人材育成・

人材マネジメント

研　　修　　内　　容 講　　師　　等

○ 対話・調整・協調

令和２年度採用（採用５年目）の事務主
事・主事
他部局から異動してきた採用５年目事務主
事・主事

会場

指標との関連

講　　師　　等

・午後のみの半日開催とする。
・対象者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。
・学校事務職員フォローアップ研修(全)(研修番号１)との一部合同開催とする。

素養 ○
企画立案・
業務の遂行 ○

備考

[講義・演習]
　・自己目標の達成のために
[講義・演習]
　・学校組織の中で果たすべき役割

教育センター指導主事
県内教育関係者

研修名 学校事務職員１年目研修（全） 対象

令和６年度新規採用の事務主事・主事
下記の希望する者の受講も可能とする。
・令和３・４・５年度採用の事務主事・主
事
・他部局等から異動してきた事務主事、主
事、事務副主幹
・臨時的任用職員(研修番号２のみ)

研修番号１ 会場 所属校期日 6/4(火)

素養指標との関連  対話・調整・協調 ○
人材育成・

人材マネジメント

7/25(木)

[講義]
　・学校事務職員の使命
[講義・演習]
　・服務・法規・評価育成制度
[講義・演習]
　・自己目標の達成のために

県内教育関係者
教育人材開発課人事担当
教育センター指導主事

研　　修　　内　　容

業務（組織）
マネジメント

講　　師　　等

○
企画立案・
業務の遂行

期日

 対話・調整・協調

備考

研修番号２

各局学事担当係長

指標との関連 素養

・午後のみの半日開催とする。
・研修番号１は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。
・研修番号１は学校事務職員５年目研修(全)との一部合同開催とする。
・研修番号２は学校事務職員１年目研修(全)(研修番号２)との合同開催とする。

所属校

研修名

業務（組織）
マネジメント

研　　修　　内　　容

研修番号２

対象

研修番号１

備考

所属校

研　　修　　内　　容

各局学事担当係長
[講義・演習]
　・給与・諸手当認定、旅費実務

○

講　　師　　等

会場期日 倉吉体育文化会館
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期日

事務副主幹・事務次長

業務（組織）
マネジメント指標との関連

企画立案・
業務の遂行

備考

素養
企画立案・
業務の遂行

研　　修　　内　　容

所属校

研修名

○  対話・調整・協調
業務（組織）
マネジメント

・午後のみの半日開催とする。
・対象者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。
・事務副主幹・事務次長研修(全)と一部合同開催とする。

学校事務職員１０年目研修（全）

○

対象

指標との関連

会場 所属校

[講義・演習]
　・自己目標の達成のために
[講義・演習]
　・教育資源をマネジメントする学校事務職員

教育センター指導主事
岡山県鏡野町立香々美小学校
　事務職員　大天　真由美　氏

対象

素養

6/25(火)

業務（組織）
マネジメント ○  対話・調整・協調

研　　修　　内　　容 講　　師　　等

平成２７年度採用（採用１０年目）の事務
主事・主事
他部局から異動してきた採用１０年目の事
務主事・主事

期日

人材育成・
人材マネジメント 〇

会場

○ ○
企画立案・
業務の遂行

○

6/25(火)

事務副主幹・事務次長研修（全）

講　　師　　等

素養 ○指標との関連
人材育成・

人材マネジメント ○

素養

期日 5/14(火)

○

会場 所属校

[講義・演習]
  ・学校事務職員のリーダーシップをどう育てるか

備考
・午後のみの半日開催とする。
・対象者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。

[講義・演習]
　・地域とともにある学校づくりと事務職員の役割

指標との関連

研　　修　　内　　容 講　　師　　等

研修名 学校事務職員研修（小・中・義） 対象
市町村（学校組合）立学校の事務職員（臨
時的任用職員を含む）・希望する県立学校
の事務職員

ＮＰＯ法人ＳＯＳ子どもの村ＪＡＰＡＮ
子どもの村福岡
　村長　足立　慎一　氏

企画立案・
業務の遂行

期日 7/5(金) 会場

備考

研修名

・午後のみの半日開催とする。
・対象者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。
・学校事務職員１０年目研修(全)と合同開催とする。

[講義・演習]
　・教育資源をマネジメントする学校事務職員

岡山県鏡野町立香々美小学校
　事務職員　大天　真由美　氏

市町村（学校組合）立学校の事務主幹

〇 対話・調整・協調○
人材育成・

人材マネジメント○

所属校

研修名 事務主幹研修（小・中・義） 対象

備考
・午後のみの半日開催とする。
・対象者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。

講　　師　　等研　　修　　内　　容

〇
人材育成・

人材マネジメント
 対話・調整・協調

業務（組織）
マネジメント○

福岡県春日市役所職員
文部科学省ＣＳマイスター
　西　祐樹　氏
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研　　修　　内　　容

特別な配慮学習指導

講　　師　　等

○ ○

学習指導

6/7(金)

[講義・演習]
　・学習指導の基礎・基本 ～ねらいを明確にした授業づくり～
[講義・演習]
　・発達障がいの児童・生徒の理解と支援のあり方

・午後のみの半日開催とする。
・対象となる常勤の経験には、県外での講師経験は含めない。

生徒指導指標との関連 素養 ○

○○○

研修名 講師研修（小・中・義） 対象
全校種を通じて常勤の経験が２年未満の講
師（教諭経験がある場合は除く）・希望す
る非常勤講師

期日 6/18(火) 会場 倉吉体育文化会館

ＩＣＴ

[講義・演習]
　・効果的な生徒指導のあり方
[講義・演習]
　・学習指導の基礎・基本～ねらいを明確にした授業づくり～

教育センター指導主事

備考
・午後のみの半日開催とする。
・対象となる常勤の経験には、県外での講師経験は含めない。

研修名 講師研修（高） 対象

指標との関連 生徒指導素養

研　　修　　内　　容 講　　師　　等

会場 倉吉未来中心

備考

ＩＣＴ

全校種を通じて常勤の経験が２年未満の講
師（教諭経験がある場合は除く）・希望す
る非常勤講師

期日

特別な配慮 ○

教育センター指導主事

研修名 講師研修（特） 対象
全校種を通じて常勤の経験が２年未満の講
師（教諭経験がある場合は除く）・希望す
る非常勤講師

期日 6/7(金) 会場 倉吉未来中心

講　　師　　等

指標との関連 素養 学習指導 ○ 生徒指導

[講義・演習]
　・障がい特性の理解と指導のあり方～障がいの捉え方と自立活動の指導の基本～
[講義・演習]
　・個に応じた学習指導の工夫

教育センター指導主事

備考
・午後のみの半日開催とする。
・対象となる常勤の経験には、県外での講師経験は含めない。

○ 特別な配慮 ○ ＩＣＴ ○

研　　修　　内　　容
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※すべて午後のみの半日開催とする。

（１）幼児教育

（２）教科指導等

素養 学校管理運営 教職員管理

○幼児教育のヅゴアヱ＆東京大学出版会＇2013
○ここがホアヱテ!１法令オアデピチキ＆ビリヺプラ館＇2017
○新しい教育課程における゠キツァピな学びと教師力ヹ学校力＆図書文化＇2017
○心理学＆有斐閣＇2004
○子どもの発達からみる「／．の姿」の保育実践＆ぎょうせい＇2023

[講義・演習]
　・保育者の力を引き出すリーダシップとは

[講義・演習]
　・ビジョンを共有し、チーム力を最大限に発揮するために

2017- 現職
2005- 白梅学園大学学長・教授
1993- お茶の水女子大学教授
1980- 聖心女子大学助教授
1977- 東京大学新聞研究所助手

＜著書･論文　他＞

指標との関連 素養

大妻女子大学
　教授　樺山　敏郎　氏

期日 8月6日(火) 会場

学習指導 ＩＣＴ

＜著書･論文　他＞

　育成をめざす資質・能力を子どもたちが身に付けるための、全国
学力・学習状況調査を活用した授業づくりについて理解を深め、小
学校国語科の指導力向上を図る。

講　師

特別な配慮生徒指導○

・詳細については別途小中学校課から通知する。備　考

＜内容＞

伯耆しあわせの郷

○

＜ねらい＞

指標との関連

○個別最適な学びヹ協働的な学びを実現する「学びの文脈」学級ヹ授業ヹ学校づくりの
実践フョヱ(明治図書出版)2022
○読解¶記述　重層的な読みと合目的な書きの連動(教育出版)2022
○資質ヹ能力を育成する小学校国語科授業づくりと学習評価　知識ヹ技能　思考ヹ判
断ヹ表現　主体的に学習に取り組む態度(明治図書出版)2021
○平成０７年改訂小学校教育課程実践講座　国語(ぎょうせい)2017

ｷｰﾜｰﾄﾞ

未定

＜プロフィール＞

2015-     現職
2006-2015 文部科学省国立教育政策研究所研究開発部教育課程研究センター
          学力調査官（兼）教育課程調査官
2003-2006 鹿児島県教育委員会指導主事
2000-2003 鹿児島県公立小学校教頭
〇2019,2022,2023鳥取県教育センター研修講師

　園の課題を的確に把握し、職員と目標やビジョンを共有しなが
ら、高め合うチームとして課題解決に取り組むための理論と実践の
具体について学ぶ。

備　考

会場

○

講座名
【幼児教育　園経営研修】
保育の質を高める園のあり方｜一人一人の保育者が輝きつながり育ち合うタヺマとヨヺゾヺサチフ｜

講　師
白梅学園大学
　名誉教授　無藤　隆　氏

ｷｰﾜｰﾄﾞ

＜内容＞

リーダーシップ　調整力
職員の連携・協働体制の構築
保護者への対応

期日 9月27日(金)

＜プロフィール＞ ＜ねらい＞

・幼稚園長・保育所(園)長・認定こども園長・副園(所)長を対象とするが、園経営に関わる部長等の受講も可能とする。

育成をめざす資質・能力　授業改善

講座名 【小学校国語】学力向上研修＆小学校国語科＇

学校経営

３ 専門研修
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特別な配慮学習指導 ○素養

講座名

ＩＣＴ

・参加者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。

会場

生徒指導

会場

所属校

【中学校国語】
中学校＆国語科＇定期考査研修会｜めざす資質ヹ能力を育む授業につながる定期考査とは｜

8月19日(月)
ｷｰﾜｰﾄﾞ

育成をめざす資質・能力　指導と評価の一体化
授業改善

会場

中部総合事務所

研修番号１

講　師
大妻女子大学
　教授　樺山　敏郎　氏

＜プロフィール＞

備　考

【小学校社会】
子どもと社会をつなぐ授業づくり｜「問題解決のために話し合う」学習活動の充実をとおして｜

指標との関連

＜内容＞

講座名

＜ねらい＞

研修番号２ 10月10日(木)

講　師

期日

[講義]
　・問題解決的な学習過程を充実させた授業づくり

[講義・演習]
　・「問題解決のために話し合う」学習活動の充実をめざして

　社会的な見方・考え方を働かせた授業づくりについて理解を深
め、問題解決的な学習過程を充実させた授業づくりについて考える
ことをとおして、実践的指導力の向上を図る。

・小中学校課との共催とする。
・本研修は２回の研修への参加を基本とする。研修番号１に参加できない場合は、研修番号１の研修動画を視聴した上で、研修番
号２に参加する。
・研修番号１は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。

○研修番号１
[講義・演習]
　・学習指導要領における育成すべき資質・能力について
  　～活用を意識した作問のあり方～
○研修番号２
[講義・演習]
　・めざす資質・能力を育成する定期考査とは
 　 ～定期考査を授業改善につなげる～

指標との関連 素養

＜著書･論文　他＞

＜プロフィール＞

　学習指導要領における「指導と評価の一体化」の実現に向け、評
価についての理解を深め、授業及び定期考査の改善を推進する。

10月7日(月)

○個別最適な学びヹ協働的な学びを実現する「学びの文脈」学級ヹ授業ヹ学校づくりの
実践フョヱ(明治図書出版)2022
○読解¶記述　重層的な読みと合目的な書きの連動(教育出版)2022
○資質ヹ能力を育成する小学校国語科授業づくりと学習評価　知識ヹ技能　思考ヹ判
断ヹ表現　主体的に学習に取り組む態度(明治図書出版)2021
○平成０７年改訂小学校教育課程実践講座　国語(ぎょうせい)2017

2015-     現職
2006-2015 文部科学省国立教育政策研究所研究開発部教育課程研究センター
          学力調査官（兼）教育課程調査官
2003-2006 鹿児島県教育委員会指導主事
2000-2003 鹿児島県公立小学校教頭
〇2019,2022,2023鳥取県教育センター研修講師

○ 特別な配慮

ｷｰﾜｰﾄﾞ

＜内容＞

2018-　　 現職
2017-2018 東京学芸大学非常勤講師 兼務
1999-2018 東京学芸大学附属小金井小学校教諭
1992-1999 東京都公立小学校教諭

＜著書･論文　他＞

＜ねらい＞

所属校

ＩＣＴ

社会的な見方・考え方を働かせる
問題解決的な学習過程

学習指導 生徒指導

文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官
国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課
程調査官
　小倉　勝登　氏

備　考

○社会科授業づくりは「単元で考える」＆明治図書＇2023
○「見方ヹ考え方」を働かせて、「主体的に学習に取り組む態度」を育てる「指導と評価
の一体化」の具体がわかる[共著]＆明治図書＇2021
○社会科教師の授業ヹ学級づくり「仕掛け学」＆東洋館出版＇2020
○小学校社会指導シカラ大全[共著]＆明治図書＇2019
○小学校新社会科の単元％授業ムヅラ 平成０７年版学習指導要領 「見方ヹ考え方」
を働かせる協同的探究学習[共著]＆明治図書＇2018
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○高等学校地理歴史科公民科必履修科目オアデ(学事出版)2022

【高等学校地歴ヹ公民】
自ら学びたい、調べたいと思える授業づくり｜地理総合ヹ地理探究の授業を切り口として｜

10月7日(月)

指標との関連

備　考

素養

期日

備　考 ・参加者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細についは開催要項を参照する。

＜プロフィール＞

特別な配慮

会場

生徒指導

特別な配慮 ＩＣＴ

2020-      現職
2016-      文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官(併任)
2014-2016　国立教育政策研究所教育課程調査官（兼務）東京学芸大学教育学
           部講師
中学校・中高一貫校、高等学校に24年間勤務

　「指導と評価の一体化」の実現に向け、定期考査の見直しをとお
して思考力・判断力・表現力等を養う授業づくりについて考える。

育成をめざす資質・能力　指導と評価の一体化
授業改善

○高等学校地理歴史科公民科必履修科目オアデ[共著](学事出版)2022
○日本の歴史を原点から探る-地域資料との出会い-[共著]＆地方史研究協議会編文
学通信)2020
○能動的ヹ協働的な授業方法をどのように学修するのか-教員養成での実践-(中等社
会科教育研究)2015
○中高社会科への゠フルヺタ-社会科教師の専門性育成[共著](東京学芸大学出
版)2010
○東京都の誕生(歴史文化ョアピョヨヺ／１３＆吉川弘文館)2002 　等
○教育科学　社会科教育(明治図書)2019年10月｜連載中
○NHK Eツリ　「リカヅヨ」制作協力

[講義・演習]
　・思考力・判断力・表現力等を養う授業づくり
　　～定期考査のブラッシュアップをとおして～

[講師からの一言]
　中学校学習指導要領社会科では、三分野全ての項目に「課題を追
究したり解決したりする活動をとおして」資質・能力を育成するこ
とが求められている。ここでは、それを踏まえた学習指導と学習評
価について考える。定期考査は重要な評価機会であるが、唯一の機
会ではない。授業の中で抽出した場面や作業、単元末等の評価機会
などと組み合わせる中で，「課題を追究したり解決したりする活動
をとおし」た学習にとっての定期考査の役割とあり方について考え
る。

指標との関連 素養

＜著書･論文　他＞ ＜内容＞

＜ねらい＞

学習指導 ○

【中学校社会】
めざす資質ヹ能力を育む授業につながる定期考査とは｜思考ヹ判断ヹ表現の観点から考える｜

所属校9月10日(火)

ＩＣＴ ○

講　師

文部科学省初等中等教育局視学官
文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官
国立教育政策研究所教育課程研究センター教育課程調査官
　藤野　敦　氏

ｷｰﾜｰﾄﾞ

[講義・演習]
　・自ら学ぶ意欲を高める授業とは
　　～地理総合・地理探究の授業づくり～

〇

＜内容＞

・参加者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。

　地理的な見方・考え方を働かせて問いを追究し、主体的・対話的
で深い学びの充実を図るとともに、指導と評価のポイントを理解
し、実践的指導力を高める。

＜ねらい＞＜プロフィール＞

〇 生徒指導

会場

＜著書･論文　他＞

2020-　　 現職
2018–2019 茨城県立八千代高等学校教頭
2015–2017 茨城県教育研修センター指導主事
2008–2014 茨城県教育庁文化課文化財保護主事
2008–2014 茨城県立竹園高等学校教諭
2002–2007 茨城県立古河第三高等学校教諭
1994–2001 茨城県立岩井西高等学校教諭

所属校

学習指導

ｷｰﾜｰﾄﾞ
地理的な見方・考え方を働かせる
主体的・対話的で深い学び

講座名

講座名

講　師

国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課
程調査官
文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官
　中嶋　則夫　氏

期日
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特別な配慮 ＩＣＴ○

講座名

＜内容＞

学習指導 ＩＣＴ

ｷｰﾜｰﾄﾞ

　全国学力・学習状況調査の分析とともに、「主体的・対話的で深
い学び」の視点からの授業づくりについての理解を深め、小学校算
数科における指導力向上を図る。

【中学校数学】
中学校＆数学科＇定期考査研修会｜めざす資質ヹ能力を育む授業につながる定期考査とは｜

＜著書･論文　他＞

＜著書･論文　他＞

会場

育成をめざす資質・能力　授業改善

倉吉未来中心

指標との関連

備　考

＜プロフィール＞

講座名

○みんなができる算数授業づくり(光文書院)2019
○小学校算数　゠キツァピヹョヺドヱギを目指した授業展開(東洋館出版社)2016
○授業における「思考力ヹ判断力ヹ表現力」(東洋館出版社)2012
○教科調査官が語るこれからの授業 小学校―言語活動を生かし「思考力ヹ判断力ヹ
表現力」を育む授業とは(図書文化社)2012

生徒指導指標との関連 素養

8月8日(木)

国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部
　教育課程調査官　笠井　健一　氏

＜ねらい＞

2008-     現職
　　　    (併)文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官(命)国立
　　　　　教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部学力調査官
2007-2008 山形大学地域教育文化学部講師、山形大学大学院教育学研究科講
師
2005-2007 東京都日野市立日野第七小学校主幹
2004-2005 東京都日野市立日野第七小学校教諭
1998-2004 東京学芸大学教育学部附属小金井小学校教諭

素養 ○ 特別な配慮生徒指導

講　師

講　師
国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部
　学力調査官（併）教育課程調査官　伊吹　竜二　氏

・詳細については別途小中学校課から通知する。

期日

【小学校算数】学力向上研修＆小学校算数科＇

ｷｰﾜｰﾄﾞ
育成を目指す資質・能力　指導と評価の一体化
授業改善

研修番号１ 会場 所属校

研修番号２

6月21日(金)

会場 倉吉体育文化会館10月25日(金)

＜プロフィール＞

学習指導

＜ねらい＞

2021-     現職
2019-2021 高知市教育委員会学力向上推進室主任
2017-2019 高知県教育委員会小中学校課チーフ(学力向上担当)
2013-2017 高知県教育委員会小中学校課指導主事
2009-2013 高知県教育委員会東部教育事務所指導主事
2006-2009 香美市立鏡野中学校教諭
2003-2006 香南市立赤岡中学校教諭
1996-2003 香南市立野市中学校教諭
1995-1996 室戸市立室戸岬中学校教諭

　学習指導要領における「指導と評価の一体化」の実現に向け、評
価についての理解を深め、授業及び定期考査の改善を推進する。

＜内容＞

〇研修番号１
[講義・演習]
　・学習指導要領における育成すべき資質・能力について
　　～活用を意識した作問のあり方～」
〇研修番号２
[講義・演習]
　・自作問題を用いた改善策の検討

備　考

・小中学校課との共催とする。
・本研修は２回の研修への参加を基本とする。研修番号１に参加できない場合は、研修番号１の研修動画を視聴した上で、研修番
号２に参加する。
・研修番号１は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。
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ｷｰﾜｰﾄﾞ
単元をとおして育成をめざす資質・能力
指導と評価の一体化　授業づくり

【中学校理科】
めざす資質ヹ能力を育む授業につながる定期考査とは｜思考ヹ判断ヹ表現の観点から考える｜

東京農業大学
　教授　山口　晃弘　氏

○教材研究¶理科　観察ヹ実験、指導のホアヱテがわかる超実践オアデ　小学校ヹ中学
校＆明治図書＇2023
○理科でつくるイゥラパヺアヱギ＋幸福で充実した人生を送るための学び＋＆東洋館
出版社＇2023
○ふしぎウヱデリシ理科３年　確かめ方☆考える＆NHK出版＇2023
○ふしぎウヱデリシ理科２年　予想☆たてる＆NHK出版＇2023
○ふしぎウヱデリシ理科１年　ふしぎ☆見つける＆NHK出版＇2022
○理科の授業で大切なこと　Science　Fragrancerからの贈りもの＆東洋館出版社＇2022
○アョシテ図解ですっきりわかる理科＆授業づくり編＇＆東洋館出版社＇2022
○見方ヹ考え方を働かせる問題解決の理科授業＆明治図書＇2021
○理科の授業を形づくるもの＆東洋館出版社＇2020
○アョシテ図解ですっきりわかる理科＆東洋館出版社＇2019

Ｙ講義ヹ演習［
　ヹ観察ヹ実験による実感を伴っ た理解を深める授業づくり
　　｜主体的に問題を設定し科学的に解決する過程の工夫｜

ｷｰﾜｰﾄﾞ
観察・実験　問題解決の力
主体的に学習に取り組む態度
安全に配慮　ＩＣＴ活用

講座名

：著書ヹ論文　他＜ ：内容＜

○中学校理科がもっと楽しくなる／人／台端末の活用[編著]＆東洋館出版社＇2023
○アョシテで見る全活動ヹ全行事の学級経営のすべて　中学校／年[編著]＆東洋館出版
社＇2023
○中学校理科「主体的に学習に取り組む態度」の学習評価完全オアデピチキ[編著]
＆明治図書出版＇2022
○中学校理科指導シカラ大全[編著]＆明治図書出版＇2022
○板書で見る全単元ヹ全時間の授業のすべて８理科中学校／｜１年Ｙ共編著［＆東洋館
出版社＇2021
○新１観点の学習評価完全オアデピチキ中学校理科８評価事例&ツシテ問題例が満
載![編著]＆明治図書出版)2021
○中学校理科室ネヱデピチキ : 理科好きを育てる魅力ある授業を目指して[編著]＆大
日本図書＇2021
○令和１年度版理科の世界[共著]＆大日本図書＇
○新学習指導要領対応!中学校「理科の見方ヹ考え方」を働かせる授業Ｙ共編著［＆東
洋館出版社＇2017

Ｙ講義ヹ演習［
　ヹ思考力ヹ判断力ヹ表現力等を養う授業づくり
　　｜定期考査のピョチサャ゠チフをとおして｜

備　考 ・参加者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。

＜ねらい＞

2023-　　 現職
2021　　　全国中学校理科教育研究会顧問
2020　　　全国中学校理科教育研究会会長
2014-2020 東京都公立中学校校長
2017　　　文部科学省学習指導要領等改善検討協力者
2015　　  東京都中学校理科教育研究会事務局長
2011　　  国立教育政策研究所評価規準、評価方法等の工夫改善に関する調
査
          研究協力者
2005　　　文部科学省中央教育審議会教育課程部会理科専門部会委員
1984-　　 東京都公立中学校

　「指導と評価の一体化」の実現に向け、定期考査の見直しをとおして思考
力ヹ判断力ヹ表現力等を養う授業づくりについて考える。

学習指導 ○ ○

＜プロフィール＞

ＩＣＴ

2022-     現職（人間発達文化学類）
2016-2022 文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官
2015-2016 福島県教育庁義務教育課指導主事
2013-2015 福島県公立小学校教頭
2011-2013 福島県教育センター指導主事
2002-2011 福島大学附属小学校教諭
1991-2002 福島県公立小学校教諭
○2019,2023鳥取県教育センター研修講師

　観察ヹ実験の実践的指導力を身に付けるとともに観察ヹ実験の実技をとお
して問題解決の力の育成をめざす理科の授業について学ぶ。

生徒指導 特別な配慮

講座名

講　師

指標との関連 素養

○

備　考

素養 ○ 生徒指導

＜著書･論文　他＞ ＜内容＞

ＩＣＴ

講　師

＜プロフィール＞ ＜ねらい＞

会場期日

学習指導 特別な配慮指標との関連

9月6日(金)

期日 11月8日(金) 会場 所属校

中部会場

福島大学
　准教授　鳴川　哲也　氏

【小学校理科】観察ヹ実験っておもしろい｜問題解決の力を養う授業へ｜

79



生徒指導 特別な配慮 ＩＣＴ

国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部
　教育課程調査官　渡邊　茂一　氏

ｷｰﾜｰﾄﾞ

期日 7月8日(月)

・参加者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。

　学習指導要領における内容のまとまり「Ｄ情報の技術」について
の理解を深め、中学校で行われている様々な授業実践や現状と課題
について学ぶ。

講座名
【中学校技術】
「情報の技術」の授業づくり｜小学校フルギョポヱギ教育、高等学校情報₾との連携を意識して｜

講　師

備　考

会場

＜ねらい＞

国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官
文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官
情報教育振興室教科調査官

特別な配慮 ＩＣＴ ○

ｵｮﾚｮﾂﾜ

○ 生徒指導

主体的・対話的で深い学び　科学的に探究する力
探究の過程　見いだして理解する
関連づけて理解する　振り返りの視点

崇城大学
　准教授　溝上　広樹　氏

学習指導要領　題材計画の作成　社会の発展と技術
情報の技術

指標との関連 〇

所属校

〇

＜著書･論文　他＞ ＜内容＞

○自動機械のひみつ理科でフルギョポヱギ＆角川゠シカヺ総合研究所/汐文社＇2021
○創作のしれん国語ヹ社会ヹ図工ヹ音楽ヹ家庭科でフルギョポヱギ＆角川゠シカヺ総合研
究所/汐文社＇2021
○正多角形のなぞ算数でフルギョポヱギ＆角川゠シカヺ総合研究所/汐文社＇2021

[講義・演習]
　・「情報の技術」の授業づくり
　　 ～小学校プログラミング教育、高等学校情報Ⅰとの
     連携を意識して～

：著書ヹ論文　他＜ ：内容＜

○「理科と評価」歴史総合の授業と評価のヅゴアヱ＆清水書院＇2023
○「1人1台端末を利用した高校生物における看図゠フルヺタ授業実践」 全国看図゠
フルヺタ研究会研究誌 vol.12 pp.3-9 2022
○サヨヺジ学びとパヺアヱギ 1.いま授業とは、学校とは何かを考えるＹ特別寄稿［＆りょう
ゆう出版＇2022
○「生徒が疑問や質問を出し合う対話を軸にした学びで、自律的学習者を育てる」
VIEW21＆プニチス教育総合研究所／．月号＇2020
○「対話を重視した学びの中で知識を整理させながら、教科の枠を超えた生きる力を
養う」VIEW21＆プニチス教育総合研究所６月号＇2017

[講義・演習]
　・生徒が自ら探究する高等学校理科の授業デザイン

素養 学習指導

＜プロフィール＞

指標との関連 素養 学習指導

備　考 ・参加者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。

＜プロフィール＞ ＜ねらい＞

2024-　　 現職
2022-2023 熊本県公立高等学校指導教諭
2009-2022 熊本県公立高等学校教諭
東京理科大学第２回理科の授業者大賞　最優秀賞（令和５年１２月）
令和４年度文部科学大臣優秀教職員表彰　受賞
令和３年度熊本県教育功労（優秀教職員）表彰　受賞

　生徒が自ら課題を発見し、科学的に探究する力を育成する授業デ
ザインについて学ぶ。

講座名 【高等学校理科】「知りたいㅯ」をつなげる、探究心を高める授業ヅゴアヱ

期日 9月17日(火)

講　師

会場 所属校
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ＩＣＴ

＜著書･論文　他＞ ＜内容＞

特別な配慮

生徒指導 特別な配慮 ＩＣＴ

[演習・協議]
　・本物と出会い、問いを立てる

[講義]
　・作品の向こうに見えるもの
　  ～洗剤付き金属タワシの箱の価値とは？～

備　考
【全教科／対話による深い学び】研修（９月１２日開催）との連続した参加を推奨する。
演習は、県立博物館（県立美術館）の所蔵作品を用いて行う。

＜プロフィール＞ ＜ねらい＞

　鑑賞教育の充実をめざして、県立美術館のコレクション活用の可
能性を探り、鑑賞授業の新たなアイデアや学校と美術館のよりよい
連携のあり方を考える。

指標との関連 素養 学習指導 ○ 生徒指導

講座名
【中学校ヹ高等学校美術】
どう料理する＝ㅯ県立美術館新ケリキサュヱ 《ピヨルヹペチキシ》｜本物との出会いをとおして｜

講　師
県立博物館／美術館整備局
　学芸員・専門員

ｷｰﾜｰﾄﾞ
鑑賞教育の充実　美術館や博物館との連携
造形的な見方・考え方　主体的・対話的で深い学び

期日 8月6日(火) 会場 県立博物館

＜著書･論文　他＞ ＜内容＞

○文部科学省検定済小学校音楽教科書「小学生の音楽」[共著](教育芸術社)2024
○文部科学省検定済中学校音楽教科書「中学生の音楽」[共著](教育芸術社)2021
○こどものためのヒ゠ヌ曲集「黒猫キルのとおりみち」(ォロア出版)2022
○第６１回ＬＦＩ全国学校音楽ケヱキヺラ高等学校の部課題曲「次元」(ＬＦＩ出
版)2016　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他多数

[講義・演習]
　・音楽に対する感性を働かせる合唱

備　考

＜プロフィール＞ ＜ねらい＞

2022-　　 エリザベト音楽大学講師
2011-　　 東京都立総合芸術高等学校講師
2010-　　 聖心女子大学講師
2019-2020 武蔵野音楽大学講師
2015-2018 文教大学講師
2015-2016 聖徳大学講師
2012-2015 桐朋学園大学講師
2011-2014 東京藝術大学助手

　音楽に対する感性を働かせながら、思いや意図を表現することを
とおして、合唱の魅力を体感し、授業づくりの充実につなげる。

指標との関連 素養 学習指導 ○

講　師
作曲家
　三宅　悠太　氏

ｷｰﾜｰﾄﾞ
育成をめざす資質・能力　音楽的な見方・考え方
感性　思いや意図

期日 9月3日(火) 会場 中部会場

講座名 【小学校音楽】音楽に対する感性を働かせる合唱の体験ㅯ｜歌い、合わせて、響き合う｜
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特別な配慮 ＩＣＴ

生徒指導 特別な配慮 ＩＣＴ

指標との関連 素養

備　考 ・参加者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。

＜プロフィール＞ ＜ねらい＞

2013- 　　現職
2004-2013 広島大学大学院教育学研究科准教授
1998-　　 長崎大学大学院教育学研究科助教授
1994-     倉敷市立短期大学服飾美術学科講師・助教授
1989-　　 広島大学大学院教育学研究科助手
小学校学習指導要領（家庭編）改善協力者（2006～2008）

　育成をめざす資質・能力について理解を深め、学習過程の充実を
図るとともに、指導と評価のポイントを理解し、実践的指導力を高
める。

＜著書･論文　他＞ ＜内容＞

○小学校学習指導要領解説家庭編 平成０．年６月(東洋館出版社)2008
○平成０．年改訂小学校教育課程講座家庭(ぎょうせい)2008
○教育実践力をつける家庭科教育法(大学教育出版)2018

[講義・演習]
　・問いから始まる授業づくり
　　～生徒の学びの質を高めるための授業の工夫～

学習指導 ○ 生徒指導

講座名
【中学校ヹ高等学校家庭】問いから始まる授業づくり｜問題を見出して課題を設定する力を育む授業とは
｜

講　師
広島大学
　教授　鈴木　明子　氏

ｷｰﾜｰﾄﾞ
問題を見出し、課題を設定する力
指導と評価の一体化　中高の系統性

期日 10月29日(火) 会場 所属校

＜著書･論文　他＞ ＜内容＞

[講義・演習]
　・水中で脱力するための効果的な指導方法について
　・水中に顔をつけることに不安のある児童生徒への効果的な指
　　導方法について
　・水中で息を吐いたり、浮いて呼吸をしたりする方法を習得す
　　るための指導方法について
　・「伏し浮き」及び「け伸び」の正しい姿勢を習得するための
　　指導方法について

備　考

＜プロフィール＞ ＜ねらい＞

　水遊び・水泳運動についての基本的知識や指導方法を学ぶととも
に、安心・安全を確保しながら児童生徒の主体性を引き出す指導に
ついて考え、実技をとおして実践的指導力を高める。

指標との関連 素養 学習指導 ○

講座名
【小学校ヹ中学校ヹ高等学校体育】
効果てきめんㅯすべての児童生徒が楽しさや喜びを味わえる水遊びヹ水泳運動の効果的な指導法と
はㅯ＝｜安心ヹ安全な水遊びヹ水泳運動の学習の実施に向けて｜

講　師
（公益財団法人）
　日本スポーツ協会公認水泳コーチ

ｷｰﾜｰﾄﾞ

実技指導（水遊び・水泳運動）
意欲の向上、主体性
脱力、呼吸、浮く、け伸び、ストリームライン
安心・安全

期日 6月24日(月) 会場 県営東山水泳場屋内プール
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特別な配慮 ＩＣＴ ○

ＩＣＴ ○

＜著書･論文　他＞

＜著書･論文　他＞ ＜内容＞

○これからの情報科の指導について常に考え続けるということ＆東京都高等学校情報
教育研究会＇2014
○新版　情報？　教授資料＆教育出版＇2007　他多数

[講義]
　・情報科「情報Ⅰ」で生徒に身に付けさせたい資質・能力

[演習・協議]
　・情報社会に主体的に参画する資質・能力を育成する「情報Ⅰ」
    の授業づくり

備　考 ・参加者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。

＜プロフィール＞ ＜ねらい＞

2021-　　 現職
2020-2021 東京都立中学校副校長
2015-2020 東京都学校経営支援センター学校経営支援主事
2011-2015 公立中等教育学校主幹教諭
2005-2009 公立高等学校教諭

　情報科「情報Ⅰ」における、情報活用能力を育むための主体的対
話的な深い学びとなる授業づくりの実現をめざす。

指標との関連 素養 学習指導 ○ 生徒指導

講座名 【高等学校情報₾】情報活用能力を育む「情報₾」の学び

講　師
国立教育政策研究所
　教育課程調査官　田﨑　丈晴　氏

ｷｰﾜｰﾄﾞ 情報科「情報Ⅰ」　情報活用能力　授業づくり

期日 6月11日(火) 会場 所属校

＜内容＞

○実例でわかる 英語シヒヺカヱギツシテ作成オアデ[分担執筆]＆大修館書店＇2022
○くわしい 中／英語[分担執筆]＆文英堂＇2021
○NHK基礎英語 書いて確認 ／週間でボシソヺ 中1の英文法Ｙ監修［＆NHK出版＇2021
○音声DL BOOK アョシテで覚える中／の英単語３．．Ｙ監修［＆NHK出版＇2020
○／週間で仕上げる中０の英文法Ｙ監修［＆NHK出版＇2018
○NHK基礎英語０ ／４日間完全ボシソヺ!書き込み式ロヺキピチキ 夏の総まとめ編Ｙ監
修［＆NHK出版＇2017
○小ヹ中の授業をつなぐ!教室英語使い方オアデ&ビリヺジ集＆明治図書＇2010
○聞くヹ話すヹ読むヹ書く２技能を高める!ケポャドォツァヲヹロヺキ１５＆明治図書＇2008

[講義・演習]
　・必然性のある言語活動と効果的なデジタル教科書の活用を
　　踏まえた授業づくり

備　考 ・参加者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。

＜プロフィール＞ ＜ねらい＞

2018-     現職
2009-2017 宇都宮大学教育学部附属中学校教諭
2004-2008 宇都宮市公立中学校教諭
2001-2003 在フィリピン日本人大使館附属マニラ日本人学校教諭
1994-2000 宇都宮市公立中学校教諭
○2017,2018 NHKラジオ｢基礎英語2｣講師
○2019      NHKラジオ｢基礎英語1｣講師
○2019,2021,2022,2023鳥取県教育センター研修講師

　小学校外国語において育成をめざす資質・能力について理解を深
め、必然性のある言語活動とデジタル教科書の効果的な活用を取り
入れた授業づくりを学ぶことをとおして実践的指導力の向上を図
る。

生徒指導 特別な配慮

会場 所属校

指標との関連 素養 学習指導 ○

講座名 【小学校外国語活動ヹ外国語】Let’ｑ　Ｒｐｗㅯ必然性のある言語活動と効果的なヅザソラ教科書の活用

講　師
宇都宮大学
　助教　田村　岳充　氏

ｷｰﾜｰﾄﾞ
学習指導要領　必然性のある言語活動
デジタル教科書の効果的な活用

期日 10月8日(火)
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生徒指導 特別な配慮 ＩＣＴ○

＜著書･論文　他＞ ＜内容＞

〇高校教師のための「探究学習」オアデピチキ＆明治図書＇2024
〇英語テヨエヹヅァシォチサュヱ指導オアデピチキ＆明治図書＇2022
〇英語ヨツヨヱギ％サュヺテヹフリズヱツヺサュヱ指導オアデピチキ＆明治図書＇2022
〇至極の英語授業づくり％活動゠アヅ゠＆明治図書＇2022
〇改訂版　高校教師のための学級経営１４３日のハヺビゥキテオアデ＆明治図書＇2022
〇中学ヹ高校英語 ョアツァヱギ指導＆学陽書房＇2020
〇中学ヹ高校 英語シヒヺカヱギ指導＆学陽書房＇ 2018

[講義・演習]
　・授業が変わる!高校英語「話すこと」の指導と評価
　　～効果的なフィードバックや足場架けを考える～

備　考 ・参加者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。

講座名 【高等学校英語】授業が変わるㅯ高校英語「話すこと」の指導と評価

＜プロフィール＞ ＜ねらい＞

2009- 現職
      福山市立福山中学校教諭
      庄原市立東城中学校教諭

　話すことの指導と評価についての理解を深めるとともに、効果的
なフィードバックや足場架けを考えることで、段階的な指導を踏ま
えた授業づくりについて学ぶ。

指標との関連 素養 学習指導

ｷｰﾜｰﾄﾞ
「話すこと」の指導と評価　段階的な指導
効果的なフィードバック
足場架け（スキャフォールディング）

講　師
福山市立福山中・高等学校
　教諭　上山　晋平　氏

期日 6月21日(金) 会場 所属校

講座名
【中学校英語】
中学校＆英語科＇定期考査研修会｜めざす資質ヹ能力を育む授業につながる定期考査とは｜

講　師
島根大学
　准教授　猫田　英伸　氏

ｷｰﾜｰﾄﾞ
育成を目指す資質・能力　指導と評価の一体化
授業改善

研修番号１ 6月14日(金)

学習指導 ○ 生徒指導

会場 所属校

研修番号２ 10月18日(金) 会場 中部会場

特別な配慮 ＩＣＴ

＜プロフィール＞ ＜ねらい＞

指標との関連 素養

2022-　　 現職
2018-2021 島根大学学術研究院教育学系准教授
2011-2017 島根大学教育学部准教授
2009-2010 島根大学教育学部講師
2008-　　 広島大学大学院教育学研究科助教

　学習指導要領における「指導と評価の一体化」の実現に向け、評
価についての理解を深め、授業及び定期考査の改善を推進する。

＜著書･論文　他＞ ＜内容＞

〇教師教育講座　中等英語教育＆協同出版＇2014
〇新しい小学校英語科教育法＆協同出版＇2013
〇新しい学びを拓く　英語科授業の理論と実践＆ポニラヲゟ書房＇2009

○研修番号１
[講義・演習]
　・学習指導要領における育成すべき資質・能力と評価の
　　３観点の関連①
    ～サンプル問題を用いた改善策の検討～
○研修番号２
[講義・演習]
　・学習指導要領における育成すべき資質・能力と評価の
　　３観点の関連②
    ～自作問題を用いた改善策の検討～

備　考

・小中学校課との共催とする。
・本研修は２回の研修への参加を基本とする。研修番号１に参加できない場合は、研修番号１の研修動画を視聴した上で、研修番
号２に参加する。
・研修番号１は所属校でWeb会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。
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○ 特別な配慮 ＩＣＴ

生徒指導 ○ 特別な配慮 ＩＣＴ

＜著書･論文　他＞ ＜内容＞

○初等教育資料「学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育の要としての道徳科の
推進ヹ充実」(東洋館出版＇2023
○道徳教育を充実させる多様な支援[共著](学文社)2021
○小学校 中学校 納得と発見のある道徳科-「深い学び」をつくる内容項目のホアヱテ-
(日本文教出版)2020

[講義・演習]
　・「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業をめざして
　　　～発問づくり～

＜著書･論文　他＞ ＜内容＞

○令和３年度道徳教育推進研修 講義題 「道徳教育のボニザミヱテについて」 「特別
の教科 道徳の指導と評価」 「道徳科の指導ヹ助言の在り方」
○ＬＧＲＱヹ南九州フョチテビェヺマ(鹿児島大学ヹ熊本大学)ケョペ研修「ポデラヨヺゾヺボ
ニザミヱテ能力育成フルギョマ」 講義題  「全教育活動における道徳教育」

[講義]
　・学校における道徳教育と道徳科の授業づくり

備　考
・参加者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。
・新任道徳教育推進教師研修と合同開催とする。

＜プロフィール＞ ＜ねらい＞

2023-　　 現職
2021-2023 鹿児島県姶良市立姶良小学校学校長
2018-2021 鹿児島県教育庁義務教育課指導主事・主任指導主事
2017-2018 独立行政法人教職員支援機構チーフ・研修プロデューサー
2015-2017 独立行政法人教員研修センター主任指導主事

　学校における道徳教育と道徳教育の要となる道徳科のつながりを
理解し、児童生徒が「考え、議論する」道徳科の授業づくりについ
て学ぶ。

指標との関連 素養 学習指導 ○

講座名 【小学校ヹ中学校道徳②】学校における道徳教育と道徳科の授業づくり

講　師
文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官
国立教育政策研究所教育課程研究センター教育課程調査官
　堀田　竜次　氏 ｷｰﾜｰﾄﾞ

考え、議論する道徳　道徳教育と道徳科
道徳教育の要　物事を多面的・多角的に考える道徳

期日 6月18日(火) 会場 所属校

備　考 ・参加者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。

＜プロフィール＞ ＜ねらい＞

文部科学省『小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編』作成協力者
文部科学省「道徳教育に係る評価の在り方に関する専門家会議」委員
中央教育審議会専門委員（初等中等教育分科会道徳教育専門部会）
小学校教諭、奈良県立教育研究所を経て、畿央大学教育学部教授

　「考え、議論する道徳」について理解し、発問づくりをとおし
て、道徳科における「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた
実践的指導力の向上を図る。

指標との関連 素養 学習指導 ○ 生徒指導

講座名 【小ヹ中学校道徳①】　「深い学び」を実現する道徳科の授業づくり｜発問づくりをとおして｜

講　師
畿央大学
　教授　島　恒生　氏

ｷｰﾜｰﾄﾞ
考え、議論する道徳　多面的・多角的
自分を見つめる　発達段階に応じた指導
発問づくり

期日 9月2日(月) 会場 所属校
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期日

〇 生徒指導

講座名 【高等学校総合的な探究の時間】「探究的な学びの実現に向けた協働ヹ共創フルザゥキテ」

ＩＣＴ

研修番号２ 期日

総合的な探究の時間の実践事例から、所属校での取組を考え、探究の可能性を探る。

[講義・協議]
　・探究する生徒ってどんな姿！？

会場

指標との関連

6月28日(金) 所属校

素養

研修番号１

指標との関連 特別な配慮

所属校

ＩＣＴ

＜研修内容＞ ＜講師＞

[講義・報告・協議]
　・実践からの学びをどう生かす？

東京学芸大学
　教授　西村　圭一
　准教授　藤村　祐子

研修番号４ 期日

会場

指標との関連 素養 学習指導

＜ねらい＞

研修番号３

[講義・協議]
　・探究的な学びをどう広げていくか！？

東京学芸大学
　教授　西村　圭一
　准教授　藤村　祐子
　特命教授　長尾　篤志

会場

指標との関連

2月10日(月) 所属校

特別な配慮

＜ねらい＞ 自校に探究を広げていくために、講義や協議、リフレクションを基に、生徒の学びの可能性を改めて考え、来年度の実践に生かす。

＜ねらい＞ 探究的な学びに向かう生徒の姿について、講義や協議をとおして考え、探究に対する認識を問い直し、所属校での実践に生かす

＜研修内容＞ ＜講師＞

学習指導 特別な配慮

東京学芸大学
　教授　西村　圭一
　准教授　藤村　祐子

8月8日(木) 所属校

素養 学習指導 〇 生徒指導

会場

11月22日(金)期日

＜ねらい＞

　他教科・科目において行われる探究を実現するために、総合的な探究の時間との共通点や相違点を探り、他教科・科目で行う探
究の意義や価値について考える。

＜研修内容＞ ＜講師＞

[講義・協議]
　・他教科・科目で探究するとは！？

東京学芸大学
　教授　西村　圭一
　准教授　藤村　祐子

〇 生徒指導 特別な配慮 ＩＣＴ

学習指導 〇 生徒指導素養

備　考
・複数の県との共同開催とする。
・参加者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。
・全４回を受講することが望ましいが、希望する回のみの受講も可能とする。

ＩＣＴ

＜研修内容＞ ＜講師＞
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特別な配慮

＜内容＞

○

＜著書･論文　他＞ ＜内容＞

〇商業科教育法 : 理論と実践Ｙ編著［＆東京法令出版＇2021
〇文科省検定済高等学校商業科用教科書 商業５．０『パザニシ基礎』　同　商業５．３
『パザニシヹケポャドクヺサュヱ』Ｙ共著［＆東京法令出版＇2022
〇「高等学校学習指導要領解説」 商業編Ｙ協力［＆実教出版＇2021
〇「観光パザニシ」の授業に関する検討＆商業教育論叢＇2024
〇「見方ヹ考え方を働かせる授業ムヅラ」＆商業教育論叢＇2023
〇「いま、求められている授業づくり」＆北海道商業教育４１号＇2021　他

[講義・演習]
　・商業の見方・考え方を働かせる授業モデルの構築
　　～新たな商業教育の学びをめざして～

生徒指導 ○ 特別な配慮 ＩＣＴ

ＩＣＴ

＜著書･論文　他＞

指標との関連 素養 学習指導

備　考 ・参加者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。

＜プロフィール＞ ＜ねらい＞

2023-　　 現職
2020-2023 宮崎産業経営大学経営学部准教授
2017-2020 岡山県立大学地域共同研究機構コーディネーター
1981-2017 岡山県立高等学校教諭・指導教諭

　学習指導要領の位置づけや構造、商業科の各科目について指導方
法や評価方法などを理解するとともに、「主体的・対話的で深い学
び」の実現に向けた高等学校商業の授業づくりについて学ぶ。

○ 生徒指導

講　師
宮崎産業経営大学
　教授　笠木　秀樹　氏

ｷｰﾜｰﾄﾞ
主体的・対話的で深い学び　新学習指導要領
商業の見方・考え方

期日 10月4日(金) 会場 所属校

○特別活動で学校が変わる!(小学館)2021
○特別活動で日本の教育が変わる!｜特活力で、自己肯定感を高める｜(小学
館)2020
○特別活動ヹカメヨ゠教育 楽しい学校生活 第／学年｜第４学年(文溪堂)2018
○次代を創る資質ヹ能力の育成と特別活動(ぎょうせい)2017
○平成０７年版 小学校新学習指導要領の展開 特別活動編(明治図書)2017
○特別活動の教育技術(小学館)2013

[講義]
　・特別活動をとおして育成をめざす資質・能力

[講義・協議]
　・特別活動の特質と生徒指導の充実

・参加者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。

講座名 【高等学校商業】これからの授業を考えるためのバヱテが満載ㅯ｜魅力ある授業を展開するために｜

備　考

＜プロフィール＞ ＜ねらい＞

2015-　　 現職
2004-2015 教科調査官を経て視学官
2001-2004 さいたま市教育委員会
1998-2001 浦和市教育委員会
1980-1998 埼玉県公立小学校教諭

　特別活動の特質と生徒指導の充実との関わりを考えることをとお
して、特別活動の実践的指導力の向上を図る。

指標との関連 素養 学習指導 ○

講座名
【小学校ヹ中学校特別活動】
「特別活動¶生徒指導ヹ学級経営」｜生徒指導ヹ学級経営の視点から特別活動の意義を考える｜

講　師
國學院大學
　教授　杉田　洋　氏

ｷｰﾜｰﾄﾞ
生徒指導提要改訂　自発的、自主的な活動
互いを尊重し合う　自己存在感

期日 6月11日(火) 会場 所属校
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特別な配慮

生徒指導 特別な配慮 ＩＣＴ

生徒指導 ＩＣＴ

＜著書･論文　他＞ ＜内容＞

〇美術館20周年記念企画展「ロヺラデヹキョシラヺマ８現代゠ヺテの国語ヹ算数ヹ理科ヹ
社会」＆2023、森美術館＇
〇M）＆香港＇との共催サヱホザイマ「M+アヱソヺトサュトラ¶森美術館「美術館の『ケ
リキサュヱ』を考える」＆2019＇など、国際サヱホザイマのケヺヅァニヺテを担当
〇ツヺテヹ゠ザ゠太平洋ヨコヺタスヱソヺ＆ルヱデヱ＇との共催サヱホザイマ「テョイボと
ヤヺテヒ゠」＆2014、森美術館＇
〇「六本木キルチサヱギ2013８゠イテヹエピヹゾイテ展」関連フルギョマ「ヅァシォヺサピヹフ
ョチテベヺマ」＆2013-2014、森美術館＇の企画ヹ運営
〇鴻池朋子のロヺキサュチフヹフルザゥキテ「六森未来図」＆2007‐2008、森美術館＇

[講義・演習]
　・アートがもたらす対話で新たな自分に出会う
    ～美術館のラーニング・プログラムは、教育に何を
    もたらすか～

備　考 ・講義・演習は、県立博物館の新コレクション　アンディ・ウォーホルの《ブリロ・ボックス》も用いる。

＜プロフィール＞ ＜ねらい＞

2017- 現職
※2003年より森美術館パブリックプログラム・アシスタントとして勤務 森美
術館の展覧会に関連するシンポジウム、ワークショップ、アクセスプログラ
ム、学校プログラムなど、ラーニング・プログラムの企画・運営を行う。ま
た、「手話ツアー」「耳でみるアート」などのラーニング・プログラムの企
画・運営を行うほか、日本財団DIVERSITY IN THE ARTS企画展「ミュージア
ム・オブ・トゥギャザー」で障がいのある方と鑑賞を楽しむアクセス・アー
ト・プログラムを担当。THEATRE for ALLの公募事業の審査員も務める。
2006  武蔵野美術大学大学院修了

　それぞれの関心や知識、経験を共有し合い、双方向に学び合う
「ラーニング」という考え方や美術館での実践を学ぶことをとおし
て、これからの時代に求められる「子どもたちに育むべき力」につ
いて、教科等横断的な視点に立って考える。

指標との関連 素養 学習指導 ○

講座名
【全教科－対話による深い学び】゠ヺテがもたらす対話で新たな自分に出会う
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　｜美術館のョヺドヱギヹフルギョマは、教育に何をもたらすか｜

講　師
森美術館
　アソシエイト・ラーニング・キュレーター
  白木　栄世　氏 ｷｰﾜｰﾄﾞ

ラーニング（学び）　対話　共有
教科等横断的な学び

期日 9月12日(木) 会場 県立博物館

＜著書･論文　他＞ ＜内容＞

○現場で役立つ!教育ヅヺソ活用術　ヅヺソの収集ヹ分析ヹ活用まで[共著](日本評論
社)2023
○埼玉県が進める「新学力調査」は何が凄いのか　パチギヅヺソでわかる良い教師の
条件とは?[共著](東洋経済エヱョアヱ)2018
○教育公務員特例法等の一部を改正する法律(平成０６年法律第６５号)(雅粒社)2017
○平成０６年改正　教育公務員特例法等の一部改正の解説｜学校教育を担う教員の
資質能力向上をめざして｜[共著](第一法規)2017
○改正教育公務員特例法に基づく指針、指標、教員研修計画及び協議会等につい
て｜政令及び大臣指針のホアヱテ｜(ザゾア社)2017

備　考
・小中学校課との共催とする。
・詳細については別途小中学校課から通知する。

＜プロフィール＞ ＜ねらい＞

2023-　　 現職
2021-2023 文部科学省高等教育局国立大学法人支援課企画官（併）大学改革
官
2018-2021 在米国日本大使館一等書記官
2017-2018 文化庁文化部芸術文化課文化活動振興室長心得
2016-2017 文部科学省初等中等教育局教職員課課長補佐（併）教員育成指標
専門官
2015-2016 同（併）教員養成カリキュラム開発専門官
2013-2015 埼玉県教育局市町村支援部義務教育指導課長
2012-2013 埼玉県教育局総務部教育政策課副課長

　とっとり学力・学習状況調査の意義や効果的な活用方法について
理解を深め、教育データを学校経営に生かす方法等について理解
し、学校経営への活用に資する。

指標との関連 素養 ○ 学習指導 ○

講座名 【全教科－ボニザミヱテ】とっとり学力ヹ学習状況調査を活用した学校ボニザミヱテ研修会

講　師
文部科学省大臣官房人事課
　人事企画官（併）副長　大江　耕太郎　氏

ｷｰﾜｰﾄﾞ

期日 未定 会場 未定
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・定員は４０名とする。
・令和５年度専門研修「ＩＣＴ活用教育①(１コマ授業設計編)」と同じ内容となる。

＜プロフィール＞

＜著書･論文　他＞

特別な配慮 ＩＣＴ ○

特別な配慮 ＩＣＴ ○

【ICT活用教育①＆Classroomを活用した授業づくり＇】情報活用能力を育む／ケボの授業づくり

西部会場

（３）情報教育

　　　※Google WorkspaceとはGoogle Workspace for Educationのことを指す。
  　　　WorkspaceアプリとはGoogle Workspace for Educationアプリのことを指す。

Google Classroom　授業づくり

　Google Classroomを中心にWorkspaceアプリを効果的に活用し、児
童生徒の情報活用能力を育成する１コマの授業設計力を身につけ
る。

ｷｰﾜｰﾄﾞ

会場

講　師
Google合同会社講師
教育センター指導主事

Ａ日程 6月18日(火) 会場 教育センター

○ 生徒指導

9月9日(月)Ｂ日程

指標との関連 素養 学習指導

＜内容＞

[講義・演習]
　・授業におけるGoogle Classroomを中心にしたGoogle Workspace
　　アプリの活用

[演習]
　・Google Classroomを中心とした児童生徒の情報活用を育成する
　　１コマの授業づくり

備　考

＜ねらい＞

＜著書･論文　他＞ ＜内容＞

○改訂版　学びの技　／２歳からの探究ヹ論文ヹフリズヱツヺサュヱ＆玉川大学出版部＇
2023
〇探究トパ(Benesse)
〇高校生の探究的な学習を支援する探究学習態度尺度の開発と探究学習態度ソア
フの分類の試み＆教育情報研究＇2022
〇「総合的な探究＆学習＇の時間」におけるキョイデ活用の利点と教員に求められるシカ
ラの検討　｜「総合的な探究の時間」の実践と評価の考察から｜＆日本学校教育学会
年報＇2022　他

[講義・協議]
　・実践例から学ぶ、教科等を横断した探究的な学習

[講義・演習]
　・教科等を横断した探究的な学びを意識した単元設計

備　考 ・定員は５０名とする。

講座名

＜プロフィール＞ ＜ねらい＞

2021-　   現職
2017-2020 桐蔭学園中等教育学校/高等学校教諭（探究統括主任）
2017      東北大学大学院情報科学研究博士課程修了、博士(情報科学)取得
 　 -2016 玉川学園高学年（中３～高３）教諭（情報科教科主任）
文部科学省 高等学校情報科オンライン学習会 司会進行、GIGAスクール構想
×探究学習、学校ＤＸ戦略アドバイザー

　将来の変化を予測することが困難な時代を前に、子どもたちが実
社会での問題に気付き、解決を図るために、情報活用能力の育成を
めざした教科等を横断した探究的な学習のあり方を考える。

指標との関連 素養 学習指導 ○ 生徒指導

講座名 【全教科－教科等横断的な学習】教科等を横断した探究学習｜児童生徒が自走する探究へ｜

講　師
東京学芸大学
　准教授　登本　洋子　氏

ｷｰﾜｰﾄﾞ 教科横断的な学び　探究的な学習　情報活用能力

期日 9月13日(金) 会場 教育センター

89



＜著書･論文　他＞

＜プロフィール＞

＜著書･論文　他＞

指標との関連 素養 ○ 学習指導

＜プロフィール＞

特別な配慮

ｷｰﾜｰﾄﾞ
情報活用能力　Workspaceアプリ　探究的な学び
連続性　指導と評価の一体化

教育センター

ＩＣＴ

ＩＣＴ ○

＜ねらい＞

　Workspaceアプリを効率よく活用し、授業以外の校務効率化に向け
た応用スキルの習得をめざす。

特別な配慮

＜内容＞

[講義・演習]
　・校務で使えるGoogle Workspace 活用のコツと実践

備　考
・定員は４０名とする。
・令和５年度専門研修「ＩＣＴ活用教育③(校務活用編)」と一部同じ内容となる。
・Workspaceアプリの基本操作ができる者を対象とする。

生徒指導

Google合同会社講師
教育センター指導主事

ｷｰﾜｰﾄﾞ

期日 10月28日(月) 会場 教育センター

＜内容＞

[講義・演習]
　・単元をとおしたGoogle Workspaceアプリの活用
　
[演習・協議]
　・Google Workspaceアプリを効果的に活用し、学びのプロセスに
　　情報活用能力を位置付けた単元づくり

備　考
・定員は４０名とする。
・令和５年度専門研修「ＩＣＴ活用教育②(単元設計編)」と同じ内容となる。

Workspaceアプリ　業務改善　校務効率化

＜ねらい＞

　Workspaceアプリを組み合わせ、学びのプロセスに情報活用能力を
位置づけた単元設計力を身につける。

講座名
【ＧＡＲ活用教育③＆校務活用編＇】
校務に生かそうㅯ業務改善につながるGoogle Workspace活用術

講　師

講　師
Google合同会社講師
教育センター指導主事

期日 9月12日(木) 会場

生徒指導指標との関連 素養 学習指導 ○ ○

講座名
【ICT活用教育②＆単元設計＇】
／ケボの授業から単元をとおした活用へ　学びのフルスシに情報活用能力を位置付けた単元づくり
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＜プロフィール＞

＜著書･論文　他＞

＜プロフィール＞

生徒指導

9月10日(火)

講座名

学習指導 特別な配慮指標との関連 素養 ＩＣＴ

＜内容＞

[講義・演習]
　・学習環境をアップグレードするEducation　Plusの活用
　・楽しく共同編集！！オンラインホワイトボードFigJamの活用

備　考
・定員３０名とする。
・FigJam活用の研修については、この研修の他に、年数回実施する予定である。詳細については、別途通知する。

＜ねらい＞

＜著書･論文　他＞

＜ねらい＞

　Workspaceアプリの共同編集機能を中心とした実用的な使い方を理
解し、日常的に活用する力を身につける。

ＩＣＴ ○

　本年度、夏以降に全県導入予定のEducation Plusの授業における
効果的な活用方法とJamboardの後継の１つであるオンラインホワイ
トボードアプリFigJamの活用のコツを学ぶ。

○ ○

【Education Plus/FigJam活用】学習環境を゠チフギリヺデするEducation PlusとFigjamの活用

講　師
Google合同会社講師
教育センター指導主事

ｷｰﾜｰﾄﾞ Education Plus　FigJam

期日 会場 教育センター

＜内容＞

[講義・演習]
　・Google Workspaceアプリの共同編集機能の基礎基本

備　考
・定員を４０名とする。
・令和５年度専門研修「【Google Workspaceアプリ講座（共同編集編）】」と一部同じ内容となる。

指標との関連 素養 学習指導 ○ 生徒指導 特別な配慮

講座名 【Google Workspace゠フヨ講座＆基礎＇】すぐに活用できるㅯGoogle Workspace゠フヨ活用術

講　師
Google合同会社講師
教育センター指導主事

ｷｰﾜｰﾄﾞ Workspaceアプリ　業務改善　校務効率化

期日 6月17日(月) 会場 中部会場
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＜プロフィール＞

講　師

講座名

＜著書･論文　他＞

○GIGAにとどまる学校、学校DXに進化する学校８ニキシテGIGAの新しい学びを求め
て＆教育開発研究所＇2023
○GIGAシキヺラ構想で進化する学校、取り残される学校＆教育開発研究所＇2021
〇ホシテヹケルトの学校を描く (教職研修総合特集 ５．／号) Ｙ共著［2020

[講義]
・「よりよいＩＣＴの使い手」となるためには

[演習・協議]
・実践例から学ぶ「よりよいＩＣＴの使い手」となるための

授業づくりのヒント

備　考 ・定員を４０名とする。

素養 学習指導 ＩＣＴ ○指標との関連

期日 9月17日(火) 会場 中部会場

特別な配慮

＜著書･論文　他＞ ＜内容＞

＜プロフィール＞ ＜ねらい＞

○ 生徒指導 ○

生徒指導

＜ねらい＞

　プログラミングを実際に体験しながら、児童生徒の試行錯誤を大
切にしたプログラミング的思考を育む授業づくりについて学ぶ。

2023-　　 現職
2020-2022 茨城県つくば市立手代木中学校　教諭
2014-2019 茨城県つくば市立茎埼第三小学校　教諭
2005-2013 茨城県土浦市立下高津小学校　教諭
日本e-learningアワード　文部科学大臣賞受賞
第６回日本ＩＣＴ教育アワード　全国ICT教育首長協議会優秀賞受賞
文部科学省　優秀教職員　受賞
ＩＣＴ夢コンテスト　文部科学大臣賞受賞
文部科学省学校ＤＸ戦略アドバイザー
デジタル教科書に関する研究委員（教科書研究センター）

【フルギョポヱギ教育】
「フルギョポヱギ的思考を育む」とは＝フルギョポヱギ体験をとおして考える授業づくり

ｷｰﾜｰﾄﾞ
プログラミング的思考　プログラミング体験
プログラミングの日常的な活用

期日 7月26日(金) 会場 教育センター

茨城県つくば市教育局（兼）総合教育研究所
 指導主事　大坪　聡子　氏

講座名 【よりよいICTの使い手】　ICTは道具ㅯ制限じゃなく、とにかく使いながら目指す「よりよいICTの使い手」

情報モラル　デジタル・シティズンシップ
授業づくり　１人１台端末

2021-  合同会社未来教育デザイン代表社員
2017-2020 情報通信総合研究所特別研究員
2006-     茨城大学教育学部非常勤講師
1984-2017 古河市教育委員会参事兼指導課長

　古河第五小学校校長
　茨城県教育委員会指導主事
　茨城県公立小中学校教諭　等

　これからのデジタル社会を生きていく児童生徒に必要な情報活用
能力を育成し、積極的にデジタル技術を活用しながらよき使い手と
なるための授業づくりについて考える。

講　師
合同会社　未来教育デザイン
　代表社員　平井　総一郎　氏

ｷｰﾜｰﾄﾞ

備　考
・定員を３０名とする。
・研修で実施する授業づくりの対象は、小・中・義務教育学校であるが、高等学校、特別支援学校の教職員も受講可能とする。
・プログラミング教材は「タコラッチ」を使用して演習等を実施する。

ＩＣＴ指標との関連 素養 学習指導 ○

＜内容＞

[講義]
・プログラミング的思考はなぜ必要か

[演習・協議]
・プログラミング体験をとおして行う「プログラミング的思考を

育む」授業づくり

特別な配慮 ○
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（４）特別支援教育

＜著書･論文　他＞

特別な配慮素養 学習指導

　障がいの捉え方及び自立活動の指導目標や具体的な指導内容設定
までの各過程を正しく理解し、自立活動における実践的指導力の向
上を図る。

2018- 現職
　　　東京都北区教育委員会指導主事
　　　東京都内公立小学校主任教諭・主幹教諭
　　　東京都内公立小学校教諭

○

　デジタル社会において、教育活動や教職員の働き方改革に寄与す
る可能性がある革新的なツールである生成ＡＩについて、プロンプ
ト（指示文）の入力等基礎基本的な操作を体験し、今後の学校現場
での活用を考える。

ＩＣＴ

ｷｰﾜｰﾄﾞ
障がいの捉え方　アセスメントを基にした自立活動
自立活動の指導の実際

＜内容＞

＜プロフィール＞ ＜ねらい＞

2023     「初等中等教育段階における生成ＡＩの利用に関する暫定的なガイ
ドライン」作成学識経験者
2012-     東京書籍中学校国語教科書「新しい国語」編集委員
2016-     同大学発達教育学部教授
2006-2016 京都橘大学文学部准教授
    -2006 東京都公立中学校教諭

＜著書･論文　他＞ ＜内容＞

○「作文指導を変える　つまずきの本質から迫る実践法」＆明治図書出版＇2023
○「子供の「困った発言」に３秒で返す 教師の「切り返し」」＆明治図書出版＇2022
○ＬＦＩ総合ツリパ　「タケちゃんに叱られるㅯ」急がば回れ　の解説出演　他

[講義]
　・生成ＡＩから見えるこれからの学校
[講義・演習]
　・体験！！対話型生成ＡＩの世界

備　考 ・定員を５０名とする。

指標との関連 素養 学習指導 ○ ○生徒指導 ○ 特別な配慮

講座名 【生成？Ｇ】生成AIの基礎基本｜教育活動に活かす生成？Ｇ｜

講　師
京都橘大学
　教授　池田　修　氏

ｷｰﾜｰﾄﾞ
生成ＡＩ　デジタル社会　プロンプト（指示文）
対話型生成ＡＩ

期日 10月25日(金) 会場 教育センター

8月19日(月) 会場

講座名

講　師
東京学芸大学
　准教授　増田　謙太郎　氏

期日

＜ねらい＞

生徒指導

所属校

【特別支援教育①＆自立活動＇】
゠スシミヱテに基づく自立活動の指導の実際｜一人一人に応じた指導と支援の工夫｜

[講義]
　・自立活動の意義と指導の基本

[講義・演習]
　・個に応じた自立活動の指導目標と具体的な指導内容の設定

備　考 ・参加者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。

指標との関連 ○ ＩＣＴ

〇学びのヤドノヺコラヅゴアヱUDLと個別最適な学び＆明治図書出版＇2022
〇通級による指導担当の仕事術／．．＆明治図書＇2022
〇教育実習論　教師のための教育学サヨヺジ／０＆学文社＇2022
〇特別支援教育コホヺテBOOKS　指導計画が立てられる!特別支援学級をはじめて
担任する先生のための＆自立活動＇授業づくり＆明治図書＇2021　他

＜プロフィール＞
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講　師
高岡病院　精神科
　児童精神科医　三木　崇弘　氏

特別な配慮 ○

＜ねらい＞

講　師

＜ねらい＞

特別な配慮 ○

備　考 ・参加者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。

＜プロフィール＞

＜著書･論文　他＞

所属校

講座名
【特別支援教育③＆学習障がい＇】
ロヺカヱギミムヨを生かす算数の学習支援｜子どもの「困った」に応える指導ヹ支援の工夫｜

学習指導

9月5日(木)

【特別支援教育②＆発達障がい＇】
子どもの行動の意味を考える｜子どもの育ちを支える指導ヹ支援の実際｜

講座名

[講義]
　・発達障がいのある児童生徒の認知特性の理解と指導の基本

[講義・演習]
　・発達障がいのある児童生徒への指導・支援

生徒指導 ＩＣＴ

ｷｰﾜｰﾄﾞ
発達障がい　特性の理解
特別支援教育の考え方　子どもの育ちを支える

＜内容＞

〇ヨウゼヱヺこどものこころ診療所ヺ凸凹のためのおとなのこころがまえ＆講談社＇2023
〇漫画「ヨウゼヱヺ子どものこころ診療所ヺ」[医療監修]＆講談社＇2023

生徒指導

期日

2022 現職
2022 早稲田大学ビジネススクール修了
2019 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科博士課程修了
2013 国立成育医療研究センターこころの診療部フェロー・医員
2008 愛媛大学医学部卒

　発達障がいのある児童生徒の認知特性への理解を深め、障がい特
性を考慮した、個々の児童生徒に応じた適切な指導及び支援のあり
方について学ぶ。

指標との関連 素養

会場 所属校

会場

○

＜著書･論文　他＞ ＜内容＞

＜プロフィール＞

福岡教育大学
　准教授　河村　暁　氏

ｷｰﾜｰﾄﾞ
困りや困難さの背景を分析　支援・指導内容
教材の有効活用　合理的配慮

期日 8月2日(金)

素養

〇ロヺカヱギミムヨを生かす数ヹ計算の教材８数の合成ヹ分解から分数までの数と計算
に関するつまずき解消!＆Gakken＇2023
〇特別支援教育の基本とケヂがわかる本＆セサマ＇2022
〇ロヺカヱギミムヨを生かす漢字フヨヱテ＆学研フョシ＇2022
〇教師の中のロヺカヱギミムヨ８弱さのある子に配慮した支援８理論に基づいた「学習」
を目指して＆明治図書出版＇2021
〇ロヺカヱギミムヨを生かす指導法と読み書き教材８学習困難な子どものつまずき解
消!実践編＆学研教育みらい　学研フョシ＇2019
〇学習障害のある子どもを支援する＆日本評論社＇2019

[講義]
　・子どもの困りや困難さの背景を考えた支援

[講義・演習]
　・学びを支える授業と子どもへの支援
　　～意欲的に学習を進めるための工夫～

ＩＣＴ

備　考 ・参加者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。

2023-     現職
2022-     広島文化学園大学学芸学部教授
2021-     広島文化学園大学学芸学部准教授
2007　    筑波大学大学院人間総合科学研究科一貫制博士過程修了
2003-2021 発達ルームそら(特別な支援を行う民間支援機関)運営

　児童生徒一人一人の困りや困難さの背景を分析し、個に応じた指
導・支援について、具体的な実践例から学ぶ。

指標との関連 学習指導 ○
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備　考 ・参加者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。

2022-     現職
2005      テキサス大学オースティン校客員研究員
2001-2022 独立行政法人国立特別支援教育総合研究所研究員
〇2017～2021　鳥取県教育委員会特別支援教育課研修講師

　読み書きに関するつまずきの背景や実態を理解し、日々の学習指
導の中でできる実態把握のためのアセスメントについて知り、児童
生徒の読む力や書く力の向上を図る指導・支援の工夫を学ぶ。

＜著書･論文　他＞ ＜内容＞

〇「学びの゠キスシ」という観点からみえる発達障害のある児童生徒を対象とした通級
指導教室の役割「教科の内容を取り扱いながらの自立活動の指導」の全国調査結果
から＆LD研究＇2022
〇学習障害＆LD＇のある小学生ヹ中学生ヹ高校生を支援する個別の指導計画作成と評
価ネヱデピチキ＆Gakken＇2017
〇多層指導ムヅラMIM　゠スシミヱテと連動した効果的な「読み」の指導＆Gakken＇
2016
〇多層指導ムヅラMIM　読みの゠スシミヱテヹ指導ハチクヺザ＆学研教育みらい＇2010

[実践発表・指導助言]
　・通常の学級、通級指導教室における取組

[講義・演習]
　・子どもの実態の早期把握、早期支援による学習に
　　つまずかせないためにできる指導・支援

＜プロフィール＞ ＜ねらい＞

指標との関連 素養 学習指導 生徒指導〇

明治学院大学
　教授　海津　亜希子　氏

ｷｰﾜｰﾄﾞ
困り感や困難さの背景　早期支援
読む力・書く力を高める指導・支援
多層指導モデルＭＩＭ

期日 8月20日(火)

〇 ＩＣＴ

会場 所属校

講　師

特別な配慮

　知的障がい教育における各教科等の見方・考え方を理解し、「個
別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を考える視点か
ら、育成すべき資質・能力を踏まえた授業実践力の向上を図る。

[講義]
　・知的障がい教育における主体的・対話的で深い学びについて

[講義・演習]
　・「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を
　　めざした指導の実際

備　考 ・参加者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。

＜内容＞＜著書･論文　他＞

＜プロフィール＞

〇アョシテで見る学級経営のすべて　０年生[分担執筆]＆東洋館出版社＇2023
〇小学校ヹ中学校「撮って活用」授業オアデピチキふだん使いの／人／台端末ヹォミョ機
能の授業活用[分担執筆](アヱフリシ＇2023
〇エヱョアヱとエビョアヱで考える特別支援教育[共編著者]＆明治図書出版＇2021
〇ICT活用新しいはじめの一歩＆学事出版＇2019

○

＜ねらい＞

2022-　　 名寄市立大学保健福祉学部社会保育学科准教授
2008-2022 北海道札幌養護学校教諭
2004-2008 北海道公立小学校教諭
2001-2004 北海道公立小学校特別支援学級教諭

講座名
【特別支援教育④＆読み書きに関する指導ヹ支援＇】
通常の学級における読み書きの基礎的な力を育てる指導ヹ支援

特別な配慮 ○ ＩＣＴ

講座名 【特別支援学校教育】「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実をめざした指導の実際

講　師
名寄市立大学
　准教授　郡司　竜平　氏

ｷｰﾜｰﾄﾞ

主体的・対話的で深い学び　育成をめざす資質・能
力
「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な
充実

期日 10月28日(月) 会場 所属校

素養 学習指導 ○ 生徒指導指標との関連
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（５）教育相談・生徒指導・学級経営等

講座名 【特別支援教育＆ＧＡＲ活用＇】目からイルケㅯフリズヱツヺサュヱセビテを使った教材づくりと活用術

○ 特別な配慮 ○ ＩＣＴ

講　師
熊本大学教育学部附属特別支援学校
　教諭　後藤　匡敬　氏

ｷｰﾜｰﾄﾞ
ＩＣＴ活用　支援ツールとしての活用
可能性を広げる支援　合理的配慮　個別最適な学び

期日 未定 会場 中部会場

2022- 熊本大学大学院教育学研究科教職実践開発専攻特別支援教育実践
　　　高度化コース　非常勤講師
2013- 熊本大学教育学部附属特別支援学校　教諭
2009  熊本県立球磨養護学校　教諭
2005　熊本県立松橋養護学校　教諭
2004　熊本大学教育学部附属中学校　非常勤講師

　児童生徒一人一人の実態や認知特性に応じたＩＣＴ活用について
理解し、ＩＣＴ端末を活用した効果的な指導・支援のあり方につい
て学ぶ。

指標との関連 素養 学習指導 ○ ○ＩＣＴ

＜著書･論文　他＞ ＜内容＞

〇特別支援教育¶ルアルヌヺテ８個別最適化された学びヹ協働的な学びを実現するICT
活用[編著者]　＆さくら社＇　2023
〇特別支援教育　／人／台端末活用実践オアデ各教科中心編[編著者]＆明治図書＇
2022
〇特別支援教育　／人／台端末活用実践オアデ自立活動他編[編著書]＆明治図書＇
2022
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他

[講義]
　・特別支援教育におけるＩＣＴの活用
　
[講義・演習]
　・パワーポイントを使った教材づくりとその活用

生徒指導 特別な配慮 ○

＜プロフィール＞ ＜ねらい＞

備　考

講座名
【教育相談①】
困りを抱える子どもの理解とその支援の実際｜学校でできる適切な゠スシミヱテとは｜

講　師
国立武蔵野学院　非常勤医師
前　三重県立子ども心身発達医療センター長
　金井　剛　氏 ｷｰﾜｰﾄﾞ

困りを抱える子ども　子ども理解　アセスメント
保護者支援

期日 9月13日(金) 会場 所属校

＜プロフィール＞ ＜ねらい＞

2023-   　現職
2017-2023 三重県立子ども心身発達医療センター長
2016-2017 三重県立小児心療センターあすなろ学園長
2014-2016 横浜市中央児童相談所所長
2001-2013 横浜市中央児童相談所

　困りを抱える子どもに対しての適切な支援のあり方や保護者への
働きかけについて理解を深め、事例をとおしてよりよい支援の実際
について学ぶ。

指標との関連 素養 ○ 学習指導 生徒指導

＜著書･論文　他＞ ＜内容＞

○子どもの精神科入院治療―子どもを養育するすべての人へ＆明石書店＇2021
○福祉現場で役立つ　子どもと親の精神科＆明石書店＇2009
○「児童相談所における支援者支援」、子どもの虐待とニギリキテ９第０３巻第１号、
2023
○「発達障害の治療の考え方を教えてください」精神医学、第４３巻第３号＆医学書院＇
2023

[講義・演習]
　・困りを抱える子どもの理解とその支援の実際
　　～事例をとおして～

備　考 ・参加者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。
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　文部科学省が2022年12月に公開した生徒指導の基本書である『生
徒指導提要』デジタルテキストに基づいて、①生徒指導の定義・目
的・構造・特色を理解し、②発達支持的生徒指導の内容を具体的に
理解すると同時に、③その推進を図るためのポイントを検討する。
さらに、④学習指導と、生徒指導（教育相談）・キャリア教育（進
路指導）・特別支援教育の円環的な関係性を理解する。

＜プロフィール＞

＜プロフィール＞ ＜ねらい＞

2023- こども家庭庁いじめ調査アドバイザー
2022- 文部科学省中央教育審議会初等中等教育分科会及びいじめ防止対策協
議
      会・委員
2021- 日本生徒指導学会・会長
2019　日本生徒指導学会より「学会功労賞」・「研究貢献賞（執筆部門）」
　　　「研究貢献賞（発表部門）」のトリプル受賞
2011　東京理科大学より「理事長賞」受賞
2009　アメリカ国務省より次世代の日本のリーダーに選出
1998- 東京大学・客員研究員
1991- アメリカインディアナ大学

特別な配慮 ○ ＩＣＴ

○ 特別な配慮 ＩＣＴ

＜ねらい＞

講座名 【教育相談②】困りを抱える子どもたちへの寄り添い方

講　師
鹿児島大学
　名誉教授　大坪　治彦　氏

ｷｰﾜｰﾄﾞ
困りを抱える子ども　子ども理解　アセスメント
関係機関との連携のあり方

期日 11月19日(火) 会場 所属校

2018-　   現職
2018-2023 鹿児島国際大学特任教授
2017-2018 鹿児島大学教育学部副学部長
2001-2017 鹿児島大学教育学部教授
1985-2001 鹿児島大学教育学部助教授
1984-1985 鹿児島大学教育学部講師
1983-1984 九州大学文学部助手

　困りを抱える子どもに対する適切なアセスメントの方法や関係機
関とのあり方について理解を深め、事例をとおしてよりよい寄り添
い方の実際について学ぶ。

指標との関連 素養 ○ 学習指導 生徒指導 ○

＜著書･論文　他＞ ＜内容＞

○新版教育ォイヱスョヺ標準ツカシテ中級編＆図書文化＇2014
○よくわかる発達心理学＆ポニラヲゟ書房＇2009
○新生理心理学　第１巻-新しい生理心理学の展望[共著]＆北大路書房＇1998
○認知科学のビルヱツァ゠⃀[共著]＆コアウヱシ社＇1993

[講義・演習]
　・困りを抱える子どもたちへの寄り添い方
　　～事例をとおして～

備　考 ・参加者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。

講座名 【生徒指導】「令和」時代の新しい生徒指導ㅯ「直す」指導から「育てる」指導へ

講　師
東京理科大学
　教授　八並　光俊　氏

ｷｰﾜｰﾄﾞ
個別発達支援　２軸３類４層の重層的支援構造
発達支持的生徒指導　児童生徒理解
学級・ホームルーム経営

期日 6月21日(金) 会場 所属校

指標との関連 素養 ○ 学習指導 生徒指導

＜著書･論文　他＞ ＜内容＞

○やさしくわかる生徒指導提要オアデピチキ＆明治図書＇2023
○新生徒指導オアデ＆図書文化社＇2008
○応用実践期におけるタヺマ援助研究の動向と課題＋タヺマ援助の社会的ドヺジと
生徒指導との関連から＋＆教育心理学年報＇2006

[講義]
  ・生徒指導提要の改訂の理解と、発達支持的生徒指導の充実
　　に向けた具体的取組

備　考 ・参加者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。
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○ 特別な配慮 ＩＣＴ

生徒指導 ○ 特別な配慮 ＩＣＴ

講座名
【学級経営ヹベヺマラヺマ経営】
誰もが力を発揮できる学級づくり｜ビゟサヨツヺサュヱ技術を活かした学級経営ヹベヺマラヺマ経営｜

講　師
上越教育大学
　教授　阿部　隆幸　氏

ｷｰﾜｰﾄﾞ 学級づくり　ファシリテーション技術

期日 8月30日(金) 会場 倉吉体育文化会館

＜プロフィール＞ ＜ねらい＞

2020-　　 現職
2016-2020 上越教育大学大学院学校教育研究科准教授
1989-2015 福島県公立小学校教諭

　ファシリテーション技術を活かした学級経営について理解し、互
いに認め合い尊重し合う温かな関係を基盤にしてすべての児童生徒
が安心できる学級づくりについて学ぶ。

指標との関連 素養 学習指導

＜著書･論文　他＞ ＜内容＞

〇学級経営がうまくいくビゟサヨツヺサュヱ[共著](学事出版)2023
〇学級経営DX : ４．のウヒセヺデで示すヅザソラ活用の実践[編著](学事出版)2023
〇『学び合い』が機能する学級経営 : 進め方ヹ考え方ヹあり方で示す４．の事例[編
著](学事出版) 2021
〇これで、ICT活用ヹフルギョポヱギ¶(かける)『学び合い』は成功する![分担執筆](学事
出版)2020
〇学級経営が主役のォヨカャョマヹボニザミヱテ : カメヨ゠意識を育むケョペリヺサュヱ
授業の実践[共著]＆学事出版)2019

[講義・演習]
　・ファシリテーション技術を活かした学級経営・ホームルーム
　　経営～互いに認め合い、誰もが力を発揮できる学級づくりに
　　向けて～

備　考

講座名
【人間関係づくり】
心理的安全性を醸成する人間関係づくり｜自分も相手も大切にした「自己表現」をとおして｜

講　師
近畿大学
　教授　堀田　美保　氏

ｷｰﾜｰﾄﾞ 人間関係　自他尊重　心理的安全性

期日 9月3日(火) 会場 中部総合事務所

＜プロフィール＞ ＜ねらい＞

2010-　   現職
2000-2010 近畿大学文芸学部助教授
1993-2000 近畿大学文芸学部講師
1991-1992 カールトン大学心理学部「社会心理学演習」講義助手

　心理的安全性を支える人間関係づくりについて体験的に学び、自
他を尊重する児童生徒の育成のために、教員自らのコミュニケー
ション力の向上を図る。

指標との関連 素養 ○ 学習指導 生徒指導

＜著書･論文　他＞ ＜内容＞

○゠コヺツァピニシ その実践に役立つ心理学＆トォドサモ出版＇2019
○社会心理学が描く人間の姿＆ヲァヲァ゠ヱヹノヺ ピリヺヱ出版＇2005
○求められる「個性的な私」現代文化シソヅァヺジ＆晃洋書房＇2001

[講義・演習]
　・心理的安全性を醸成する人間関係づくりについて
　　～自他を尊重する自己表現をとおして～

備　考
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備　考

2023- 現職
2020- 別府大学客員教授
2016- 別府大学文学部教授
2011- 大分県総務部職員研修所主幹
2008- 大分県生活環境部男女共同参画センター主幹
2005- 大分県教育庁大分県教育センター教育相談部長
1992- 大分教育行政にかかわる
1982- 横浜市、大分市、挟間町、別府市の小・中学校に勤務

　保護者理解を進めることで保護者との良好な関係を築き、困り感
を抱える児童生徒の支援に活かす。

＜著書･論文　他＞ ＜内容＞

月刊「児童心理」「学校ボニザミヱテ」「教職研修」「指導と評価」他　多数
〇指導主事による校内研究活性化のための指導ムヅラの開発＆国立教育政策研究
所＇2015
〇自分力UPカョミカ講座＆おおいたアヱビェミヺサュヱネイシ＇2014
〇子育てケヺタヱギ　だいじょうぶボボ＆大分毎日広告社＇2014
〇教育エヒドエヱ「今、教師が身につけたい“接遇”」＆明治図書＇2013
〇教員免許更新オアデピチキＹ共著［＆明治図書＇2009
〇教師のケポャドクヺサュヱ力を高めるケヺタヱギＹ共著［＆明治図書＇2008
〇教育関係者のためのケヺタヱギフルギョマ開発に関する調査研究報告書＆国立教
育政策研究所＇2006
〇学校におけるケヺタヱギDVDＹ共著［＆PHP＇2005

[講義・演習]
・保護者と良好な関係を築くスキル

～コーチングの手法を活かして～

○ 特別な配慮 ＩＣＴ

＜プロフィール＞ ＜ねらい＞

指標との関連 素養 学習指導 生徒指導

講座名
【学校の支援体制①(保護者との関係づくり)】
保護者と良好な関係を築くシカラ｜ケヺタヱギの手法を活かして｜

講　師
ナラティブ・コミュニケーション教育研究所

所長　佐藤　敬子　氏
ｷｰﾜｰﾄﾞ 保護者理解　いじめ・不登校・問題行動　未然防止

期日 6月28日(金) 会場 倉吉未来中心
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（６）人権教育

備　考

日本ピア・サポート学会前会長（名誉会長）
ピアメディエーション学会理事
奈良県公立学校スクール・カウンセラー、日本学校教育相談学会奈良県支部
理事、ピア・サポート・コーディネーター、元臨床心理士、学校心理士SV、
奈良県王寺町教育委員会教育委員

2018-2022 関西学院大学非常勤講師
2018-2020 兵庫教育大学大学院特任教授
2008-2018 奈良教育大学教育学研究科教授教職大学院長
2000-2008 奈良教育大学教育学部准教授

　ピア・メディエーションによるいじめ問題などへの対応のスキル
を高めるとともに、クラス全員が関わり合える学級づくりへの実践
的な指導力の向上を図る。

＜著書･論文　他＞ ＜内容＞

○ 理論と実践の融合を目指すヒ゠ヹミヅァウヺサュヱフルギョマの開発 ＋「集団や社
会の形成者としての視点」を働かす特別活動に着目して＋兵庫教育大学「理論と実践
の融合」に関する共同研究」2018
〇ヒ゠ヹコホヺテによるテョピラヹけんか解決法!＋指導用パヅエと指導案ですぐできる
ヒ゠ヹミヅァウヺサュヱとキョシづくり＋＆ほんの森出版＇2011
○ヒ゠ヹミヅァウヺサュヱに関する基礎研究(奈良教育大学教育実践総合スヱソヺ研究
紀要)第／７号2010
〇不登校への対応＆新学校経営相談／０ヴ月　第３巻発達に応じた学年ヹ学級経営＇
＆教育開発研究所＇2010
○キョシ担任によるいじめ解決への教育的支援＋いじめの心理理解と道徳ヹ特別活動
におけるルヺラフリアヱギの活用＋＆日本教育新聞社＇2002
〇新中学校教育課程講座「道徳」＆ぎょうせい＇2000
〇教育による教師改革＆感性心の教育/明治図書＇1999
〇心の教育とォイヱスヨヱギヹボアヱデ＆東洋館出版社＇1999
〇変貌する学校教育と教師＆東洋館出版社＇1999
〇キョシ担任によるいじめ解決への教育的支援＆日本教育新聞社＇1997
○第１２回読売教育賞児童生徒指導部門最優秀賞受賞  論文名８「いじめ克服への取
り組み＋学年教師による心理劇活動を通して＋」1985

[講義・演習]
　・ピア・サポートをとおした人間関係づくりの実際について
    ～ピア・メディエーションによるいじめ問題などへの対応と
　　その実際～

○ 特別な配慮 ＩＣＴ

＜プロフィール＞ ＜ねらい＞

会場 倉吉未来中心

指標との関連 素養 学習指導 生徒指導

講座名
【学校の支援体制②＆学級づくり＇】
キョシ全員が関わり合える学級づくり｜ヒ゠ヹミヅァウヺサュヱによるいじめ問題などへの対応をとおして｜

講　師
ピアメディエーション学会
　理事　池島　德大　氏

ｷｰﾜｰﾄﾞ
いじめ　不登校　問題行動　未然防止　学級づくり
ピア・サポート　ピア・メディエーション

期日 7月30日(火)

学習指導 ○ 生徒指導 ○ 特別な配慮 ＩＣＴ

会場 中部会場

2018-2021 びわこ成蹊スポーツ大学客員教授
2014-2018 大阪成蹊大学教授
2010-2012 大阪教育大学附属平野小学校校長併任
2007-2014 大阪教育大学教授
2002-2007 甲子園短期大学教授
1971-2002 大阪府高槻市立公立小学校を歴任
〇2021鳥取県教育センター研修講師

　「鳥取県人権教育基本方針－第３次改訂－」等に基づく人権教育
のあり方や児童生徒の自尊感情を育む集団づくり（学校づくり・学
級づくり）について理解するとともに、教職員の人権意識と実践力
の向上を図る。

講座名 【人権教育①】自尊感情を育む集団づくり

講　師
元大阪教育大学
　教授　園田　雅春　氏

ｷｰﾜｰﾄﾞ 自尊感情　いじめの未然防止

期日 7月29日(月)

指標との関連 素養

○月刊 部落解放「子どもヹ教育ヹ自由ヌヺテ」＆解放出版社＇連載中
○つながりを育み　授業を愉しむ＆解放出版社＇2021
○道徳科の「授業革命」人権を基軸に＆解放出版社＇2018
○自尊感情が育つ元気教室＆解放出版社＇2016
○若い教師が元気の出る５つの提言｜教育者としてのカメヨ゠のつみ方｜Ｙ共著](明
治図書)2010

[説明]
　・鳥取県がめざす人権教育

[講義・演習]
　・自尊感情を育む集団づくり

備　考

＜著書･論文　他＞ ＜内容＞

＜プロフィール＞ ＜ねらい＞
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特別な配慮 ＩＣＴ

＜内容＞

生徒指導 特別な配慮 ＩＣＴ

＜プロフィール＞ ＜ねらい＞

2007-     現職
2005-2006 中央大学文学部助教授
2001-2004 中央学院大学商学部(教職課程)助教授
2000-2005 獨協大学教職課程非常勤講師
2000-2004 中央学院大学商学部学部長補佐
1998-2000 中央学院大学商学部(教職課程)専任講師
Ｒ５年度　独立行政法人教職員支援機構主催人権教育推進研修講師（同和問
題に関する教育の実施）

　同和問題（部落差別）について理解するとともに、これまでの同
和問題学習の成果、課題等を明らかにし、これからの同和問題学習
のあり方を考える。

＜著書･論文　他＞

講座名
【人権教育②】
同和問題＆部落差別＇に関する教育をどう進めるか｜これからの同和問題学習のあり方｜

講　師
中央大学
　教授　池田　賢市　氏

ｷｰﾜｰﾄﾞ 同和教育　人権教育で育てたい資質・能力

期日 7月5日(金) 会場 所属校

指標との関連 素養 ○ 学習指導 ○ 生徒指導

〈著書〉
○学びの本質を解きほぐす＆新泉社＇2021
○能力０．２．？Ｇ時代に人間する＆太田出版＇2020
○「特別の教科道徳」ってなんだ＝子どもの内面に介入しない授業ヹ評価の実践例
＆現代書館＇2018
○市場化する学校＆八月書館＇2014
〈論文〉
○教育実践の基盤となる人権教育を2014
○人権問題学習のための覚書2013

[講義・協議]
　・同和問題とは
　・同和問題に関する状況
　・教科書記述から
　・課題解決に向けた学習のあり方
[質疑応答]
　・講義内容についての質疑
　・参加者から事前に質問などを受け付け、答えていただく時間を
　　設ける

備　考 ・参加者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。

講座名
【人権教育③】性の多様性を尊重した学校づくり
　　　　　　　　　｜性にかかわらず自分と他者の多様性が尊重される環境の実現にむけて｜

講　師
埼玉大学ダイバーシティ推進センター
　准教授　渡辺　大輔　氏

ｷｰﾜｰﾄﾞ
性の多様性　ＬＧＢＴ/ＳＯＧＩＥＳＣ
人権教育で育てたい資質・能力

期日 6月21日(金) 会場 所属校

＜プロフィール＞ ＜ねらい＞

2024-     現職
2014-2023 埼玉大学基盤教育研究センター　准教授

　多様な性のあり方についての理解を深めるとともに、性の多様性
についての授業づくりや性の多様性を尊重する学校づくりの実現に
向けた人権教育の実践的指導力の向上を図る。

指標との関連 素養 ○ 学習指導 ○

＜著書･論文　他＞ ＜内容＞

○ボヱオ ォョビラＩｇｂｑ＆子どもの未来社＇2023
○実践包括的性教育＆ウアヅラ研究所＇2022
○ボヱオロヺキサヺテで学ぶ　多様な性と生‐ザゥヱゾヺ、ＪＥ＠ＲＯ、家族、自分につ
いて考える-＆子どもの未来社＇2019
○性の多様性ってなんだろう＝＆中学生の質問箱＇＆平凡社＇2018
〇いろいろな性、いろいろな生きかた＆ホフョ社＇2016

[講義・演習]
　・性の多様性を尊重した学校づくり

[説明]
　・指導参考資料の案内等

備　考 ・参加者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。
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（７）各種教育等

ＩＣＴ

生徒指導 特別な配慮 ＩＣＴ

特別な配慮

講座名 【ふるさとカメヨ゠教育】

講　師
ｷｰﾜｰﾄﾞ

期日 未定 会場 未定

＜プロフィール＞ ＜ねらい＞

指標との関連 素養 学習指導 生徒指導

＜著書･論文　他＞ ＜内容＞

備　考
・小中学校課、高等学校課、特別支援教育課との共催とする。
・詳細については別途通知する。

講座名 【図書館教育】みんなで知ろうㅯ考えようㅯ学校教育と著作権

講　師
東京学芸大学こども未来研究所教育支援フェロー
学校著作権ナビゲーター
　原口　直　氏 ｷｰﾜｰﾄﾞ

情報活用能力　学校図書館
主体的・対話的で深い学び

期日 9月19日(木) 会場 所属校

＜プロフィール＞ ＜ねらい＞

2020-　   東京学芸大こども未来研究所教育支援フェロー
2009-2020 東京都公立中学校・東京学芸大学附属世田谷中学校教諭

音楽文化事業に関する有識者委員会委員（JASRAC）／共通目的事業委員会専
門委員（SARTRAS）／東京学芸大こども未来研究所教育支援フェロー

著作権の研修実績（学校司書、ＩＣＴ情報担当、教務主任、学校事務、養護
教諭、音楽科教員などを対象に、文化庁、自治体、学校からの依頼で実施）
著作権の出前授業の実績（小中高の児童生徒に向けて、学年や図書委員会、
文化部を対象に実施）
知財創造教育コンソーシアム（内閣府）（協力）

　情報活用能力を育成する授業づくりの一環として、著作権に関す
る正しい知識を身につけるとともに、著作権の大切さを意識し理解
を深める。

指標との関連 素養 学習指導 ○ ○

＜著書･論文　他＞ ＜内容＞

○You Tubeで授業/学級経営やってみた!＆東洋館出版社＇2020
○国立大学 附属学校の先進教育＆東方通信社＇2018
○未来を創る授業オアデ＆特許庁＇2019
○みんなで考えよう!著作権と海賊版＆文化庁＇＆監修＇2023
○学校の｠著作権｡テョピラ｢例外規定の範囲は?掲示物や動画｢音楽の利用に注意
＆東洋経済education¶ICT＇2023

[講義・演習]
　・学校教育と著作権～子どもたちを伸ばし、守るために～
[講師からの一言]
　図書だよりやしおり、掲示物を作成する際に、著作権を考えてい
ますか？フリーイラストの利用規約を読んだことありますか？学校
では文章、イラスト、写真、音楽など、たくさんの著作物を使った
り、生み出したりしています。著作権法の中で学校・子どもたちに
関する部分を、わかりやすく、実践を交えて、リアルタイムでやり
とりしながら考えます。

備　考 ・参加者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。
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講座名 【安全ヹ健康ヹ食育】子どもたちの姿勢づくりと運動機能｜学校でできる簡単テリヺドヱギ｜

講　師
一般社団法人鳥取県理学療法士会
　学術局長　山﨑　祐輔　氏

ｷｰﾜｰﾄﾞ
姿勢づくり　体幹　運動機能　スポーツ障がい
けが防止

期日 7月26日(金) 会場 倉吉未来中心

＜著書･論文　他＞ ＜内容＞

学習指導 ○

＜プロフィール＞ ＜ねらい＞

生徒指導

一般社団法人鳥取県理学療法士会学術局長
ＹＭＣＡ米子医療福祉専門学校理学療法士科長

  姿勢づくりのポイントや学校において実践可能なトレーニング方
法を演習をとおして理解し、指導力の向上を図るとともに、成長期
のスポーツ障がいと予防法を理解する。

[講義・演習]
　・子どもたちの姿勢づくりと運動機能について
　・学校でできる簡単トレーニング

備　考

ＩＣＴ指標との関連 素養 特別な配慮

講座名 【博物館連携講座】教員のための博物館の日０．０２ ｇｌ 鳥取県立博物館

講　師 県立博物館学芸員・専門員
ｷｰﾜｰﾄﾞ

社会教育施設（博物館）活用　教材研究
郷土の資料に学ぶ　本物に触れる

期日 8月2日(金) 会場 県立博物館

指標との関連 素養 学習指導 ○ 生徒指導 特別な配慮 ＩＣＴ

＜プロフィール＞ ＜ねらい＞

　博物館の活用方法を学ぶとともに、児童生徒の興味を引き出す授
業づくりのためのアイデアを広げる。

＜著書･論文　他＞ ＜内容＞

[説明]
　・博物館の概要、利用法紹介

[意見交換]
　・学芸員とのフリートーク（自然分野、人文分野、美術分野）

[展示案内]
　・企画展「アートって、なに？ ～あそびながら知る、美術館の
　　おもしろさ～」（仮称）

備　考
・「教員のための博物館の日２０２４ ｉｎ 鳥取県立博物館」は終日実施しているため、午前中から企画展見学等の参加も可能で
あ
  る。
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＜著書･論文　他＞ ＜内容＞

ＩＣＴ生徒指導 特別な配慮指標との関連 素養

備　考

[講義・演習]
　・消費者教育の意義
　・若年者の消費者トラブルの特性　など

　若年者があいやすい消費者トラブルの事例を踏まえ、自立した消
費者の育成に向けた消費者教育の意義を理解するとともに、具体的
な授業実践のヒントを得る。

＜プロフィール＞ ＜ねらい＞

学習指導

文部科学省消費者教育アドバイザー

期日 中部会場

○

講座名 【消費者教育】自立した消費者の育成に向けて

講　師

9月2日(月) 会場

ｷｰﾜｰﾄﾞ 消費者教育　成年年齢引下げ

講座名 【国際教育】ＣＱＢ、ＱＢＥｑの視点から多文化共生を考える

講　師

ＪＩＣＡ独立行政法人国際協力機構
鳥取県国際協力推進員
　首藤　あずさ　氏
ＪＩＣＡ中国職員

ｷｰﾜｰﾄﾞ
異文化理解　多文化共生　人権
ＳＤＧｓ　ＥＳＤ

期日 11月26日(火) 会場 中部会場

指標との関連 素養 ○ 学習指導 ○ 生徒指導 特別な配慮 ＩＣＴ

＜プロフィール＞ ＜ねらい＞

首藤　あずさ
2022-     現職
2014-2022 ＪＩＣＡシエラレオネ支所現地職員

　持続可能な社会の創り手や地球市民の育成に向け、ＥＳＤの視点
を生かした国際教育の意義や進め方を学ぶ。

＜著書･論文　他＞ ＜内容＞

首藤　あずさ
○ボアヌヨツァの諸相 : 日常における葛藤や交渉へのまなざしからＹ共著［(中西印刷株
式会社出版部松香堂書店)2010

[講義・演習]
　・異文化疑似体験ゲーム
　・ＳＤＧｓ／ＥＳＤと国際教育とのつながり
　・学校でできる国際教育のワークショップ紹介

備　考
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研修番号１
非集合型

6月27日(木)～
12月20日(金)

動画配信

会場

会場研修番号２ 8月22日(木) 倉吉未来中心

ｷｰﾜｰﾄﾞ
地球温暖化　気候変動　環境教育
総合的な学習の時間　社会科　理科
ＳＤＧｓ　ＥＳＤ

研修番号１
集合型

6月20日(木) 倉吉未来中心

備　考
・集合型研修又は非集合型動画配信研修を任意で選択する。詳細については、開催要項を参照する。
・研修番号１の参加者は研修番号２を受講することが望ましい。
・研修番号２の参加者は研修番号１（集合型研修又は非集合型動画配信研修）を受講すること。

兵庫県、大阪府で小中公立学校教員の後、国立青年の家に出向し文部事務官
として国内の自然教育の質的向上を図る。その後、岐阜県立森林文化アカデ
ミー（森林環境教育）を経て都留文科大学に着任。専門は環境教育。2023年4
月退官。
2019-     現職
2006-2013 文科省中央研修「環境教育」講師
1997-2004 環境教育担当教員研修会（文科省）講師
※2007から現在まで、徳島の高等学校４校において参加型の授業改革（ワー
クショップ）を支援。
※その他要職
公害地域再生センター（あおぞら財団）理事。ボランティア学習協会理事。
日本インタープリテーション協会監事。全国学校・園庭ビオトープコンクー
ル中央審査委員。

　地球温暖化問題に関する基礎的な内容を理解し、地球温暖化問題
についての知識が児童、生徒に定着するような授業づくりの方法を
学ぶ。
　気候変動教育を実施している全国の事例も参考にしながら具体的
な年間計画の立て方や授業実施方法について学ぶ。

＜著書･論文　他＞ ＜内容＞

○「環境教育学」社会的公正と存在の豊かさを求めて＆法律文化社＇2013
○「環境教育辞典」＆教育出版＇2014
○持続可能な地域と学校のための「学校文化論」＆学文社＇2017
○「岩手県釜石市片岸地区　東日本大震災に関わる聞き取り調査報告書」＆都留文科
大学＇2012〜2019
○「事典　持続可能な社会と教育」０項目執筆＆教育出版＇2019
○「公害シソヅァヺジ」　悶え、哀しみ、語りつぐ＆ころから株式会社＇2022

〇研修番号１
[講義]
　・地球温暖化問題の概要
　・他自治体の事例紹介
〇研修番号２
[演習]
　・研修番号１で学んだ全国の事例等を参考にしながら、気候変動
　　教育の授業実施方法等に関するグループワークを行う。

特別な配慮 ＩＣＴ

＜プロフィール＞ ＜ねらい＞

指標との関連 素養 ○ 学習指導 ○ 生徒指導

【環境教育】
小中学生に伝える地球温暖化問題とその対策｜全国の事例から学ぶ「気候変動教育」｜

講　師
全国地球温暖化防止活動推進センター
　理事長　高田　研　氏

障がい理解　合理的配慮　インクルーシブ教育
あいサポート運動

期日 8月5日（月）

講座名

生徒指導

講　師
『エール』鳥取県発達障がい者支援センター職員
株式会社シルバーウッド　ファシリテーター
ペアレントメンター鳥取　発達障がい当事者の御家族 ｷｰﾜｰﾄﾞ

会場 エキパル倉吉

指標との関連 素養

＜プロフィール＞ ＜ねらい＞

特別な配慮

備　考 ・定員を５０名とする。

　ＶＲを活用した発達障がい特性の体験や、当事者家族の話等をと
おして、発達障がいの困りごとや必要な配慮について学ぶ。

＜著書･論文　他＞

学習指導

＜内容＞

講座名 【あいコホヺテ】VRでの体験活動を通じた発達障がいへの理解

[講義]
　・あいサポート運動について
　・発達障がいについての基礎知識、概要
　・学校における必要な配慮、知ってほしいこと等について

[体験]
　・ＶＲ発達障がい
　　（ＶＲ機器を使用して発達障がいの特性を実際に体験）

〇 ＩＣＴ
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（８）その他

講　師

講座名

学習指導 生徒指導

【ボニザミヱテ力向上＆基礎編＇】視野を広げてみようㅯ同僚の持ち味を生かすボニザミヱテ

岐阜聖徳学園大学
　教授　玉置　崇　氏

ｷｰﾜｰﾄﾞ
マネジメント力
分掌・教科等の組織を活性化

期日

特別な配慮 ＩＣＴ

6月17日(月) 会場 所属校

＜プロフィール＞ ＜ねらい＞

指標との関連 素養 ○

2015-　　 現職
2012-2015 小牧市立小牧中学校長
2010-2012 愛知県教育委員会海部教育事務所長
2008-2010 愛知県教育委員会義務教育課主査
2007-2008 愛知県教育委員会義務教育課指導主事
2004-2007 小牧市立光ヶ丘中学校長
1998-2004 小牧市立小牧中学校教頭
1996-1998 小牧市立桃陵中学校教諭
1990-1996 愛知教育大学附属名古屋中学校文部教官
1982-1990 小牧市立味岡中学校教諭
1979-1982 小牧市立米野小学校教諭

　「マネジメント」の理論を学び、所属する組織の目標達成に必要
な考え方や手法を学ぶ。

＜著書･論文　他＞ ＜内容＞

○シキヺラヨヺゾヺの“刺さる”言葉　教職員、子どもの心を動かす３３のビリヺジ(明治
図書)2024
〇学校を元気にする次世代学校ＧＡＲサシツマ活用術-情報機器を眠らせない全校体
制の進め方-(ＣＢＳＡＭＫ)2021
〇落語家直伝-うまい!授業のつくりかた[監修](誠文堂新光社)2017
〇仕事に押し潰されず、シボヺテに学校を動かす!シキヺラヨヺゾヺのための「超」時間
術(明治図書)2016
〇主任から校長まで学校を元気にするタヺマヨヺゾヺの仕事術(明治図書)2015
○ＬＧＲＱ独立行政法人教職員支援機構校内研修サヨヺジ「これからの学校におけるポ
デラヨヺゾヺサチフ」

[講義・協議]
・マネジメントとは？

～マネジメント力向上で広がる視野、高まる意欲～

備　考 ・参加者は所属校でＷｅｂ会議システムを使って受講する。詳細については開催要項を参照する。

106



分
類

講
座

名
～

サ
ブ

タ
イ

ト
ル

～
番

号
期

日
・
会

場
・
定

員
保

幼
小

中
高

特
対

象
者

内
容

等
外

部
講

師
（
講

師
の

所
属

は
R

5
年

度
の

も
の

）

小
学

校
算

数
科

教
育

講
座

小
学

校
社

会
科

教
育

講
座

～
「
社

会
的

な
見

方
・
考

え
方

」
を

働
か

せ
て

思
考

力
・
判

断
力

・
表

現
力

を
育

て
る

社
会

科
授

業
づ

く
り

～

小
学

校
理

科
教

育
講

座

~子
供

の
問

題
解

決
活

動
を

踏
ま

え
た

基
礎

的
な

観
察

・
実

験
～

高
等

学
校

理
科

教
育

生
物

講
座

～
生

徒
の

姿
を

見
取

り
、

評
価

し
て

、
授

業
改

善
に

つ
な

げ
よ

う
～

小
学

校
理

科
教

育
（
基

礎
・
基

本
）
講

座

～
科

学
的

に
探

究
す

る
た

め
に

必
要

な
資

質
・
能

力
を

育
成

す
る

理
科

の
授

業
づ

く
り

～

中
学

校
理

科
教

育
オ

ン
ラ

イ
ン

講
座

～
科

学
的

に
探

究
す

る
た

め
に

必
要

な
資

質
・
能

力
を

育
成

す
る

理
科

の
授

業
づ

く
り

～

中
学

校
理

科
教

育
講

座

～
生

徒
の

「
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

態
度

」
を

見
取

り
、

資
質

・
能

力
を

育
成

す
る

た
め

の
理

科
の

授
業

の
在

り
方

～

小
学

校
外

国
語

教
育

講
座

【
東

京
学

芸
大

学
現

職
教

員
研

修
講

座
】

～
地

球
市

民
育

成
を

目
指

し
た

小
学

校
外

国
語

教
育

～

小
学

校
生

活
科

教
育

講
座

～
生

活
科

再
点

検
！

子
ど

も
が

た
の

し
い

生
活

科
の

授
業

づ
く
り

～

中
・
高

等
学

校
音

楽
科

教
育

講
座

～
和

楽
器

「
箏

」
の

実
技

演
習

を
通

し
、

め
ざ

す
資

質
・
能

力
を

育
成

す
る

授
業

づ
く
り

～

小
学

校
音

楽
科

教
育

講
座

～
和

楽
器

「
箏

」
の

実
技

演
習

を
通

し
、

め
ざ

す
資

質
・
能

力
を

育
成

す
る

授
業

づ
く
り

～

小
学

校
特

別
活

動
講

座

～
子

ど
も

が
本

気
で

話
し

合
い

、
実

践
す

る
学

級
活

動
の

授
業

づ
く
り

～

中
学

校
特

別
活

動
講

座

～
自

分
事

と
し

て
話

し
合

い
、

実
践

す
る

学
級

活
動

の
授

業
づ

く
り

～

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
要

！
特

別
活

動
講

座

～
子

ど
も

の
学

び
を

未
来

へ
つ

な
ぐ

キ
ャ

リ
ア

教
育

～

小
学

校
図

画
工

作
科

教
育

講
座

～
造

形
的

な
見

方
・
考

え
方

を
働

か
せ

る
図

工
の

授
業

を
考

え
よ

う
～

【
鑑

賞
編

】

中
・
高

等
学

校
美

術
教

育
講

座

～
生

徒
が

主
題

を
見

い
だ

す
た

め
の

授
業

の
ヒ

ン
ト

を
考

え
る

鑑
賞

の
活

動
の

在
り

方
～

中
学

校
技

術
教

育
講

座
8
6
2
0
1

6
月

2
8
日

（
金

）
浜

田
教

育
セ

ン
タ

ー
＜

1
日

＞
2
0
名

～
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
へ

の
ヒ

ン
ト

を
探

る
～

8
6
2
0
2

1
1
月

2
2
日

（
金

）
 浜

田
教

育
セ

ン
タ

ー
＜

1
日

＞
2
0
名

中
・
高

等
学

校
数

学
科

教
育

講
座

～
生

徒
を

主
語

に
し

た
数

学
教

育
の

探
究

～

中
・
高

等
学

校
外

国
語

教
育

講
座

～
バ

ッ
ク

ワ
ー

ド
・
デ

ザ
イ

ン
の

授
業

づ
く
り

を
考

え
る

～

高
等

学
校

理
科

教
育

化
学

講
座

～
生

徒
の

姿
を

見
取

り
、

評
価

し
て

、
授

業
改

善
に

つ
な

げ
よ

う
～

高
等

学
校

産
業

教
育

実
技

（
商

業
）
講

座
○

高
等

学
校

（
商

業
・
情

報
）
の

教
員

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
最

新
の

知
識

と
技

術
を

身
に

付
け

、
今

後
の

教
育

現
場

に
も

た
ら

さ
れ

る
変

化
を

前
向

き
に

捉
え

る
素

養
を

身
に

付
け

、
新

た
な

授
業

デ
ザ

イ
ン

の
構

築
に

向
け

た
資

質
・
能

力
の

向
上

を
図

る
。

ス
ク

ー
ル

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

株
式

会
社

　
代

表
取

締
役

、
関

東
第

一
高

等
学

校
　

情
報

科
講

師
　

田
中

善
将

2
0
6

8
月

7
日

（
水

）
島

根
県

教
育

セ
ン

タ
ー

＜
１

日
＞

2
0
名

○
○

中
学

校
、

義
務

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）
、

高
等

学
校

及
び

特
別

支
援

学
校

の
理

科
担

当
教

員
、

理
科

担
当

実
習

教
員

講
義

・
演

習
を

通
し

て
、

学
習

指
導

要
領

（
平

成
3
0
年

告
示

）
と

評
価

に
つ

い
て

の
理

解
を

一
層

深
め

、
資

質
・
能

力
を

育
成

す
る

た
め

の
理

科
の

授
業

を
行

う
実

践
的

指
導

力
を

高
め

る
。

文
部

科
学

省
　

初
等

中
等

教
育

局
　

教
育

課
程

課
教

科
調

査
官


国

立
教

育
政

策
研

究
所

　
教

育
課

程
研

究
セ

ン
タ

ー
　

研
究

開
発

部


　
教

育
課

程
調

査
官

　
真

井
克

子
1
1
5
3

1
0
月

2
5
日

（
金

）
島

根
県

教
育

セ
ン

タ
ー

＜
１

日
＞

2
5
名

○

8
8
7

1
1
月

7
日

（
木

）
島

根
県

教
育

セ
ン

タ
ー

＜
１

日
＞

2
0
名

○
○

○
中

学
校

、
義

務
教

育
学

校
（
後

期
課

程
）
、

高
等

学
校

及
び

特
別

支
援

学
校

の
英

語
科

担
当

教
員

「
目

標
と

指
導

と
評

価
の

一
体

化
」
を

図
っ

た
授

業
づ

く
り

と
、

学
習

指
導

要
領

で
求

め
ら

れ
て

い
る

「
学

習
評

価
」
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
、

資
質

・
能

力
を

育
む

言
語

活
動

や
実

践
的

な
評

価
方

法
に

つ
い

て
考

え
る

。
島

根
大

学
教

育
学

部
　

准
教

授
　

猫
田

英
伸

○
○

中
学

校
、

義
務

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）
、

高
等

学
校

及
び

特
別

支
援

学
校

の
数

学
科

担
当

教
員

数
学

的
な

見
方

・
考

え
方

を
働

か
せ

、
思

考
力

、
判

断
力

、
表

現
力

を
育

む
授

業
づ

く
り

に
つ

い
て

理
解

し
、

実
践

的
指

導
力

を
高

め
る

。

文
部

科
学

省
 初

等
中

等
教

育
局

　
教

育
課

程
課

　
教

科
調

査
官


国

立
教

育
政

策
研

究
所

 教
育

課
程

研
究

セ
ン

タ
ー

　
研

究
開

発
部

　
教

育
課

程
調

査
官

　
　

水
谷

尚
人

○

8
1
7

1
0
月

2
日

（
水

）
島

根
県

教
育

セ
ン

タ
ー

＜
１

日
＞

2
0
名

○

中
学

校
、

義
務

教
育

学
校

後
期

課
程

及
び

特
別

支
援

学
校

の
技

術
分

野
を

担
当

す
る

教
職

員

平
成

2
9
年

告
示

学
習

指
導

要
領

と
評

価
に

つ
い

て
の

理
解

を
一

層
深

め
、

講
義

・
協

議
を

通
し

て
育

成
を

目
指

す
資

質
・
能

力
を

明
確

に
し

た
授

業
づ

く
り

の
在

り
方

を
考

え
、

専
門

的
な

教
科

指
導

力
を

さ
ら

に
高

め
る

。

〈
第

１
回

〉
桃

山
学

院
大

学
　

兼
任

講
師

　
竹

中
章

勝
〈
第

２
回

〉
邑

南
町

立
瑞

穂
中

学
校

　
教

頭
　

立
木

光
史

○

○
○

中
学

校
・
義

務
教

育
学

校
後

期
課

程
・
高

等
学

校
・
特

別
支

援
学

校
（
中

学
部

及
び

高
等

部
）
の

美
術

科
を

担
当

す
る

教
員

学
習

指
導

要
領

の
趣

旨
を

踏
ま

え
、

生
徒

の
発

達
の

段
階

を
踏

ま
え

た
鑑

賞
の

活
動

を
表

現
と

の
関

連
を

図
っ

た
題

材
開

発
と

授
業

改
善

を
通

し
て

授
業

力
の

向
上

を
図

る
。

国
立

教
育

政
策

研
究

所
教

育
課

程
研

究
セ

ン
タ

ー
研

究
開

発
部

教
育

課
程

調
査

官


文
部

科
学

省
初

等
中

等
教

育
局

教
育

課
程

課
教

科
調

査
官


文

化
庁

参
事

官
（
芸

術
文

化
担

当
）
付

教
科

調
査

官
　

平
田

朝
一



1
2
5
6

6
月

1
8
日

（
火

）
島

根
県

立
美

術
館


＜

1
日

＞
2
0
名

○

○
小

学
校

、
義

務
教

育
学

校
前

期
課

程
及

び
特

別
支

援
学

校
（
小

学
部

）
の

教
員

学
習

指
導

要
領

の
趣

旨
を

踏
ま

え
、

児
童

の
発

達
の

段
階

を
踏

ま
え

た
表

現
領

域
と

関
連

さ
せ

た
鑑

賞
の

活
動

の
題

材
開

発
と

授
業

改
善

を
通

し
て

授
業

力
の

向
上

を
図

る
。

国
立

教
育

政
策

研
究

所
教

育
課

程
研

究
セ

ン
タ

ー
研

究
開

発
部

教
育

課
程

調
査

官


文
部

科
学

省
初

等
中

等
教

育
局

教
育

課
程

課
教

科
調

査
官


文

化
庁

参
事

官
（
芸

術
文

化
担

当
）
付

教
科

調
査

官
  
 小

林
恭

代

6
3
9

1
0
月

1
日

（
火

）
島

根
県

立
美

術
館

＜
1
日

＞
2
0
名

○

○
○

小
学

校
、

中
学

校
、

高
等

学
校

、
義

務
教

育
学

校
及

び
特

別
支

援
学

校
の

教
員

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
充

実
が

求
め

ら
れ

る
背

景
や

学
習

指
導

要
領

に
示

さ
れ

た
理

念
、

キ
ャ

リ
ア

教
育

に
視

点
を

あ
て

た
授

業
づ

く
り

に
つ

い
て

、
理

解
を

深
め

る
。

筑
波

大
学

　
人

間
系

　
准

教
授

　
京

免
徹

雄
1
3
0
2

1
2
月

1
3
日

（
金

）
オ

ン
ラ

イ
ン


＜

午
後

＞
3
0
名

○
○

○
小

学
校

、
中

学
校

、
義

務
教

育
学

校
及

び
特

別
支

援
学

校
（
小

・
中

学
部

）
の

教
員

本
講

座
で

は
、

実
際

の
授

業
を

も
と

に
学

級
・
学

校
づ

く
り

の
柱

と
な

る
学

級
活

動
の

授
業

づ
く
り

に
つ

い
て

学
び

、
日

々
の

授
業

や
学

級
経

営
に

向
け

た
実

践
意

欲
を

高
め

る
。

國
學

院
大

學
　

人
間

開
発

学
部

　
教

授
　

杉
田

　
洋

1
3
0
1

５
月

２
日

（
木

）
奥

出
雲

町
立

横
田

小
学

校
＜

午
後

＞
2
0
名

○
○

○
小

学
校

、
中

学
校

、
義

務
教

育
学

校
及

び
特

別
支

援
学

校
（
小

・
中

学
部

）
の

教
員

本
講

座
で

は
、

実
際

の
授

業
を

も
と

に
学

級
・
学

校
づ

く
り

の
柱

と
な

る
学

級
活

動
の

授
業

づ
く
り

に
つ

い
て

学
び

、
日

々
の

授
業

や
学

級
経

営
に

向
け

た
実

践
意

欲
を

高
め

る
こ

と
を

め
ざ

す
。

國
學

院
大

學
　

人
間

開
発

学
部

　
教

授
　

杉
田

　
洋

1
3
0
0

5
月

1
日

（
水

）
益

田
市

立
益

田
小

学
校

＜
午

後
＞

2
0
名

○
○

○
小

学
校

、
義

務
教

育
学

校
（
前

期
課

程
）
及

び
特

別
支

援
学

校
（
小

学
部

）
の

教
員

学
習

指
導

要
領

の
理

解
を

深
め

、
講

義
・
実

技
演

習
・
授

業
づ

く
り

演
習

を
通

し
て

、
指

導
力

の
向

上
を

図
る

。

文
部

科
学

省
　

初
等

中
等

教
育

局
　

教
育

課
程

課
　

教
科

調
査

官


文
化

庁
　

参
事

官
（
芸

術
文

化
担

当
）
付

　
教

科
調

査
官


国

立
教

育
政

策
研

究
所

　
教

育
課

程
研

究
セ

ン
タ

ー


　
研

究
開

発
部

　
教

育
課

程
調

査
官

　
志

民
一

成


［
講

師
（
箏

演
習

）
］
大

月
邦

弘

1
1
3
7

7
月

2
日

（
火

）
浜

田
教

育
セ

ン
タ

ー
＜

１
日

＞
2
4
名

○

○
○

中
学

校
、

義
務

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）
、

高
等

学
校

及
び

特
別

支
援

学
校

（
中

・
高

等
部

）
の

教
員

学
習

指
導

要
領

の
理

解
を

深
め

、
講

義
・
実

技
演

習
・
授

業
づ

く
り

演
習

を
通

し
て

、
指

導
力

の
向

上
を

図
る

。

文
部

科
学

省
　

初
等

中
等

教
育

局
　

教
育

課
程

課
　

教
科

調
査

官


文
化

庁
　

参
事

官
（
芸

術
文

化
担

当
）
付

　
教

科
調

査
官


国

立
教

育
政

策
研

究
所

　
教

育
課

程
研

究
セ

ン
タ

ー


　
研

究
開

発
部

　
教

育
課

程
調

査
官

　
河

合
紳

和


［
講

師
（
箏

演
習

）
］
大

月
邦

弘

7
8
1

7
月

3
日

（
水

）
浜

田
教

育
セ

ン
タ

ー
＜

１
日

＞
2
4
名

○

○
小

学
校

、
義

務
教

育
学

校
（
前

期
課

程
）
及

び
特

別
支

援
学

校
（
小

学
部

）
の

教
員

幼
保

小
連

携
・
接

続
の

必
要

性
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
る

と
と

も
に

、
気

づ
き

の
質

を
高

め
る

学
習

指
導

の
在

り
方

を
考

え
、

教
科

指
導

力
の

向
上

を
図

る
。

島
根

県
立

大
学

　
教

授
　

高
橋

泰
道

3
9
8

1
0
月

3
日

（
木

）
オ

ン
ラ

イ
ン

＜
１

日
＞

1
5
名

○

○
○

中
学

校
、

義
務

教
育

学
校

後
期

課
程

、
高

等
学

校
及

び
特

別
支

援
学

校
（
中

高
等

部
）
の

理
科

担
当

教
員

生
徒

の
「
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

態
度

」
を

見
取

り
、

資
質

・
能

力
を

育
成

す
る

た
め

の
理

科
の

授
業

及
び

評
価

の
在

り
方

に
つ

い
て

の
理

解
を

深
め

、
実

践
的

指
導

力
を

身
に

付
け

る
。

文
部

科
学

省
　

初
等

中
等

教
育

局
　

教
育

課
程

課
　

教
科

調
査

官
　

小
林

一
人



○

小
学

校
、

義
務

教
育

学
校

（
前

期
課

程
）
及

び
特

別
支

援
学

校
（
小

学
部

）
の

教
員


※

小
学

校
の

内
容

で
す

が
、

小
中

連
携

の
視

点
か

ら
中

学
校

教
員

も
歓

迎
し

ま
す

「
目

標
と

指
導

と
評

価
の

一
体

化
」
を

図
っ

た
授

業
づ

く
り

、
学

習
評

価
の

進
め

方
に

つ
い

て
、

実
践

報
告

や
講

義
・
演

習
を

通
し

て
理

解
を

深
め

、
教

科
指

導
力

の
向

上
を

図
る

。

東
京

学
芸

大
学

准
教

授
　

阿
部

始
子

（
東

京
学

芸
大

学
現

職
教

員
講

座
）


札
幌

市
立

真
栄

小
学

校
　

教
諭

　
中

島
裕

美
1
2
3
1

6
月

6
日

（
木

）
島

セ
（
メ

イ
ン

会
場

）
浜

セ
（
サ

テ
ラ

イ
ト

会
場

）
＜

１
日

＞
6
0
名

○
○

1
1
5
1

1
1
月

2
2
日

（
金

）
島

根
大

学
教

育
学

部
附

属
義

務
教

育
学

校
後

期
課

程
＜

１
日

＞
3
0
名

○

○
中

学
校

、
義

務
教

育
学

校
後

期
課

程
及

び
特

別
支

援
学

校
（
中

高
等

部
）
の

理
科

担
当

教
員

（
４

回
と

も
参

加
で

き
る

方
）

科
学

的
に

探
究

す
る

た
め

に
必

要
な

資
質

・
能

力
を

育
成

す
る

理
科

の
授

業
を

行
う

指
導

力
を

高
め

る
。

1
2
8
2

①
 8

月
 7

日
（
水

）
　

②
9
月

1
1
日

（
水

）
③

1
0
月

2
2
日

（
火

）
　

④
1
1
月

1
3
日

（
水

）
＜

各
回

1
5
:1

5
～

1
6
:4

5
(9

0
分

）
＞

2
0
名

○

○
小

学
校

、
義

務
教

育
学

校
前

期
課

程
及

び
特

別
支

援
学

校
の

教
員

講
義

、
演

習
等

を
通

し
て

、
問

題
解

決
の

活
動

を
重

視
し

た
理

科
の

授
業

づ
く
り

に
つ

い
て

理
解

し
、

基
礎

的
な

観
察

・
実

験
技

能
の

習
得

を
図

る
。

島
根

県
教

育
セ

ン
タ

ー
指

導
主

事


中
学

校
、

義
務

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）
、

高
等

学
校

及
び

特
別

支
援

学
校

の
理

科
担

当
教

員
、

理
科

担
当

実
習

教
員

講
義

・
演

習
を

通
し

て
、

学
習

指
導

要
領

（
平

成
3
0
年

告
示

）
と

評
価

に
つ

い
て

の
理

解
を

一
層

深
め

、
資

質
・
能

力
を

育
成

す
る

た
め

の
理

科
の

授
業

を
行

う
実

践
的

指
導

力
を

高
め

る
。

文
部

科
学

省
　

初
等

中
等

教
育

局
　

視
学

官


文
部

科
学

省
　

初
等

中
等

教
育

局
　

教
育

課
程

課
　

教
科

調
査

官


国
立

教
育

政
策

研
究

所
　

教
育

課
程

研
究

セ
ン

タ
ー

　
研

究
開

発
部

　
教

育
課

程
調

査
官

・
学

力
調

査
官

　
　

藤
枝

秀
樹

1
1
5
4

1
1
月

1
5
日

（
金

）
島

根
県

教
育

セ
ン

タ
ー

＜
１

日
＞

2
4
名

○

○
小

学
校

、
義

務
教

育
学

校
前

期
課

程
及

び
特

別
支

援
学

校
の

教
員

学
習

指
導

要
領

の
趣

旨
を

踏
ま

え
、

講
義

・
演

習
、

授
業

参
観

や
研

究
協

議
を

通
し

て
、

子
ど

も
主

体
の

問
題

解
決

の
活

動
を

実
現

し
、

資
質

・
能

力
を

育
成

す
る

理
科

の
授

業
づ

く
り

に
つ

い
て

の
実

践
的

指
導

力
を

高
め

る
。

文
部

科
学

省
　

初
等

中
等

教
育

局
　

教
育

課
程

課
教

科
調

査
官


国

立
教

育
政

策
研

究
所

　
教

育
課

程
研

究
セ

ン
タ

ー
　

研
究

開
発

部


　
教

育
課

程
調

査
官

・
学

力
調

査
官

　
有

本
　

淳

1
0
3
5

9
月

1
9
日

（
木

）
島

根
大

学
教

育
学

部
附

属
義

務
教

育
学

校
前

期
課

程
＜

１
日

＞
4
0
名

○

小
学

校
、

中
学

校
、

義
務

教
育

学
校

及
び

特
別

支
援

学
校

の
教

員


児
童

が
数

学
的

に
考

え
る

楽
し

さ
を

知
り

算
数

の
学

習
を

楽
し

む
授

業
を

構
想

す
る

と
と

も
に

、
数

学
的

に
考

え
る

資
質

･能
力

を
育

て
る

た
め

の
算

数
授

業
力

の
向

上
及

び
授

業
改

善
を

推
進

し
て

い
く
力

を
身

に
付

け
る

。

文
部

科
学

省
国

立
教

育
政

策
研

究
所

　
教

育
課

程
研

究
セ

ン
タ

ー
研

究
開

発
部

  
教

育
課

程
調

査
官

　
笠

井
健

一

○
小

学
校

、
義

務
教

育
学

校
前

期
課

程
及

び
特

別
支

援
学

校
（
小

学
部

）
の

教
員

学
習

指
導

要
領

の
目

標
や

内
容

、
実

践
的

課
題

を
踏

ま
え

な
が

ら
、

「
社

会
的

な
見

方
・

考
え

方
」
を

働
か

せ
、

思
考

力
、

判
断

力
、

表
現

力
等

を
育

て
る

た
め

の
授

業
デ

ザ
イ

ン
に

つ
い

て
学

び
、

指
導

力
を

高
め

る
。

島
根

大
学

教
職

大
学

院
　

教
授

　
加

藤
寿

明

Ⅴ
　
令
和
６
年
度
鳥
取
・
島
根
連
携
講
座
（
島
根
県
が
提
供
し
、
鳥
取
県
の
教
職
員
が
受
講
で
き
る
連
携
講
座
）
一
覧
表

教 科 等

1
1
3

1
0
月

2
3
日

（
水

）
松

江
市

立
宍

道
小

学
校

＜
１

日
＞

2
5
名

○
○

○

1
1
3
6

6
月

2
8
日

（
金

）
島

根
大

学
教

育
学

部
附

属
義

務
教

育
学

校
前

期
課

程
＜

１
日

＞
3
0
名

○

1
2
7
9

9
月

6
日

（
金

）
島

根
県

教
育

セ
ン

タ
ー

＜
１

日
＞

3
0
名

○

○
○
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分
類

講
座

名
～

サ
ブ

タ
イ

ト
ル

～
番

号
期

日
・
会

場
・
定

員
保

幼
小

中
高

特
対

象
者

内
容

等
外

部
講

師
（
講

師
の

所
属

は
R

5
年

度
の

も
の

）

学
校

図
書

館
を

活
用

し
た

授
業

改
善

講
座

～
各

教
科

等
の

学
習

活
動

を
支

え
る

、
情

報
活

用
能

力
の

育
成

と
活

用
を

考
え

る
～

就
学

前
人

権
教

育
講

座

～
「
気

に
な

る
子

ど
も

」
の

背
景

を
考

え
る

～

子
ど

も
支

援
実

践
講

座

～
気

づ
く
、

つ
な

ぐ
、

支
え

る
～

国
立

療
養

所
長

島
愛

生
園

訪
問

研
修

1
2
8
4
1

8
月

2
日

（
金

）
国

立
療

養
所

長
島

愛
生

園
（
松

江
発

着
）
＜

１
日

＞
2
0
名

～
ハ

ン
セ

ン
病

問
題

を
考

え
る

～
1
2
8
4
2

7
月

2
6
日

（
金

）
国

立
療

養
所

長
島

愛
生

園
（
浜

田
発

着
）
＜

１
日

＞
2
0
名

G
IG

A
ス

ク
ー

ル
時

代
の

教
育

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

講
座

～
日

々
変

遷
を

遂
げ

る
教

育
情

報
シ

ス
テ

ム
及

び
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

理
解

～

G
IG

A
ス

ク
ー

ル
時

代
の

情
報

モ
ラ

ル
講

座

～
1
人

1
台

端
末

を
持

つ
の

が
当

た
り

前
の

時
代

に
求

め
ら

れ
る

情
報

モ
ラ

ル
と

は
？

～

不
登

校
の

理
解

と
支

援
講

座

～
 不

登
校

の
要

因
や

背
景

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
、

よ
り

よ
い

支
援

に
つ

い
て

考
え

た
い

方
へ

 ～

子
ど

も
理

解
と

支
援

講
座

～
 個

や
集

団
へ

の
理

解
を

深
め

、
子

ど
も

へ
の

か
か

わ
り

を
見

直
し

た
い

方
へ

 ～

す
べ

て
の

教
職

員
に

役
立

つ
！

支
援

に
つ

な
が

る
子

ど
も

の
理

解
講

座

～
子

ど
も

の
願

い
に

寄
り

添
う

た
め

の
教

師
の

基
本

姿
勢

～

教
職

員
の

か
か

わ
る

力
を

高
め

る
実

践
講

座

～
子

ど
も

や
保

護
者

・
同

僚
と

の
か

か
わ

り
を

よ
り

よ
く
し

た
い

方
へ

 ～

学
級

作
り

仲
間

作
り

講
座

よ
り

よ
い

関
係

づ
く
り

実
践

講
座

特
別

支
援

学
校

・
特

別
支

援
学

級
に

お
け

る
授

業
づ

く
り

講
座

～
思

春
期

・
青

年
期

の
知

的
障

が
い

の
あ

る
子

ど
も

の
自

立
活

動
を

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

視
点

か
ら

考
え

る
～

居
場

所
づ

く
り

・
絆

づ
く
り

実
践

講
座

～
教

育
工

学
を

活
用

し
た

全
て

の
児

童
生

徒
が

社
会

と
つ

な
が

る
方

法
と

、
教

職
員

の
豊

か
な

居
場

所
・
絆

づ
く
り

も
含

め
て

～

○
○

小
学

校
、

中
学

校
、

義
務

教
育

学
校

、
高

等
学

校
及

び
特

別
支

援
学

校
の

教
職

員


生
徒

指
導

の
実

践
上

の
４

つ
の

視
点

（
自

己
存

在
感

の
感

受
、

共
感

的
人

間
関

係
の

育
成

、
自

己
決

定
の

場
の

提
供

、
安

全
・
安

心
な

風
土

の
醸

成
）
を

生
か

し
た

積
極

的
な

生
徒

指
導

を
推

進
で

き
る

よ
う

に
指

導
力

の
向

上
を

図
る

。
静

岡
大

学
　

准
教

授
　

塩
田

真
吾

1
2
3
3

7
月

2
6
日

（
金

）
オ

ン
ラ

イ
ン

＜
１

日
＞

8
0
名

○
○

○
小

学
校

、
中

学
校

、
義

務
教

育
学

校
及

び
特

別
支

援
学

校
の

教
職

員


知
的

障
が

い
の

あ
る

子
ど

も
の

思
春

期
・
青

年
期

に
お

け
る

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

不
調

に
関

す
る

基
本

的
情

報
に

つ
い

て
学

び
、

事
例

な
ど

を
基

に
理

解
を

深
め

る
。

ま
た

、
学

校
現

場
に

お
い

て
実

際
に

指
導

・
支

援
を

担
う

教
職

員
の

役
割

に
つ

い
て

考
え

る
。


信

州
大

学
教

育
学

部
  
 准

教
授

　
下

山
真

衣
1
1
4
3

9
月

2
5
日

（
水

）
オ

ン
ラ

イ
ン

＜
午

後
＞

4
0
名

○
○

○
○

小
学

校
、

中
学

校
、

義
務

教
育

学
校

、
高

等
学

校
及

び
特

別
支

援
学

校
の

教
職

員


カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
、

保
護

者
と

か
か

わ
る

力
、

子
ど

も
と

か
か

わ
る

力
、

事
例

か
ら

学
ぶ

力
を

2
日

間
の

演
習

を
中

心
に

学
ぶ

島
根

県
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
　

稲
田

　
彰


島

根
県

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

　
森

田
　

清


島
根

県
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
　

玉
木

　
敦


1
2
2
2

8
月

2
1
日

（
水

）
～

8
月

2
2
日

（
木

）
＜

2
日

間
＞

2
5
名

○
○

○
○

小
学

校
、

中
学

校
、

義
務

教
育

学
校

、
高

等
学

校
及

び
特

別
支

援
学

校
の

教
職

員

全
国

の
多

く
の

学
校

で
実

施
さ

れ
て

い
る

「
ス

リ
ン

プ
ル

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
の

実
践

的
な

取
り

組
み

に
つ

い
て

、
開

発
者

で
あ

る
曽

山
先

生
の

講
義

と
演

習
を

通
じ

、
学

級
作

り
、

仲
間

作
り

に
つ

い
て

学
ぶ

。
か

か
わ

り
プ

ロ
グ

ラ
ム

　
S
lim

pl
e
代

表
　

曽
山

和
彦

1
3
0
3

5
月

3
0
日

（
木

）
浜

田
教

育
セ

ン
タ

ー
＜

１
日

＞
4
0
名

○
○

○
○

小
学

校
、

中
学

校
、

義
務

教
育

学
校

、
高

等
学

校
及

び
特

別
支

援
学

校
の

教
職

員


体
験

的
な

演
習

を
通

し
て

、
子

ど
も

や
保

護
者

・
同

僚
と

の
よ

り
よ

い
か

か
わ

り
や

支
援

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

と
と

も
に

実
践

力
を

高
め

る
。

県
内

講
師

(S
C

等
)複

数
名

1
1
0
0

1
1
月

1
4
日

（
木

）
島

根
県

教
育

セ
ン

タ
ー

＜
１

日
＞

3
0
名

○
○

通
常

の
学

級
等

に
お

け
る

特
別

な
支

援
を

必
要

と
す

る
子

ど
も

一
人

一
人

の
学

び
の

保
障

の
視

点
か

ら
、

子
ど

も
理

解
に

努
め

、
子

ど
も

の
願

い
に

寄
り

添
っ

た
か

か
わ

り
と

支
援

に
つ

い
て

学
び

、
実

践
に

生
か

そ
う

と
す

る
態

度
を

身
に

つ
け

る
。

宮
城

学
院

女
子

大
学

　
教

授
　

梅
田

真
理

1
2
9
9

1
0
月

2
9
日

（
火

）
オ

ン
ラ

イ
ン

＜
１

日
＞

1
0
0
名

○
○

G
IG

A
ス

ク
ー

ル
構

想
の

実
現

に
向

け
た

１
人

１
台

端
末

の
導

入
等

を
背

景
に

、
高

ま
る

情
報

モ
ラ

ル
の

重
要

性
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

、
最

新
の

動
向

に
関

す
る

講
義

を
通

じ
て

情
報

モ
ラ

ル
に

関
す

る
実

践
力

を
高

め
る

。
常

葉
大

学
　

講
師

　
酒

井
郷

平

○
○

小
学

校
、

中
学

校
、

義
務

教
育

学
校

、
高

等
学

校
及

び
特

別
支

援
学

校
の

教
職

員


島
根

県
の

喫
緊

の
課

題
で

あ
る

不
登

校
へ

の
理

解
を

深
め

、
子

ど
も

た
ち

の
社

会
的

な
自

立
を

目
指

し
て

ど
の

よ
う

に
支

え
る

の
か

、
支

援
の

視
点

に
つ

い
て

考
え

、
対

応
す

る
力

を
高

め
る

。
奈

良
女

子
大

学
　

教
授

　
伊

藤
美

奈
子

G
IG

A
ス

ク
ー

ル
構

想
の

実
現

に
向

け
た

１
人

１
台

端
末

の
導

入
や

進
む

ク
ラ

ウ
ド

活
用

を
背

景
に

、
高

ま
る

教
育

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

の
重

要
性

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
、

最
新

の
動

向
に

関
す

る
講

義
を

通
じ

て
教

育
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
実

践
力

を
高

め
る

。

生 徒 指 導 ・ 教 育 相 談 ・ 特 別 支 援 教 育

9
2
1

7
月

5
日

（
金

）
オ

ン
ラ

イ
ン

＜
午

後
＞

7
0
名

○
○

○
○

小
学

校
、

中
学

校
、

義
務

教
育

学
校

、
高

等
学

校
及

び
特

別
支

援
学

校
の

教
職

員


児
童

・
生

徒
の

発
達

の
理

解
を

踏
ま

え
た

か
か

わ
り

を
考

え
、

相
手

を
大

切
に

し
た

支
援

へ
の

意
欲

を
高

め
る

。
島

根
大

学
　

人
間

科
学

部
　

教
授

　
岩

宮
恵

子
1
2
9
8

9
月

1
2
日

（
木

）
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
型

研
修

（
島

根
県

教
育

セ
ン

タ
ー

、
オ

ン
ラ

イ
ン

）
＜

午
後

＞
7
0
名

○
○

○
○

小
学

校
、

中
学

校
、

義
務

教
育

学
校

、
高

等
学

校
及

び
特

別
支

援
学

校
の

教
職

員

○
○

○
小

学
校

、
中

学
校

、
義

務
教

育
学

校
、

高
等

学
校

及
び

特
別

支
援

学
校

の
教

職
員



○
○

○
○

小
学

校
、

中
学

校
、

義
務

教
育

学
校

、
高

等
学

校
及

び
特

別
支

援
学

校
の

教
職

員


教 育 の 情 報 化

1
2
8
9

1
0
月

3
日

（
木

）
オ

ン
ラ

イ
ン


＜

午
前

＞
3
0
名

○

小
学

校
、

中
学

校
、

義
務

教
育

学
校

、
高

等
学

校
及

び
特

別
支

援
学

校
の

教
職

員


※
今

ま
で

に
ハ

ン
セ

ン
病

療
養

所
に

訪
問

経
験

の
な

い
方

を
優

先
す

る
。

ハ
ン

セ
ン

病
療

養
所

へ
の

訪
問

を
通

し
て

、
ハ

ン
セ

ン
病

問
題

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

と
と

も
に

ハ
ン

セ
ン

病
問

題
の

課
題

を
認

識
し

、
学

校
で

の
指

導
・
啓

発
に

活
か

す
。

柏
市

教
育

委
員

会
　

教
育

研
究

専
門

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

　
西

田
光

昭

1
2
9
0

1
0
月

3
日

（
木

）
オ

ン
ラ

イ
ン

＜
午

後
＞

3
0
名

○○
○

○

○
小

学
校

、
中

学
校

、
義

務
教

育
学

校
、

高
等

学
校

及
び

特
別

支
援

学
校

の
教

職
員

学
校

と
社

会
福

祉
と

の
連

携
の

必
要

性
に

つ
い

て
理

解
す

る
と

と
も

に
、

児
童

生
徒

や
そ

の
保

護
者

等
の

抱
え

る
困

難
を

早
期

に
発

見
し

、
適

切
な

支
援

先
に

つ
な

ぎ
、

必
要

な
支

援
を

確
実

に
届

け
る

こ
と

が
で

き
る

実
践

力
を

身
に

付
け

る
。

1
2
5
3

9
月

1
3
日

(金
) 
あ

す
て

ら
す


＜

１
日

＞
3
0
名

○
○

○

幼
児

期
に

お
け

る
人

権
教

育
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

る
こ

と
で

、
子

ど
も

一
人

一
人

を
大

切
に

し
た

幼
児

教
育

･保
育

の
実

践
力

向
上

に
つ

な
げ

る
。

1
2
0
6

8
月

2
7
日

(火
) 
松

江
合

同
庁

舎


＜
午

後
＞

1
2
0
名

○
○

○

・
幼

稚
園

、
認

定
こ

ど
も

園
の

教
員


・
保

育
所

の
保

育
士


・
特

別
支

援
学

校
の

幼
稚

部
担

当
教

員

○
○

○

小
学

校
、

中
学

校
、

義
務

教
育

学
校

、
高

等
学

校
及

び
特

別
支

援
学

校
の

教
職

員


（
R

6
年

度
は

希
望

者
多

数
の

場
合

、
中

学
校

及
び

高
等

学
校

の
教

職
員

を
優

先
す

る
）

学
習

指
導

要
領

で
求

め
ら

れ
て

い
る

「
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
」
の

実
現

に
向

け
、

学
校

図
書

館
を

ど
の

よ
う

に
活

用
し

、
授

業
改

善
を

図
る

の
か

。
そ

の
ヒ

ン
ト

を
学

び
、

実
践

的
指

導
力

を
高

め
る

こ
と

を
め

ざ
す

。


放
送

大
学

客
員

　
准

教
授

　
塩

谷
京

子

教 育 課 題

1
2
3
5

1
0
月

3
日

（
木

）
オ

ン
ラ

イ
ン

＜
1
日

＞
3
5
名

○

108



分
類

番
号

講
座

名
～

サ
ブ

タ
イ

ト
ル

～
期

日
・

会
場

・
定

員
幼

小
中

高
特

対
象

者
内

容
等

外
部

講
師

教 科 等

楽
曲

分
析

を
基

盤
と

す
る

合
奏

教
材

指
導

法

地
域

問
題

解
決

型
探

究
学

習
の

開
発

英
語

学
習

に
お

け
る

学
び

の
多

様
性

と
、

授
業

で
の

工
夫

を
考

え
る

（
理

論
編

）

「
宇

宙
」
を

素
材

と
し

た
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

な
探

究
活

動

令
和

の
日

本
型

学
校

教
育

の
実

現
を

目
指

し
た

探
究

学
習

指
導

・
S
T
E
A

M
教

育
の

ノ
ウ

ハ
ウ

（
基

礎
編

）

小
学

校
社

会
科

の
授

業
デ

ザ
イ

ン
と

教
材

開
発

国
語

科
に

お
け

る
漢

字
学

習
の

支
援

中
学

校
技

術
・
家

庭
科

技
術

分
野

の
問

題
解

決
の

ア
ッ

プ
デ

ー
ト

地
理

を
専

門
と

し
な

い
教

員
の

た
め

の
「
地

理
総

合
」
入

門

5 6 7 8 9 1
0

1
1

７
月

３
０

日
（

火
）

山
陰

教
員

研
修

セ
ン

タ
ー

対
面

＜
１

日
(
6
時

間
)
＞

　
７

名

７
月

２
９

日
（

月
）

山
陰

教
員

研
修

セ
ン

タ
ー

ハ
イ

フ
レ

ッ
ク

ス
型

（
対

面
＋

Y
o
u
T
u
b
e
 
L
i
v
e
配

信
）

＜
１

日
(
6
時

間
)
＞

　
１

０
名

８
月

８
日

（
木

）
山

陰
教

員
研

修
セ

ン
タ

ー
ハ

イ
フ

レ
ッ

ク
ス

型
（

対
面

＋
Y
o
u
T
u
b
e
 
L
i
v
e
配

信
）

＜
１

日
(
6
時

間
)
＞

　
１

０
名

８
月

２
０

日
（

火
）

山
陰

教
員

研
修

セ
ン

タ
ー

ハ
イ

フ
レ

ッ
ク

ス
型

（
対

面
＋

Y
o
u
T
u
b
e
 
L
i
v
e
配

信
）

＜
１

日
(
6
時

間
)
＞

　
１

０
名

教
育

評
価

の
新

た
な

地
平

Ｕ
Ｄ

Ｌ
に

基
づ

く
中

学
校

・
高

等
学

校
数

学
科

の
指

導

1 2 3 4

○
○

○
○

小
学

校
、

中
学

校
、

義
務

教
育

学
校

、
高

等
学

校
、

中
等

教
育

学
校

（
対

象
校

種
外

の
方

で
も

受
講

可
能

で
す

が
、

専
門

的
な

内
容

も
含

み
ま

す
。

）
全

教
科

広
く

学
校

教
育

関
係

者

本
研

修
は

、
評

価
の

意
義

に
つ

い
て

再
考

し
た

り
新

た
な

可
能

性
を

追
究

し
た

り
す

る
こ

と
を

ね
ら

い
と

す
る

。
近

年
着

目
さ

れ
る

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
評

価
に

お
け

る
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
と

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
評

価
の

意
義

、
今

後
求

め
ら

れ
る

学
習

と
評

価
の

あ
り

方
に

つ
い

て
受

講
者

と
共

に
検

討
し

て
い

く
。

＜
実

施
形

態
　

講
義

、
演

習
＞

島
根

大
学

教
育

学
部

　
教

授
　

深
見

　
俊

崇

○

中
学

校
、

義
務

教
育

学
校

後
期

課
程

（
対

象
校

種
外

の
方

で
も

受
講

可
能

で
す

が
、

専
門

的
な

内
容

も
含

み
ま

す
。

）
技

術
・

家
庭

科
（

対
象

教
科

外
の

方
で

も
受

講
可

能
で

す
が

、
専

門
的

な
内

容
も

含
み

ま
す

。
）

教
諭

、
講

師

中
学

校
技

術
・

家
庭

科
技

術
分

野
の

問
題

解
決

に
つ

い
て

、
最

新
の

知
見

に
も

と
づ

い
た

内
容

を
提

案
し

ま
す

。
特

に
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
変

換
の

技
術

や
情

報
の

技
術

あ
る

い
は

、
相

互
に

統
合

し
た

問
題

解
決

に
つ

い
て

考
え

て
ま

す
。

こ
れ

ま
で

の
キ

ッ
ト

を
用

い
た

問
題

解
決

か
ら

、
個

別
最

適
な

学
び

に
対

応
し

、
学

習
指

導
要

領
の

具
現

化
に

転
換

す
る

と
こ

を
ね

ら
い

と
し

た
問

題
解

決
へ

の
変

換
を

目
指

し
ま

す
。

＜
実

施
形

態
　

講
義

、
演

習
＞

７
月

２
６

日
（

金
）

山
陰

教
員

研
修

セ
ン

タ
ー

ハ
イ

フ
レ

ッ
ク

ス
型

（
対

面
＋

Y
o
u
T
u
b
e
 
L
i
v
e
配

信
）

＜
１

日
(
6
時

間
)
＞

　
９

名

○

小
学

校
、

義
務

教
育

学
校

前
期

課
程

社
会

科
（

対
象

校
種

外
の

方
で

も
受

講
で

き
ま

す
が

、
専

門
的

な
内

容
も

含
み

ま
す

。
）

教
諭

、
講

師

本
講

習
で

は
ま

ず
、

現
行

小
学

校
学

習
指

導
要

領
社

会
科

に
つ

い
て

、
教

育
改

革
の

動
向

を
ふ

ま
え

な
が

ら
、

そ
の

目
標

や
内

容
に

つ
い

て
解

説
し

ま
す

。
次

に
、

学
習

指
導

要
領

社
会

科
の

特
色

、
子

ど
も

の
社

会
的

な
見

方
・

考
え

方
を

育
て

る
社

会
科

授
業

づ
く

り
の

ポ
イ

ン
ト

に
つ

い
て

考
察

し
ま

す
。

さ
ら

に
、

「
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
」

の
観

点
か

ら
の

小
学

校
社

会
科

授
業

改
善

や
具

体
的

な
教

材
開

発
に

つ
い

て
検

討
し

ま
す

。
＜

実
施

形
態

　
講

義
、

演
習

＞

島
根

大
学

教
職

大
学

院
　

教
授

　
加

藤
　

寿
朗

島
根

大
学

教
育

学
部

附
属

義
務

教
育

学
校

前
期

課
程

　
副

校
長

　
和

田
　

律
央

島
根

大
学

教
育

学
部

附
属

義
務

教
育

学
校

前
期

課
程

　
教

諭
　

仁
宮

　
香

７
月

２
５

日
（

木
）

午
後

山
陰

教
員

研
修

セ
ン

タ
ー

ハ
イ

フ
レ

ッ
ク

ス
型

（
対

面
＋

Y
o
u
T
u
b
e
 
L
i
v
e
配

信
）

実
施

<
半

日
(
3
時

間
)
＞

　
１

０
名

○
○

○
○

○
全

校
種

全
教

科
教

諭
、

広
く

学
校

教
育

関
係

者

「
令

和
の

日
本

型
学

校
教

育
」

で
は

、
探

究
的

な
学

び
が

重
要

だ
と

さ
れ

て
い

ま
す

。
特

に
、

高
等

学
校

で
は

、
従

来
の

S
S
H
校

で
の

課
題

研
究

等
に

加
え

、
「

総
合

的
な

探
究

の
時

間
」

や
「

理
数

探
究

」
が

設
定

さ
れ

ま
し

た
。

し
か

し
、

こ
う

い
っ

た
探

究
的

な
学

び
を

ど
う

指
導

し
て

い
け

ば
良

い
の

か
は

悩
み

ど
こ

ろ
で

す
。

そ
こ

で
、

本
研

修
で

は
、

探
究

的
な

学
び

や
S
T
E
A
M
教

育
な

ど
に

つ
い

て
改

め
て

考
え

、
特

に
、

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

ス
キ

ル
に

注
目

し
、

論
理

構
成

に
注

目
し

た
資

料
の

探
し

方
、

引
用

の
仕

方
、

ス
ラ

イ
ド

の
ま

と
め

方
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

指
導

に
つ

い
て

要
点

を
絞

っ
て

学
び

ま
す

。
＜

実
施

形
態

 
 
講

義
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
＞

島
根

大
学

教
育

学
部

　
教

授
　

御
園

　
真

史
島

根
大

学
教

育
学

部
　

教
授

　
深

見
　

俊
崇

島
根

大
学

教
職

大
学

院
　

講
師

　
松

尾
　

奈
美

７
月

２
３

日
（

火
）

午
後

山
陰

教
員

研
修

セ
ン

タ
ー

対
面

＜
半

日
(
3
時

間
)
＞

　
１

０
名

○
○

○
○

○
全

校
種

全
教

科
広

く
学

校
教

育
関

係
者

、
教

諭

「
宇

宙
」

と
の

出
会

い
を

き
っ

か
け

と
し

て
子

ど
も

た
ち

の
思

考
力

と
探

究
力

を
伸

ば
す

こ
と

を
目

的
と

し
た

宇
宙

教
育

に
つ

い
て

理
解

し
、

多
様

な
学

習
者

が
協

働
し

て
学

ぶ
学

習
環

境
に

つ
い

て
考

え
ま

す
。

（
担

当
教

科
に

関
わ

ら
ず

ご
参

加
い

た
だ

け
ま

す
。

）
＜

実
施

形
態

　
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

＞

島
根

大
学

教
育

学
部

　
准

教
授

　
香

川
　

奈
緒

美

7
/
1
9
(
金

)
～

8
/
2
3
(
金

)
オ

ン
デ

マ
ン

ド
（

Y
o
u
T
u
b
e
限

定
公

開
）

＜
半

日
(
4
時

間
)
＞

　
１

０
名

○
○

○
○

○

全
校

種
外

国
語

（
対

象
教

科
外

の
方

で
も

受
講

可
能

で
す

が
、

専
門

的
な

内
容

も
含

み
ま

す
。

）
広

く
学

校
教

育
関

係
者

、
教

諭

社
会

の
グ

ロ
ー

バ
ル

化
・

多
様

化
が

進
み

、
小

中
高

を
通

し
て

言
語

活
動

の
充

実
・

発
信

力
向

上
が

重
視

さ
れ

て
い

ま
す

。
母

語
で

は
な

い
言

語
を

学
ぶ

こ
と

に
、

他
の

教
科

に
は

な
い

「
楽

し
さ

」
を

感
じ

る
子

ど
も

も
い

れ
ば

、
困

難
さ

を
抱

え
る

子
ど

も
も

い
ま

す
。

授
業

の
中

で
、

子
ど

も
た

ち
の

困
難

さ
を

ど
の

よ
う

に
見

取
り

、
ど

の
よ

う
な

工
夫

を
加

え
て

い
け

ば
よ

い
で

し
ょ

う
か

。
そ

の
背

景
や

事
例

を
紹

介
し

ま
す

。
＜

実
施

形
態

　
オ

ン
デ

マ
ン

ド
＞

島
根

大
学

教
職

大
学

院
　

特
任

教
授

　
大

谷
　

み
ど

り

６
月

２
８

日
（

金
）

午
後

山
陰

教
員

研
修

セ
ン

タ
ー

ハ
イ

フ
レ

ッ
ク

ス
型

（
対

面
＋

Y
o
u
T
u
b
e
 
L
i
v
e
配

信
）

＜
半

日
(
3
時

間
)
＞

　
１

０
名

○
○

全
校

種
国

語
科

（
対

象
校

種
外

の
方

で
も

受
講

で
き

ま
す

が
、

専
門

的
な

内
容

も
含

み
ま

す
。

）
広

く
学

校
教

育
関

係
者

こ
の

研
修

は
、

小
学

校
や

中
学

校
の

国
語

科
に

お
い

て
「

漢
字

」
の

学
習

を
ど

の
よ

う
に

支
援

し
て

い
く

か
を

考
え

る
た

め
の

研
修

で
す

。
「

漢
字

」
に

関
す

る
基

礎
知

識
を

改
め

て
学

ぶ
と

と
も

に
、

そ
れ

ぞ
れ

の
学

年
の

漢
字

に
ど

の
よ

う
な

特
徴

が
あ

る
の

か
を

検
討

す
る

こ
と

で
、

ど
の

よ
う

に
学

習
支

援
を

発
想

す
る

か
を

学
ぶ

研
修

に
な

っ
て

い
ま

す
。

＜
実

施
形

態
 
 
講

義
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

島
根

大
学

教
育

学
部

　
准

教
授

　
冨

安
　

慎
吾

島
根

大
学

大
学

教
育

セ
ン

タ
ー

　
准

教
授

　
中

村
　

怜
詞

○
○

小
学

校
、

中
学

校
、

義
務

教
育

学
校

、
高

等
学

校
、

中
等

教
育

学
校

、
特

別
支

援
学

校
（

対
象

校
種

外
の

方
で

も
受

講
可

能
で

す
。

）
全

教
科

教
諭

、
養

護
教

諭
、

栄
養

教
諭

新
し

い
学

習
指

導
要

領
で

は
社

会
に

開
か

れ
た

教
育

課
程

の
実

現
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

が
、

そ
れ

は
何

故
な

の
で

し
ょ

う
か

。
地

域
と

協
働

し
て

教
育

活
動

を
展

開
し

て
い

く
意

義
や

価
値

を
踏

ま
え

つ
つ

、
多

く
の

学
校

で
実

施
さ

れ
て

い
る

地
域

課
題

解
決

型
の

探
究

学
習

を
い

か
に

設
計

し
、

動
か

し
て

い
く

か
を

考
え

て
い

く
た

め
の

講
座

で
す

。
＜

実
施

形
態

　
講

義
、

演
習

＞

○
○

○

○
○

○
○

○
○

○

全
校

種
地

理
歴

史
、

社
会

科
（

対
象

教
科

外
の

方
で

も
受

講
可

能
で

す
。

）
広

く
学

校
教

育
関

係
者

必
修

化
し

た
「

地
理

総
合

」
に

お
い

て
用

い
ら

れ
る

ツ
ー

ル
を

わ
か

り
や

す
く

、
具

体
的

に
学

び
ま

す
。

主
な

内
容

は
、

①
地

図
・

地
理

情
報

シ
ス

テ
ム

、
②

自
然

環
境

・
防

災
、

③
生

活
圏

の
調

査
な

ど
で

す
。

地
理

を
専

門
と

し
な

い
教

員
は

も
ち

ろ
ん

、
専

門
と

す
る

教
員

の
受

講
も

歓
迎

し
ま

す
。

＜
実

施
形

態
　

講
義

、
実

習
・

実
験

＞

Ⅵ
　

令
和

６
年

度
 し

ま
だ

い
学

校
教

員
研

修
（

島
根

大
学

が
提

供
し

、
鳥

取
県

の
教

職
員

が
受

講
で

き
る

連
携

講
座

）
一

覧
表

○
○

中
学

校
、

義
務

教
育

学
校

後
期

課
程

、
高

等
学

校
（

対
象

校
種

外
の

方
で

も
受

講
可

能
。

）
音

楽
科

（
対

象
教

科
外

の
方

で
も

受
講

可
能

で
す

が
専

門
的

内
容

も
含

み
ま

す
。

）
広

く
学

校
教

育
関

係
者

部
活

動
等

に
お

け
る

主
に

小
編

成
吹

奏
楽

（
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
）

の
指

導
者

で
、

経
験

年
数

の
比

較
的

浅
い

、
中

学
・

高
校

の
音

楽
科

教
員

の
方

を
想

定
し

た
研

修
で

す
。

簡
易

な
歌

唱
・

器
楽

曲
を

題
材

と
し

て
、

ま
ず

は
形

式
・

形
態

分
析

を
核

と
す

る
楽

曲
分

析
を

行
い

、
そ

の
成

果
を

生
か

し
た

合
奏

の
指

導
法

を
、

指
揮

実
践

に
よ

っ
て

考
察

し
ま

す
。

指
揮

実
践

は
、

学
生

に
よ

る
ピ

ア
ノ

連
弾

や
5
名

程
度

の
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
を

対
象

と
し

て
行

う
予

定
で

す
。

＜
実

施
形

態
　

講
義

、
演

習
＞

島
根

大
学

教
育

学
部

　
教

授
　

河
添

　
達

也

島
根

大
学

教
職

大
学

院
　

教
授

　
橋

爪
　

一
治

８
月

２
１

日
（

水
）

午
前

山
陰

教
員

研
修

セ
ン

タ
ー

ハ
イ

フ
レ

ッ
ク

ス
型

（
対

面
＋

Y
o
u
T
u
b
e
 
L
i
v
e
配

信
）

＜
半

日
(
3
時

間
)
＞

　
１

０
名

○
○

中
学

校
、

義
務

教
育

学
校

後
期

課
程

、
高

等
学

校
、

中
等

教
育

学
校

特
別

支
援

学
校

（
中

学
部

・
高

等
部

）
（

対
象

校
種

外
の

方
で

も
受

講
可

能
で

す
。

）
数

学
科

（
対

象
教

科
外

の
方

で
も

受
講

可
能

で
す

。
）

教
諭

、
広

く
学

校
教

育
関

係
者

学
校

現
場

で
、

近
年

U
D
L
（

U
n
i
v
e
r
s
a
l
 
D
e
s
i
g
n
 
f
o
r
 
L
e
a
r
n
i
n
g
）

に
基

づ
く

指
導

が
注

目
さ

れ
て

い
ま

す
。

U
D
L

は
、

脳
科

学
、

自
己

調
整

学
習

な
ど

さ
ま

ざ
ま

な
学

習
理

論
に

基
づ

い
て

お
り

、
す

べ
て

の
学

習
者

の
た

め
に

提
唱

さ
れ

て
い

ま
す

。
特

に
、

数
学

の
内

容
は

体
系

的
に

学
ぶ

側
面

が
強

い
こ

と
か

ら
、

定
着

が
不

十
分

な
場

合
、

後
の

学
習

に
支

障
を

き
た

す
こ

と
が

多
々

あ
り

ま
す

が
、

発
想

や
視

点
を

変
え

る
こ

と
で

、
驚

く
ほ

ど
容

易
に

乗
り

越
え

ら
れ

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

。
本

研
修

で
は

、
U
D
L
に

つ
い

て
の

考
え

方
の

本
質

を
学

ん
だ

後
、

数
学

の
学

習
内

容
を

ベ
ー

ス
に

、
U
D
L
に

基
づ

く
具

体
的

な
指

導
方

法
や

支
援

の
仕

方
を

考
え

ま
す

。
＜

実
施

形
態

　
講

義
＞

６
月

２
５

日
（

火
）

午
後

山
陰

教
員

研
修

セ
ン

タ
ー

対
面

＜
半

日
(
3
時

間
)
＞

　
７

名

島
根

大
学

教
育

学
部

　
教

授
　

御
園

　
真

史
○

島
根

大
学

教
育

学
部

　
教

授
　

作
野

　
広

和

109



分
類

番
号

講
座

名
～

サ
ブ

タ
イ

ト
ル

～
期

日
・

会
場

・
定

員
幼

小
中

高
特

対
象

者
内

容
等

外
部

講
師

「
教

育
×

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

」
で

培
う

「
自

ら
学

ぶ
力

」
～

自
己

調
整

学
習

を
促

進
す

る
た

め
に

～

　
（
現

職
教

員
研

修
と

共
同

開
講

）

山
陰

地
域

の
教

育
の

現
在

～
地

域
間

「
格

差
」
を

乗
り

越
え

る
思

考
法

～

教
師

の
働

き
方

改
革

～
研

究
と

現
場

と
の

交
流

を
通

し
て

考
え

る
～

教
師

の
多

様
性

を
活

か
す

た
め

の
学

校
の

変
革

と
リ

ー
ダ

ー
の

役
割

　
（
現

職
教

員
研

修
と

共
同

開
講

）

教 科 等 教 育 課 題

教
育

に
お

い
て

自
ら

学
ぶ

力
を

育
成

す
る

ニ
ー

ズ
が

高
ま

っ
て

い
る

。
学

習
指

導
要

領
に

お
い

て
「

主
体

的
・

対
話

的
で

深
い

学
び

」
、

中
央

教
育

審
議

会
答

申
に

お
い

て
「

個
別

最
適

な
学

び
」

な
ど

と
表

現
さ

れ
て

い
る

こ
れ

ら
の

学
び

は
、

お
お

む
ね

I
C
T
を

活
用

し
た

自
己

調
整

学
習

に
該

当
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
。

本
研

修
で

は
、

A
I
を

含
む

デ
ジ

タ
ル

テ
ク

ノ
ロ

ジ
に

よ
る

自
己

調
整

学
習

の
促

進
・

支
援

の
方

法
に

つ
い

て
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
通

じ
て

学
ん

で
い

く
。

＜
実

施
形

態
　

講
義

、
演

習
　

（
Z
O
O
M
）

＞

東
京

都
立

大
学

大
学

教
育

セ
ン

タ
ー

　
教

授
　

松
田

　
岳

士
1
6

2
1

2
2

1
2

1
3

1
4

1
5

1
8

1
9

2
0

1
7

８
月

１
９

日
（

月
）

午
前

山
陰

教
員

研
修

セ
ン

タ
ー

対
面

＜
半

日
(
3
時

間
)
＞

　
１

０
名

８
月

５
日

（
月

）
午

後
Ｚ

Ｏ
Ｏ

Ｍ
＜

半
日

(
3
.
5
時

間
)
＞

　
１

０
名

６
月

２
７

日
（

木
）

午
後

山
陰

教
員

研
修

セ
ン

タ
ー

ハ
イ

フ
レ

ッ
ク

ス
型

（
対

面
＋

Y
o
u
T
u
b
e
 
L
i
v
e
配

信
）

＜
半

日
(
3
時

間
)
＞

　
１

０
名

７
月

２
２

日
（

月
）

山
陰

教
員

研
修

セ
ン

タ
ー

ハ
イ

フ
レ

ッ
ク

ス
型

（
対

面
＋

Y
o
u
T
u
b
e
 
L
i
v
e
配

信
）

＜
１

日
(
6
時

間
)
＞

　
１

０
名

中
学

校
・
高

等
学

校
数

学
科

に
お

け
る

数
学

的
モ

デ
リ

ン
グ

の
指

導
と

キ
ャ

リ
ア

教
育

小
学

校
「
外

国
語

活
動

」
「
外

国
語

科
」
の

理
論

と
実

践

図
画

工
作

科
の

授
業

と
教

材
開

発

英
語

学
習

に
お

け
る

学
び

の
多

様
性

と
、

授
業

で
の

工
夫

を
考

え
る

（
理

論
・
実

践
編

）

子
ど

も
の

主
体

的
な

学
び

を
実

現
す

る
道

徳
科

の
授

業
づ

く
り

(小
学

校
向

け
）

多
様

性
と

共
に

生
き

る
学

校
に

つ
い

て
考

え
る

学
校

の
組

織
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
と

危
機

管
理

　
１

０
月

７
日

（
月

）
午

前
Ｚ

Ｏ
Ｏ

Ｍ
＜

半
日

(
3
.
5
時

間
)
＞

　
１

０
名

 
現

在
の

社
会

は
、

V
U
C
A
（

V
o
l
a
t
i
l
i
t
y
：

変
動

性
、

U
n
c
e
r
t
a
i
n
l
y
：

不
確

実
性

、
C
o
m
p
l
e
x
i
t
y
：

複
雑

性
、

A
m
b
i
g
u
i
t
y
：

曖
昧

性
）

な
社

会
と

そ
の

特
徴

が
表

現
さ

れ
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

そ
う

し
た

社
会

に
お

い
て

「
多

様
性

を
活

か
す

」
こ

と
を

キ
ー

ワ
ー

ド
に

、
学

校
を

ど
の

よ
う

に
変

革
し

て
い

く
か

、
組

織
論

の
知

見
を

基
に

考
え

て
い

き
ま

す
。

＜
実

施
形

態
　

講
義

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

＞

○
○

○

７
月

２
５

日
（

木
）

山
陰

教
員

研
修

セ
ン

タ
ー

対
面

＜
１

日
(
6
時

間
)
＞

　
１

０
名

○

島
根

大
学

教
育

学
部

　
講

師
　

津
多

　
成

輔
元

島
根

大
学

教
職

大
学

院
　

教
授

　
齋

藤
　

英
明

○

静
岡

大
学

教
職

セ
ン

タ
ー

　
特

任
助

教
　

上
地

　
香

杜
○ ○

○

○○
○

○
○

○
○

○

○
○

島
根

大
学

教
育

学
部

　
講

師
　

津
多

　
成

輔

○

１
２

月
１

２
日

（
木

）
午

後
山

陰
教

員
研

修
セ

ン
タ

ー
対

面
＜

半
日

(
3
時

間
)
＞

　
７

名

島
根

大
学

教
職

大
学

院
　

特
任

教
授

　
大

谷
　

み
ど

り

全
校

種
全

教
科

広
く

学
校

教
育

関
係

者

本
研

修
で

は
、

統
計

デ
ー

タ
を

用
い

て
山

陰
の

教
育

を
読

み
解

い
て

い
き

ま
す

。
こ

の
際

、
山

陰
の

教
育

の
特

徴
を

理
解

す
る

こ
と

に
加

え
て

、
デ

ー
タ

を
用

い
た

簡
単

な
解

析
を

受
講

者
自

身
が

行
う

こ
と

で
、

統
計

デ
ー

タ
の

解
釈

の
仕

方
に

つ
い

て
も

学
び

ま
す

。
こ

れ
ら

を
通

し
て

、
デ

ー
タ

に
基

づ
い

た
思

考
と

そ
れ

に
基

づ
い

た
教

育
実

践
に

つ
い

て
、

そ
も

そ
も

「
格

差
」

と
は

何
か

と
い

う
こ

と
も

含
め

て
考

え
ま

す
。

＜
実

施
形

態
　

講
義

、
演

習
＞

7
/
1
9
(
金

)
～

8
/
2
3
(
金

)
オ

ン
デ

マ
ン

ド
（

Y
o
u
T
u
b
e
限

定
公

開
）

＋
９

月
２

６
日

（
木

）
午

後
山

陰
教

員
研

修
セ

ン
タ

ー
対

面
＜

半
日

(
3
時

間
)
＞

　
１

０
名

８
月

２
１

日
（

水
）

午
後

山
陰

教
員

研
修

セ
ン

タ
ー

対
面

＜
半

日
(
3
時

間
)
＞

　
１

０
名

８
月

２
７

日
（

火
）

山
陰

教
員

研
修

セ
ン

タ
ー

対
面

＜
１

日
(
6
時

間
)
＞

　
１

０
名

○
○

○

８
月

２
７

日
（

火
）

山
陰

教
員

研
修

セ
ン

タ
ー

対
面

＜
１

日
(
6
時

間
)
＞

　
１

０
名

○
○

○

中
学

校
、

義
務

教
育

学
校

後
期

課
程

、
高

等
学

校
、

中
等

教
育

学
校

（
対

象
校

種
外

の
方

で
も

受
講

可
能

で
す

が
、

専
門

的
な

内
容

を
含

み
ま

す
。

）
数

学
科

（
対

象
教

科
外

の
方

で
も

受
講

可
能

で
す

が
、

専
門

的
な

内
容

を
含

み
ま

す
。

）
教

諭
、

広
く

学
校

教
育

関
係

者

現
行

学
習

指
導

要
領

に
お

い
て

は
、

数
学

的
活

動
は

「
算

数
・

数
学

の
問

題
発

見
・

解
決

の
過

程
」

に
基

づ
い

て
実

施
し

て
い

く
こ

と
が

明
確

に
さ

れ
ま

し
た

。
こ

の
過

程
に

は
、

日
常

生
活

や
社

会
の

事
象

か
ら

始
め

て
、

数
学

的
な

世
界

で
解

決
す

る
数

学
的

モ
デ

リ
ン

グ
の

要
素

が
含

ま
れ

て
い

ま
す

。
数

学
的

モ
デ

リ
ン

グ
は

、
さ

ま
ざ

ま
な

学
問

分
野

で
扱

わ
れ

る
だ

け
で

な
く

、
社

会
の

さ
ま

ざ
ま

な
場

面
で

欠
く

こ
と

が
で

き
ま

せ
ん

。
本

研
修

で
は

、
そ

う
い

っ
た

社
会

に
つ

な
が

る
数

学
の

指
導

の
た

め
の

I
C
T
の

活
用

も
含

む
教

材
の

紹
介

と
、

具
体

的
な

職
業

、
学

問
分

野
へ

と
接

続
を

考
え

る
こ

と
で

、
生

徒
へ

の
キ

ャ
リ

ア
教

育
へ

と
つ

な
げ

ま
す

。
＜

実
施

形
態

　
講

義
＞

○

近
年

注
目

を
集

め
て

い
る

教
師

の
働

き
方

に
つ

い
て

、
政

策
的

動
向

と
全

国
調

査
の

デ
ー

タ
か

ら
現

状
を

学
び

ま
す

。
そ

の
な

か
で

、
社

会
調

査
に

つ
い

て
の

基
本

的
な

考
え

方
、

デ
ー

タ
の

見
方

に
つ

い
て

も
お

話
し

し
ま

す
。

皆
様

が
直

面
し

て
い

る
学

校
の

働
き

方
に

つ
い

て
、

参
加

者
同

士
で

の
意

見
交

流
や

、
他

自
治

体
の

取
り

組
み

事
例

な
ど

の
共

有
を

ふ
ま

え
て

、
こ

れ
か

ら
の

教
師

の
働

き
方

に
つ

い
て

考
察

し
ま

す
。

＜
実

施
形

態
　

講
義

、
演

習
＞

○

○
全

校
種

全
教

科
広

く
学

校
教

育
関

係
者

学
校

で
は

、
発

達
上

の
特

性
、

障
が

い
、

ジ
ェ

ン
ダ

ー
・

性
自

認
、

外
国

に
ル

ー
ツ

の
あ

る
人

々
の

増
加

に
よ

る
文

化
間

の
相

違
等

、
配

慮
す

べ
き

要
素

が
増

加
・

多
様

化
し

て
い

る
。

本
研

修
で

は
、

こ
う

し
た

学
校

を
め

ぐ
る

多
様

化
に

通
底

す
る

「
共

生
」

に
つ

い
て

の
理

解
を

主
体

的
・

対
話

的
な

学
び

に
よ

っ
て

深
め

る
。

具
体

的
に

は
、

「
共

生
」

に
関

す
る

基
本

的
な

事
項

を
概

説
し

た
上

で
、

書
籍

（
『

共
生

と
希

望
の

教
育

学
』

筑
波

大
学

出
版

会
）

の
講

読
し

た
上

で
、

討
議

を
行

う
中

で
学

校
の

あ
り

方
を

考
え

る
。

＜
実

施
形

態
　

演
習

、
講

義
＞

○
○ ○

○

○

○
○

○
○

○
全

校
種

全
教

科
教

諭
、

養
護

教
諭

、
栄

養
教

諭

島
根

大
学

教
育

学
部

　
講

師
　

小
早

川
　

倫
美

○
○

全
校

種
全

教
科

広
く

学
校

教
育

関
係

者

本
研

修
で

は
、

ま
ず

、
近

年
の

教
育

改
革

か
ら

学
校

に
お

け
る

組
織

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

と
危

機
管

理
に

か
か

わ
る

諸
動

向
を

確
認

し
た

上
で

、
今

後
の

学
校

組
織

と
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、

危
機

管
理

の
在

り
方

と
そ

の
課

題
と

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
ま

す
。

＜
実

施
形

態
　

講
義

、
演

習
＞

大
分

大
学

教
職

大
学

院
　

准
教

授
　

熊
丸

　
真

太
郎

島
根

大
学

教
育

学
部

　
教

授
　

御
園

　
真

史

○

全
校

種
外

国
語

（
対

象
教

科
外

の
方

で
も

受
講

可
能

で
す

。
）

教
諭

、
広

く
学

校
教

育
関

係
者

小
学

校
「

外
国

語
活

動
」

「
外

国
語

科
」

の
目

標
・

意
義

・
評

価
に

つ
い

て
の

基
本

を
再

確
認

す
る

こ
と

に
加

え
、

児
童

の
発

達
段

階
・

学
習

者
要

因
に

応
じ

た
指

導
の

在
り

方
、

小
中

連
携

に
つ

い
て

も
理

解
を

深
め

ま
す

。
演

習
で

は
、

実
際

の
教

材
（

勤
務

校
で

使
用

し
て

い
る

教
科

書
）

を
用

い
て

、
実

際
に

言
語

活
動

案
や

評
価

（
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
）

案
を

小
グ

ル
ー

プ
で

作
成

し
ま

す
。

＜
実

施
形

態
　

講
義

、
演

習
＞

島
根

大
学

教
育

学
部

　
講

師
　

篠
村

　
恭

子

幼
稚

園
（

保
育

園
）

、
小

学
校

、
義

務
教

育
学

校
前

期
課

程
美

術
、

図
画

工
作

科
（

対
象

校
種

・
対

象
教

科
外

の
方

で
も

受
講

可
能

で
す

。
）

教
諭

、
養

護
教

諭
、

広
く

学
校

教
育

関
係

者

小
学

校
図

画
工

作
科

教
育

に
お

け
る

基
礎

的
な

教
材

を
体

験
的

に
理

解
し

、
子

ど
も

が
表

現
し

や
す

い
教

材
開

発
の

コ
ツ

を
掴

み
ま

す
。

○
絵

に
表

す
：

着
色

の
具

体
的

な
方

法
・

技
術

（
点

描
と

陰
影

法
）

を
学

び
ま

す
。

○
立

体
に

表
す

：
石

膏
を

活
用

し
た

造
形

活
動

で
、

子
ど

も
の

興
味

・
関

心
の

高
め

方
を

学
び

ま
す

。
○

造
形

遊
び

：
体

全
体

を
使

っ
て

活
動

す
る

「
ビ

デ
オ

ザ
ウ

ル
ス

が
や

っ
て

き
た

！
」

の
授

業
ビ

デ
オ

を
視

聴
し

、
授

業
設

定
の

工
夫

を
学

び
ま

す
。

○
版

に
表

す
：

普
段

の
生

活
で

捨
て

ら
れ

る
も

の
か

ら
、

簡
単

な
版

作
り

を
す

る
。

刷
る

こ
と

の
楽

し
さ

を
学

び
ま

す
。

＜
実

施
形

態
　

実
習

・
実

験
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
＞

島
根

大
学

教
職

大
学

院
　

教
授

　
川

路
　

澄
人

○

全
校

種
外

国
語

（
対

象
教

科
外

の
方

で
も

受
講

可
能

で
す

が
、

専
門

的
な

内
容

も
含

み
ま

す
。

）
広

く
学

校
教

育
関

係
者

、
教

諭

社
会

の
グ

ロ
ー

バ
ル

化
・

多
様

化
が

進
み

、
小

中
高

を
通

し
て

言
語

活
動

の
充

実
・

発
信

力
向

上
が

重
視

さ
れ

て
い

ま
す

。
母

語
で

は
な

い
言

語
を

学
ぶ

こ
と

に
、

他
の

教
科

に
は

な
い

「
楽

し
さ

」
を

感
じ

る
子

ど
も

も
い

れ
ば

、
困

難
さ

を
抱

え
る

子
ど

も
も

い
ま

す
。

授
業

の
中

で
、

子
ど

も
た

ち
の

困
難

さ
を

ど
の

よ
う

に
見

取
り

、
ど

の
よ

う
な

工
夫

を
加

え
て

い
け

ば
よ

い
で

し
ょ

う
か

。
そ

の
背

景
や

事
例

を
紹

介
し

ま
す

。
＜

実
施

形
態

　
講

義
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
＞

○

全
校

種
全

教
科

教
諭

、
養

護
教

諭
、

栄
養

教
諭

広
く

学
校

教
育

関
係

者

○

島
根

大
学

教
育

学
部

　
准

教
授

　
塩

津
　

英
樹

○

小
学

校
、

義
務

教
育

学
校

前
期

課
程

、
特

別
支

援
学

校
（

小
学

部
）

全
教

科
教

諭

本
研

修
で

は
、

近
年

の
道

徳
教

育
の

政
策

動
向

を
踏

ま
え

、
こ

れ
か

ら
の

道
徳

教
育

の
在

り
方

に
つ

い
て

、
講

義
と

演
習

を
通

じ
て

理
解

を
深

め
る

。
具

体
的

に
は

、
①

「
特

別
の

教
科

　
道

徳
」

が
目

指
す

授
業

づ
く

り
の

ポ
イ

ン
ト

に
つ

い
て

概
説

し
た

上
で

、
②

実
際

に
、

読
み

物
教

材
を

用
い

て
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

等
を

行
い

ま
す

。
＜

実
施

形
態

　
講

義
、

演
習

＞

○
全

校
種

全
教

科
教

諭
、

養
護

教
諭

、
広

く
学

校
教

育
関

係
者
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分
類

番
号

講
座

名
～

サ
ブ

タ
イ

ト
ル

～
期

日
・

会
場

・
定

員
幼

小
中

高
特

対
象

者
内

容
等

外
部

講
師

学
校

教
育

に
お

け
る

「
多

文
化

共
生

」

（
現

職
教

員
研

修
と

共
同

開
講

）

教
室

空
間

に
お

け
る

イ
ン

ク
ル

ー
ジ

ョ
ン

（
現

職
教

員
研

修
と

共
同

開
講

）

い
じ

め
の

早
期

発
見

・
早

期
対

応

～
小

中
の

事
例

を
基

に
考

え
る

～

支
援

に
つ

な
げ

る
た

め
の

不
登

校
理

解

～
 早

期
支

援
に

焦
点

を
あ

て
て

 ～

児
童

・
生

徒
の

こ
こ

ろ
の

理
解

～
愛

着
の

視
点

か
ら

～

子
ど

も
理

解
と

か
か

わ
り

～
特

別
支

援
教

育
の

視
点

か
ら

～

Q
-
U

調
査

を
活

用
し

た
  

児
童

生
徒

理
解

、
学

級
集

団
理

解
に

基
づ

く
教

育
実

践
の

あ
り

方

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
重

要
性

と
多

機
関

連
携

の
在

り
方

予
防

・
開

発
的

生
徒

指
導

　
聴

く
こ

と
か

ら
は

じ
め

る
人

間
関

係
づ

く
り

障
が

い
の

あ
る

子
を

養
育

さ
れ

て
い

る
保

護
者

の
「
語

り
」
か

ら
の

学
び

特
別

支
援

教
育

に
お

け
る

医
療

職
と

の
連

携

教 育 課 題

2
7

2
8

2
9

3
4

2
4

3
2

　
１

０
月

７
日

（
月

）
午

後
Ｚ

Ｏ
Ｏ

Ｍ
＜

半
日

(
3
.
5
時

間
)
＞

　
１

０
名

○
○

○
○

○
全

校
種

全
教

科
教

諭
、

養
護

教
諭

、
広

く
学

校
教

育
関

係
者

本
研

修
で

は
、

学
校

教
育

に
お

け
る

「
多

文
化

共
生

」
に

つ
い

て
、

そ
の

学
術

的
な

議
論

を
踏

ま
え

つ
つ

、
実

践
に

関
わ

る
知

見
を

深
め

る
こ

と
を

目
指

し
ま

す
。

本
研

修
を

受
講

す
る

こ
と

に
よ

り
、

主
に

次
の

成
果

を
得

る
こ

と
が

期
待

で
き

ま
す

。
①

「
多

文
化

共
生

」
に

関
わ

る
学

術
的

議
論

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

②
外

国
の

「
多

文
化

共
生

」
に

関
わ

る
実

践
例

か
ら

参
照

で
き

る
点

を
導

き
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

③
日

本
の

学
校

教
育

に
お

け
る

「
多

文
化

共
生

」
の

実
践

を
具

体
的

に
考

案
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

＜
実

施
形

態
　

講
義

　
（

Z
O
O
M
）

＞

兵
庫

教
育

大
学

大
学

院
学

校
教

育
研

究
科

　
講

師
　

坂
口

　
真

康

　
１

０
月

２
４

日
（

木
）

午
後

Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ

＜
半

日
(
3
.
5
時

間
)
＞

　
１

０
名

○
○

○
○

○
全

校
種

全
教

科
教

諭
、

養
護

教
諭

本
研

修
で

は
、

以
下

の
2
つ

の
問

い
に

つ
い

て
参

加
者

と
と

も
に

考
え

ま
す

。
①

イ
ン

ク
ル

ー
ジ

ョ
ン

（
包

摂
）

と
は

ど
の

よ
う

な
状

態
の

こ
と

を
指

す
の

か
②

特
定

の
子

ど
も

の
参

加
を

阻
ん

で
い

る
も

の
は

何
か

当
日

は
教

育
社

会
学

や
障

害
学

等
の

知
見

を
学

ん
だ

あ
と

で
、

参
加

者
同

士
で

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
す

る
予

定
で

す
。

こ
れ

ら
の

活
動

を
通

し
て

、
「

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ヴ
教

育
」

を
め

ぐ
る

既
有

知
識

を
更

新
し

て
い

く
こ

と
を

目
指

し
ま

す
。

＜
実

施
形

態
　

講
義

、
演

習
 
 
（

Z
O
O
M
）

＞

常
葉

大
学

健
康

プ
ロ

デ
ュ

ー
ス

学
部

　
准

教
授

　
羽

田
野

　
真

帆

○
○

○
○

全
校

種
全

教
科

教
諭

、
養

護
教

諭
、

広
く

学
校

教
育

関
係

者

教
育

現
場

で
は

、
様

々
な

問
題

の
言

動
を

呈
す

る
子

ど
も

た
ち

が
い

ま
す

。
そ

の
対

応
や

支
援

を
ど

の
よ

う
に

し
た

ら
よ

い
か

を
、

発
達

障
が

い
だ

け
で

な
く

、
愛

着
の

問
題

の
視

点
も

入
れ

て
考

え
る

研
修

に
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

＜
実

施
形

態
　

講
義

＞

前
島

根
大

学
教

育
学

部
　

教
授

　
稲

垣
　

卓
司

○
○

○
○

全
校

種
全

教
科

教
諭

、
養

護
教

諭
、

広
く

学
校

教
育

関
係

者

特
別

支
援

教
育

の
制

度
化

か
ら

1
0
余

年
が

経
過

し
た

今
日

、
園

や
学

校
に

お
い

て
は

、
子

ど
も

を
理

解
し

支
え

る
多

く
の

取
組

が
展

開
さ

れ
て

い
ま

す
。

「
教

育
的

ニ
ー

ズ
」

を
把

握
し

そ
れ

に
応

え
る

と
い

う
こ

れ
ま

で
の

特
別

支
援

教
育

に
関

す
る

実
践

を
振

り
返

り
な

が
ら

、
こ

れ
か

ら
の

特
別

支
援

教
育

の
あ

り
方

に
つ

い
て

、
「

心
育

て
」

を
キ

ー
ワ

ー
ド

に
検

討
し

て
い

き
ま

す
。

＜
実

施
形

態
　

講
義

＞

島
根

大
学

教
職

大
学

院
　

教
授

　
原

　
広

治

3
1

１
０

月
１

０
日

（
木

）
午

後
山

陰
教

員
研

修
セ

ン
タ

ー
対

面
＜

半
日

(
3
時

間
)
＞

　
１

０
名

○
○

○
○

○
全

校
種

全
教

科
教

諭
、

養
護

教
諭

、
広

く
学

校
教

育
関

係
者

園
や

学
校

に
お

い
て

、
保

護
者

と
連

携
し

て
子

ど
も

を
育

て
て

い
く

こ
と

は
重

要
か

つ
不

可
欠

で
あ

る
こ

と
は

誰
も

が
理

解
し

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
実

際
の

「
連

携
」

は
容

易
で

は
な

く
、

「
〇

〇
す

れ
ば

い
い

」
と

い
っ

た
正

解
が

あ
る

わ
け

で
も

あ
り

ま
せ

ん
。

そ
こ

で
本

講
習

で
は

、
特

別
な

支
援

を
必

要
と

す
る

お
子

さ
ん

を
育

て
る

あ
る

一
人

の
保

護
者

を
招

き
、

子
育

て
の

こ
れ

ま
で

と
今

、
そ

し
て

未
来

を
語

っ
て

い
た

だ
く

こ
と

を
通

し
て

、
園

や
学

校
で

の
関

わ
り

を
吟

味
、

考
察

し
ま

す
。

そ
の

上
で

、
園

や
学

校
と

す
れ

ば
、

何
を

大
切

に
し

、
ど

ん
な

こ
と

を
、

ど
の

よ
う

に
行

え
ば

よ
い

の
か

に
つ

い
て

検
討

し
ま

す
。

＜
実

施
形

態
　

講
義

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

＞

島
根

大
学

教
職

大
学

院
　

教
授

　
原

　
広

治

3
0

９
月

５
日

（
木

）
午

後
山

陰
教

員
研

修
セ

ン
タ

ー
対

面
＜

半
日

(
3
時

間
)
＞

　
１

０
名

○
○

○

小
学

校
、

中
学

校
、

義
務

教
育

学
校

、
特

別
支

援
学

校
（

対
象

校
種

外
の

方
で

も
受

講
可

能
で

す
。

）
全

教
科

教
諭

、
養

護
教

諭

本
研

修
で

は
、

不
登

校
児

童
生

徒
の

支
援

を
行

う
に

あ
た

っ
て

欠
か

す
こ

と
が

で
き

な
い

、
不

登
校

理
解

の
方

法
に

つ
い

て
学

び
ま

す
。

具
体

的
に

は
、

欠
席

行
動

が
生

起
し

維
持

さ
れ

る
メ

カ
ニ

ズ
ム

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

ポ
イ

ン
ト

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

こ
と

を
目

指
し

ま
す

。
ア

セ
ス

メ
ン

ト
に

つ
い

て
は

、
不

登
校

状
態

が
長

期
化

す
る

と
支

援
が

難
し

く
な

る
場

合
が

多
い

こ
と

を
ふ

ま
え

、
特

に
早

期
支

援
に

焦
点

を
あ

て
て

学
ん

で
い

き
ま

す
。

＜
実

施
形

態
　

講
義

、
演

習
＞

東
京

学
芸

大
学

教
育

学
部

　
講

師
　

江
角

　
周

子

2
3

3
3

2
5

８
月

１
９

日
（

月
）

午
後

山
陰

教
員

研
修

セ
ン

タ
ー

対
面

＜
半

日
(
3
時

間
)
＞

　
１

０
名

チ
ー

ム
学

校
の

可
能

性
を

拓
く

元
島

根
大

学
教

職
大

学
院

特
任

教
授

　
三

島
　

修
治

小
村

臨
床

心
理

士
事

務
所

所
長

元
浜

田
児

童
相

談
所

所
長

　
小

村
　

俊
美

原
　

市
弁

護
士

事
務

所
島

根
県

弁
護

士
会

　
弁

護
士

　
原

　
市

○

島
根

大
学

教
育

学
部

教
職

大
学

院
　

特
任

教
授

　
　

藤
原

　
建

元
鳥

取
県

米
子

児
童

相
談

所
　

所
長

　
山

澤
　

重
美

元
島

根
大

学
教

育
学

部
教

職
大

学
院

　
特

任
教

授
　

岡
崎

　
茂

元
島

根
大

学
教

育
学

部
　

特
任

教
授

　
宇

城
　

明

生 徒 指 導 ・ 教 育 相 談 ・ 特 別 支 援 教 育

○
○ ○

７
月

２
２

日
（

月
）

山
陰

教
員

研
修

セ
ン

タ
ー

対
面

＜
１

日
(
6
時

間
)
＞

　
１

０
名

８
月

９
日

（
金

）
午

後
山

陰
教

員
研

修
セ

ン
タ

ー
対

面
＜

半
日

(
3
時

間
)
＞

　
１

０
名

○
○

○○

７
月

２
３

日
（

火
）

午
前

山
陰

教
員

研
修

セ
ン

タ
ー

ハ
イ

フ
レ

ッ
ク

ス
型

（
対

面
＋

Y
o
u
T
u
b
e
 
L
i
v
e
配

信
）

実
施

<
半

日
(
3
時

間
)
＞

　
１

０
名

○
○

８
月

８
日

（
木

）
山

陰
教

員
研

修
セ

ン
タ

ー
対

面
＜

１
日

(
6
時

間
)
＞

　
１

０
名

○
○

○

１
０

月
１

７
日

（
木

）
午

後
山

陰
教

員
研

修
セ

ン
タ

ー
対

面
＜

半
日

(
3
時

間
)
＞

　
１

０
名

○

１
１

月
１

２
日

（
火

）
午

後
山

陰
教

員
研

修
セ

ン
タ

ー
対

面
＜

半
日

(
3
時

間
)
＞

　
１

０
名

○
○

2
6

島
根

大
学

教
育

学
部

　
准

教
授

　
藤

川
　

雅
人

○
○

全
校

種
全

教
科

広
く

学
校

教
育

関
係

者

特
別

支
援

教
育

の
対

象
と

な
る

児
童

生
徒

の
障

害
の

状
態

は
重

度
・

重
複

・
多

様
化

し
て

お
り

、
教

師
の

専
門

性
の

一
つ

と
し

て
、

医
療

職
と

の
連

携
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
「

連
携

」
や

「
協

働
」

に
つ

い
て

解
説

す
る

と
と

も
に

、
事

例
と

し
て

理
学

療
法

士
や

看
護

師
と

の
連

携
の

ポ
イ

ン
ト

を
確

認
し

た
う

え
で

、
勤

務
校

の
現

状
を

検
討

し
ま

す
。

＜
実

施
形

態
　

講
義

、
演

習
＞

１
０

月
３

１
日

（
木

）
午

後
山

陰
教

員
研

修
セ

ン
タ

ー
ハ

イ
フ

レ
ッ

ク
ス

型
（

対
面

＋
Y
o
u
T
u
b
e
 
L
i
v
e
配

信
）

＜
半

日
(
3
時

間
)
＞

　
１

０
名

○

全
校

種
全

教
科

教
諭

、
養

護
教

諭
、

広
く

学
校

教
育

関
係

者

本
研

修
で

は
、

多
様

化
、

複
雑

化
し

て
い

る
子

ど
も

の
課

題
に

対
応

し
、

支
援

す
る

た
め

に
子

育
て

の
環

境
や

子
ど

も
の

生
活

の
変

化
を

理
解

す
る

。
そ

れ
と

と
も

に
、

心
の

問
題

や
子

ど
も

た
ち

の
置

か
れ

て
い

る
環

境
の

問
題

が
絡

み
合

う
課

題
に

効
果

的
に

対
応

し
て

い
く

た
め

の
多

職
種

連
携

を
踏

ま
え

た
心

理
職

や
福

祉
職

の
専

門
性

を
理

解
す

る
。

ま
た

、
特

別
な

支
援

を
要

す
る

子
ど

も
の

支
援

に
関

わ
る

関
係

機
関

と
の

連
携

の
実

態
を

知
り

、
多

職
種

の
専

門
性

を
活

用
す

る
視

点
を

身
に

付
け

る
。

連
携

を
意

図
し

た
ア

セ
ス

メ
ン

ト
や

プ
ラ

ニ
ン

グ
の

事
例

演
習

を
し

た
う

え
で

教
職

員
が

チ
ー

ム
で

子
ど

も
た

ち
の

支
援

を
行

う
こ

と
の

重
要

性
を

意
識

づ
け

る
と

と
も

に
、

教
師

と
し

て
の

専
門

性
と

役
割

を
認

識
す

る
。

＜
実

施
形

態
　

講
義

、
演

習
＞

○
○

○
○

全
校

種
全

教
科

教
諭

、
養

護
教

諭
、

広
く

学
校

教
育

関
係

者

働
き

方
改

革
の

導
入

に
よ

り
教

育
シ

ス
テ

ム
、

教
職

員
の

意
識

が
今

大
き

く
変

わ
り

つ
つ

あ
り

ま
す

。
こ

こ
で

は
今

後
ま

す
ま

す
重

要
に

な
っ

て
く

る
連

携
教

育
を

一
貫

教
育

と
合

わ
せ

て
、

チ
ー

ム
学

校
と

い
う

視
点

で
考

え
て

み
た

い
で

す
。

連
携

の
必

要
性

は
理

解
す

る
が

何
故

実
践

で
き

な
い

の
か

、
現

場
の

様
々

な
場

面
を

と
ら

え
て

考
え

て
み

た
い

で
す

。
＜

実
施

形
態

　
講

義
、

演
習

＞

小
中

学
校

に
お

け
る

、
い

じ
め

の
発

生
件

数
は

増
加

し
て

い
る

。
し

か
し

、
い

じ
め

を
い

じ
め

と
認

知
し

な
い

で
、

児
童

生
徒

間
の

人
間

関
係

の
ト

ラ
ブ

ル
と

置
き

換
え

た
り

、
普

段
あ

り
が

ち
な

問
題

と
捉

え
た

り
し

て
対

応
が

遅
れ

、
中

に
は

重
大

事
態

に
発

展
し

た
り

、
命

に
か

か
わ

っ
た

り
す

る
事

案
も

見
ら

れ
る

。
重

大
事

態
か

ら
見

え
る

学
校

に
お

け
る

い
じ

め
の

対
応

の
課

題
や

事
例

を
基

に
、

組
織

の
一

員
と

し
て

の
在

り
方

や
保

護
者

対
応

に
つ

い
て

受
講

者
同

士
で

も
意

見
を

交
わ

し
、

早
期

発
見

、
早

期
対

応
の

ヒ
ン

ト
を

探
る

。
＜

実
施

形
態

　
講

義
、

演
習

＞

○
○

全
校

種
全

教
科

教
諭

、
養

護
教

諭
、

栄
養

教
諭

広
く

学
校

教
育

関
係

者

不
登

校
や

い
じ

め
、

発
達

な
ど

の
問

題
を

抱
え

た
子

ど
も

た
ち

の
理

解
と

対
応

に
つ

い
て

事
例

を
用

い
な

が
ら

ポ
イ

ン
ト

を
整

理
し

て
い

き
ま

す
。

さ
ら

に
、

そ
う

し
た

子
ど

も
た

ち
も

含
め

て
、

す
べ

て
の

児
童

生
徒

が
よ

り
よ

い
学

校
生

活
が

で
き

る
よ

う
に

、
予

防
・

開
発

的
ア

プ
ロ

ー
チ

の
事

例
を

紹
介

し
、

実
際

に
先

生
方

に
も

ワ
ー

ク
を

体
験

し
て

い
た

だ
き

学
び

を
深

め
て

い
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

＜
実

施
形

態
　

講
義

、
演

習
＞

女
子

美
術

大
学

芸
術

学
部

　
特

任
准

教
授

　
高

橋
　

智
子

○
○

全
校

種
全

教
科

広
く

学
校

教
育

関
係

者

児
童

生
徒

理
解

や
学

級
集

団
の

理
解

に
活

用
さ

れ
て

い
る

Q
-
U
調

査
に

つ
い

て
、

理
論

的
な

背
景

や
結

果
の

分
析

の
仕

方
を

学
び

、
生

徒
指

導
や

教
育

相
談

、
学

級
経

営
な

ど
、

日
々

の
教

育
実

践
に

ど
の

よ
う

に
役

立
て

る
こ

と
が

で
き

る
の

か
に

つ
い

て
考

え
る

。
＜

実
施

形
態

　
講

義
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
＞

島
根

大
学

教
職

大
学

院
　

准
教

授
　

川
俣

　
理

恵

鳥
取

市
立

学
校

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

元
鳥

取
市

教
育

委
員

会
次

長
元

鳥
取

市
立

北
中

学
校

校
長

元
島

根
大

学
教

育
学

部
特

任
教

授
　

木
下

　
公

明

○
○

○
○

小
学

校
、

中
学

校
、

義
務

教
育

学
校

、
中

等
教

育
学

校
、

高
等

学
校

、
特

別
支

援
学

校
（

対
象

校
種

外
の

方
は

受
講

で
き

ま
せ

ん
。

）
全

教
科

教
諭

、
養

護
教

諭
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【幼児教育】

研修名 期日 対象とする主な職 主な対象校種 主管

幼保小接続推進研修会　全２回 ７月下旬・１月下旬～２月上旬
管理職、教諭、保
育教諭、保育士

幼・小・義・
特

小中学校課

鳥取県幼児教育推進研究協議会 ８月２９日（木）
管理職、教諭、保
育教諭、保育士

幼・小・義
務・特

小中学校課

令和６・７年度鳥取県幼児教育充実期ミドルリーダー
研修会（令和６年度３回）

未定

充実期後期（採用
から概ね１６年以
上）の教諭、保育
教諭、保育士

幼 小中学校課

東部地区幼稚園教諭・保育教諭・保育士等の合同研修
会（３回/年）

①６月１０日（月）
②７月５日（金）
③１０月１５日（火）

教諭・保育教諭・
保育士

幼・小・義・
特（東部地区
公立学校、東
部地区特別支
援学校、東部
地区各園対
象）

東部教育局

幼保小連携・接続ワークショップ 夏季休業中 教諭

小・義・特
（東部地区公
立学校、東部
地区特別支援
学校対象）

東部教育局

中部地区幼稚園教諭・保育教諭・保育士等合同研修会
（年３回）

①６月２５日（火）
②９月２４日（火）
③１２月２日（月）

教諭・保育教諭・
保育士

幼・小・義・
特（中部地区
公立学校、中
部地区特別支
援学校対象）

中部教育局

西部地区幼稚園教諭・保育教諭・保育士等の合同研修
会（年3回）

①６月１３日（木）
②１１月２８日（木）
③１月１６日（木）

教諭・保育教諭・
保育士

幼・小・義・
特（西部地区
公立学校、西
部地区特別支
援学校、西部
地区各園対
象）

西部教育局

【教科指導等】

研修名 期日 対象とする主な職 主な対象校種 主管

道徳教育研究協議会

①東部（小学校）
９月２７日（金）

②西部（中学校）
１０月２２日（火）

管理職・教諭
小・中・義・
特

小中学校課

小学校英語専科教員等指導力向上研修会 ９月
小学校英語専科教
員

小・義 小中学校課

英語教育推進フォーラム １１月 教諭
小・中・義・
高・特

小中学校課

授業改善ワークショップ（講師：エキスパート教員） １２月２６日（木） 教諭

小・中・義・
特（東部地区
公立学校、東
部地区特別支
援学校対象）

東部教育局

研究主任等研修会 未定 研究主任
小・中・義
（東部地区公
立学校対象）

東部教育局

中部版スクラム教育事業 研究主任等研修会 ４月４日（木） 研究主任
小・中・義
（中部地区公
立学校対象）

中部教育局

研究主任等研修会（年２回）
①５月１７日（金）
②２月７日（金）

研究主任
小・中・義
（西部地区公
立学校対象）

西部教育局

教務主任等研修会（学力向上）（年１回） ８月７日（水） 教務主任
小・中・義
（西部地区公
立学校対象）

西部教育局

西部地区公立学校講師等研修会（年１回）
７月３０日（火）
または、
７月３１日（水）

講師・教諭
小・中・義
（西部地区公
立学校対象）

西部教育局

【情報教育】

研修名 期日 対象とする主な職 主な対象校種 主管

中部版スクラム教育事業 教育DX推進研修会 夏季休業中 情報教育担当
小・中・義
（中部地区公
立学校対象）

中部教育局

【特別支援教育】

研修名 期日 対象とする主な職 主な対象校種 主管

学校における医療的ケア児を中心とした多職種協働研
修

４月５日（金） 教諭・養護教諭
小・中・義・
特

特別支援教育課

特別支援学校指導的な立場となる看護師ネットワーク
会議

４月５日（金）
看護師（看護主任
及び看護主幹）

特 特別支援教育課

Ⅶ　その他の研修

(1)令和６年度　県教育委員会が主催する主な教職員研修

※研修期日等の詳細については、主管より後日連絡する。
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学校における医療的ケア研修会 未定 教諭・養護教諭
小・中・義・
特

特別支援教育課

学校における看護師研修会（医大シミュレーションセ
ンター）

７月～８月 看護師
小・中・義・
特

特別支援教育課

重症心身障がい児及び医療的ケア児の理解促進研修
（医大シミュレーションセンター　摂食）

７月～８月
教諭・養護教諭・
看護師

小・中・義・
特

特別支援教育課

障がいのある子どもの就学支援研修会 6月末または7月上旬
管理職、教諭、市
町村教育委員会就
学支援担当者

小・中・義・
特

特別支援教育課

特別支援教育充実研修会（仮） ８月２０日（火）
管理職、教諭、市
町村教育委員会特
別支援教育担当者

小・中・義・
高・特

特別支援教育課

通級による指導のための研修会 ８月、１１月 教諭
小・中・義・
高・特

特別支援教育課

鳥取県教育職員免許法認定講習（５講座） ７月～８月 教諭
幼・小・中・
義・高・特

特別支援教育課

特別支援教育におけるICTを活用した学びの実践事業 ６月、９月、１１月、２月 教諭 特 特別支援教育課

令和６年度特別支援教育担当者研修会 ５月２０日（月）・２月
教諭、市町村教育
委員会特別支援教
育担当者

特 特別支援教育課

教務主任、研究主任等研修会（２回） ７月、１月
教務主任、研究主
任

特 特別支援教育課

特別支援教育に係るワークショップ（センター的機能
の活用）

４月～５月
特別支援教育主
任・特別支援学級
担任

小・中・義 東部教育局

特別支援教育に係るワークショップ（授業づくり） １２月～１月
特別支援教育主
任・特別支援学級
担任

小・中・義 東部教育局

特別支援教育に係る意見交換の場「かたりば」（５～
６回/年）

６月～１１月
隔月で開催予定

特別支援教育主
任・特別支援学級
担任

小・中・義
（東部地区公
立学校対象）

東部教育局

中部地区特別支援教育研修会 ６月中旬 特別支援教育担当
小・中・義
（中部地区公
立学校対象）

中部教育局

教務主任等研修会（特別支援教育）（年２回）
①７月下旬～８月上旬
②１２月上旬

教務主任
小・中・義
（西部地区公
立学校対象）

西部教育局

【教育相談・生徒指導・学級経営等】

研修名 期日 対象とする主な職 主な対象校種 主管

学級経営ワークショップ（講師：エキスパート教員） 未定 教諭

小・中・義・特
（東部地区公立
学校、東部地区
特別支援学校対
象）

東部教育局

スクールカウンセラー研修会 ７月２９日（月）
スクールカウンセ
ラー

小・中・義・
高・特（東部地
区公立学校、東
部地区特別支援
学校対象）

東部教育局

中部版スクラム教育事業生徒指導担当者研修会（年２回）
①４月２２日（月）
②夏季休業中

生徒指導・教育相談
担当者

小・中・義
（中部地区公立
学校対象）

中部教育局

中部地区スクールカウンセラー研修会
①６月上旬
②８月上旬

スクールカウンセ
ラー

小・中・義
（中部地区公立
学校対象）

中部教育局

西部地区スクールカウンセラー研修会 ８月
スクールカウンセ
ラー

小・中・義
（西部地区公立
学校対象）

西部教育局
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【人権教育】

研修名 期日 対象とする主な職 主な対象校種 主管

高等学校及び特別支援学校人権教育主任研究協議会 ４月１２日（金） 人権教育主任 高・特 人権教育課

高等学校人権教育推進教員研究協議会 ８月７日（水） 人権教育主任 高・特 人権教育課

県立学校人権教育主任研究協議会 １月２０日（月） 人権教育主任 高・特 人権教育課

中部地区人権教育懇談会（年４回）

①６月２７日（木）
②７月３０日（火）
③１０月１５日（火）
④１０月１９日（土）

教諭

幼・小・中・
義・高・特
（中部地区公
立学校、中部
地区県立学
校、中部地区
各園対象）

中部地区人権教育懇談会
（中部教育局）

【各種教育等】

研修名 期日 対象とする主な職 主な対象校種 主管

鳥取県「コミュニティ・スクール推進研修会」兼「地
域学校協働活動研修会」

未定
管理職・教諭・事
務職員

小・中・義・
高・特

社会教育課・小中学校課・
特別支援教育課・高等学校
課

鳥取県地域コーディネーター養成講座（全4回） ６月～９月 地域連携担当
小・中・義・
高・特

社会教育課

社会教育主事講習 １月中旬～２月中旬 教諭
小・中・義・
高・特

社会教育課

鳥取県図書館大会 ７月３１日（水）
管理職・教諭・学
校司書

小・中・義・
高・特

県立図書館

学校図書館活用教育普及講座 ８月
管理職・教諭・学
校司書

小・中・義・
特

県立図書館

学校図書館司書研修会 １０月～１１月 学校司書 高・特 県立図書館

豊かな心を育む読書応援事業　児童サービス専門講座 未定 教諭・学校司書 小・中・義 県立図書館

学校司書のためのICTスキルアップ講座
①東部５月２２日（水）
②中部５月２３日（木）
③西部５月２４日（金）

学校司書
小・中・義・
高・特

県立図書館

鳥取県スポーツ指導者研修会

第１回６月２日（日）
第２回９月１日（日）
第３回１１月１０日（日）
第４回２月９日（日）

教諭
部活動指導員
運動部活動外部指
導者

小・中・義・
高・特

体育保健課

部活動指導者研修会 １０月～１２月

教諭
部活動指導員
運動部活動外部指
導者

小・中・義・
高・特

体育保健課

社会教育ワークショップ（コミュニティ・スクール） １０月
管理職・地域連携
担当

幼・小・中・
義・高・特
（東部地区公
立学校、東部
地区県立学
校、東部地区
各園対象）

東部教育局

社会教育ワークショップ（ふるさとキャリア教育） ６月 管理職・教諭

小・中・義・
高・特（東部
地区公立学
校、東部地区
県立学校対
象）

東部教育局
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カテゴリ タイトル 講師

学校組織力の向上「みんなの学校」をつくるために：校
内研修シリーズ No72

大阪市立大空小学校 初代校長 木村泰子

学校のマネジメントモデルの転換と事務職員の役割：校
内研修シリーズ No86

国立教育政策研究所 初等中等教育研究部長
藤原文雄

学校のビジョンと戦略：校内研修シリーズ No97 千葉大学 名誉教授 天笠茂

学校の内外環境の分析と特色づくり：校内研修シリーズ
No101

兵庫教育大学大学院 特任教授 浅野良一

学校ビジョンの理解と共有：校内研修シリーズ No102 兵庫教育大学大学院 特任教授 浅野良一

教職員が育つ学校づくり ～校内OJTの考え方と進め方
～：校内研修シリーズ No103

兵庫教育大学大学院 特任教授 浅野良一

リスクマネジメント ～学校の危機をいかに防ぐか～：校
内研修シリーズ No44

高崎経済大学講師、高崎市教育長 飯野眞幸

あの日学校で起きたこと ～改めて備えと災害時の対応
について考える～：校内研修シリーズ No62

富谷市教育委員会 生涯学習専門指導員・相談
員、戸倉小学校 元校長 麻生川敦

災害から考える リスク・マネジメント:校内研修シリーズ
No64

鳴門教育大学大学院 教授 阪根健二

事件や事故に遭遇したとき、学校はどう対応すればよい
のか：校内研修シリーズ No71

鳴門教育大学大学院 教授 阪根健二

「地域に開かれた学校」から「地域とともにある学校」へ：
校内研修シリーズ No24

文部科学省初等中等教育局 参事官 木村直人

地域の教育活性化とスクールリーダー：校内研修シリー
ズ No49

愛媛大学大学院 教授 露口健司

コミュニティ・マネジメント ～地域との連携・協働を進め
る視点～：校内研修シリーズ No92

独立行政法人教職員支援機構 つくば中央研修
センター長 清國祐二

地域とともにある学校づくり：校内研修シリーズ No136
国立教育政策研究所 総括研究官 志々田まな
み

地域と共に創る教育：校内研修シリーズ No137 島根大学大学教育センター 准教授 中村怜詞

地域の教育活性化とスクールリーダー　–ウェルビーイ
ング循環編–：校内研修シリーズ No138

愛媛大学大学院 教授 露口健司

学校における働き方改革 「先生が忙しすぎる」をあきら
めない：校内研修シリーズ No50

文部科学省 学校業務改善アドバイザー、
第9期中央教育審議会「学校における働き方改
革特別部会」 委員 妹尾昌俊

働き方改革時代の管理職に求められるタイムマネジメン
ト・スキル：校内研修シリーズ No59

東北大学大学院教育学研究科 准教授 青木栄
一

「先生が忙しすぎる」をあきらめないⅡ 働き方を見つめ
なおす Why What How：校内研修シリーズ No144

一般社団法人ライフ＆ワーク 代表理事 妹尾昌
俊

財務マネジメント 学校財務マネジメント：校内研修シリーズ No52 日本大学 教授 末冨芳

総則とカリキュラム・マネジメント：校内研修シリーズ
No10

文部科学省初等中等教育局教育課程課教育課
程企画室 室長 大杉住子

アクティブ・ラーニングとカリキュラム・マネジメントをつな
ぐ：校内研修シリーズ No53

独立行政法人教職員支援機構 研修協力員／
研修プロデューサー 稲岡寛

カリキュラム・マネジメント ～新学習指導要領とこれから
の授業づくり～：校内研修シリーズ No54

横浜国立大学 名誉教授 髙木展郎

深い学びを実現するカリキュラム・マネジメント:校内研
修シリーズ No65

國學院大學 教授 田村学

カリキュラム・マネジメント:校内研修シリーズ No120 千葉大学 名誉教授 天笠茂

総合的な学習の時間とカリキュラム・マネジメント：校内
研修シリーズ No126

甲南女子大学 教授 村川雅弘

カリキュラム・マネジメント学習指導の充実

（２） 独立行政法人教職員支援機構（ＮＩＴＳ）の動画教材（校内研修シリーズ）

※独立行政法人教職員支援機構「動画教材（校内研修シリーズ）」の動画一覧（令和６年３月現在）（https://www.nits.go.jp/）ホームページ参照
「ホーム」→「動画教材」→「校内研修シリーズ（テーマ別）」

※講師の所属・職名は、撮影当時のものです

マネジメント概論

組織マネジメント

リスク・マネジメント

地域連携

働き方改革
（タイム・マネジメント）
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カテゴリ タイトル 講師

新しい学習指導要領において期待される学び：校内研
修シリーズ No4

國學院大學 教授 田村学

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて：校内研
修シリーズ No25

國學院大學 教授 田村学

アクティブ・ラーニングとカリキュラム・マネジメントをつな
ぐ：校内研修シリーズ No53

独立行政法人教職員支援機構 研修協力員／
研修プロデューサー 稲岡寛

『主体的・対話的で深い学び』を見取り、実現する校内
研修：校内研修シリーズ No58

國學院大學 教授 田村学
独立行政法人教職員支援機構 研修プロデュー
サー／研修協力員 宮迫隆浩

深い学びを実現するカリキュラム・マネジメント:校内研
修シリーズ No65

國學院大學 教授 田村学

学習指導要領：校内研修シリーズ No9
文部科学省初等中等教育局教育課程課 課長
合田哲雄

総則とカリキュラム・マネジメント：校内研修シリーズ
No10

文部科学省初等中等教育局教育課程課教育課
程企画室 室長 大杉住子

カリキュラム・マネジメント ～新学習指導要領とこれから
の授業づくり～：校内研修シリーズ No54

横浜国立大学 名誉教授 髙木展郎

学習指導要領の読み解き方：校内研修シリーズ No63 國學院大學 教授 田村学

教育と法Ⅰ（学習指導要領と教育課程の編成）：校内研
修シリーズ No11

明星大学 教授 樋口修資

教育と法Ⅱ（生徒指導）：校内研修シリーズ No12 明星大学 教授 樋口修資

教育と法Ⅲ （地方教育行財政制度）：校内研修シリーズ
No39

明星大学教育学部 教授 樋口修資

教育と法Ⅳ （学校の保健安全管理）：校内研修シリーズ
No40

明星大学教育学部 教授 樋口修資

スクール・コンプライアンス（著作権）：校内研修シリーズ
No105

東京学芸大学 教授 佐々木幸寿

法務相談体制の活用について：校内研修シリーズ
No134

おにざわ法律事務所 弁護士 鬼澤秀昌

外国語教育
新学習指導要領を具現化した新教材の解説：校内研修
シリーズ No34

文部科学省初等中等教育局 教育課程課・国際
教育課 教科調査官 直山木綿子

日本語指導
外国人児童生徒等に対する日本語指導：校内研修シ
リーズ No36

東京学芸大学 教授 齋藤ひろみ

キャリア・パスポート：校内研修シリーズ No109 筑波大学人間系 教授 藤田晃之

キャリア教育の実践：校内研修シリーズ No149 東北福祉大学 教授 長田徹

ネットいじめの未然防止及び解決に向けた指導と対応：
校内研修シリーズ No45

兵庫県立大学 准教授 竹内和雄

いじめ問題に関する保護者との連携、信頼関係構築の
在り方：校内研修シリーズ No48

公益社団法人日本社会福祉士会 アドバイザー
愛沢隆一

いじめのとらえ方と予防：校内研修シリーズ No56 日本大学 文理学部 教授 藤平敦

学校におけるいじめ問題への対応のポイント：校内研修
シリーズ No90

文部科学省初等中等教育局児童生徒課 専門
官 伊藤淳

教育相談に関するマネジメントの推進：校内研修シリー
ズ No15

神田外語大学 客員教授 嶋﨑政男

児童虐待防止に向けた学校の取組：校内研修シリーズ
No55

大正大学 教授 玉井邦夫

コーチングのスキルと活用Ⅲ ～不登校解決のためのリ
ソースを探す～：校内研修シリーズ No79

別府大学 教授 佐藤敬子

教育機会確保法と不登校支援施策：校内研修シリーズ
No89

文部科学省初等中等教育局児童生徒課 課長
補佐 廣石孝

自殺予防：校内研修シリーズ No95 関西外国語大学 教授 新井肇

不登校児童生徒の理解と保護者への支援：校内研修シ
リーズ No96

開善塾教育相談研究所 所長 藤崎育子

子供を性犯罪・性暴力の加害者・被害者・傍観者にしな
いための「生命（いのち）の安全教育」について：校内研
修シリーズ No118

文部科学省 総合教育政策局 男女共同参画共
生社会学習・安全課 安全教育調査官 森本晋也

スクール・コンプライアンス スクール・コンプライアンス

初等中等教育の充実

キャリア教育

いじめ問題

生徒指導・教育相談

学習指導要領

主体的・対話的で深い学び

学習指導の充実
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カテゴリ タイトル 講師

不登校児童生徒の対応について：校内研修シリーズ
No121

鳥取県立精神保健福祉センター 所長 原田豊

子どもを救い、チーム学校を形成するスクリーニング（理
論編）：校内研修シリーズ No124

大阪公立大学 教授 山野則子

学級・学年・学校支援につながるスクリーニング（実践
編）：校内研修シリーズ No125

糸満市教育委員会 指導主事 當山誠

生徒指導Ⅰ：校内研修シリーズ No129 関西外国語大学 教授 新井肇

生徒指導Ⅱ：校内研修シリーズ No130 関西外国語大学 教授 新井肇

学校現場における児童虐待対応：校内研修シリーズ
No131

文部科学省初等中等教育局児童生徒課生徒指
導室 生徒指導調査官（併）児童虐待防止・対策
専門官 井川恭輔

希死念慮のある児童生徒への適切な対応について①：
校内研修シリーズ No139

いのち支える自殺対策推進センター 子ども・若
者自殺対策室 松田芳明

希死念慮のある児童生徒への適切な対応について②：
校内研修シリーズ No140

いのち支える自殺対策推進センター 子ども・若
者自殺対策室 松田芳明

不登校児童生徒の支援と教育相談：校内研修シリーズ
No141

こども教育宝仙大学 教授 石川悦子

道徳教育：校内研修シリーズ No5
香川大学教育学部附属 教職支援開発センター
センター長 七條正典

道徳科の授業の充実を図るために：校内研修シリーズ
No23

文部科学省初等中等教育局教育課程課 教科
調査官 浅見哲也

発達の段階に応じた道徳科の指導：校内研修シリーズ
No67

畿央大学 教授 島恒生

道徳教育とカリキュラム・マネジメント：校内研修シリー
ズ No68

帝京大学大学院教職研究科 教授 赤堀博行

高等学校における道徳教育の充実に向けて：校内研修
シリーズ No81

文部科学省初等中等教育局教育課程課 教科
調査官 飯塚秀彦

特別な支援を要する児童・生徒に対する道徳教育 ～特
別支援学級における指導の在り方：理論編～：校内研
修シリーズ No98

聖徳大学 名誉教授 吉本恒幸

特別な支援を要する児童・生徒に対する道徳教育 ～特
別支援学級における指導の在り方：実践編～：校内研
修シリーズ No99

聖徳大学 名誉教授 吉本恒幸

特別な支援を要する児童・生徒に対する道徳教育 ～通
常の学級における指導の在り方：理論と実践～：校内研
修シリーズ No135

聖徳大学 名誉教授 吉本恒幸

道徳科に求められる評価：校内研修シリーズ No147
文部科学省初等中等教育局教育課程課 教科
調査官 堀田竜次

学校で配慮と支援が必要なLGBTsの子どもたち：校内
研修シリーズ No87

宝塚大学看護学部 教授
厚生労働省エイズ動向委員会 委員
日本思春期学会 理事 日高庸晴

ハンセン病問題学習：校内研修シリーズ No100 盈進中学高等学校 校長 延和聰

人権教育：校内研修シリーズ No113 学習院大学文学部教育学科 教授 梅野正信

学校における男女共同参画の推進：校内研修シリーズ
No117

独立行政法人国立女性教育会館 研究員 飯島
絵理

保健教育の基礎：校内研修シリーズ No27 横浜国立大学 教授 物部博文

重大事故発生時の対応 ～救命処置の観点から～：校
内研修シリーズ No73

公益社団法人日本AED財団 理事、元さいたま
市教育委員会教育長、埼玉大学教育学部附属
教育実践総合センター 研究員 桐淵博

学校における環境衛生（感染症対策）：校内研修シリー
ズ No84

文部科学省初等中等教育局 健康教育・食育課
健康教育調査官 小出彰宏

学校における感染症対策の在り方：校内研修シリーズ
No85

文部科学省初等中等教育局 健康教育・食育課
健康教育調査官 松﨑美枝

養護教諭の職務：校内研修シリーズ No146
文部科学省初等中等教育局健康教育・食育課
健康教育調査官 松﨑美枝

初等中等教育の充実

生徒指導・教育相談

道徳教育

人権教育

健康教育
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食育
学校全体で取り組む食育の進め方：校内研修シリーズ
No128

福岡教育大学教職大学院 教授 脇田哲郎

あの日学校で起きたこと ～改めて備えと災害時の対応
について考える～：校内研修シリーズ No62

富谷市教育委員会 生涯学習専門指導員・相談
員、戸倉小学校 元校長 麻生川敦

災害から考える リスク・マネジメント:校内研修シリーズ
No64

鳴門教育大学大学院 教授 阪根健二

事件や事故に遭遇したとき、学校はどう対応すればよい
のか：校内研修シリーズ No71

鳴門教育大学大学院 教授 阪根健二

生活安全：校内研修シリーズ No114
大阪教育大学 教授、学長補佐（校安全担当）、
学校安全推進センター長 藤田大輔

学校安全（総論）：校内研修シリーズ No116 東京学芸大学教職大学院 教授 渡邉正樹

子供を性犯罪・性暴力の加害者・被害者・傍観者にしな
いための「生命（いのち）の安全教育」について：校内研
修シリーズ No118

文部科学省 総合教育政策局 男女共同参画共
生社会学習・安全課 安全教育調査官 森本晋也

災害安全：校内研修シリーズ No143 岩手県立図書館 館長 森本晋也

幼児教育：校内研修シリーズ No28 國學院大學 教授 神長美津子

幼児教育の質の向上の重要性：校内研修シリーズ
No93

京都教育大学 教授 古賀松香

幼保小の接続について：校内研修シリーズ No110
文部科学省初等中等教育局 幼児教育課長 大
杉住子

特別支援教育の実際：校内研修シリーズ No17
～通常学級における「特別な配慮」～

FR教育臨床研究所 所長 花輪敏男

自閉症スペクトラム当事者からみた特別支援教育：校内
研修シリーズ No70

NPO法人東京都自閉症協会 綿貫愛子

多様な学びの支援 ～新学習指導要領「障害の状態等
に応じた指導内容や指導方法の工夫」を実現するため
に～：校内研修シリーズ No77

十文字学園女子大学 准教授 齋藤忍

病弱教育におけるICT活用：校内研修シリーズ No78
京都女子大学 教授、
京都教育大学大学院 教授 滝川国芳

学校における医療的ケアについて：校内研修シリーズ
No115

文部科学省 初等中等教育局 視学官
（併）特別支援教育課特別支援教育調査官 菅
野和彦

特別支援教育総論：校内研修シリーズ No119 新潟大学 教授 長澤正樹

特異な才能のある児童生徒に対する指導・支援Ⅰ：校
内研修シリーズ No122

関西大学 名誉教授 松村暢隆

特異な才能のある児童生徒に対する指導・支援Ⅱ：校
内研修シリーズ No123

関西大学 名誉教授 松村暢隆

これからのへき地・複式・小規模校教育（上）：校内研修
シリーズ No111

北海道教育大学 へき地・小規模校教育研究セ
ンター センター長 玉井康之

これからのへき地・複式・小規模校教育（下）：校内研修
シリーズ No112

北海道教育大学 へき地・小規模校教育研究セ
ンター センター長 玉井康之

教科書の活用
よりよい授業づくりのための“新しい”教科書の使い方－
小学校編－：校内研修シリーズ No127

東京学芸大学大学院 教授 西村圭一

言語活動 言語活動：校内研修シリーズ No145
文化庁参事官（芸術文化担当）付、文部科学省
初等中等教育局教育課程課 教科調査官 河合
紳和

消費者教育 消費者教育：校内研修シリーズ No133 鳴門教育大学 教授 坂本有芳

体力向上 体力向上マネジメント：校内研修シリーズ No142
武庫川女子大学健康・スポーツ科学部 教授 柳
沢和雄

初等中等教育の充実

教育課題マネジメント

学校安全

幼児教育

特別支援教育
（インクルーシブ教育）

小規模校教育
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カテゴリ タイトル 講師

学校教育の情報化：校内研修シリーズ No37 東京学芸大学 准教授 高橋純

学校におけるICTを活用した学習場面：校内研修シリー
ズ No76

放送大学 教授 中川一史

病弱教育におけるICT活用：校内研修シリーズ No78
京都女子大学 教授、
京都教育大学大学院 教授 滝川国芳

情報社会に主体的に参画する態度を育む指導：校内研
修シリーズ No82

静岡大学教育学部 准教授 塩田真吾

児童生徒の協働的な学びにおけるICT活用：校内研修
シリーズ No83

放送大学 教授 中川一史

分かりやすい授業づくりのための教科指導におけるICT
活用：校内研修シリーズ No88

東京学芸大学 准教授 高橋純

1人1台端末の活用による情報活用能力の育成：校内研
修シリーズ No104

信州大学教育学部 助教 佐藤和紀

ESD（持続可能な開発のため
の教育）

ESD（持続可能な開発のための教育）：校内研修シリー
ズ No106

宮城教育大学教育学部 教授 市瀬智紀

主権者教育の推進① ～現代的な諸課題に対応して求
められる資質・能力の育成～：校内研修シリーズ No107

文部科学省初等中等教育局教育課程課 教科
調査官
国立教育政策研究所教育課程研究センター研
究開発部 教育課程調査官 磯山恭子

主権者教育の推進② ～指導上の政治的中立の確保等
の留意点～：校内研修シリーズ No108

文部科学省初等中等教育局教育課程課 教科
調査官
国立教育政策研究所教育課程研究センター研
究開発部 教育課程調査官 磯山恭子

人材育成とコーチング：校内研修シリーズ No16 神田外語大学 客員教授 嶋﨑政男

コーチングのスキルと活用Ⅰ：校内研修シリーズ No66 別府大学 教授 佐藤敬子

コーチングのスキルと活用Ⅱ：校内研修シリーズ No69 別府大学 教授 佐藤敬子

コーチングのスキルと活用Ⅲ ～不登校解決のためのリ
ソースを探す～：校内研修シリーズ No79

別府大学 教授 佐藤敬子

コーチングのスキルと活用Ⅳ ～円滑な保護者対応に生
かす～：校内研修シリーズ No80

別府大学 教授 佐藤敬子

教育現場におけるコーチングコミュニケーション：校内研
修シリーズ No148

シナジープラス株式会社 代表取締役社長 三宅
裕之

これからの学校におけるミドルリーダーシップ：校内研修
シリーズ No74

岐阜聖徳学園大学 教授 玉置崇

リーダーシップとマネジメント：校内研修シリーズ No75
THS経営組織研究所 代表社員
慶応義塾大学大学院理工学研究学科 訪問教
授 小杉俊哉

教職員のメンタルヘルス・マネジメント―管理職に求め
られる個別対応―：校内研修シリーズ No31

早稲田大学教育・総合科学学術院 教授 河村茂
雄

学校における労働安全衛生管理の観点からの適切な
職場環境づくり：校内研修シリーズ No132

東京大学 名誉教授 小川正人
労働安全衛生研究所 部長 山本健也

研修企画 研修の企画・運営・評価：校内研修シリーズ No33
独立行政法人教職員支援機構 チーフ・研修プ
ロデューサー 堀田竜次

育成指標の機能と活用：校内研修シリーズ No57
独立行政法人教職員支援機構 次世代教育推
進センター長 大杉昭英
愛媛大学 教授 露口健司

『主体的・対話的で深い学び』を見取り、実現する校内
研修：校内研修シリーズ No58

國學院大學 教授 田村学
独立行政法人教職員支援機構 研修プロデュー
サー／研修協力員 宮迫隆浩

働き方改革時代の管理職に求められるタイムマネジメン
ト・スキル：校内研修シリーズ No59

東北大学大学院教育学研究科 准教授 青木栄
一

教員採用統一試験実施の可能性と課題：校内研修シ
リーズ No60

国士館大学 教授 北神正行

教師の資質と役割とをめぐるディスコースの国際動向：
校内研修シリーズ No61

独立行政法人教職員支援機構 上席フェロー 百
合田真樹人

NITS調査研究プロジェクト NITS調査研究プロジェクト

メンタルヘルス

教育課題マネジメント

主権者教育

ヒューマンリソース・マネジ
メント

コーチング

リーダーシップ

情報化（ICT）教育
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No. 分類 コース コンテンツ名

1 共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システムの構築

2
インクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進（１）障害児
教育の歴史

3
インクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進（２）特別支
援教育の理念と基本的な考え方

4
インクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進（３）学習指
導要領と教育課程

5 特別支援教育におけるＩＣＦの活用

6 特別支援教育における教材・教具の活用

7 特別支援教育におけるＩＣＴの活用

8 特別支援教育におけるカウンセリング技法

9 インクルーシブ教育システムにおける交流及び共同学習

10
個別の教育支援計画と個別の指導計画①学習指導要領上の位置付けと役
割

11 個別の教育支援計画と個別の指導計画②作成と活用

12 自立活動の指導−指導計画の作成−

13 インクルーシブ教育システムの構築

14 インクルーシブ教育システムにおける専門性と研修

15
特別支援学校の地域におけるセンター的機能①−センター的機能の考え方と
内容−

16
特別支援学校の地域におけるセンター的機能②−センター的機能が有効に
発揮されるために−

17 障害のある児童生徒等に対する早期からの一貫した支援

18 合理的配慮と基礎的環境整備

19 特別支援教育の視点を生かした学校経営

20 障害のある児童生徒における学習評価

21 通常の学級における個々の子供への指導や支援

22
活用してみようインクルCOMPASS～園・学校でのインクルーシブ教育システ
ム構築の充実に向けて～

23
活用してみようインクルDB～子供一人一人に応じた合理的配慮を検討する
ために～

24 多様な学びの場（１）特別支援学校の教育

25 多様な学びの場（２）小学校・中学校等①

26 多様な学びの場（２）小学校・中学校等②

27 「通級による指導」の成立とその意義

28
通級による指導を担当する皆さんへ「初めて通級による指導を担当する教師
のためのガイド」の活用について

29 幼児期における特別支援教育の考え方

30 幼児期の具体的な関わり方の実際

31 幼児期の関係機関との連携

32 幼児期の子どもをもつ保護者とのかかわり

33 幼児期の個別の指導計画の作成と活用

34 高等学校に求められる合理的配慮と基礎的環境整備

35 高等学校における校内支援体制づくり（１）

36 高等学校における校内支援体制づくり（２）

37 高等学校における特別な配慮を要する生徒への進路指導

38 高等学校における特別支援教育に関する研修及び授業研究の進め方

39 高等学校段階（思春期）における障害のある生徒の心理と自己理解

40 小学校・中学校管理職のための特別支援学級における教育課程編成

41 特別支援教育コーディネーター−役割と活動を中心に−

42 教育と福祉・医療等との連携

特別支援教育全般

（３）独立行政法人国立特別支援教育総合研究所（ＮＩＳＥ）の動画教材

参考資料　ＮＩＳＥ学びラボ　コンテンツ一覧（令和６年４月１日予定）
※独立行政法人　国立特別支援教育研究所(http://www.nise.go.jp/nc/)

「ホーム」→「研修・セミナー」→「NISE学びラボ」

インクルーシブ教育
システム関連

各学びの場における
教育

幼児期における
特別支援教育

高等学校段階における
特別支援教育

役割と連携
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No. 分類 コース コンテンツ名

43 医学的理解−行動上の問題・てんかん−

44 小・中学校に在籍する健康面への配慮が必要な児童・生徒の理解

45 発生期、胎生期及び周産期における障害

46 中枢神経系における障害

47 主な検査の種類と方法及び留意事項−発達検査法と知能検査法−

48 検査の意義とアセスメント−アセスメントの目的と意義−

49 視覚検査法

50 聴力検査

51 視覚障害の特性と教育課程

52 視覚障害教育における教科等の指導とキャリア教育・職業教育

53 視覚障害教育における情報機器等の活用

54 視覚障害教育における自立活動の指導

55 視覚に障害のある子どもにおける触覚活用

56 視覚障害教育における教科指導法−国語の指導−

57 視覚障害児の認知と指導

58 弱視学級における指導と学習支援

59 弱視用視覚補助具概論−弱視レンズの選定と指導−

60 きこえのしくみと検査・補聴機器

61 聴覚障害児のコミュニケーション

62 聴覚障害児への教育的支援

63 聴覚障害教育概論

64 聴覚障害乳幼児の療育と指導

65 手話の活用

66 聴覚機能の理解と指導

67
特別支援学校（聴覚障害）における進路指導・職業教育−キャリア教育の充
実−

68 聴覚障害児の自己理解と教育

69 知的障害の理解と教育的対応の基本

70
知的障害教育における教育課程の編成①−知的障害教育における教育課
程の考え方−

71 知的障害教育における教育課程の編成②−知的障害教育における各教科−

72
知的障害教育における教育課程の編成③−知的障害教育における道徳科
及び領域等−

73
知的障害教育の各教科における指導の工夫①−指導計画の作成と内容の
取扱いの要点小学部−

74
知的障害教育の各教科における指導の工夫②−指導計画の作成と内容の
取扱いの要点中学部−

75
知的障害教育の各教科における指導の工夫③−指導計画の作成と内容の
取扱いの要点高等部−

76
知的障害教育の各教科における指導の工夫④−指導計画の作成と各教科
全体にわたる内容の取扱い−

77 障害のある児童生徒のキャリア教育

78 知的障害教育における自立活動の指導

79 知的障害教育における主体的・対話的で深い学び

80
知的障害教育における各教科等を合わせた指導①−各教科等を合わせた指
導の考え方−

81
知的障害教育における各教科等を合わせた指導②−日常生活の指導、遊び
の指導−

82
知的障害教育における各教科等を合わせた指導③−生活単元学習、作業学
習−

83
知的障害教育の教育課程の歴史①−知的障害教育の学習指導要領制定ま
での歩み−

84
知的障害教育の教育課程の歴史②−知的障害教育の学習指導要領の変遷
−

各障害に関連する
諸検査

特別支援教育全般

発達、生理・病理

障害種別の専門性

知的障害

視覚障害

聴覚障害
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No. 分類 コース コンテンツ名

85 肢体不自由の定義と障害特性

86 肢体不自由教育における教育課程

87 肢体不自由教育の実際その１

88 肢体不自由教育の実際その２

89 肢体不自由教育における自立活動の指導

90 肢体不自由のある子どもへのＡＡＣ

91 肢体不自由教育におけるＩＣＦの活用

92 肢体不自由教育の歴史

93 小・中学校肢体不自由特別支援学級での指導等に関する実態

94 病弱・身体虚弱教育の特性と教育課程

95 病弱・身体虚弱教育における指導の実際

96 病弱・身体虚弱教育における情報機器活用の実際

97 子どもの身体発育と運動発達

98 病弱教育の歴史

99 慢性疾患の理解

100 言語障害の定義・特性・分類　言語障害教育の制度

101 言語障害のある児童生徒の理解と指導−構音障害・吃音障害−

102
言語障害のある児童生徒の理解と指導−言語機能の基礎的事項の発達の
遅れや偏りに関する障害−

103 構音障害の理解と指導

104 吃音の理解と対応−自己肯定感への支援−

105 口唇口蓋裂の医療

106 言語障害教育の現状と課題−全国調査の結果から−

107 ことばの遅れをめぐって

108 情緒障害教育概論

109 情緒障害のある児童生徒の指導と対応

110 関係性の障害とその対応

111 選択性かん黙などの心理的要因が関与する児童生徒の理解と指導

112 LD・ADHD・高機能自閉症等教育概論（１）定義と判断

113 LD・ADHD・高機能自閉症等教育概論（２）学校における気づきと実態把握

114 LD・ADHD・高機能自閉症等教育概論（３）特性の理解

115 LD・ADHD・高機能自閉症等教育概論（４）特性に応じた指導

116 LD・ADHD・高機能自閉症等教育概論（５）個別の指導計画の作成と活用

117 LD・ADHD・高機能自閉症等教育概論（６）校内支援体制の構築

118 自閉症教育概論

119 自閉症のある児童生徒の自立活動の指導

120 自閉症のある児童生徒の家族支援

121 自閉症のある子どもの教育課程

122 自閉症のある子どもの実態把握

123
通常の学級における自閉症スペクトラム障害（ＡＳＤ）のある児童生徒の指導
の対応

124 自閉症のある子どものためのソーシャルスキル指導

125 ADHDのある子どもの理解と対応

126 発達障害のある子どもの思春期の課題と支援（前半）

127 発達障害のある子どもの思春期の課題と支援（後半）

128 幼児期の発達障害

129 ＬＤのある子どもの理解と対応

130 アセスメントの目的と活用

131
発達障害のある子どもの通常の学級における支援−協同学習による一人一
人のちがいを生かす支援−

132 発達障害のある子どもの通級による指導

情緒障害

言語障害

障害種別の専門性

発達障害

肢体不自由

病弱・身体虚弱
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No. 分類 コース コンテンツ名

133 重複障害の概念と教育課程

134 訪問教育における指導

135 重複障害のある子どもの実態把握と指導の基本的観点

136 重複障害のある子どものコミュニケーション

137 盲ろうの子どもたちの理解と指導

138 重複障害のある子どもとのコミュニケーションを支える環境づくり

139 重複障害教育の現状と課題

140
重度・重複障害者の卒後の支援−地域における当事者中心の支援を目指し
て−

141 盲ろうの子どもたちの指導の実際

142
手厚い支援を必要としている子どもが主体となる教育計画と実践−情報パッ
ケージ「ぱれっと」の提案－

143 医療的ケアを必要とする子どもへの対応

144 強度行動障害の理解

145 学習指導要領にみる特別支援教育

146 教育課程の連続性と個に応じた指導の充実

147 小学校国語

148 小学校算数

149 小学校社会

150 小学校理科

151 小学校生活科

152 小学校音楽

153 小学校図画工作

154 小学校家庭

155 小学校体育

156 小学校外国語活動・外国語科

157 小学校特別の教科道徳

158 小学校特別活動

159 小学校総合的な学習の時間

160 中高国語

161 中高数学

162 中社会、高地歴・公民

163 中高理科

164 中外国語、高外国語　英語

165 中高保健体育

166 中高音楽

167 中高美術

168 中技術・家庭、高家庭

169 中高特別活動

170 中高道徳

171 中高総合的な学習の時間

172 高情報

中学校・高等学校段階

重複障害

概論

障害種別の専門性

通常の学級における
学びの困難さに応じた

指導

小学校段階
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Ⅷ　令和６年度教職員研修年間計画表

初任者・新規採用研修 経験者研修

1 月

2 火

3 水

4 木

5 金

6 土

7 日

8 月

9 火

10 水

11 木

12 金
島根県連携講座入力締切

（午後５時）

13 土

14 日

15 月

16 火

17 水

18 木
幼①小・義①中・義①高①特①
養①

19 金

20 土

21 日

22 月
中堅幼①小・義①中・義①高①
特①養①

23 火
副校長評価者
２年次教頭評価者
共同学校事務室長評価者

24 水

25 木

26 金

27 土

28 日

29 月

30 火

４　　月

日 曜
基　 　本　 　研　 　修

職　　務　　研　　修 専    門    研    修　　等

登録システム入力開始（午後１時）

第１回初任者研修指導教員等研修会・連絡協議会、新規採用養護教諭研修担当教員研修会・連絡協議会

基本研修・職務研修入力締切（午後５時）
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初任者・新規採用研修 経験者研修

1 水

2 木

3 金

4 土

5 日

6 月

7 火

管理職Ａ事務主幹・事務長Ａ
２年次校長評価者
特別支援学級新担任基礎編（小・
中・義）

8 水

9 木
小・義②A中・義②A 新任校長①

10 金
２年目小・義①A中・義①A高①
養①

専門研修・しまだい学校教員研
修一次入力締切

11 土

12 日

13 月
中堅小・義②中・義②高②特②

14 火

２年目小・義①B中・義①B特① 学校事務職員（小・中・義）
学校CIO（高）
情報化推進リーター（高）

15 水

16 木
小・義②B中・義②B 新任教頭①

新任事務長（高・特）①
情報化推進リーター（小・中・義）

17 金
幼② 新任特別支援教育主任（小・

中・義・高）
専門研修・しまだい学校教員研

修二次入力開始

18 土

19 日

20 月

21 火
３年目小・義①A中・義①A高①
養①

学校CIO（小・中・義）

22 水

23 木
高②特②養②

24 金
中英語ゼミナール①

25 土

26 日

27 月

28 火
６年目小・義①特① 新任主幹教諭

29 水

30 木
３年目小・義①B中・義①B特①

31 金
１６年目小・義①中・義①高①特
①

学校CIO（特）
情報化推進リーダー（特）

５　　月

日 曜
基　 　本　 　研　 　修

職　　務　　研　　修 専    門    研    修　　等
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初任者・新規採用研修 経験者研修

1 土

2 日

3 月
第２回初任者研修指導教員等
研修会・連絡協議会

4 火
養③ 司書教諭（中・義・高）

新任生徒指導担当者
事務１年目①

5 水

6 木
小・義③A高③特③

7 金
幼③ 講師（高）

講師（特）

8 土

9 日

10 月

11 火
新任校長③
管理職B
事務主幹・事務長B

小中特別活動
高情報Ⅰ

12 水

13 木
小・義③B中・義③A 新任副校長

14 金
中堅小・義③ 新任教頭③ 中英語①

中英語ゼミナール②

15 土

16 日

17 月
中堅特③ 司書教諭（小・義・特） マネジメント力向上

Google Workspace　アプリ

18 火

新任道徳推進教師
講師（小・中・義）
事務フォローアップ①
事務５年目

小中道徳②
ICT活用教育①A

19 水

20 木
中・義③B養④ 環境教育①

21 金
中数学　高英語
生徒指導　人権教育③

22 土

23 日

24 月
中堅中・義③高③養②
６年目中・義①高①

新任校長④
管理職C
事務主幹・事務長C

小中高体育

25 火

事務副主幹・事務次長
事務１０年目
新任保健体育主事

26 水

27 木
小・義④A中・義④A

28 金
管理職D
事務主幹・事務長D

学校の支援体制づくり①
高探究①

29 土

30 日

６　　月

日 曜
基　 　本　 　研　 　修

職　　務　　研　　修 専    門    研    修　　等

126



初任者・新規採用研修 経験者研修

1 月
教育相談・不登校担当教員
（小・中・義）

2 火
教育相談担当教員（高）
養護教諭

3 水

4 木
小・義④B中・義④B高④特④

5 金
養⑤ 中堅養③ 事務主幹（小・中・義）

特別支援学級新担任実践編
（小・中・義）

人権教育②

6 土

7 日

8 月
新任教頭④ 中技術

9 火

10 水

11 木

12 金

13 土

14 日

15 月

16 火

17 水

18 木

19 金

20 土

21 日

22 月
管理職E
事務主幹・事務長E

23 火
幼④ 中堅幼②

24 水

25 木
事務１年目②
事務フォローアップ②

26 金
プログラミング
安全・健康・食育

27 土

28 日

29 月
６年目小・義②中堅小・義④ 人権教育①

30 火
３年目小・義②中・義②特② 学校の支援体制づくり②

31 水

７　　月

日 曜
基　 　本　 　研　 　修

職　　務　　研　　修 専    門    研    修　　等
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初任者・新規採用研修 経験者研修

1 木
小・義⑤A中・義⑤養⑥ 寄宿舎教諭・寄宿舎指導員

2 金
２年目高②特② 博物館連携

特別支援教育③

3 土

4 日

5 月
２年目中・義②
中堅特④
６年目特②

あいサポート

6 火
２年目小・義②
３年目高②

小国語
中高美術

7 水

8 木
小算数
高探究②

9 金

10 土

11 日

12 月

13 火

14 水

15 木

16 金

17 土

18 日

19 月
特別支援教育①
中国語①

20 火
６年目中・義②高②
中堅中・義④高④

栄養教諭・学校栄養職員 特別支援教育④

21 水

22 木
小・義⑤B高⑤養⑦ 環境教育②

23 金

24 土

25 日

26 月

27 火

28 水

29 木
３年目養②
中堅養④

30 金
管理職F
事務主幹・事務長F

学級経営・ホームルーム経営

31 土

８　　月

日 曜
基　 　本　 　研　 　修

職　　務　　研　　修 専    門    研    修　　等
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初任者・新規採用研修 経験者研修

1 日

2 月
消費者教育
小中道徳①

3 火
人間関係づくり
小音楽

4 水

5 木
養⑧ 特別支援教育②

6 金
小理科

7 土

8 日

9 月
ICT活用教育①B

10 火
中堅養⑤ 新任教頭⑤ 中社会

Education Plus/Fig Jam活用

11 水

12 木
小・義⑥A中・義⑥A特⑤ 全教科対話

ICT活用教育②

13 金
学校リーダー① 教育相談①

全教科／教科等横断的な学び

14 土

15 日

16 月

17 火
高理科
よりよいICT使い手

18 水

19 木
中・義⑥B 図書館教育

20 金
中堅小・義⑤中・義⑤高⑤特⑤

21 土

22 日

23 月

24 火
養⑨

25 水

26 木
小・義⑥B高⑥

27 金
幼児教育

28 土

29 日

30 月
１６年目小・義②中・義②高②特② 新任校長⑤

管理職G
事務主幹・事務長G

９　　月

日 曜
基　 　本　 　研　 　修

職　　務　　研　　修 専    門    研    修　　等
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初任者・新規採用研修 経験者研修

1 火
ミドルリーダー①

2 水

3 木
小・義⑦A特⑥

4 金
高商業

5 土

6 日

7 月
小社会
高地歴・公民

8 火
小外国語

9 水

10 木
幼⑥ 中国語②

11 金

12 土

13 日

14 月

15 火

16 水

17 木
小・義⑦B

18 金
中英語②
中英語ゼミナール④

19 土

20 日

21 月
新任教頭⑥
新任事務長（高・特）②

22 火

中堅養⑥ 管理職H
事務主幹・事務長Ｈ

23 水

24 木
特⑦ 新任校長⑥

25 金
生成AI
中数学②

26 土

27 日

28 月
特別支援学校教育
ICT活用教育③

29 火
管理職Ⅰ
事務主幹・事務長Ⅰ

中高家庭

30 水

31 木
第３回初任者研修指導教員等
研修会・連絡協議会

１０　　月

日 曜
基　 　本　 　研　 　修

職　　務　　研　　修 専    門    研    修　　等

130



初任者・新規採用研修 経験者研修

1 金

2 土

3 日

4 月

5 火

6 水

7 木
小・義⑧A１中・義⑧A１高⑨

8 金
幼⑦ 中堅幼④ 中理科

9 土

10 日

11 月

12 火

13 水

14 木
小・義⑧B１中・義⑧B１特⑧

15 金

16 土

17 日

18 月
学校リーダー②

19 火
教育相談②

20 水

21 木
小・義⑧A２B２中・義⑧A２B２高
⑨

22 金
高探究③

23 土

24 日

25 月

26 火
ミドルリーダー② 国際教育

27 水

28 木
特⑨ 新任校長⑦

29 金
新任教頭⑦

30 土

１１　月

日 曜
基　 　本　 　研　 　修

職　　務　　研　　修 専    門    研    修　　等
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初任者・新規採用研修 経験者研修

1 日

2 月

3 火

4 水

5 木

6 金

7 土

8 日

9 月

10 火

11 水

12 木

13 金

14 土

15 日

16 月

17 火

18 水

19 木

20 金

21 土

22 日

23 月

24 火

25 水

26 木

27 金

28 土

29 日

30 月

31 火

１２　　月

日 曜
基　 　本　 　研　 　修

職　　務　　研　　修 専    門    研    修　　等
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初任者・新規採用研修 経験者研修

1 水

2 木

3 金

4 土

5 日

6 月

7 火

8 水

9 木

10 金

11 土

12 日

13 月

14 火

15 水

16 木

17 金
３年目小・義③中・義③高③特
③養③

18 土

19 日

20 月

21 火
２年目小・義③中・義③高③特
③養③

22 水

23 木
幼⑧小・義⑩中・義⑩高⑩特⑩
養⑩

24 金

25 土

26 日

27 月
中堅幼⑤小・義⑥中・義⑥高⑥
特⑥養⑦

28 火
６年目小・義③中・義③高③特
③

29 水

30 木
１６年目小・義③中・義③高③特
③

31 金

１　　月

日 曜
基　 　本　 　研　 　修

職　　務　　研　　修 専    門    研    修　　等
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初任者・新規採用研修 経験者研修

1 土

2 日

3 月

4 火

5 水

6 木

7 金

8 土

9 日

10 月
高探究④

11 火

12 水

13 木

14 金

15 土

16 日

17 月

18 火

19 水

20 木

21 金

22 土

23 日

24 月

25 火

26 水

27 木

28 金

２　　月

日 曜
基　 　本　 　研　 　修

職　　務　　研　　修 専    門    研    修　　等
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初任者・新規採用研修 経験者研修

1 土

2 日

3 月

4 火

5 水

6 木

7 金

8 土

9 日

10 月

11 火

12 水

13 木

14 金

15 土

16 日

17 月

18 火

19 水

20 木

21 金

22 土

23 日

24 月

25 火

26 水

27 木

28 金

29 土

30 日

31 月

３　　月

日 曜
基　 　本　 　研　 　修

職　　務　　研　　修 専    門    研    修　　等
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お わ り に 

急激に変化する予測困難な時代において、学校教育も明治の「学制」公布

以来の大きな変化に直面していると言われます。「令和の日本型学校教育」

を担う教師には、変化を前向きに受け止め、教職生涯を通じて探究心を持ち

つつ自律的かつ継続的に学び続けることがより一層求められています。ま

た、子ども一人一人の学びを最大限に引き出し、子どもの主体的な学びを支

援する伴走者としての役割も期待されています。 

教育センターでは、新たな教師の学びの実現に向けて、参加者が主体的・

対話的で深い学びを実現できるよう「授業観の転換」と軌を一にした「研修

観の転換」を図り、改定された「鳥取県公立学校の校長・教職員としての資

質の向上に関する指標」を踏まえ、令和６年度の教職員研修を実施します。 

「子ども一人一人の学びを最大限に引き出し、主体的な学びを支援する授

業」を体感できるような、主体性を重視した研修や、一人一台端末を活用し

て探究的に学ぶ研修、理論と実践の往還を重視した研修等、「新たな教師の

学び姿」を支援できるよう準備を進めています。 

また、令和７年４月からの国の研修受講履歴記録システム及び教員研修プ

ラットフォームの本格的導入に向けての準備も進めています。

本冊子をとおしての学びが、鳥取県の未来を拓く子どもたちと教職員の主

体的・対話的で深い学びの実現と、資質・能力の育成につながることを心か

ら願っています。 
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鳥取県教育センター案内図

●鳥取空港から タクシー約５分 

●ＪＲ「湖山駅」から 徒歩１５分、タクシー約５分 

●ＪＲ「鳥取大学前駅」から 徒歩１５分、タクシー約５分 

●ＪＲ「鳥取駅」から バス（日ノ丸自動車） 

「湖山・賀露」「相生町・湖山・鳥大附属」行き 

 約３０分（「湖山」又は「鳥商前」下車） 

 タクシー約１５分 

所 在 地  〒６８０－０９４１ 鳥取市湖山町北５丁目２０１番地 

電 話 

総務課 （０８５７）２８－２３２１ 

教育企画研修課 （０８５７）２８－２５８５・２５８６ 

教育ＤＸ推進課 （０８５７）２８－２３２３ 

電子メ－ル 

教育企画研修課 kikaku(*)ml.pref.tottori.lg.jp 

※上記の記号「(*)」を半角アットマーク「@」に

置き換えてください。 
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